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は じ め に 

 

 本校を含めた全国の国立高専は、平成 16年度に独立行政法人国立高等専門学校機構

として組織化され、これまでに第１期～第３期の中期目標期間を経てきた。 

 その中で、本校では、教育研究水準の向上を図り、高専の目的及び社会的使命を達

成するため、毎年度自己点検・評価を実施し、その都度報告書を作成している。 

年度ごとの点検項目については、本校自己点検評価委員会において、特に点検すべ

き項目を抽出し、設定している。また、これらの項目の中で、教育研究活動や管理運

営等において一層の改善が必要と評価した事項については、例年、外部評価機関であ

る運営諮問会議で諮問を行っている。 

令和４年度は第４期中期目標期間の４年目であり、自己点検・評価については、高

等専門学校評価基準（機関別認証評価）に準じた事項として「各関係組織等における

令和４年度自己点検・評価について」、自己点検評価委員会が必要と認めた重点項目と

して「継続可能な学生寮の運営について」及び「施設・設備の現状と課題」、中期計画・

年度計画に掲げる事項として「令和４年度年度計画の取組状況と自己評価」を挙げ、

点検・評価を行った。このうち、「継続可能な学生寮の運営について」は、第 20回運

営諮問会議（令和５年度）の諮問事項として、委員から意見を頂く予定である。 

なお、本報告書では、第 19回運営諮問会議（令和４年度）の報告として、令和２年

度の自己点検・評価項目である「アフターコロナにおける学校のデジタル（ＤＸ）化

について」に関するフォローアップと令和３年度の自己点検・評価項目である「課外

活動の在り方について」に関する提言についてもまとめている。 

 本校では、社会からの要請に応えていくためにも、教育の高度化、地域社会等との

連携強化、優れた入学者の確保、施設・設備の整備による教育環境の充実等に向けて

改革を進め、自己点検と自己改革・改善を精力的に行っていく所存である。 

本報告書の公表を機に、弓削商船高専の取組について、関係各位から忌憚のないご

意見をお寄せいただき、更なる改善に反映させていきたいと考えている。 

 

令和５年１１月 

                    独立行政法人国立高等専門学校機構 

弓削商船高等専門学校長 

                     石 田 邦 光 
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Ⅰ 令和４年度の取組に対する自己点検・評価 

１ 各関係組織等における令和４年度自己点検・評価について 

（１）各関係組織等における自己点検・評価体制 

本校では、「学校教育法第 123 条において準用する第 109 条第１項の規定に基づく自己

点検・評価」に基づき、令和２年度に自己点検・評価に関する基本方針を制定しており、実

施項目の一つである各関係組織等において、高等専門学校評価基準（機関別認証評価）に準

じた事項の自己点検・評価を実施した。 

これは学内の各組織において、必要なデータ及び情報を定期的かつ体系的に収集及び整

理し、その組織ごとに自己点検・評価を実施する。実施後、各組織は自己点検評価委員会に

自己点検・評価結果を報告し、自己点検評価委員会は、その結果を報告書として取りまとめ、

その性質上開示に適さないものを除き、公表を行うこととなっている。 

 

（２）各関係組織等における令和４年度自己点検・評価結果 

高等専門学校は 7年に一度、外部機関による高等専門学校機関別認証評価（以下「認証評

価」という。）を受審することになっている。この認証評価は、高等専門学校の教育研究水

準の維持及び向上を図るとともに、個性的で多様な発展に資するよう、大学改革支援・学位

授与機構（以下「評価機構」という。）が以下のことを目的として行っている。 

①高等専門学校機関別認証評価において、評価機構が定める高等専門学校評価基準（以下

「高等専門学校評価基準」という。）に基づいて、高等専門学校を定期的に評価すること

により、高等専門学校の教育研究活動等の質を保証すること。 

②高等専門学校の自己評価に基づく第三者評価を行うことにより、高等専門学校の教育研

究活動等に関する内部質保証システムの確立・充実を図ること。 

③評価結果を高等専門学校にフィードバックすることにより、高等専門学校の教育研究活

動等の改善・向上に役立てること。 

④高等専門学校の教育研究活動等の状況を社会に示すことにより、高等専門学校が教育機

関として果たしている公共的役割について、広く国民の理解と支持が得られるよう支援・

促進していくこと。 

評価基準は、８つの「高等専門学校評価基準」と２つの「選択的評価基準」で構成されて

おり、さらに「高等専門学校評価基準」の各基準は、さらに評価の視点が細分化されている。 

全体的には８の基準、20の評価の視点、68の観点に細分化されており、それぞれの観点

に関して、根拠となる書類を整えて受審している。本校では教育、学生支援、寮務、研究、

地域貢献といったさまざまな活動をしており、それに関する委員会も開催されている。また、

根拠となる資料が膨大になるため、各関係組織が、認証評価のために書類を整えるのにも大

きな労力がかかることになる。そこで、各関係組織が、認証評価の観点に沿ってさまざまな

活動が実施され、根拠資料が保存されているか点検し、改善の必要がある場合はその対策を

報告することにした。 
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令和４年度の自己点検・評価結果（資料１）から、全体的に観点に適合している項目がほ

とんどであるが、少ないながら要改善となっている項目もあるため、今後、各関係組織等に

おいて検討・改善する予定となっている。 
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２ 継続可能な学生寮の運営について 

（１）概要 

令和５年度４月現在で寮生者数は 498 名(定員 509 名)であり、全学生数の８割近い学生

が寮生活を送っている。寮生数はここ数年増加傾向にあり、今後も続くことが予測される。

一方で、新型コロナウイルス感染症対策やメンタルサポートの観点から個室対応が求めら

れるなど、寮生を受け入れる施設の規模や設備について大幅な見直しが求められている。 

現在の学生寮における取り組みと課題を踏まえ、今後５～10 年以内に実施される予定の

食堂及び男子寮の改修や今後の寮運営の在り方について諮問いただきたい。 

 

（２）学生寮の現状 

本校の学生寮は、寮務主事及び寮務主事補を中心として「団体生活を通して、友愛、協調

及び自主の精神を培い、責任と規律ある習慣を体得させ、将来にわたる人間形成に資する」

ことを目的として運営されている。（資料２：弓削商船高等専門学校学寮管理運営規則第２

条） 

本校はこれまで全寮制であったが、令和３年度から全学科学年において許可入寮制とな

っている。１・２年生の寮生は２人部屋、３年生以上は原則個室となっている。寮生数が少

なかった時は２年生から個室であった。食事は本校が委託した食堂業者によって毎日３食

が食堂で提供され、寮生は学年ごとに使用時間を分けて利用している。浴室は自習時間を除

いて、16時〜22 時 30分まで自由に利用できる。シャワーは昼の時間にも利用可能である。 

男子寮の各階には補食談話室が設けられており、簡単な調理や寮生の交流の場として利

用されている。令和２年３月に完成した女子寮（Ｄ棟）には補食談話室に加えて、ラーニン

グコモンズという共通スペースが設けられ、寮生の自学自習やミーティングの場として活

用されている。 

居室には、学習机、ベッド、ハンガーラックが設置されており、無線 LAN ルーターの貸

出により居室から学習目的でのインターネット利用も可能となっている。持ち込み禁止物

は「寮生活のしおり」（資料３）に明記されており、消費電力の多いもの、危険物などが禁

止されている。２年生以上には冷蔵庫（90L未満）、３年生以上には TV・ゲーム機等の持ち

込みが許可されている。 

部屋替えは、１年生で２～３回、２年生で１～２回実施される。居室は各棟で広さが異な

っているため、比較的広いＡ・Ｂ棟に５年生を配置している。 

収容人数については、改修などを実施して対応してきた。女子寮（Ｄ棟）ができるまで、

男子寮は３人部屋や５人部屋が設置されていたが、コロナ禍では、原則各居室の上限を２名

として運用を行なった。令和５年に定員の見直しを行い、環境改善の検討を始めている。（資

料４：定員の見直し） 

食事に関しては、教職員による検食や学生からのアンケートにより改善に取り組み、令和

３年度には、使用している米の見直しや鶏肉等の調理機器を新規に導入した。また、新入生

歓迎会やクリスマス会などでは、特別メニューを提供いただき、寮内での一大イベントにな
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っている。学生からの評判も良好である。 

 

①指導体制 

寮生指導には全教員が当たることになっており、宿日直を輪番で担当している。また、女

子寮では学生寮指導員（寮母）が週４日、男子寮では令和３年２月から学生寮指導員が週４

日宿日直に入っている。 

学生寮指導員の配置により、教員の当直回数を軽減できたが、依然当直業務の負担は大き

く、指導員の増員や当直教員数の見直しなどを継続して検討している。 

学寮の管理運営及び寮生の厚生補導に関する事項を審議する機関として、寮務委員会が

設置されている。（資料５：寮務委員会規則、寮務委員会名簿） 

学寮事務室には事務組織として寮務係を配置し、常勤職員２名及び非常勤職員１名が勤

務している。また、寮生保護者会から事務員１名、ボイラー技士１名及び清掃スタッフ３名

が業務委託されている。 

 

②寮生会・保護者会 

全寮生により寮生会が組織され、寮生会会長・副会長などの役員を中心とし、寮生活が健

全かつ有意義に営まれることを目的として、学寮関係教員と連絡を取りながら活動してい

る。（資料６：寮務主事・主事補一覧）また、平成 23年度より全寮生の保護者を会員とした

寮生保護者会を設立し、寮生保護者会総会において学寮生活費の予算・決算について承認を

得る他、学寮運営に関する保護者の意見を反映できるようにしている。寮生保護者会役員へ

の就任は、寮生会役員の保護者に依頼することが通例となっている。（資料７：寮生会会則、

寮生保護者会会則） 

 

③新型コロナウイルス感染症対応及び巡検 

令和２年初めに発生した新型コロナウイルス感染症の流行は寮生活にも大きな影を落と

した。令和２年２月～９月まで学寮は閉寮を余儀なくされ、授業を遠隔で行うこととなった。

令和２年９月から対面授業を段階的に再開させることに伴い、寮生を２回に分けて帰寮さ

せたが、食堂や浴室の利用は大幅に制限した。また、巡検の方法も変更し、当直教員と学生

との接触をできるだけ避けるように対応した。 

再開直後、朝食はパンと牛乳だけとなり、点呼は登校時に行う検温チェックで代替した。

令和３年４月からは、朝食は米に戻して食事を改善し、朝点呼を IC学生証によるチェック

に替えた。 

夜の巡検は従来各棟の居室前に整列し、当直教員が巡回して確認する方法であったもの

を、学年ごとに食堂に集合して確認する方法に変更した。この方法は学生への注意及び伝達

の観点から効果が高いと考えている。 

対面授業再開以降、延べ 524 名のコロナ罹患者及び濃厚接触者が発生している。うち寮生

は 397名である。寮内で発症したものについては、青雲館等に隔離対応することを余儀なく

され、寮務主事室のスタッフや当直教員及び食堂に多大な負担となった。うち３回（令和４
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年１月、12 月及び令和５年１月）は、感染者が急増したため、教務主事・主事補及び学生主

事・主事補とも協力して対応した。 

令和５年５月から、インフルエンザ相当の５類扱いとなり、体調不良者（発症者）は原則

帰省し、療養することとなった。５類へ移行後も 52名の体調不良者（新型コロナ 46名、イ

ンフルエンザ３名、感染性胃腸炎３名）が発生したが、遠距離のため 10名が帰省できず学

寮で隔離療養となった。（資料８：新型コロナウイルス感染症等の月別発生状況）（資料９：

新型コロナウイルス対策と学生寮の ICT 化に関する考察）（資料 10：IC 学生証を用いた認

証システムの多様化による業務効率化）（資料 11： 高専における新型コロナウイルス対応

後の教育の ICT化） 

 

④学寮設備 

現在の男子寮は平成 12年に改修が行われたものであり、それ以降も寮生数の増加に伴っ

て逐次改修が行われている。寮生数増加に対応するため、PC 室や集会室などが居室として

改修されてきた。 

衛生的で健康な寮生活を送るためには、浴室設備は必要不可欠である。毎日の清掃と週３

回の湯水の張替えを行い、年１回の水質検査を実施している。令和４年にはボイラーからの

給湯パイプの汚損による水質悪化（Ａ・Ｂ・Ｃ棟）、パイプ破損による湯沸かし機能低下（Ｂ・

Ｃ棟）、塩素投入装置の故障（Ａ棟）が確認された。新築である女子寮（Ｄ棟）でも虫の侵

入による給湯施設の故障が発生した。（資料 12：水質検査結果書） 

また、シャワーの利用を希望する学生も多いため、男子棟にはＡ・Ｂ・Ｃ各棟に２つのシ

ャワー室があるが、常に利用待ちの行列ができる。新型コロナウイルス感染症対応の際には、

食堂横のシャワー室を開放して混雑緩和を行ったが、上下水道代を節約するため、令和５年

からは開放を中止している。加えて、近年の電気代の高騰により、寮運営は逼迫した状態と

なっている。寮内では節電の協力を求めているが、猛暑の中での節電には限界がある。令和

５年には学寮生活費の臨時徴収と一時的な値上げを実施した。（資料 13：光熱水料費・上下

水道代の推移） 

 

⑤学生の問題行動と指導 

低学年では複数人部屋での生活を基本としているが、少子化による意識の変化から、共同

生活へのストレスを感じる学生が多くなっており、さまざまなトラブルが発生している。 

寮内での飲酒・喫煙・暴力行為等については、離寮処分を含めた厳しい対応となる。（資料

14：寮務主事注意者数、離寮者数の推移） 

友人間の些細な出来事からトラブルに発生することも少なくない。トラブルに関係した

学生及び保護者からは、部屋替えや個室対応などを要望されるが、設備面から対応すること

は困難である。静養室への緊急避難、学生相談室との連携、一時的な通学切り替えなどで対

応せざるを得ない。その後の学生間の関係性に注意しつつ指導を行っている。 
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⑥荷物・郵便物の取り扱い 

荷物や郵便物などの取り扱いが非常に多く、受け渡し作業に多くの労力がかかっている。

本校では、寮の職員が外泊・欠食システムにより、荷物到着などの連絡を各学生にメールで

通知している。そのため、職員が不在の休日に届いた荷物については、受け渡しの対応はし

ておらず、事務室は荷物で満杯になる。しかし、メールを確認せずに受け取りに来ない学生

もいるため、職員が居室まで通知文を貼りに行っている。 

また、受け渡し時には本人が受取簿にサインすることになっているが、本人確認が十分と

はいえない。学生証による本人確認の徹底、掲示板などの活用による寮生への情報伝達の効

率化が必要である。 

 

（３）施設改修を踏まえた現状の課題 

①学寮設備 

高専機構の方針として、築 30年を経過した施設については、優先して改修を行うことで

施設を長寿命化させることとしており、本校においても５～10 年後に食堂及び男子寮の改

修が予想されている。 

令和４年には食堂の改修案の検討を行なった。食堂・売店の機能強化に加え、男子寮に不

足している集会用スペース、バリアフリー化などを組み込んだものとなっている。また、省

スペースと省エネルギーを目指し、ボイラー室をエコキュートにする予定である。（資料 15：

食堂棟改修） 

文部科学省では、学寮の共通スペースとプライバシーの確保を両立するため、混住型学生

寮を推奨しており、複数の大学で導入されている。これはラーニングコモンズとキッチン及

び個室を組み合わせてシェアハウスのように利用するもので、高専でも国際寮などで採用

されている。本校の女子寮改修でもラーニングコモンズの設置や上級生と下級生とを同じ

フロアに配置することで同様の効果を目指した。男子寮改修においても、女子寮と同様にフ

ロアごとでの混住を実施している。しかし、シェアハウス型を導入するためには、大幅なレ

イアウトの変更を検討しなければならない。 

文部科学省では、学寮総面積に対する学生１名あたりの面積を 18㎡（混住型の場合は 24 

㎡）と定めている。これによれば、よりゆとりを持たせたレイアウトが求められる。今後の

入学者数・寮生数の推移については、さらなる解析が必要であるが、500名前後で推移する

ことが予想され、男子寮・女子寮ともに現状の面積では対応できない。 

しかし、新棟を建設するハードルは極めて高く、既存施設を活用した範囲での改修計画が

現実的であると考えられる。 

改修に向けての方針を以下に示す。 

 

ⅰ．個室化の実現 

 学生間のトラブルや体調不良時の対応として、居室は個室であることが望ましい。複数人

居室を分割、Ａ棟浴室・玄関の改修により個室の増加を図る。本提案では個室の面積が９～

10 ㎡となるが、ユニット形式の家具を設置することで、十分な空間は確保される。しかし、
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個室化により男子の定員は 434名となり、収容能力の低下が課題となる。 

Ａ棟複数人部屋（61 部屋）を現状のままとした場合、男子の定員は 473 名となり、１年

生全員を収容することが可能である。１年生を複数人にするかどうか判断が難しいところ

である。（資料 16：改修による個室化と定員）（資料 17：改修部屋割り変更（案））（資料 18：

改修後個室レイアウト（案）） 

 

ⅱ．居室設備のリース化（エアコン・冷蔵庫・布団） 

猛暑など近年の異常気象のため、居室にエアコンは必要不可欠である。現在、各居室のエ

アコンはリースしており、リースの延長で経費削減を行なっている。 

本校では２年生から冷蔵庫の持ち込みが許可される。これは２年生から個室であった流

れからである。一方で補食談話室の冷蔵庫では、稀に私物の紛失が発生し、学生間の深刻な

トラブルの要因にもなっている。これらの観点から、全居室への冷蔵庫の設置が望ましい。

特に複数人部屋には学校側から提供するべきである。 

居室のメンテナンスは、夏季・春季の休業中に実施することが望ましい。近年、高温・多

湿によるカビの発生が問題となっており、長期休業中には荷物を持ち帰るように働きかけ

ているところである。また、定期的に部屋替えも行うため、できるだけ物を少なくして生活

することが望ましい。家具類は原則不要となっているため、衣類（衣裳ケースに収まる程

度）・教科書・布団のみあれば十分であると考える。布団はリースを導入している高専もあ

り、衛生面・荷物削減の観点から極めて有効である。 

 

ⅲ．居室の定期的な点検と改修 

居室の備品については、老朽化等によって不具合のあるものが多く見られる。Ｃ棟では学

生がベッドを解体するなどのためベッドのない居室もある。これまで部屋替えにより空室

となった居室から優先的にカーペットの張り替えなどを行ってきたが、部屋数が不足して

いるため計画的に進められていない。長期休業における私物の持ち帰りを徹底することで

居室の定期的な整備（５年ごと１年あたり 80室程度）を実施しなければならない。 

 

ⅳ．寮内設備の整備と更新 

寮生から要望の多いシャワーの増設について、食堂棟及び各棟に整備を行う。男子浴室に

ついては、Ｂ・Ｃ棟の浴室の拡張を行う。 

現在のトイレの設置状況は、各フロアに十分な数が用意されている。男子棟には洋式トイ

レの数が少ないこと、頻繁に故障することが課題である。排水パイプの強化、洗浄便座機能

付きの洋式トイレへの改修を行う。（資料 19：フロア別寮内設備数） 

設備面においては、洗濯機・乾燥機、補食談話室（IH調理器、冷蔵庫）などがある。家事

を行ったことがない学生が、不慣れなまま家電を不適切に使用することが多いため、突発的

な故障が頻発している。故障の都度、交換・修理を行うため、予算が組みにくく対応できな

いことが課題となっている。 

男子寮内でのトラブルが多いのが洗濯物の紛失である。洗濯機は常態的に混雑が続いて
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おり、台数の増加を繰り返しているが、学生の利用に対応できていない。また、洗濯機能に

比べ乾燥機の能力が不足していることが混乱の原因にもなっている。本校でもコインラン

ドリー誘致による外部委託の案は出ているが、本格的な検討には至っていない。洗濯室が一

箇所になっている高専では、コインランドリーの導入を検討しているところもある。各階の

洗面所・トイレ併設の洗濯室を改修し、使い勝手を良くすることが求められる。 

その他、居室に部屋干しのための天吊物干しを設置、屋上の開放なども検討を行う。 

 

ⅴ．防犯・事故防止対策 

居室の窓は網戸の固定・柵を設置することで転落防止の対応を行う。非常ドアにサムター

ンカバー及びセンサー、各階の通路、補食室に防犯カメラを設置し、不審な行動への防止を

図る。女子寮においては、避難経路の施錠について運用の検討を行う。 

各棟の入り口を IC 学生証に対応した入退室管理システム（オートロック）を導入する。 

 

② 年間の執行計画 

令和５年度の予算案を資料に示す。（資料 20：令和５年度寮生保護者会学寮生活費予算）

リース代が増額になった場合、現行の金額では対応できないため、それぞれのリース代を上

乗せすることが予想される。他高専等の事例によれば、布団リース代、冷蔵庫リース代共に

月 1,000〜1,500 円程度であった。 

 

③ 改修計画 

食堂棟、男子寮（Ａ・Ｂ・Ｃ棟）の改修は複数年度にまたがる大規模な改修となる。学事

予定などへの影響を最小限に抑えつつ、安全に工事を実施しなければならない。また、Ａ・

Ｂ・Ｃ棟はアスベスト除去を含むため、長期間の工期が想定される。これらの観点から、以

下の改修工事計画案を検討している。 
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案１：新棟を建設した上で改修 

新棟を建設するにはハードルが極めて高いが、仮に新棟建設が認められた場合、以下の改

修計画が想定される。 

工期 工事名 詳細 

第１期 食堂棟・男子浴室改修 バリアフリーに対応した食堂・浴室 

男子寮全体の入浴に対応 

研修室を設置する 

夏季休業の延長、学食・弁当により食事提供 

第２期 新Ｃ棟新設 テニスコートに新棟を新設 

完全個室に対応させる 

Ｂ棟から新Ｃ棟に学生を移動 

第３期 Ｂ棟改修 事務室を食堂棟に移動（仮） 

アスベスト除去、個室化 

Ａ棟からＢ棟に学生を移動 

第４期 Ａ棟改修 アスベスト除去、個室化 

旧Ｃ棟からＡ棟に学生を移動 

（資料 21：改修工事計画（案）） 

この中で、旧Ｃ棟については最終的に撤去することとなるが、国際寮としての改修も検討

の余地がある。 

 

案２：新棟を建設せず既存の施設を活用したまま改修 

 新棟を建設せずに改修する案として、既存の施設を活用しながら、各棟を順に改修してい

くことを想定している。この場合、改修する棟に入居している寮生は、学生寮を一時的に退

居することを迫られ、改修が行われる都度、100名を超える寮生が退居を迫られることが想

定される。この場合、退居せざるを得ない寮生のため、近隣のアパートや下宿を引っ越し先

として検討する必要がある。 

 

（４）課題と諮問事項 

新棟を建設するハードルは極めて高く、既存施設を活用した範囲での改修計画が現実的

ではあるが、アスベスト除去工事を伴った改修計画も長期間の工期が想定され、その間寮生

をどこに移すかなど解決するべき課題は多い。 
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３ 施設・設備の現状と課題 

 

（１）令和４年度に整備した施設・設備 

令和４年度の施設・設備に関する主な工事契約等は、以下のとおりである。（資料 22） 

 

① 船舶建造費補助金(令和３年度補正予算（令和４年度繰越）) 

(ア) 練習船一式 

⇒老朽化した練習船「弓削丸」の代船建造が、予算措置された。令和５年

度においても船舶国債事業として予算措置されており、令和６年３月完成

予定である。 

 

② 施設整備費補助金(令和４年度予算) 

(ア) 弓削商船高専図書館棟等改修その他工事 

⇒図書館（内部）及び情報処理教育センター（内・外部）を一体的に改

修することにより本校の情報収集拠点の強化を目的に多様な機能をもつ

総合施設への整備を行った。 

 

③ 運営費交付金（営繕事業費） 

(ア) 弓削商船高専（下弓削）基幹・環境整備（桟橋）設計業務 

⇒施設整備関係の概算要求である基幹・環境整備（桟橋）事業の要求に伴

い先行発注された設計業務。代船建造に伴う浮桟橋の改修及び渡桟橋の架

け替えを行うための設計を行った。 

    

（２）施設の今後の課題 

(イ) 学内施設 79％が経年 25 年を超えており、これらに対応するため「イ

ンフラ長寿命化計画」に基づき施設整備の充実に向けて取り組む。 

「持続的な学修環境への改善」を目的として耐用年数を超えた学内設備のうち、

維持管理費削減効果が大きい設備について更新（改修）し、維持管理費（ラ

ンニングコスト）を削減する必要がある。 
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４ 令和４年度年度計画の取組状況と自己評価 

（１）年度計画に関わる自己点検・評価体制 

本校では、自己点検・評価に関する基本方針を裁定しており、その実施項目、実施組織

に基づいて中期計画・年度計画の業務実績を自己点検・評価している。 

  中期計画推進室では、各関係組織等から提出された年度計画の実績報告及びその根拠

資料により年度計画の実施状況を把握し、中期計画推進室の確認を経て運営委員会で報

告し、ホームページで公表している。（資料 23） 

  また、年度計画に係わる自己評価については、これまで中期目標期間終了後に実施して

いたが、第４期中期計画からは年度終了ごとに実施することとなった。令和４年度の自己

評価については、まず、年度計画の達成状況に対して各関係組織等が自己評価を行い、中

期計画推進室で評価のチェックを行った後、自己点検評価委員会で最終的な自己評価を

行った。 

 

（２）令和４年度年度計画の取組状況と自己評価 

 令和４年度年度計画の取組状況及び自己評価は資料 24のとおりである。 

 集計の結果、全体の評価は次のようになる。 

Ａ：所期の目標を上回る成果が得られていると認められる………………… 2.5% 

Ｂ：所期の目標を達成していると認められる…………………………………77.5% 

Ｃ：所期の目標を下回っており、改善を要する………………………………  0% 

Ｄ：所期の目標を下回っており、抜本的な改善を要する……………………   0% 

高専機構本部対応で未評価…………………………………………………………20% 

 

全体（80項目）を通して、「所期の目標を上回る成果が得られていると認められる」と評

価した項目が 2項目（2.5%）、「所期の目標を達成していると認められる」と評価した項目が

62項目（77.5%）であり、これらを合わせると 80%に達している。一方、「所期の目標を下回

っており、改善を要する」と評価した項目は 0項目（0%）、「所期の目標を下回っており、抜

本的な改善を要する」と評価した項目も 0項目（0%）であった。また、本校では計画の予定

がない項目あるいは高専機構本部が対応している 16項目（20%）については評価を行ってい

ない。 

 令和元年度から始まった第４期中期計画の実施に当たっては、第３期中期計画の実施状

況を踏まえて各年度の年度計画を定め、中期計画推進室を中心に教職員が鋭意努力して実

績を重ねてきた。個別の項目の実施状況についての自己評価は上記のとおりである。 

 今回取りまとめた令和４年度年度計画の達成状況及び自己評価を踏まえ、令和５年度に

おける年度計画の達成に向けて、更なる改善を図っていく。 
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Ⅱ 第 19 回運営諮問会議（令和４年度）の報告 

１ 令和２年度自己点検・評価項目のフォローアップ 

（１）アフターコロナにおける学校のデジタル（DX）化について 

【第 18 回運営諮問会議（令和３年度）での提言】 

各学科を問わず、技術というものはICT化（デジタル化）に進んでいくことは避けられ

ないことである。授業のスキルを向上させるためにICT機器を手段としてどう活かして使

うか、対面では何をするのか、使い分けの検証が必要である。オンライン授業は、個別対

応にならざるを得ないので労働時間が延びて労働時間管理の問題、通信環境保持に関して

は、情報処理教育担当スタッフの人数やスキルの問題などあり、人事的配慮や情報管理の

レベルそれぞれに対応したスタッフの配慮を検討していただき、余裕がでてくるのであれ

ば、アナログ方面に回すことも考えられる。 

また、オンライン授業に関しては、資料など予習・復習には便利になるが、反面、講義

内容の質の低下、学生の緊張感の持続低下、理解度の低下など見られることがあり、内容

を工夫する必要がある。 

出前授業に関しては、小・中学校の児童・生徒も一緒に学ぶことは非常に良いことなの

で、状況にもよるが対面方式で残しておく。 

商船学科の実習は、海上での事故にも繋がるため、現場での教育が必要となるので、オン

ライン授業には不向きである。なお、商船学科のみならず、工業系学科も同じことが言える

ので、オンライン授業と対面授業の使い分けを充分に検討して実施していただきたい。 

 

【提言に対する本校の対応】 

ア 背景 

令和２年度、新型コロナウイルス感染症の拡大による行動制限や接触制限等を受け、遠隔

授業やハイフレックス型授業の導入、教職員の在宅勤務の実施など、授業形態や教授方法が

変化するとともに、学生への従前以上のケアが必要となっている。 

本校が所在する上島町の平成 31 年の高齢者（65 歳以上）人口は、45.6％と年々増加し、

高齢化が進んでいる。また、弓削地区の人口の約 15％が本校の寮生にあたり、緊急事態宣

言やまん延防止等重点措置が発令された地域出身の学生も多数いる。本校学生寮の開閉寮

時には、寮生の移動を伴うため、特に高齢者の多いこの地域とは連携した感染対策が必要と

される特殊な環境にある。 

一方、ICTは感染対策を施した環境で、学生の学びや健康管理等の学校運営を行う重要な

技術である。（独）国立高等専門学校機構はマイクロソフト社と包括契約を結んでおり、高

等専門学校（以下「高専」という。）の教職員および学生は、マイクロソフト社が提供する

Office365のラインセンス（メール、Word、Excel、Teams など）を無償で利用することがで

きる。遠隔授業は、これらのツールの１つである Teams（チームズ）を用いた。本校は、さ

らには LMS（Learning Management System）として、Moodle（ムードル）を平成 25年度か
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ら導入しており、これらの２つのツールを基盤とした学校運営を実施している。 

提言内容を踏まえた本校の対応をイ～カの５つの項目に分類し、各項目についてアフタ

ーコロナ以降もデジタル化の推進が継続されている点及び従来までのアナログ的な人との

繋がりを継続している点について、以下に示す。 

 

イ 講義 

令和２年 11 月９日以降の対面授業の再開に伴い、通学する地域やクラス単位を対象に遠

隔授業を実施したが、新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針等により、現在では

従来の対面授業に戻っている。 

 

①板書 

令和３年度以降、約８割の授業で講義資料をプロジェクターで投影する授業形式が用い

られている。例えば、数学の講義では数式の解法の流れを説明するためにタブレット端末と

ペンを用いて式を解いたり、重要箇所をハイライトしたりするなど、学生の集中力を持続さ

せる工夫をしている。また、全ての講義資料をプロジェクターで投影するのではなく、内容

によっては板書に変えるなど、ハイブリッド型で講義を行う教員もいる。講義資料がデジタ

ル化されているメリットは、授業担当科目の変更や次年度の講義資料の更新が容易であり、

授業レベルの質が確保される。 

 

②出欠管理 

全教員が Moodleに入力を行い管理している。選択科目のようにクラス全員が受講生でな

い場合であっても、学生が出席キーを入力することで容易に出欠を確認できる。学生は時間

や場所を問わず出欠の履歴を確認することができる。 

 

③資料管理・配布 

講義資料や配布プリントを電子化して、多くの教員が Moodleに入力している。演習用の

プリントは印刷して学生に配布することが多いが、学生は試験前に Moodleにアップロード

されている PDF資料などによって講義の内容を再確認することができる。 

 

④試験 

約１割の授業で Moodle による試験を実施している。共通の PC 環境で試験を実施できる

教室が学内で２箇所のみであること、及び個人所有の PCだと不正対策が万全でないことな

どからデジタル化が進んでいない。また、部分点や思考的考え方を評価することが困難であ

ることも電子化のデメリットである。 

電子化された試験問題を作成するための労力は増すが、採点における負担は軽減される。

今後、学生への公平性を担保しつつ、教育の質の向上、教員の負担軽減などを考慮しながら、

試験の実施方法を検討しなければならない。 
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ウ 実験・実習 

高専の特色である実験・実習は、現在、新型コロナウイルス感染症対策前の状態に戻り、

同時に Moodleを用いた資料の配布、実験・実習のビデオのアーカイブ化などデジタルコン

テンツの活用も進められている。 

アフターコロナにおける、アナログ的な人との繋がりを重視した取組みとして、社会生活

を意識した新たな取組みを各学科が実験・実習に取り入れている。商船学科では、実習スキ

ルの異なる３年生と５年生の共同実習によって、上級生が下級生に対して指揮や確認作業

を行うなど、縦社会におけるコミュニケーション能力の育成を図っている。電子機械工学科

と情報工学科では、学科間を超えた共同実験を行っている。異なる専門性を持つ学生が、ひ

とつの目標を達成するためにどのように役割分担したらよいか、チームで話し合い作品を

作り上げることにより、ものづくりにおける加工だけでなく、企画、生産技術、組立・製造

などを体系的に学ぶことができる。 

実験・実習においては、デジタルコンテンツの活用によって事前学習やアフターフォロー

ができる体制を整えている。学校では、体を動かし技術を学ぶだけでなく、社会で必要な人

間力を形成できるような新たな取組みを行っている。 

 

エ 学生相談・指導 

①学生・保護者連絡 

令和元年度までの学生との連絡手段は、全体放送と教室への掲示であった。アフターコロ

ナにおいて、学生への連絡手段は Teamsと Moodleに移行し、その内容は電子メールでも通

知される。学生個人や特定のグループには、チャット機能も利用でき、対象の学生だけに効

率的に連絡を取ることができる。 

学生と保護者への連絡は、平成 30年度に災害時の安否確認や緊急連絡網として、メール

や LINE に対して一斉送信が可能な「さくら連絡網」を導入しており、現在は主に保護者連

絡用として活用している。メールやチャットの普及によって、教員は学生の所在に関わらず

連絡を行うことができる。受信する学生も届いた情報を手元に保管でき、必要な時に参照す

ることができる。 

便利になった反面、教員は情報過多による情報ロストの可能性があることも注意しなけ

ればならない。また、担任や授業担当教員は、対面でしか感じることができない学生の些細

な変化に気づき、声掛けをすることが教員のスキルとして求められる。 

 

②健康チェック 

新型コロナウイルス感染症対策として、学生の健康チェックが新たな学校業務となって

おり、本校では Moodleを利用して、学生の体温を毎日管理している。Moodleの集計機能を

利用すれば、即時に体調不良者や未入力の学生を抽出することができ、学生の健康管理作業

の効率化を図ることができる。しかしながら、長期間にわたる感染対策の意識を学生に継続

させることは容易ではなく、クラス間で入力率は大きく異なる。便利なデジタルツールを使

っても、そこに入力するのは人（学生）であり、人の協力や意識の継続がなければ、目的の
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達成が難しいと感じる。 

 

③学生相談室による学生ケア 

新型コロナウイルス感染症対策による行動制限やこれまでと異なる環境は、強いストレ

スや閉塞感を感じている実態が全国的に浮き彫りとなり、本校においても学生へのケアが

重要課題となっている。 

昨年度から、学生相談室では、より充実した学生生活を送れるように支援する目的で、新

年度アンケートを Office365 の forms によって実施している。アンケート結果から、危険度

の高い学生を抽出し、自ら面談を希望する学生と合わせて、カウンセラーが対面形式で面談

を行っている。また、後期にも同様のアンケートとカウンセリングを行っている。新型コロ

ナウイルス感染症陽性者のケアとして、オンラインでカウンセラーが面談を行っている。 

さらに、いじめ防止に関するアンケートも年５回実施し、抽出すべき事案に関して早期対

応を行っている。このように、デジタルツールを用いた情報収集と分析、その結果に伴うカ

ウンセリングを実施するなど、充実した学生のケアを行っている。 

その他、学生の守秘情報に関しては、教職員のみが利用できるグループウェア（サイボー

ズガルーン）を用いて、校長、各主事、カウンセラー、担任及び各学科長のグループで情報

共有し、直ちに対応できる体制づくりを行っている。また、学生が Teams チャット機能によ

って、カウンセラーや教員へ相談する事例が増えてきており、今後も活用すべき重要なデジ

タルツールとして期待される。 

さらに、表１のとおり、学生・教職員に対しても研修を実施することにより、学生への

ケアについて日頃より意識付けを行っている。学生に対する研修には、人数が多く複数の

場所で研修を行うこともあるため、ビデオ教材を用いている。教職員に対しては、対面形

式による研修を基本とするが、業務等で受講が難しい場合は、後日オンデマンドで研修を

受講できる。 

表１ 令和３年度 学生相談室による研修一覧 

日時 研修名 対象 実施形態 

4/8 第１回新入生研修 困ったときの対処法と人

間関係づくりのヒント 
１年 ビデオ 

4/9 第２回新入生研修 ストレスマネジメント １年 ビデオ 

4/23 学生支援研修 教職員 対面＋ビデオ 

5/21 いじめ・体罰・ハラスメント防止研修 全教職員 対面＋ビデオ 

5/27 第３回新入生研修 ストレスマネジメント １年 対面 

6/3 DV未然防止教育に関する研修「男女共同参画

推進講演会」 
２年・教職員 ビデオ 

7/8 いじめ防止研修 いじめとは何か 全学生 ビデオ 

9/17 自死防止研修 全教職員 対面＋ビデオ 

9/27 ～

9/30 

メンタルヘルス研修 心の健康とストレスマ

ネジメント 
全学生 対面＋ビデオ 
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12/2 薬物乱用防止について 全学生 対面 

2/28 ～

3/11 

ハラスメント防止に関する研修（安全衛生委

員会） 
全教職員 オンデマンド 

 

④新入生保護者対応 

令和２年度の新入生は、保護者を含め、入学手続きで来校することができず、入学式もな

かったため、新入生同士どのような行動をとっているか確認することができなかった。その

ため、遠隔授業や家庭での生活に不安を感じていていると意見があったことから、保護者に

向け LINEによる問合せサービスを開始した。本サービスは、管理者が保護者からの投稿を

フィルタリングして関係各署に通知すると共に、共有すべき情報を保護者へ一斉送信する

システムとなっている。また、保護者からの投稿をフィルタリングすることで、「事務部に

おける負担軽減」や「教員への情報共有による学生対応」及び「保護者への情報共有による

不安解消」の３つの効果を得ることができた。 

令和２年度は、本サービスに登録した 126名の保護者にアンケート調査を実施した結果、

89％の保護者から本サービスが役に立ったと回答を得た。そのため、本サービスを令和３年

度の新入生に対しても実施したところ、150名の保護者が登録を行った。質問の数は学生と

保護者がまだ学校に慣れていない４月に多く寄せられるが、それ以降は減少していく。SNS

の特性である、形式にとらわれず気楽に送信できる点で保護者の評価が得られている。なお、

本サービスは新入生の保護者を対象として実施しており、２年次以降は実施していない。 

 

オ 学校行事 

表２のとおり、令和２年度は多くの学校行事が中止となったが、令和３年度は新型コロナ

ウイルス感染症対策として人数制限、実施形態を分散型にするなどの工夫によって、ほとん

どの学校行事を実施した。人数制限を行った行事については、会場に入れない方に向けてラ

イブ配信を行った。入学式や参観日のような外部から人を招く学校行事については、人数制

限付きの対面とライブ配信を同時に行うハイブリッド型により実施し、保護者と外部関係

者へサービスの充実を図った。 

その他、長期休業の前後に行う全校集会は、校内放送で実施することにより、新型コロナ

ウイルス感染症対策や、移動を伴わないことによる時間の効率化にも繋がった。 

教員や留学生の紹介、学生会選挙演説、学生表彰などビデオ映像を配信することにより、

全校集会に対する学生の意識も高まるため、現状の設備では実施できないが、今後は各教室

にビデオ配信できるようなスタジオと放送環境を工夫して構築したい。 
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表２ 令和２・３年度の主な学校行事の実施状況 

行事名 令和２年度 令和３年度 備考 

入学式 中止 実施 人数制限、ライブ配信 

健康診断 延期 実施 
 

授業参観 中止 中止  

瀬戸内二校定期戦 中止 実施  

四国地区高専体育大会 中止 実施 種目によっては縮小化 

第１回オープンキャンパス オンライン 実施 ４回分散、人数制限 

商船学科卒業式・修了式 実施 実施 人数制限、ビデオ配信 

商船祭 延期 延期 12月、球技大会と商船祭

を同時実施 

第２回オープンキャンパス 実施 実施 ４回に分散、人数制限 

キャリア教育フォーラム オンライン 実施 R3は本校で実施 

電子機械工学科・情報工学

科卒業式・修了式 

実施 実施 人数制限、ライブ配信 

 

カ 広報活動 

本校の学生の出身地は、概ね広島県 50％、愛媛県 30％、その他 20％である。その他の地

域は、北海道から九州まで広範囲に渡る。本校周辺地域の広報活動が最も重要であるが、そ

の他の地域からの志願者がなければ、入学定員を満たすことができない。アフターコロナ以

降、近隣地域さえも広報活動ができない状況となり、対策を大きく見直した。 

改善点は大きく２点ある。１つ目はこれまでの活動で効果が大きいと思われる活動の分

析である。入学者に取ったアンケート調査では本校を選んだ動機として最も多かった回答

がオープンキャンパスへの参加であり、入学者の約 85％が実際にオープンキャンパスに参

加している。また、中学校と本校とを繋ぐ各地域のコーディネーターの影響力も大きいため、

昨年度は新たに中学校の元校長１名をコーディネーターとして採用した。 

２つ目はデジタル化の活用である。第２回オープンキャンパスを遠方の地域及び第１回

オープンキャンパスに参加できなかった中学生を対象として、リモートで開催した。 

また、中学生を取り巻く保護者や中学校教員へのサービスの充実にも取り組んだ。以下、

これまで継続している広報活動とアフターコロナから開始した広報活動を箇条書きでまと

める。 

令和３・４年度の学生募集において、多くの高専では、新型コロナウイルス感染症の影響

を受けて学生募集に苦戦しているが、幸いにも本校は緩やかであるが志願者数は増加して

いる。 

 

①継続している広報活動 

・年２回のオープンキャンパス（形式を分散型に変更） 

・福山、尾道、今治地区におけるコーディネーターによる学校訪問（令和３年度より３名体
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制） 

・その他地域への教員による学校訪問（愛媛県中予・南予、香川県、岡山県） 

・SNS（Facebook、Instagram）による日常の学校記事配信 

・中四国地区中学校への学校案内、ポスター、募集要項の郵送 

・出前授業の紹介、受入れ（中学校でのキャリア教育支援） 

・高校説明会への参加（近年はリモート参加も有り） 

 

②アフターコロナから開始した広報活動 

・ビデオコンテンツによる学校紹介 

・リモートオープンキャンパス 

・リモートによる中学校教員向け説明会 

・近隣地域における保護者説明会（対面形式） 

・LINEを利用した入試情報、入学前の対応サービス 

 

【本校の対応に対する第 19回運営諮問会議（令和４年度）での意見】 

【上村委員】アフターコロナにおける学校のデジタル化については、以前から弓削商船高専

は先行していたので対応がしっかりできていると理解している。また、コロナ禍になってか

らの対応も素早く、私どもも参考にしなければならないことがたくさんあると思っている。

国もデジタルトランスフォーメーションやデジタル田園都市国家構想というような方向性

になっているので、このような提言に対する対応も含めて、弓削商船高専だけでなく、上島

町、あるいは他の地域にも指導をしていただけるような体制も取っていただきたい。 

 

【髙石委員】学生はデジタル化をどのように受け止めているのか。スマホ世代でもあるので

特に違和感はないと思うが、プライベートと違い、公的なものの中でデジタル機器を使うこ

とは、恐らく初めての経験ではないかと思う。実施する側、実施される側も初めてという中

で、どのように学生は受け止めているのか。 

 

［藤本教務主事］最初は保護者の方が、どこまで学生にデジタル機器やスマホを渡せばいい

のか分からず、コロナ前の令和元年度、２年度ぐらいまではスマホを持たせないという保護

者がそれなりにいた。その後、オンライン授業で必要になり、スマホやタブレットを学生に

持たせる、場合によっては新たにノートパソコンを入学した時点で買わせる保護者が非常

に増えた。今ではスマホを持っていない学生がいなくなった。その中で、ある程度の保護者

がペアレンタルコントロールをしているが、どちらかというと４、５年生の方が、親のペア

レンタルコントロールを受けていることが多い。学生はスマホ世代なので、苦手な学生でも

それなりに使えている。逆にコンピューターを使う能力の方が問題になっているという印

象を受けている。スマホがあれば授業の予習ができ、試験勉強の資料も手に入るので、違和

感なく使いこなしていると受け止めている。 
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【福岡委員長】タブレットは今の若い人は全員持っていると思うが、小さい画面で授業の内

容を十分伝えきれるのか。または大きいタブレットかパソコンの画面の方がいいような気

がするが、実際担当されてどういう印象を持っているか。 

 

［藤本教務主事］学生にとってはそれほど苦になっていないようである。スマホの小さい画

面で拡大縮小、あるいはフリックしながら自由自在に見ている。デジタルネイティブという

ことで、幼いときから使っており違和感がないという印象を受けている。 

 

【福岡委員長】私も授業をして感じるが、スマホやタブレットは使いこなしているのに、パ

ソコンのスキルがそれほどでもない。ちょっとした Excel の計算ができない学生もいる。そ

ういうギャップを少し感じているが、こちらでも同じか。 

 

［藤本教務主事］スマホでパスワードを入力するときに、数字とアルファベットの大文字小

文字と記号の組み合わせを普通に入力しているにもかかわらず、コンピューターのキーボ

ードで打とうとしたときには悩む学生がいる。スマホの方が彼らにとっては使い慣れたツ

ールになっているように見受けられる。 

 

【山口委員】提言に対する弓削商船高専の話を聞くと、やはり以前から先進的な取り組みを

されていると思う。上島町の小中学校におけるデジタル化について、情報提供させていただ

くようになるが、上島町の教育委員会を中心に本校でも Chromebook を活用して Google 

Classroom あるいは Meet で、他の学校との交流や授業を行っている。以前からの実際に行

き来しての対面による交流と合わせて、今はオンラインとのハイブリッド形式で行ってい

る。 

弓削中学校では先月 11月に修学旅行で京阪神に行った。木曜日に帰ってきて、通常なら

金曜日の授業は学校に登校するが、コロナの感染状況を考慮して、遠隔で出欠席を取り、修

学旅行に行った後の学習を行った。 

また、愛媛県でも独自の EILSという ICT学習支援システムを使いながらテストを行うな

ど、上島町や愛媛県の小中学校も少しずつデジタル化が進んでいる。 

 

【福岡委員長】基本的には対面の方がいいだろうが、リモートをうまく使うことによって非

常に効果的な学習成果があげられていると思う。この問題が提起された時から、ある程度結

論は出ているわけだが、うまく対面とリモートを使い分ける、それぞれのシーンを具体的に

挙げていくことによって、リモートの使い方の精度が上がると思われる。 

 

【上村委員】表面的なことを聞くようだが、リモートを使ってきて、成績は上がっているの

か下がっているのか、あるいは実力はついているのかついていないのか、分かったら教えて

いただきたい。 
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［藤本教務主事］点数的なものは、あまり変わっていないと思う。ただし、どれぐらい深く

理解できたか、あるいは体験に基づいて染み込んだのかと言われると、やはりオンラインだ

とその染み込みは浅いような気がする。通常は実習をして講義をすることの繰り返しにな

るが、オンラインのときには、実習の部分がオンラインでビデオを見るなどの代替方式にな

ったので、その実習をして体感した後に講義で学ぶというところの繰り返しの効果があま

り出なかったのではないかと思う。講義については、オンラインの資料の中に演習問題を入

れる、時間を取って自分で考える時間を作らせるなどの工夫で補うことができるが、実習と

講義の繰り返しになると実習の部分は代替が困難であると思っている。 
 
【福岡委員長】８ページから９ページのところで説明いただいた講義と実験・実習のところ

で、やはり講義の場合、プロジェクターを使ったやり方が増えている。リモートがきっかけ

でプロジェクター中心に移ったということも一つの大きなメリットではないかと思う。た

だ、講義内容によっては、全部をプロジェクターで流すと寝てしまう学生がいるので、プロ

ジェクターと板書のハイブリッド形式が向いているものもあると思う。きちんと比較して

いただいたけれど、例えば、出欠管理については非常に効率的にできている。一方、試験に

ついてはまだまだ問題点がある。昨今、入社試験のときの不正が問題となったが、私もそれ

に近い学生の現場を見た経験があるので、やはり最終的な試験は対面の方が公平性を期す

のではないかと思う。これは弓削商船高専が既に行っている使い分けというところで、ある

程度結果と方向性が出たのではないかと思う。 
 

【寺田委員】コロナ禍でデジタル利用が大学あるいは小中学校や高校でも急速に進んだこ

とは、驚くような成果だと思う。また、教育の中身がより便利に、より細やかに作られてい

ると思う。 
一方で、デメリットの部分についてはあまり記述がないような気がする。要するに、デジ

タル利用を進める一方で、教職員の業務時間が非常に増加したのではないか。私自身も大学

でデジタル化対応に非常に多くの時間を割いた。弓削商船高専ではコロナ禍前と後を比べ

て、どれぐらい業務時間が増えたのかということを教えていただきたい。また、今の大学や

高校における DX の状態は、紙に書かれていた文章を電子データに変換することではない

かと思うが、それに対してどれぐらいの業務時間を割き、あるいはそれが増加して現場にど

のようなプレッシャーを与えているのか教えていただきたい。 
 

［長尾情報処理教育センター長］遠隔授業を始める時が業務量は一番多かった。その時は、

１カ月の間に３回か４回ほど講習会を開き、教員の方々にシステムやツールの使い方をレ

クチャーした。その中で教員は積極的にデジタル機器に詳しい教員に聞きに行くなどして、

無事遠隔授業が始まった。１年目の PowerPoint に資料を置き換えるとき、実際にどのぐら

いの作業量になったのかは統計を取っていないが、１年を過ぎた後は、それをリファインす

ることで比較的作業量は減っていると思う。私の感覚としてはサーバー管理の作業量が非

常に増えたと感じている。 
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［藤本教務主事］個人的な感覚だが、最初に PowerPoint を作るときは、90 分の授業に対

して２、３時間の準備が必要だった。今までは、90 分の授業で 30 分かけるのはかなり時間

をかけている方で、それこそ 20 分程度で見直しをすれば、今日教える範囲、やり方はだい

たい予想がつく。それが最初デジタル化に移行した時にはかなり延びた。その後、同じ

PowerPoint を使い回す場合には PowerPoint をリファインする、あるいは少し更新するな

ど、要はグレードを上げていく作業なので、作業時間は恐らく 90 分の授業で 30 分から１

時間程度になっている。よって、最初に作ったときより効率化はできている。ただし、今ま

での板書の授業に比べると負荷は少し上がっている気はする。これは恐らくデジタル機器

の使い方に時間がかかるためだと思う。感覚としては、もう少しすると、今まで授業ノート

を作って板書していたときと同じぐらいの時間で更新ができるようになっていくと思う。 
 
【福岡委員長】リモートになった時に、教員も今まで板書していた方、PowerPoint を時々

見せていた方は全部 PowerPoint にした。それも大変だったが、サーバー管理、ネットワー

ク管理も大変な問題であった。神戸大学でもそのような対応を始めた途端、トラフィックが

オーバーフローした。恐らく最初、各教員も苦労されたと思うが、サーバー、ネットワーク

の管理の方は、今までと違うトラフィックで大変だったと思う。しかし、一旦資料を作ると

修正の時間は少しずつ短くなると思う。 
 
【寺田委員】大学との違いで考えると、大学の場合、非常勤の先生が非常に多く、デジタル

化を進めるときに、いろいろな意味で非常勤の先生方をサポートする体制が全くできてい

なかった。あとで聞いた話だが、非常勤の先生方のデジタル対応、あるいはオンラインの配

信やオンデマンドの配信などについて教員がいろいろサポートをしてきたが、表に出ない

作業で非常に多くの時間を教員が使っていたことが、なかなか大学側に理解されていない

ことは残念に思う。目に見えない形で教職員の業務量が増えていることが懸念される。 
 

【柏木委員】船員を 10 年あまり、また船舶管理の責任者として 35 年間現場一筋でやって

きたが、特に商船学科については、現場を見て学習することが一番大事なことだと思う。船

の場合は、陸上から完全に隔離された特殊な環境で仕事をしなければならず、電子機械工学

科・情報工学科とは全く異なった学科である。 
日本を出航してアメリカ大陸に着くまで約２週間。この間、船上での生活を余儀なくされ、

いかなるトラブルが発生しても乗組員の間で全て解決しなければならない。例えば、エンジ

ントラブルが起きても全て乗組員で修理して復旧する。陸上であれば機器が故障した場合

は、メーカーに来てもらい修理することが可能であれるが、船の場合は、何が起きても全て

乗組員が修理をして船を安全に目的地まで運航しなければならない。「百聞は一見に如かず」

現場を体験しながら学習し、技術を身体で習得することが一番大切なことである。 

 

【福岡委員長】学科に応じた教育方法があるが、電子機械工学科も情報工学科も現場での経

験はいろいろあると思う。比率は違ってもモノを見て学ぶ割合は消えない。特に商船学科の
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練習船については、私も以前５商船高専で１隻にする話は聞いたことはあるが、これも国の

方針が変わり、ある意味では商船高専にとっては非常に良い変化だったと思う。 
また、弓削商船高専は広報活動に力を入れており、入学者の 85％がオープンキャンパス

に参加している。学生を地元だけで集めきれないのであれば、まず興味を持ってもらうため、

SNS などで興味を持ってもらってから、リモートでオープンキャンパスに参加する。それ

から現場に来てもらう。特に地理的条件からすると、段階的に受験生をこちらに目を向けて

もらうというストラテジーが有効だと思う。段階を踏んで非常にうまくやっていると思う。 
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２ 令和３年度自己点検・評価項目に関する提言 

（１）課外活動の在り方について 

【諮問事項】 

学校教育の一環として行われている課外活動は、スポーツ及び芸術文化等に興味・関心を

持つ同好の学生によって組織されており、学生がより高い水準の技能や記録に挑戦する中

で、スポーツ及び芸術文化等の楽しさや喜びを味わい、豊かな学校生活を経験するとともに、

体力の向上や健康の増進にも極めて効果的な活動であるが、課外活動を運営するにあたり、

次のような課題がある。 

① 離島という特殊な地域の実態に応じた「持続可能な運営体制」を整えるための「地域

単位で運営を支える体制の構築」。 

② 学生が生涯にわたって豊かなスポーツライフと文化・科学等活動を実現する資質・能

力を育む基盤として、課外活動を持続可能なものとするため、「各自のニーズに応じた

課外活動の在り方」についての検討。 

 

本校は離島という特殊な環境にあることから、外部指導員を確保することが難しい。また、

例え確保することができたとしても、外部指導員に多くの業務を任せ、教員が名ばかりの顧

問になりかねないなど、役割分担が不明確になるといった問題も考えられる。このような課

題に対して、教員はどのような立場・意識を持って対応すればよいか、また地域の体制とど

のように連携すればよいか、様々な観点からご教示いただきたい。また、それぞれの立場か

らのご意見とともに、情報提供をいただきたい。 

 

【第 19 回運営諮問会議（令和４年度）の審議内容】 

【髙石委員】いわゆる総合型地域スポーツクラブはスポーツ庁が進めている。この制度はド

イツの仕組みを参考に導入したもので、全国的にも進めており、新潟のアルビレックスが先

進事例だったと記憶している。県内に転じてみるとなかなか成功事例がなく、松山市におい

て１件だけ地域が指導者を出して小中学校の部活を見ている。 
日本の学校教育の延長線上でドイツの制度を推進し、いわゆる体育という名前を国がス

ポーツ庁やスポーツ協会という名前に変えて意識の変革を促してきた。しかし、授業の一環

としてスポーツをやってきたという流れの中において、それに抗うだけの大きな勢力には

なり得ていないというのが実態だと理解をしている。 
私も部活動を通じていろいろなことを学んだ。例えば自己実現の場であるとか、組織を動

かすためのマネジメント力、先輩後輩との人間関係、ライバルとの競争、そしてコミュニケ

ーション力、これらは非常に教育的意義が大きく、人格形成にも資するような非常に有効な

活動だと思っている。 
離島という地理的制約の中で外部指導者を見つけることは難しいという話があったが、

そこで同じ悩みを持つ弓削高校との連携を考えてみてはどうか。既に取り組みをされてい

るとは思うが、弓削高校も生徒数が少なく、存続させるために上島町が公営塾を設けるなど
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している。部活動も恐らく同じような悩みを持たれていると思うので、高校野球やラグビー

で合同チームを結成するなど、少し垣根はあるかもしれないが、もしそれが難しいようであ

れば合同練習ということもできるのではないか。そのような形で地域にある教育資源を有

効に使いながら、できるだけ子どもたちに選択肢を残し、連携して子どもたちの人格形成等

に生かしていかれたらいいと思う。愛媛県教育委員会への橋渡しが必要であれば、私から声

掛けをさせていただくので、そのようなことも検討して欲しい。 
 
【福岡委員長】具体的に弓削高校との連携について話が出たが、大阪の場合、知事が例えば

５分から 15分以内の移動時間であれば高校の枠を超えて合同練習などをしてもいいのでは

ないかということを言っていた。弓削高校であれば同じ島内であり、連携できる唯一の対象

ではないか。 
 

【村上委員】身近な情報として、私どもの地域にはいろいろな運動クラブがあるが、これま

では学校、一般と別々に活動していた。しかし、現在は学校の練習が終わった後、社会人を

交えて練習を週２、３回行っている。それにより技術的な向上を図れるという状況等もある

ので、学校と社会の連携は必要であると思う。しかし、2、30 年前までは大会等に教員が同

伴するということが当たり前であったが、最近の流れを見ると高等学校はほとんど同伴し

ていない。小中学校によっては教員が同伴するとこもあるが、生徒自身で大会へ自主参加す

るなど、教員の役目も変化していると思う。 
【福岡委員長】社会との連携について話が出たが、例えば弓削商船高専が、近隣の企業や団

体と連携できるような組織は因島などではあるのか。 
 

【村上委員】いろいろなクラブが活動しており、全部は分からないが、３つか４つのクラブ

はそれぞれ連携を取りながら、週２、３回合同の練習日という形で活動している。参加して

いる人は、若い人、年配者とレベルも様々で、練習のやり方はいろいろあるが、それを交え

ながら技術的に互いが研究している。 
 

【福岡委員長】ある意味では高専の教員は一番大変だと思う。私の時代の高等学校では顧問

は試合以外ほとんど来たことがないが、今はそういう時代ではない。恐らく一番大きな問題

は、クラブ活動の安全管理を行うということである。 
また、先ほど弓削高校の話が出たが、連携する相手は限られている。さらに、寮生が中心

ということで 85％の学生がクラブに加入している。このグラフを見ても大体同じ人数、学

生数ぐらいはクラブに入っている。簡単に計算しても、１クラブ・同好会当たり 17、8 名が

所属している。そういう意味では特殊事情ではないかと思う。恐らく都会の高等学校でこれ

だけの入部率はない。もちろん強いチームを作るということも大事だが、その前に安全管理

を行いつつ、教員の負担をいかに効率よく減らすかが重要だと思う。 
昨今、新聞で教員のなり手が減っていると報じられているが、その一つの大きな原因がク

ラブ活動の指導である。私の近所にも中学校の体育教員を両親に持つ方がいるが、母親の方
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があまりに大変だということで小学校に移った。本当の体育のプロの方でも大変な状況な

ので、まずはクラブを強くする前に安全管理を行いながら教員の負担を減らすということ

が重要ではないかと思う。 
一般の高校の教員は研究のことは一切言われない。しかし、高専の教員は大学ほどではな

いが、研究が必要とされている。したがって、高専では研究業績が評価されてしまうので、

普通の高校よりも効率的なクラブ活動の指導ということを少し柔軟に考えた方がいいと思

う。 
 

【柏木委員】一つの部に対し顧問３名で担当していると伺ったが、知識も経験もない競技の

顧問をしているのであれば、技術指導はできないと思う。適材適所で熟知している教員を充

てるということが大切なことで、経験がないのに部活の顧問をしているのであれば、学生も

指導が十分でないと感じるのではないか。また、教員自身も部員に対して顧問をやっている

のが申し訳ないと感じている方もいると思う。 
部活をどのような位置付けにするのかということも大事なことではないかと思う。部を

強くして、県大会や全国大会にまで出るような部にするという位置付けにするのか、それと

も学生時代の健康の維持とか、楽しい学生生活だったというような意味での部活動にして

いくのか、その辺も考えていくべきではないかと思う。 
外部指導員については、ここは離島でなかなか来れない場合もあるので、例えば土日だけ

でも来てもらい、あとはリモートでの指導をお願いすることも一つの方法ではないかと思

う。外部指導員にリモートで指導していただくことは非常に有効であり、DX 化が盛んに言

われている昨今、指導員不足の中、そういうものも取り入れることがスキルアップに繋がっ

ていく。また、SNS を利用することも自主トレなどに大いに効果が期待できるのではない

か。今後は、少しでも教員の労力を軽減するためには、リモートでの指導を積極的に取り入

れていかなければならない。特に離島なのでリモートはとても有効かつ効果的な方法であ

ると思う。 
 

【福岡委員長】高校では、経験のない教員に顧問をやっていただかないとクラブが成り立た

ない。恐らく経験のない教員にクラブを外れてくださいと言うと、クラブはなくなるのでは

ないか。そういう意味では、競技の指導よりも、まず練習の安全管理を行うことの方が、先

行していると思う。幸い高専のメリットとして５年あるので、上級生が下級生に技術指導で

きる期間は長い。確かに経験のある教員ができればいいが、学生時代に経験していないスポ

ーツを指導できるほどのレベルにはまずならないと思う。楽器をやったことのない教員が

吹奏楽部を指導することは不可能であるし、顧問になってから楽譜の読み方を覚えること

は、それもナンセンスだと思うので、現実との乖離は仕方がないのではないか。ただ、ご指

摘いただいた、外部指導員に丸投げではなく、例えば土曜日など限られた日に来ていただい

て、それ以外の時には経験のない教員が安全管理の監督をするというのは非常に有効では

ないか。リモートも去年の諮問で出たが、動画を見せながら前で講師が話をしているところ

をよくテレビで見る。動画だけを見せる指導は、運動部の場合は制限があると思う。ただし、
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文化部の場合はTeamsやZoomを使い、リアルタイムで指導ということは可能ではないか。

リモートもまさに去年の諮問事項と同じだが、非常に適した分野と難しい分野があるので

はないかと感じた。 
 

【山口委員】教員の働き方改革や負担軽減は、まず指導の時間とスキルの問題だと思う。ス

ポーツ庁が言うように、週の平日に１日の休養と休日のどちらか１日休養を取る。練習時間

は平日２時間、休日３時間程度という時間なので、明らかにそれを守っていれば、時間に関

する軽減はできる。 
ただし、指導の場合は、専門であるのとないのとでは大きな違いだと思う。私も体育の教

員で専門はサッカーだが、だからといって他の競技をうまく指導することは難しい。自分が

勉強できればいいが、できないものは先ほども言ったように地域の指導者を探していかな

くてはいけない。そのためには、学校単位というより、中学校や高校、高専も含めて、地域

ぐるみで何ができるか、指導できる方がいるかどうかなどをリストアップしなくてはいけ

ない。 
中学校では既にいくつかのクラブは、合同チームを組んで活動している。本校のバスケッ

トボール部は部員が３名になっているので、今治のチームと合同で行っている。平日の練習

には行けないが、土日のどちらかはできるだけ行くようにしている。サッカー部も部員は３

名で、今治と合同チームを作っている。隣の岩城中学校の野球部は、４つの島の学校で合同

チームを作る時もあった。今治の生徒数が多い学校でも学年によっては、人数が少なくなっ

て合同チームを作っている状況である。 
もう一つ生徒数の減少に伴い、全員部活動制を止めている学校が増えている。本校もこの

１年生から全員部活動制を止めた。先程にもあった、指導することが難しい教員が顧問をし

ている中で、子どもの取り組む温度差や保護者の温度差があり過ぎて、指導すれば「やり過

ぎじゃないか」、逆に少し抑えると「もっと練習して欲しい」などの意見が出て板挟みのよ

うな状況となるため、指導を頑張って欲しいということはなかなか言えない。 
一番は危機管理を中心に指導者を置いている。だから、「部活動経営」の中に勝利主義や

勝つことの内容は、ほとんど書かれていない。実技指導という項目もあるが、道徳教育や生

活指導、人権教育に充てるなど、やはり教育活動の一環として部活動に関わって欲しいとい

うことを言っている。勝つことに越したことはないが、まず子どもと向き合い、安全管理だ

けは絶対怠らないということは一番念頭に置いて指導している状況である。 
スキルの問題で指導できる教員が学校にいたらお願いをする。実際に本校の部活動も弓

削商船高専から指導に来ていただき、合同練習を行うこともある。また、高校、高専同士だ

けではなく、中学校が高校や高専に出向くこともある。20 年ほど前、私が中学でサッカー

を受け持っていた時に、高校のサッカー部が中学校に練習に来ていたこともあった。指導者

が勉強することも大事だと思うが、やることはたくさんあるので、できるところを見つけて

合同練習するということが一番良いと思う。 
最初に申し上げたように、持続可能とするためには地域でできることは地域で、指導者の

競技経験に関係なく、長く続けられるよう考えていかなければいけない。中学校の部活の数
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も今後削減しながら続けていかなければいけないということは、どこの学校も同じかと思

う。現状ではそのような形になると思っている。 
 

【福岡委員長】弓削商船高専の場合、寮生のほとんどがクラブに入っているので、クラブ・

同好会数はおよそ 30。ところが、弓削中学校は既にサッカー部が数名でクラブとして成り

立たない。だから成り立たない場合どうするのか。弓削商船高専の場合は幸いチームができ

るだけ学生がいるが、少しずつ維持することが難しくなってきている。今後、OB や学生の

抵抗はあると思うが、クラブの統合を考える時期に来ているのではないか。もちろんどこを

統合するのかということは、部員の構成で決まってくる。歴史的に強い部はたくさんあるだ

ろうし、強くても例えば個人競技であるとか、一つの部にしてしまう前に一体的に運用する

という中間的な段階を設ければ、学生や OB の了解も得られるのではないか。幸い弓削商船

高専はまだチームとして成り立つ人数がいる。しかし、近い将来やはり難しくなってくるだ

ろうし、安全管理が難しくなってきているので、形の上で統合するなどの段階に来ていると

思う。 
大阪のある高校は、サッカーが有名で野球部も甲子園にも出たことがある。そして、大学

入試も頑張っている。そこでは完全に分業している。学校に行って運動ばかりしている生徒

と、勉強ばかりしている生徒。だからどうしてもそういうものが目立つ。それとは全く別な

ので、やはり弓削商船高専に合ったやり方があると思う。逆に言うと、クラブの所属者が非

常に多いため迷っているのではないか。だから少し減って、クラブがいろいろな意味で単独

で成り立たなくなったときのことを少しシミュレーションした方が良い。そうすると教員

の負担も減ってくるのではないか。 
私が学生の頃、クラブの先生は試合の時にしか来ない、普段顔も見せない。今はそれが無

理なので、今と昔ではクラブの指導方法が全く違う。しかも勤務の評価にはならないという

状況なので、方向性を決めて中間的なステップを置き、クラブを統合していくという段階に

来ていると思う。 
 

【寺田委員】まず、高専においても働き方改革を推進する必要があるということに、私は賛

同します。教育の DX 化という言葉もこの報告の中にあったが、教育を含めて社会全体に大

きな変化があり、教員も働き方について、もう少し重視していく必要があると思う。資源の

制約があるというのは当然だが、労働時間が長いのは現状を維持していくことが大変困難

であるということと理解した。 
一般的な話だが、私たちは引き算で考えることがとても苦手で、現状に何かを加えてもっ

と成果を上げようと考える傾向がある。その逆で、現状から何かを減らして、いわゆる強み

のある活動に集中投資をして成果を上げるというやり方も当然ある。私は引き算で考えて

いくことが合理的ではないかと思う。いろいろな活動をしているということは理解したの

で、今後、優先順位を付けるということを勧めたい。つまり、それぞれの活動について、マ

ンパワーでどれぐらい投入しているのかということと、それに対する成果、その費用を比べ

て費用対効果の良いものを選ぶ。費用対効果があまり良くないものは削減することを勧め
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たい。もちろん選択肢が減るということは、学生にとって残念なことだと思うが、一定期間

様子を見て、それから意向調査などをしてもう一回見直すなど、徐々に全体の活動を整理し

ていき、より強みのある活動、課外活動に資源を投じていってはどうかと考える。 
 

【福岡委員長】優先順位を付けるということは、非常に有益なサジェスチョンだと思う。 
 

【柏木委員】資料集の 57 ページに各商船高専の部活数の表があるが、弓削が 33、富山は

31、鳥羽は 20、大島は 27、広島は 28。これは体育会系と文化系を一緒にしての数だが、

この表を見ると弓削が一番多い。これを見る限り、商船高専だけに限って比較して見ると、

鳥羽の 20 と弓削の 33 では、かなり違いがある。つまり弓削商船高専は部活数が多過ぎる

のではないかという感じがする。教員の労力負担を軽減する意味においては、部活数を減ら

してどれかの部活に集中していくという方法は一つの具体的な解決策になってくるのでは

ないかなと思う。 
 

【上村委員】まず中学生が高校など次の段階を選ぶときは、部活動も影響を与える。そこで

右に行ったり左に行ったりする生徒もいるので、やはり部活動は重要な案件だと思う。今日

もサッカーのワールドカップがあるが、スポーツというものは、単なる勝ち負けではなくて

本当に日本の経済活動にも大きな影響を与える。今、サッカー関連、スポーツ関連のものが

たくさん売れている。また旅行にも繋がっているように、単なるスポーツ、部活動と捉える

べきではないと思っている。 
また、弓削商船高専は懸垂幕にもあるように成績も全国的に良く、うまく運営しているの

ではないかなと思う。ただ、働き方改革にあるように、働いている方々には、何かプラスア

ルファがないといけない。 
やはり専門家に任せるということも必要だと思う。ただ専門家に任せる場合は、国や県と

しっかりと話をし、人材を送り込んでいただけるよう、弓削商船高専自体があまり費用をか

けなくてもいいような仕組みをしっかりと探るべきだと思う。再度申し上げるが、教員はも

ちろん学問を教えることが一番だが、他の部分で不利益を受けるのは良くないと思う。 
 
最後に、委員長からまとめとして以下の発言があった。 

冒頭申し上げたように、やはり高専の教員は教職の中で一番大変な仕事ではないかと思

う。クラブ活動は評価に直接影響するものではない。昨今、大学、特に研究型大学を目指し

ているところでは、研究業績と外部資金の獲得額という二つの指針で評価されるのではな

いか。高専の場合には、教育を一番しっかりやらないといけないので、クラブ活動の指導は

縮小できても、なくなるものではない。教員の年齢にもよるが学内の管理運営と研究もしな

いといけない。課外活動の指導をしているということをダイレクトに評価に反映できなく

ても、何らかの形で評価に反映できればと思う。 
また、エフォートという言葉がある。科学研究費補助金であるプロジェクトに応募し、こ

の研究に対してあなたに自分の業務の何パーセント割り当てるかというものである。教員

28



 
 

によって教育やクラブ活動などのスキルや知識に応じて、分担割合を決める。教育やクラブ

活動などの割合が少ない場合は、その代わりに研究活動を頑張ってもらう。そういう選択が

あっていいのではないか。教員の皆さんが、教育、課外活動、管理運営及び研究活動の大き

く４つのエフォートをどのように割り振るかを決める。直接繋がらなくても、教員自身があ

る程度宣言できるようなスタイルを作っておけば、不公平感などが随分減るのではないか。

特に高専の教員は、最初いろいろな仕事があることにきっと驚いたのではないかと思う。例

えば、寮の管理やクラブ活動など、たくさんある教育機関の中で一番働き方改革を考えなけ

ればいけないのが高専だと思っている。 
今日は私も含めて７名の委員の皆さまから、いろいろご意見を頂いた。弓削商船高専にお

かれては、いただいた提言を諮問事項の助けにしていただきたい。 
 
校長から以下のとおり謝辞があった。 

 DX 化に関して、高専は実践的技術者を育てることが元々の目的なので、実験・実習に重

きを置いて教育してきた機関である。講義も IT の進歩でいろいろな教育方法の改善や変化

が急速に進み、その中でコロナによる DX 化・学校教育のデジタル化ということが大いに注

目されてきている。そういう意味では、高専はアクティブラーニングというものを先進的に

取り入れ、グループワークや PBL などいろいろなことをしており、そうした中で教育手法

の一つとしてデジタルをツールとして組み込んでいたことは、かなり先進的であったと思

っている。ただ、先ほど言ったように、教育現場は教える、教わるではなく、自分で考えて

学んでいくということが、今の教育では一番大事なことになっている。そういう意味では、

対面も非常に重要なので、その辺をいかに切り分けていくかは本校を含めてきちんと考え

て、しっかり精査していかなければいけないと考えている。 
課外活動の在り方については、どのように地域と連携していくのかが一つの大きなテー

マである。外部指導者を得るという意味では、それなりのデータベースがあると非常に助か

ると思っているが、なかなか人材を見つけることが難しいのが現状だと思っている。そこが

一つのネックとなっている。 
本校のクラブ・同好会数について指摘があったが、それなりに寮生を抱えていることが一

番大きな要因である。私は以前、鳥羽商船高専に勤務していたが、通学生が多く、クラブに

入る学生が非常に少ないため淘汰されている。減らそうとして減らしたのではなくて、淘汰

されていったのが現状だと思う。ただし、本校の場合、確かに多いことは事実なので、優先

順位をどのように付けていくかというのは非常に大きな問題だが、その辺をきちんと考え

ながら適正な数にしていく努力はしなければいけないと感じている。 
もう一つは、やはりクラブというのは安全管理をメインにして活動していかなければな

らない。確かに競技スキルのある先生が担当してくれれば、そのクラブにとって競技力の向

上は目指せるが、そうでないクラブはなかなか難しい。しかし、教育活動の一環という視点

からすると、決して捨て切れるものでもない。その辺をどのように考えていくか、今後学内

でいろいろ議論しながら課外活動の在り方について議論し、本校なりのものを見つけてい

きたい。 
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本日いただいた貴重なご意見を真摯に受け止め、本校の教育改善に努めてまいりたい。 
 

【第 19 回運営諮問会議（令和４年度）での提言】 

課外活動における教員の役割は、競技の技術指導に加え、活動中の安全管理に重点が置か

れるようになり、教員の負担はますます増加しているため、教員にも働き方改革を推進して

いく必要がある。 

安全管理を行いながら教員の負担を軽減するためには、外部指導員を雇用することが有

効な手段であるが、離島という地理的要因により確保は容易ではない。外部指導員の人材を

確保するため、地域の学校や社会と連携し、合同チームの結成や合同練習を行うなど、地域

資源を最大限に有効活用することが考えられる。 

また、リモートによる技術指導が可能なクラブは、リモートを有効に活用することで、外

部指導員が指導しやすい環境を整えていくことも考えられる。 

今後、課外活動を持続可能なものとするため、できるだけ学生の選択肢を残しつつ、部活

動の整理統合を進め、より強みのある課外活動に資源を投じることを検討していただきた

い。 
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を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

Ａ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
研

究
活

動
の

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
必

要
な

研
究

体
制

及
び

支
援

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

お
り

、
研

究
活

動
の

目
的

に
沿

っ
た

成
果

が
得

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

Ａ
－

１
－

①
　

研
究

活
動

に
関

す
る

目
的

、
基

本
方

針
、

目
標

等
が

適
切

に
定

め
ら

れ
て

い
る

か
。

(1
)

研
究

活
動

に
関

す
る

目
的

、
基

本
方

針
、

目
標

等
を

適
切

に
定

め
て

い
る

か
。

◇
定

め
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

資
料

改
正

時
又

は
7
年

毎

〇

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
基

準
・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

A
．

研
究

活
動

の
状

況

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
資

料
の

保
管

場
所

基
準

・
視

点

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

校
長

・
石

田
　

邦
光

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

総
務

課
総

務
係

運
営

委
員

会
組

織
名

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等 観
点

項
目

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

資料１
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

Ｂ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
地

域
貢

献
活

動
等

に
関

す
る

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
が

適
切

に
行

わ
れ

、
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

。

Ｂ
－

１
－

①
　

地
域

貢
献

活
動

等
に

関
す

る
目

的
、

基
本

方
針

、
目

標
等

が
適

切
に

定
め

ら
れ

て
い

る
か

。

(1
) 

地
域

貢
献

活
動

等
に

関
す

る
目

的
、

基
本

方
針

、
目

標
等

を
適

切
に

定
め

て
い

る
か

。
◇

定
め

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料
改

正
時

又
は

7
年

毎

〇

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

B
．

地
域

貢
献

活
動

等
の

状
況

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
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0
2

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
会

議
開

催
一

覧
（
教

員
会

議
）

2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

教
員

会
議

議
事

概
要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

（
再

掲
）
2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
会

議
開

催
一

覧
（
教

員
会

議
）

（
再

掲
）
2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

教
員

会
議

議
事

概
要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

学
生

が
卒

業
時

に
身

に
付

け
る

学
力

、
資

質
・
能

力
に

つ
い

て
、

成
績

評
価

・
卒

業
認

定
の

結
果

か
ら

学
習

・
教

育
の

成
果

を
把

握
・
評

価
す

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

◇
体

制
の

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
○

(2
) 

学
生

が
卒

業
時

に
身

に
付

け
る

学
力

、
資

質
・
能

力
に

つ
い

て
、

成
績

評
価

・
卒

業
認

定
の

結
果

か
ら

学
習

・
教

育
の

成
果

を
把

握
・
評

価
し

て
い

る
か

。
◇

成
績

評
価

・
卒

業
認

定
等

に
関

す
る

デ
ー

タ
・
資

料
7
-
1
-
1
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

8
回

教
員

会
議

議
事

概
要

7
-
1
-
1
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

8
回

教
員

会
議

審
議

資
料

1
【
非

公
表

】
7
-
1
-
1
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

議
事

概
要

7
-
1
-
1
-
(2

)-
0
4
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

審
議

資
料

3
-
1
～

3
-
4
【
非

公
表

】
7
-
1
-
1
-
(2

)-
0
5
_令

和
4
年

度
第

4
回

教
員

会
議

議
事

概
要

7
-
1
-
1
-
(2

)-
0
6
_令

和
4
年

度
第

4
回

教
員

会
議

審
議

資
料

4
【
非

公
表

】

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

※
非

公
表

資
料

は
教

務
係

７
．

準
学

士
課

程
の

学
習

・
教

育
の

成
果

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

７
－

１
　

卒
業

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

照
ら

し
て

、
学

習
・
教

育
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

こ
と

。

７
－

１
－

①
　

成
績

評
価

・
卒

業
認

定
の

結
果

か
ら

判
断

し
て

、
卒

業
の

認
定

に
関

す
る

方
針

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

た
学

習
・
教

育
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
教

員
会

議
校

長
・
石

田
　

邦
光

学
生

課
教

務
係
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(3
) 

(2
)の

結
果

か
ら

学
習

・
教

育
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

◆
学

生
の

成
績

（
卒

業
時

の
Ｇ

Ｐ
Ａ

値
等

。
）
や

原
級

留
置

の
状

況
、

単
位

修
得

率
（
登

録
授

業
単

位
数

に
対

す
る

修
得

単
位

数
の

率
。

）
等

、
成

果
を

総
合

的
に

分
析

す
る

。

◇
把

握
・
評

価
の

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
再

掲
）
7
-
1
-
1
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

8
回

教
員

会
議

議
事

概
要

（
再

掲
）
7
-
1
-
1
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

8
回

教
員

会
議

審
議

資
料

1
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
7
-
1
-
1
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

8
回

教
員

会
議

審
議

資
料

1
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
7
-
1
-
1
-
(2

)-
0
4
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

審
議

資
料

3
-
1
～

3
-
4
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
7
-
1
-
1
-
(2

)-
0
5
_令

和
4
年

度
第

4
回

教
員

会
議

議
事

概
要

（
再

掲
）
7
-
1
-
1
-
(2

)-
0
6
_令

和
4
年

度
第

4
回

教
員

会
議

審
議

資
料

4
【
非

公
表

】
資

料
7
-
1
-
1
-
(3

)-
0
1
　

「
成

業
率

推
移

（
本

科
）
」

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

※
非

公
表

資
料

は
教

務
係

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

　
　

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況
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0
3

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

学
校

と
し

て
定

期
的

に
自

己
点

検
・
評

価
を

実
施

す
る

た
め

の
方

針
を

定
め

て
い

る
か

。
◇

実
施

の
方

針
が

明
示

さ
れ

て
い

る
規

程
等

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

(2
) 

(1
)の

方
針

に
お

い
て

、
自

己
点

検
・
評

価
の

実
施

体
制

（
委

員
会

等
）
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
実

施
体

制
等

が
わ

か
る

資
料

（
組

織
構

成
図

、
関

連
規

程
等

）
改

正
時

又
は

7
年

毎
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(3
) 

(1
)の

方
針

に
お

い
て

、
若

し
く
は

同
方

針
に

基
づ

い
て

、
自

己
点

検
・
評

価
の

基
準

・
項

目
等

を
設

定
し

て
い

る
か

。
◇

自
己

点
検

・
評

価
の

基
準

・
項

目
等

が
わ

か
る

資
料

（
関

連
規

程
等

）
改

正
時

又
は

7
年

毎
○

(1
) 

根
拠

と
な

る
デ

ー
タ

や
資

料
等

を
定

期
的

に
収

集
・
蓄

積
し

て
い

る
か

。
◇

収
集

・
蓄

積
状

況
が

わ
か

る
資

料
◇

担
当

組
織

、
責

任
体

制
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

自
己

点
検

・
評

価
を

定
期

的
に

実
施

し
て

い
る

か
。

◆
現

在
の

実
施

頻
度

が
適

切
か

、
デ

ー
タ

や
資

料
を

活
用

し
て

行
わ

れ
て

い
る

か
に

つ
い

て
分

析
す

る
。

◇
自

己
点

検
・
評

価
報

告
書

等
、

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
何

年
ご

と
に

実
施

し
て

い
る

か
が

わ
か

る
資

料
も

含
む

。
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 

(2
)の

結
果

を
公

表
し

て
い

る
か

。
◇

公
表

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

ア
ド

レ
ス

の
明

示
で

も
可

。
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

１
．

教
育

の
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

組
織

名
自

己
点

検
評

価
委

員
会

校
長

・
石

田
 邦

光

企
画

広
報

室
企

画
係

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
基

準
・
視

点
観

点
項

目

１
－

１
　

教
育

活
動

を
中

心
と

し
た

学
校

の
総

合
的

な
状

況
に

つ
い

て
、

学
校

と
し

て
定

期
的

に
学

校
教

育
法

第
1
0
9
条

第
１

項
に

規
定

さ
れ

る
自

己
点

検
・
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

教
育

の
質

の
改

善
・
向

上
を

図
る

た
め

の
教

育
研

究
活

動
の

改
善

を
継

続
的

に
行

う
仕

組
み

（
以

下
「
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

」
と

い
う

。
）
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

１
－

１
－

①
　

教
育

活
動

を
中

心
と

し
た

学
校

の
活

動
の

総
合

的
な

状
況

に
つ

い
て

、
学

校
と

し
て

定
期

的
に

自
己

点
検

・
評

価
を

実
施

す
る

た
め

の
方

針
、

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
点

検
・
評

価
の

基
準

・
項

目
等

が
設

定
さ

れ
て

い
る

か
。

１
－

１
－

②
　

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
に

基
づ

き
、

根
拠

と
な

る
デ

ー
タ

や
資

料
に

基
づ

い
て

自
己

点
検

・
評

価
が

定
期

的
に

行
わ

れ
、

そ
の

結
果

が
公

表
さ

れ
て

い
る

か
。
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(2
) 

自
己

点
検

・
評

価
の

実
施

に
お

い
て

、
聴

取
さ

れ
た

意
見

の
評

価
結

果
及

び
他

の
様

々
な

評
価

の
結

果
等

を
踏

ま
え

て
行

っ
て

い
る

か
。

【
外

部
評

価
】

　
☐

　
外

部
有

識
者

の
検

証
◇

評
価

結
果

等
を

踏
ま

え
て

自
己

点
検

・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
教

育
活

動
に

関
す

る
第

三
者

評
価

（
機

関
別

認
証

評
価

等
）

◇
評

価
結

果
等

を
踏

ま
え

て
自

己
点

検
・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 

自
己

点
検

・
評

価
や

第
三

者
評

価
等

の
結

果
を

教
育

の
質

の
改

善
・
向

上
に

結
び

付
け

る
よ

う
な

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

か
。

◇
実

施
体

制
が

わ
か

る
資

料
（
組

織
相

互
関

連
図

、
関

連
規

程
、

議
事

要
旨

、
活

動
記

録
等

）
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

前
回

の
機

関
別

認
証

評
価

に
お

け
る

評
価

結
果

に
つ

い
て

、
「
改

善
を

要
す

る
点

」
と

し
て

指
摘

さ
れ

た
事

項
へ

の
対

応
を

し
て

い
る

か
。

◇
対

応
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
)(

2
)以

外
で

、
実

際
に

、
自

己
点

検
・
評

価
や

第
三

者
評

価
等

の
結

果
に

基
づ

い
て

改
善

に
向

け
た

取
組

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
自

己
点

検
・
評

価
結

果
報

告
書

や
第

三
者

評
価

等
の

該
当

箇
所

◇
評

価
結

果
を

受
け

た
改

善
の

取
組

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

基
準

・
視

点

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

１
－

１
　

教
育

活
動

を
中

心
と

し
た

学
校

の
総

合
的

な
状

況
に

つ
い

て
、

学
校

と
し

て
定

期
的

に
学

校
教

育
法

第
1
0
9
条

第
１

項
に

規
定

さ
れ

る
自

己
点

検
・
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

教
育

の
質

の
改

善
・
向

上
を

図
る

た
め

の
教

育
研

究
活

動
の

改
善

を
継

続
的

に
行

う
仕

組
み

（
以

下
「
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

」
と

い
う

。
）
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

１
－

１
－

③
　

学
校

の
構

成
員

及
び

学
外

関
係

者
の

意
見

の
聴

取
が

行
わ

れ
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
結

果
が

自
己

点
検

・
評

価
に

反
映

さ
れ

て
い

る
か

。

１
－

１
－

④
　

自
己

点
検

・
評

価
や

第
三

者
評

価
等

の
結

果
を

教
育

の
質

の
改

善
・
向

上
に

結
び

付
け

る
よ

う
な

組
織

と
し

て
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。

観
点

項
目

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

考
え

ら
れ

る
改

善
策

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
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0
4

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

一
般

科
目

担
当

の
専

任
教

員
を

法
令

に
従

い
、

確
保

し
て

い
る

か
。

◇
高

等
専

門
学

校
現

況
表

（
別

紙
2
-
1
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

専
門

科
目

担
当

の
専

任
教

員
を

法
令

に
従

い
、

確
保

し
て

い
る

か
。

◇
高

等
専

門
学

校
現

況
表

（
別

紙
2
-
1
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 

専
門

科
目

を
担

当
す

る
専

任
の

教
授

及
び

准
教

授
の

数
を

法
令

に
従

い
、

確
保

し
て

い
る

か
。

◇
高

等
専

門
学

校
現

況
表

（
別

紙
2
-
1
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 

教
員

の
配

置
に

つ
い

て
、

教
育

研
究

水
準

の
維

持
向

上
及

び
教

育
研

究
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
教

員
の

構
成

が
特

定
の

範
囲

の
年

齢
に

著
し

く
偏

る
こ

と
の

な
い

よ
う

配
慮

し
て

い
る

か
。

◇
教

員
の

年
齢

構
成

が
わ

か
る

資
料

◇
配

慮
に

関
す

る
取

組
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

(1
)以

外
に

配
慮

し
て

い
る

措
置

は
あ

る
か

。
　

■
　

教
育

経
歴

　
■

　
実

務
経

験
　

■
　

男
女

比
　

☐
　

そ
の

他

◇
配

慮
し

て
い

る
措

置
に

つ
い

て
、

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

２
－

３
－

①
　

全
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

、
学

校
に

よ
る

定
期

的
な

評
価

が
行

わ
れ

て
お

り
、

そ
の

結
果

が
活

用
さ

れ
て

い
る

か
。

(4
) 

非
常

勤
教

員
に

対
し

教
員

評
価

を
実

施
し

て
い

る
か

。
◇

教
員

評
価

に
係

る
規

程
等

を
定

め
た

資
料

◇
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料
（
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

を
含

む
）

※
0
3
，

0
4
提

示
の

み

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

人
事

係

(1
) 

教
員

（
非

常
勤

教
員

を
除

く
。

）
の

採
用

・
昇

格
等

に
関

す
る

基
準

を
法

令
に

従
い

定
め

て
い

る
か

。
◇

定
め

て
い

る
規

程
が

わ
か

る
資

料
（
採

用
・
昇

格
に

関
す

る
体

制
、

方
法

、
教

員
の

資
格

、
能

力
や

業
績

に
関

す
る

基
準

等
が

明
記

さ
れ

て
い

る
も

の
。

）

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

R
4
選

考
細

則
一

部
改

正
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

(1
)で

定
め

ら
れ

て
い

る
基

準
等

で
は

、
教

育
上

の
能

力
等

を
確

認
す

る
仕

組
み

と
な

っ
て

い
る

か
。

　
■

　
模

擬
授

業
の

実
施

　
■

　
教

育
歴

の
確

認
　

■
　

実
務

経
験

の
確

認
　

■
　

海
外

経
験

の
確

認
　

■
　

国
際

的
な

活
動

実
績

の
確

認
　

☐
　

そ
の

他

◇
実

施
・
確

認
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料
改

正
時

又
は

7
年

毎

○
R

4
選

考
細

則
一

部
改

正
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 

(1
)の

基
準

等
に

基
づ

き
、

実
際

の
採

用
・
昇

格
等

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
 (

1
)の

基
準

等
に

基
づ

き
、

実
際

の
採

用
・
昇

格
等

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

資
料

※
提

示
の

み

毎
年

○
人

事
係

(4
) 

非
常

勤
教

員
の

採
用

基
準

等
を

定
め

て
い

る
か

。
◇

非
常

勤
教

員
の

採
用

基
準

等
の

規
程

が
わ

か
る

資
料

7
年

毎

○
R

4
非

常
勤

選
考

内
規

一
部

改
正

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
人

事
委

員
会

校
長

　
石

田
　

邦
光

総
務

課
人

事
係

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

２
－

３
－

②
　

教
員

の
採

用
や

昇
格

等
に

関
す

る
基

準
や

規
定

が
明

確
に

定
め

ら
れ

、
適

切
に

運
用

さ
れ

て
い

る
か

。

２
－

２
－

③
　

学
校

の
目

的
に

応
じ

た
教

育
研

究
活

動
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
教

員
の

年
齢

構
成

等
へ

の
配

慮
等

適
切

な
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

る
か

。

２
－

３
　

全
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

、
学

校
に

よ
る

定
期

的
な

評
価

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
教

員
の

採
用

及
び

昇
格

等
に

当
た

っ
て

、
明

確
な

基
準

や
規

定
が

定
め

ら
れ

、
そ

れ
に

従
い

適
切

な
運

用
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

２
－

２
　

教
育

活
動

を
展

開
す

る
た

め
に

必
要

な
教

員
が

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

２
－

２
－

①
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、

準
学

士
課

程
に

必
要

な
一

般
科

目
担

当
教

員
及

び
各

学
科

の
専

門
科

目
担

当
教

員
が

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

か
。
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

※
0
2
提

示
の

み

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

人
事

係

基
準

・
視

点
観

点
項

目

２
－

３
　

全
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

、
学

校
に

よ
る

定
期

的
な

評
価

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
教

員
の

採
用

及
び

昇
格

等
に

当
た

っ
て

、
明

確
な

基
準

や
規

定
が

定
め

ら
れ

、
そ

れ
に

従
い

適
切

な
運

用
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

２
－

３
－

②
　

教
員

の
採

用
や

昇
格

等
に

関
す

る
基

準
や

規
定

が
明

確
に

定
め

ら
れ

、
適

切
に

運
用

さ
れ

て
い

る
か

。

(4
) 

非
常

勤
教

員
の

採
用

基
準

等
を

定
め

て
い

る
か

。

基
準

・
視

点
観

点
項

目

２
－

３
　

全
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

、
学

校
に

よ
る

定
期

的
な

評
価

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
教

員
の

採
用

及
び

昇
格

等
に

当
た

っ
て

、
明

確
な

基
準

や
規

定
が

定
め

ら
れ

、
そ

れ
に

従
い

適
切

な
運

用
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

２
－

３
－

①
　

全
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

、
学

校
に

よ
る

定
期

的
な

評
価

が
行

わ
れ

て
お

り
、

そ
の

結
果

が
活

用
さ

れ
て

い
る

か
。

(4
) 

非
常

勤
教

員
に

対
し

教
員

評
価

を
実

施
し

て
い

る
か

。

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

内
規

の
改

正
を

行
い

人
事

委
員

会
で

の
選

考
方

法
に

つ
い

て
明

確
化

し
た

。

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

平
成

2
6
年

度
第

5
回

人
事

委
員

会
で

非
常

勤
教

員
の

新
年

度
継

続
に

つ
い

て
人

事
委

員
会

委
員

に
評

価
を

伺
い

、
そ

れ
に

基
づ

い
て

任
用

更
新

を
す

る
こ

と
と

な
り

、
以

降
非

常
勤

教
員

に
対

し
、

毎
年

度
評

価
を

行
っ

て
い

る
。

し
か

し
、

非
常

勤
教

員
の

評
価

に
係

る
規

程
に

つ
い

て
、

内
規

等
学

則
に

よ
っ

て
定

め
ら

れ
て

い
な

い
。

非
常

勤
講

師
選

考
内

規
に

非
常

勤
講

師
に

対
す

る
評

価
に

つ
い

て
明

記
す

る
。

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

非
常

勤
講

師
採

用
時

に
お

け
る

人
事

委
員

会
で

の
選

考
に

つ
い

て
、

内
規

に
て

明
記

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
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42

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 
自

己
点

検
・
評

価
の

実
施

に
際

し
て

、
次

の
各

者
の

意
見

を
反

映
す

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
か

。

　
■

　
教

員
◇

意
見

聴
取

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
実

施
方

法
、

回
数

、
意

見
内

容
の

例
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
集

計
表

等
。

）
毎

年

○
校

長
室

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 
全

教
員

（
非

常
勤

教
員

を
除

く
。

）
に

対
し

て
校

長
又

は
そ

の
委

任
を

受
け

た
者

に
よ

る
教

育
上

の
能

力
や

活
動

実
績

に
関

す
る

評
価

を
定

期
的

に
行

い
、

そ
の

結
果

を
基

に
給

与
・
研

究
費

配
分

へ
の

反
映

や
教

員
組

織
の

見
直

し
等

の
適

切
な

取
組

を
行

う
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
教

員
評

価
に

係
る

規
程

等
が

わ
か

る
資

料
◇

給
与

や
研

究
費

配
分

に
活

用
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

か
、

教
員

組
織

の
見

直
し

等
に

活
用

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
か

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
>
フ

ァ
イ

ル
管

理

(2
) 
(1

)の
体

制
の

下
、

教
員

評
価

を
実

施
し

て
い

る
か

。
◇

教
員

評
価

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料
※

提
示

の
み

毎
年

○
人

事
係

(3
) 
把

握
し

た
評

価
結

果
を

基
に

、
行

っ
て

い
る

取
組

は
あ

る
か

。
　

■
　

給
与

に
お

け
る

措
置

　
☐

　
研

究
費

配
分

に
お

け
る

措
置

　
☐

　
教

員
組

織
の

見
直

し
　

☐
　

表
彰

　
☐

　
そ

の
他

◇
評

価
結

果
を

具
体

的
に

ど
の

よ
う

に
活

用
し

て
い

る
の

か
が

わ
か

る
資

料
※

提
示

の
み

毎
年

○
人

事
係

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
校

長
校

長
　

石
田

　
邦

光

総
務

課
人

事
係

１
．

教
育

の
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

１
－

１
　

教
育

活
動

を
中

心
と

し
た

学
校

の
総

合
的

な
状

況
に

つ
い

て
、

学
校

と
し

て
定

期
的

に
学

校
教

育
法

第
1
0
9
条

第
１

項
に

規
定

さ
れ

る
自

己
点

検
・
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

教
育

の
質

の
改

善
・
向

上
を

図
る

た
め

の
教

育
研

究
活

動
の

改
善

を
継

続
的

に
行

う
仕

組
み

（
以

下
「
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

」
と

い
う

。
）
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

１
－

１
－

③
　

学
校

の
構

成
員

及
び

学
外

関
係

者
の

意
見

の
聴

取
が

行
わ

れ
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
結

果
が

自
己

点
検

・
評

価
に

反
映

さ
れ

て
い

る
か

。

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

２
－

３
　

全
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

、
学

校
に

よ
る

定
期

的
な

評
価

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
教

員
の

採
用

及
び

昇
格

等
に

当
た

っ
て

、
明

確
な

基
準

や
規

定
が

定
め

ら
れ

、
そ

れ
に

従
い

適
切

な
運

用
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

２
－

３
－

①
　

全
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

、
学

校
に

よ
る

定
期

的
な

評
価

が
行

わ
れ

て
お

り
、

そ
の

結
果

が
活

用
さ

れ
て

い
る

か
。
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策
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0
6

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
会

議
開

催
一

覧
（
入

学
試

験
委

員
会

）
2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

7
回

入
学

試
験

委
員

会
議

事
概

要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

点
６

－
１

－
①

　
入

学
者

の
受

入
れ

に
関

す
る

方
針

（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）

に
沿

っ
て

適
切

な
入

学
者

選
抜

方
法

が
採

用
さ

れ
て

お
り

、
実

際
の

学
生

の
受

入
れ

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

。

(1
) 

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
、

特
に

入
学

者
選

抜
の

基
本

方
針

に
沿

っ
た

入
学

者
選

抜
方

法
（
学

生
募

集
の

方
針

、
選

抜
区

分
（
学

力
選

抜
、

推
薦

選
抜

等
。

）
、

面
接

内
容

、
配

点
・
出

題
方

針
等

。
）
と

な
っ

て
い

る
か

。

◇
入

学
者

選
抜

要
項

、
面

接
要

領
、

合
否

判
定

基
準

、
入

学
試

験
実

施
状

況
等

が
わ

か
る

資
料

6
-
1
-
1
-
(1

)-
0
1
_令

和
5
年

度
学

生
募

集
要

項
6
-
1
-
1
-
(1

)-
0
2
_令

和
5
年

度
入

学
者

選
抜

実
施

要
領

（
推

薦
）
【
非

公
表

】
6
-
1
-
1
-
(1

)-
0
3
_令

和
5
年

度
入

学
者

選
抜

実
施

要
領

（
学

力
）
【
非

公
表

】

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

※
非

公
表

資
料

は
教

務
係

(1
) 

検
証

及
び

検
証

結
果

を
改

善
に

役
立

て
る

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

検
証

の
体

制
に

関
す

る
資

料

◇
改

善
に

役
立

て
る

体
制

に
関

す
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
○

(2
) 

(1
)の

体
制

の
下

、
 実

際
に

入
学

し
た

学
生

が
、

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

て
い

る
か

ど
う

か
の

検
証

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
検

証
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料
6
-
1
-
2
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
入

学
動

機
ア

ン
ケ

ー
ト

（
商

船
学

科
）

6
-
1
-
2
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
入

学
動

機
ア

ン
ケ

ー
ト

（
電

子
機

械
工

学
科

）
6
-
1
-
2
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
入

学
動

機
ア

ン
ケ

ー
ト

（
情

報
工

学
科

）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 

(2
)の

検
証

の
結

果
を

入
学

者
選

抜
の

改
善

に
役

立
て

て
い

る
か

。
◇

検
証

の
結

果
に

基
づ

い
た

具
体

的
な

改
善

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
6
-
1
-
2
-
(3

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

4
回

入
学

試
験

委
員

会
議

事
概

要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
入

学
試

験
委

員
会

校
長

・
石

田
　

邦
光

学
生

課
教

務
係

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

６
．

準
学

士
課

程
の

学
生

の
受

入
れ

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

６
－

１
－

②
　

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

た
学

生
を

実
際

に
受

入
れ

て
い

る
か

ど
う

か
を

検
証

す
る

た
め

の
取

組
が

行
わ

れ
て

お
り

、
そ

の
結

果
を

入
学

者
選

抜
の

改
善

に
役

立
て

て
い

る
か

。

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

６
－

１
　

入
学

者
の

選
抜

が
、

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

て
適

切
な

方
法

で
実

施
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

実
入

学
者

数
が

、
入

学
定

員
と

比
較

し
て

適
正

な
数

と
な

っ
て

い
る

こ
と

。
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(2
) 

学
科

ご
と

の
入

学
定

員
と

実
入

学
者

数
と

の
関

係
を

把
握

し
、

改
善

を
図

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

◆
既

存
の

委
員

会
で

対
応

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

委
員

会
に

関
す

る
規

定
の

所
掌

に
お

い
て

定
員

と
実

入
学

者
数

と
の

関
係

の
把

握
と

必
要

な
改

善
の

た
め

の
取

組
が

明
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

分
析

す
る

。

◇
体

制
の

整
備

に
係

る
規

程
等

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
○

-

(3
) 

過
去

５
年

間
の

学
科

ご
と

の
入

学
定

員
に

対
す

る
実

入
学

者
数

が
適

正
で

あ
る

か
。

◆
入

学
定

員
に

対
す

る
入

学
者

数
は

、
大

学
、

大
学

院
、

短
期

大
学

及
び

高
等

専
門

学
校

の
設

置
等

に
係

る
認

可
の

基
準

に
照

ら
し

て
分

析
す

る
。

◇
平

均
入

学
定

員
充

足
率

計
算

表
6
-
1
-
3
-
(3

)-
0
1
_平

均
入

学
定

員
充

足
率

計
算

表

◆
準

学
士

課
程

の
平

均
入

学
定

員
充

足
率

は
、

い
ず

れ
の

学
科

も
0
.7

倍
以

上
1
.3

倍
未

満
で

あ
り

、
適

正
で

あ
る

。

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(4
) 

過
去

５
年

間
で

、
実

入
学

者
数

が
、

入
学

定
員

を
大

幅
に

超
過

、
又

は
大

幅
に

不
足

し
て

い
る

状
況

に
あ

っ
た

場
合

は
、

改
善

の
取

組
を

行
っ

て
い

る
か

。
（
大

幅
に

超
過

、
又

は
大

幅
に

不
足

し
て

い
る

状
況

に
あ

っ
た

場
合

）
◇

該
当

す
る

学
科

に
つ

い
て

、
実

入
学

者
数

の
改

善
に

資
す

る
取

組
が

わ
か

る
資

料
◇

教
育

環
境

等
の

改
善

に
よ

り
教

育
等

に
支

障
が

生
じ

な
い

よ
う

に
取

っ
た

対
応

が
わ

か
る

資
料

平
均

入
学

定
員

充
足

率
は

適
正

で
あ

る
た

め
、

該
当

し
な

い
。

毎
年

○
-

基
準

・
視

点
観

点
項

目

６
－

１
　

入
学

者
の

選
抜

が
、

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

て
適

切
な

方
法

で
実

施
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

実
入

学
者

数
が

、
入

学
定

員
と

比
較

し
て

適
正

な
数

と
な

っ
て

い
る

こ
と

。

６
－

１
－

②
　

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

た
学

生
を

実
際

に
受

入
れ

て
い

る
か

ど
う

か
を

検
証

す
る

た
め

の
取

組
が

行
わ

れ
て

お
り

、
そ

の
結

果
を

入
学

者
選

抜
の

改
善

に
役

立
て

て
い

る
か

。

(2
) 

(1
)の

体
制

の
下

、
 実

際
に

入
学

し
た

学
生

が
、

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

て
い

る
か

ど
う

か
の

検
証

を
行

っ
て

い
る

か
。

(3
) 

(2
)の

検
証

の
結

果
を

入
学

者
選

抜
の

改
善

に
役

立
て

て
い

る
か

。

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

た
検

証
及

び
改

善
す

る
取

組
は

十
分

で
な

か
っ

た
。

入
学

し
た

学
生

が
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

沿
っ

て
い

る
か

を
検

証
す

る
た

め
、

新
入

生
を

対
象

と
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

を
令

和
4
年

4
月

に
実

施
し

た
。

ま
た

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
の

認
知

状
況

は
受

験
生

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
で

調
査

す
る

体
制

を
整

え
て

い
る

。
な

お
、

入
学

試
験

委
員

会
に

て
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

、
よ

り
適

合
し

た
入

学
者

を
受

入
れ

る
た

め
に

、
内

申
書

の
内

容
等

に
関

し
て

検
討

を
行

っ
た

。

６
－

１
－

③
　

実
入

学
者

数
が

、
入

学
定

員
を

大
幅

に
超

過
、

又
は

大
幅

に
不

足
し

て
い

る
状

況
に

な
っ

て
い

な
い

か
。

ま
た

、
そ

の
場

合
に

は
、

入
学

者
選

抜
方

法
を

改
善

す
る

た
め

の
取

組
が

行
わ

れ
る

な
ど

、
入

学
定

員
と

実
入

学
者

数
と

の
関

係
の

適
正

化
が

図
ら

れ
て

い
る

か
。

６
－

１
　

入
学

者
の

選
抜

が
、

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

て
適

切
な

方
法

で
実

施
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

実
入

学
者

数
が

、
入

学
定

員
と

比
較

し
て

適
正

な
数

と
な

っ
て

い
る

こ
と

。

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策
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0
7

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(3
) 

学
習

支
援

に
関

し
て

学
生

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
た

め
の

制
度

が
あ

る
か

。

　
☐

　
学

生
と

の
懇

談
会

◇
制

度
が

わ
か

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
○

(4
) 

(3
)は

、
有

効
に

機
能

し
て

い
る

か
。

　
☐

　
学

生
と

の
懇

談
会

◇
制

度
の

機
能

状
況

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
厚

生
補

導
委

員
会

学
生

主
事

・
水

崎
一

良

学
生

課
学

生
支

援
係

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料

３
－

２
－

②
　

学
習

支
援

に
関

す
る

学
生

の
ニ

ー
ズ

が
適

切
に

把
握

さ
れ

、
学

生
の

自
主

的
学

習
を

進
め

る
上

で
の

相
談

・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
か

。

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
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(1
) 

学
生

の
生

活
や

経
済

面
に

お
け

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

の
体

制
に

関
し

、
ど

の
よ

う
に

整
備

し
て

い
る

か
。

　
☐

　
奨

学
金

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

体
制

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
○

　
☐

　
授

業
料

減
免

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

体
制

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
○

　
☐

　
緊

急
時

の
貸

与
等

の
制

度
◇

そ
れ

ぞ
れ

の
体

制
の

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
○

　
☐

　
そ

の
他

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

体
制

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
＿

＿
＿

(3
) 

(2
)以

外
で

、
(1

)の
体

制
に

基
づ

い
た

学
生

の
生

活
や

経
済

面
に

お
け

る
指

導
・

相
談

・
助

言
等

の
活

動
が

実
際

に
学

生
に

利
用

さ
れ

て
い

る
か

。

　
☐

　
奨

学
金

◇
利

用
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

　
☐

　
授

業
料

減
免

◇
利

用
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

　
☐

　
緊

急
時

の
貸

与
等

の
制

度
◇

利
用

状
況

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
そ

の
他

◇
相

談
実

績
（
相

談
・
対

応
例

）
、

各
体

制
に

係
る

委
員

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

＿
＿

＿

(1
) 

学
生

の
課

外
活

動
に

対
す

る
支

援
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
課

外
活

動
に

関
す

る
規

程
、

組
織

図
、

施
設

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
○

(2
) 

(1
)の

体
制

に
お

い
て

、
責

任
の

所
在

が
明

確
に

な
っ

て
い

る
か

。
◇

(1
)の

体
制

に
お

い
て

、
責

任
の

所
在

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 

学
校

と
し

て
の

支
援

活
動

の
内

容
か

ら
み

て
、

(1
)の

体
制

が
機

能
し

て
い

る
か

。
◇

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

活
動

の
内

容
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

３
－

２
－

④
　

学
生

の
生

活
や

経
済

面
に

係
わ

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
か

。

３
－

２
－

⑥
　

学
生

の
部

活
動

、
サ

ー
ク

ル
活

動
、

自
治

会
活

動
等

の
課

外
活

動
に

対
す

る
支

援
体

制
が

整
備

さ
れ

、
適

切
な

責
任

体
制

の
下

に
機

能
し

て
い

る
か

。
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

④
　

外
部

の
教

育
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

か
。

(1
) 

外
部

の
教

育
・
研

究
資

源
を

活
用

し
て

い
る

か
。

◆
高

等
専

門
学

校
の

教
育

研
究

の
基

盤
と

し
て

の
、

地
域

や
同

窓
会

等
を

中
心

と
す

る
外

部
教

育
資

源
、

又
は

退
職

技
術

者
を

含
む

企
業

人
等

の
教

育
研

究
的

資
源

の
活

用
に

つ
い

て
分

析
す

る
。

◆
「
社

会
と

と
も

に
次

世
代

の
技

術
者

を
育

成
す

る
」
協

働
教

育
の

理
念

を
実

践
す

る
活

動
例

に
つ

い
て

分
析

す
る

。

◇
活

用
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
例

）
・
　

地
域

や
同

窓
会

等
の

有
識

者
や

経
験

者
に

よ
る

課
外

活
動

等
の

指
導

支
援

に
関

す
る

資
料

・
　

地
域

に
あ

る
教

育
設

備
（
図

書
館

、
博

物
館

等
。

）
、

体
育

施
設

の
利

用
及

び
支

援
が

わ
か

る
資

料
・
　

地
域

の
催

事
等

を
含

む
地

域
社

会
と

の
交

流
体

験
実

施
例

の
資

料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

基
準

・
視

点
観

点
項

目

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

３
－

２
－

②
　

学
習

支
援

に
関

す
る

学
生

の
ニ

ー
ズ

が
適

切
に

把
握

さ
れ

、
学

生
の

自
主

的
学

習
を

進
め

る
上

で
の

相
談

・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
か

。

(3
) 

学
習

支
援

に
関

し
て

学
生

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
た

め
の

制
度

が
あ

る
か

。
☐

　
学

生
と

の
懇

談
会

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

３
－

２
－

②
　

学
習

支
援

に
関

す
る

学
生

の
ニ

ー
ズ

が
適

切
に

把
握

さ
れ

、
学

生
の

自
主

的
学

習
を

進
め

る
上

で
の

相
談

・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
か

。

(4
) 

(3
)は

、
有

効
に

機
能

し
て

い
る

か
。

☐
　

学
生

と
の

懇
談

会

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

・
非

常
勤

の
相

談
員

を
雇

用
し

、
学

習
支

援
や

進
路

不
安

等
の

悩
み

を
持

つ
学

生
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
整

え
た

。
・
学

級
担

任
に

よ
る

担
任

面
談

の
制

度
を

整
え

た
。

・
非

常
勤

の
相

談
員

に
よ

る
相

談
を

実
施

し
た

。
・
学

級
担

任
に

よ
り

担
任

面
談

を
実

施
し

た
。

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
根

拠
資

料
の

保
管

場
所

項
目

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

特
に

な
し

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞
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0
8

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

自
己

点
検

・
評

価
の

実
施

に
際

し
て

、
次

の
各

者
の

意
見

を
反

映
す

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
か

。

　
■

　
保

護
者

◇
意

見
聴

取
の

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
実

施
方

法
、

回
数

、
意

見
内

容
の

例
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
集

計
表

等
。

）
1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
1
_令

和
4
年

度
個

別
保

護
者

懇
談

会
出

欠
表

で
の

要
望

・
意

見

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
会

議
開

催
一

覧
（
学

級
担

任
委

員
会

）
2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

2
回

学
級

担
任

委
員

会
議

事
概

要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
学

級
担

任
委

員
会

教
務

主
事

・
藤

本
　

隆
士

学
生

課
教

務
係

１
．

教
育

の
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目

１
－

１
　

教
育

活
動

を
中

心
と

し
た

学
校

の
総

合
的

な
状

況
に

つ
い

て
、

学
校

と
し

て
定

期
的

に
学

校
教

育
法

第
1
0
9
条

第
１

項
に

規
定

さ
れ

る
自

己
点

検
・
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

教
育

の
質

の
改

善
・
向

上
を

図
る

た
め

の
教

育
研

究
活

動
の

改
善

を
継

続
的

に
行

う
仕

組
み

（
以

下
「
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

」
と

い
う

。
）
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

１
－

１
－

③
　

学
校

の
構

成
員

及
び

学
外

関
係

者
の

意
見

の
聴

取
が

行
わ

れ
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
結

果
が

自
己

点
検

・
評

価
に

反
映

さ
れ

て
い

る
か

。

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

51



0
9

報
告

者
（
責

任
者

）
役
職

・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て
い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　
学

校
の
教
育
に
係
る
基
本
的
な

組
織
構

成
が
、
学
校
の
目
的
に
照
ら
し
て

適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
教
育

活
動

を
展
開

す
る
上
で
必
要
な
運
営
体
制

が
適
切

に
整

備
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　
教

育
活

動
を
有

効
に
展

開
す
る
た
め
の

検
討

・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る
な
ど
の

必
要

な
活

動
が

行
わ

れ
て
い
る
か

。

(2
)教

育
活
動

を
有

効
に
展

開
す
る
た
め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、
必

要
な
活

動
を
行

っ
て
い
る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い
る
実

績
が

わ
か

る
資
料

（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ
ル

ー
ン
＞

フ
ァ
イ
ル

管
理

適
合

し
て
い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　
学

校
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要

な
管

理
運
営
体
制
及
び
事
務

組
織

が
整

備
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
外
部

の
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
る
こ
と
。

４
－

２
－

①
　
管

理
運

営
の

諸
規

程
が

整
備

さ
れ

、
各

種
委

員
会

及
び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を
分

担
し
、
効

果
的

に
活

動
し
て
い
る
か

。

(6
)管

理
運
営

体
制

の
下

、
効

果
的

な
活

動
を
行

っ
て
い
る
か

。
◇

活
動

状
況

が
わ

か
る
資

料
（
会

議
の

開
催
回

数
、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ
ル

ー
ン
＞

フ
ァ
イ
ル

管
理

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い
ず
れ

か
に
〇

）
根

拠
資

料
の

保
管

場
所

４
．
財

務
基

盤
及

び
管

理
運
営

基
準
・
視
点

観
点

項
目

根
拠

と
し
て
必

要
な
資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い
ず
れ

か
に
〇

）
根

拠
資

料
の

保
管

場
所

整
理
番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
練
習
船

運
航

委
員

会
商

船
学

科
長

・
二

村
　
彰

練
習

船
弓

削
丸

班

２
．
教

育
組

織
及

び
教

員
・
教
育
支
援
者
等

基
準
・
視
点

観
点

項
目

根
拠

と
し
て
必

要
な
資
料
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基
準
・
視
点

観
点

項
目

特
に
な
し

基
準
・
視
点

観
点

項
目

特
に
な
し

＜
優

れ
た
取

組
・
特

色
あ
る
取
組
＞

特
に
な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
＞

現
在

の
状
況

考
え
ら
れ

る
改

善
策

＜
前

年
度

か
ら
の

改
善
事

項
＞

前
年

度
ま
で
の

状
況

改
善

状
況

53



1
0

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

就
職

や
進

学
等

の
進

路
指

導
を

含
め

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

体
制

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
○

(2
) 

(1
)の

体
制

の
下

、
就

職
や

進
学

等
の

進
路

指
導

を
含

め
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
関

し
て

、
学

校
と

し
て

ど
の

よ
う

な
取

組
を

行
っ

て
い

る
か

。

　
☐

　
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

関
す

る
研

修
会

・
講

演
会

の
実

施
◇

取
組

状
況

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
進

路
指

導
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

◇
取

組
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

　
☐

　
進

路
指

導
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
実

施
◇

取
組

状
況

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
進

路
先

（
企

業
）
訪

問
◇

取
組

状
況

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
進

学
・
就

職
に

関
す

る
説

明
会

◇
取

組
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

　
☐

　
そ

の
他

◇
取

組
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

(3
) 

(2
)の

取
組

が
機

能
し

て
い

る
か

。

　
☐

　
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

関
す

る
研

修
会

・
講

演
会

の
実

施
◇

そ
れ

ぞ
れ

の
取

組
の

（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
毎

年
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

　
☐

　
進

路
指

導
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

取
組

の
（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
毎

年
○

　
☐

　
進

路
指

導
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
実

施
◇

そ
れ

ぞ
れ

の
取

組
の

（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
毎

年
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

　
☐

　
進

路
先

（
企

業
）
訪

問
◇

そ
れ

ぞ
れ

の
取

組
の

（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
毎

年
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

　
☐

　
進

学
・
就

職
に

関
す

る
説

明
会

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

取
組

の
（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
毎

年
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

　
☐

　
そ

の
他

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

取
組

の
（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
毎

年

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
就

職
指

導
委

員
会

学
生

主
事

・
水

崎
一

良

学
生

課
学

生
支

援
係

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

３
－

２
－

⑤
　

就
職

や
進

学
等

の
進

路
指

導
を

含
め

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策
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1
1

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

教
育

内
容

、
方

法
や

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
ＩＣ

Ｔ
環

境
を

適
切

に
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

ＩＣ
Ｔ

環
境

（
無

線
・
有

線
L
A

N
や

パ
ソ

コ
ン

等
の

利
用

環
境

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

（
利

用
可

能
な

エ
リ

ア
の

状
況

も
含

む
。

）
）
の

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
学

校
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

の
整

備
状

況
、

授
業

内
外

で
学

生
が

利
用

可
能

な
パ

ソ
コ

ン
の

台
数

、
情

報
処

理
セ

ン
タ

ー
の

組
織

規
程

等
。

）

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

ＩＣ
Ｔ

環
境

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
管

理
体

制
を

適
切

に
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

管
理

に
関

す
る

規
程

等
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
シ

ス
テ

ム
の

概
要

、
ＩＣ

Ｔ
環

境
の

管
理

体
制

及
び

業
務

内
容

、
講

習
会

等
が

わ
か

る
資

料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 

ＩＣ
Ｔ

環
境

は
有

効
に

活
用

さ
れ

て
い

る
か

。
◇

ＩＣ
Ｔ

環
境

の
利

用
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(4
) 

(3
)に

つ
い

て
学

生
や

教
職

員
の

ＩＣ
Ｔ

環
境

の
利

用
状

況
や

満
足

度
等

を
学

校
と

し
て

把
握

し
改

善
等

を
行

う
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
体

制
に

関
す

る
規

定
等

の
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

(5
) 

(4
)の

体
制

が
機

能
し

て
い

る
か

。
◇

学
生

や
教

職
員

の
ＩＣ

Ｔ
環

境
の

利
用

状
況

や
満

足
度

等
が

把
握

で
き

る
資

料
◇

(4
)の

体
制

に
お

い
て

改
善

を
行

っ
た

事
例

が
わ

か
る

資
料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
情

報
処

理
教

育
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

情
報

処
理

教
育

セ
ン

タ
ー

長
・
長

尾
　

和
彦

情
報

処
理

教
育

セ
ン

タ
ー

、
企

画
広

報
室

情
報

・
広

報
係

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

３
－

１
　

学
校

に
お

い
て

編
成

さ
れ

た
教

育
研

究
組

織
及

び
教

育
課

程
に

対
応

し
た

施
設

・
設

備
が

整
備

さ
れ

、
適

切
な

安
全

・
衛

生
管

理
の

下
に

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

ＩＣ
Ｔ

環
境

が
適

切
に

整
備

さ
れ

る
と

と
も

に
、

図
書

、
学

術
雑

誌
、

視
聴

覚
資

料
そ

の
他

の
教

育
研

究
上

必
要

な
資

料
が

系
統

的
に

収
集

、
整

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目

３
－

１
－

②
　

教
育

内
容

、
方

法
や

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
ＩＣ

Ｔ
環

境
が

十
分

な
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
管

理
の

下
に

適
切

に
整

備
さ

れ
、

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

か
。
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(1
) 

学
生

の
自

主
的

学
習

を
進

め
る

上
で

、
以

下
の

相
談

・
助

言
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

　
☐

　
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

成
績

確
認

や
学

習
相

談
等

に
関

す
る

シ
ス

テ
ム

の
整

備
◇

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

◇
学

生
へ

の
周

知
状

況
（
刊

行
物

、
プ

リ
ン

ト
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
の

該
当

箇
所

。
）
が

わ
か

る
資

料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

(1
)は

、
学

生
に

利
用

さ
れ

て
い

る
か

。

　
☐

　
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

成
績

確
認

や
学

習
相

談
等

に
関

す
る

シ
ス

テ
ム

の
整

備
◇

利
用

状
況

（
実

績
・
相

談
対

応
例

等
）
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
情

報
処

理
教

育
セ

ン
タ

ー

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

観
点

項
目

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

３
－

２
－

②
　

学
習

支
援

に
関

す
る

学
生

の
ニ

ー
ズ

が
適

切
に

把
握

さ
れ

、
学

生
の

自
主

的
学

習
を

進
め

る
上

で
の

相
談

・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
か

。

特
に

な
し

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

基
準

・
視

点

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営
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1
2

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

４
－

２
－

③
　

外
部

資
金

を
積

極
的

に
受

入
れ

る
取

組
を

行
っ

て
い

る
か

。
(1

) 
外

部
の

財
務

資
源

（
科

学
研

究
費

助
成

事
業

に
よ

る
外

部
資

金
、

受
託

研
究

、
共

同
研

究
、

受
託

試
験

、
奨

学
寄

附
金

、
同

窓
会

等
か

ら
の

寄
付

金
等

）
を

積
極

的
に

受
入

れ
る

取
組

を
行

っ
て

い
る

か
。

◆
過

去
５

年
間

の
外

部
資

金
に

つ
い

て
、

明
確

な
獲

得
方

策
（
獲

得
の

た
め

の
取

組
。

）
を

有
す

る
か

、
十

分
な

獲
得

実
績

が
あ

る
か

等
に

つ
い

て
、

分
析

す
る

。

◇
過

去
５

年
間

の
科

学
研

究
費

助
成

事
業

に
よ

る
外

部
資

金
、

受
託

研
究

、
共

同
研

究
、

受
託

試
験

、
奨

学
寄

附
金

、
同

窓
会

等
か

ら
の

寄
付

金
等

、
外

部
の

財
務

資
源

の
受

入
れ

へ
の

取
組

及
び

受
入

実
績

に
関

す
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

４
－

２
－

④
　

外
部

の
教

育
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

か
。

(1
) 

外
部

の
教

育
・
研

究
資

源
を

活
用

し
て

い
る

か
。

◆
高

等
専

門
学

校
の

教
育

研
究

の
基

盤
と

し
て

の
、

地
域

や
同

窓
会

等
を

中
心

と
す

る
外

部
教

育
資

源
、

又
は

退
職

技
術

者
を

含
む

企
業

人
等

の
教

育
研

究
的

資
源

の
活

用
に

つ
い

て
分

析
す

る
。

◆
「
社

会
と

と
も

に
次

世
代

の
技

術
者

を
育

成
す

る
」
協

働
教

育
の

理
念

を
実

践
す

る
活

動
例

に
つ

い
て

分
析

す
る

。

◇
活

用
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
例

）
・
　

産
学

連
携

関
係

の
共

同
研

究
や

共
同

教
育

の
実

施
例

の
資

料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
地

域
共

同
研

究
推

進
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

地
域

共
同

研
究

推
進

セ
ン

タ
ー

長
・
田

房
　

友
典

企
画

広
報

室
企

画
係

項
目

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
研

究
活

動
の

目
的

等
を

達
成

す
る

た
め

の
実

施
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
目

的
等

ご
と

に
、

実
施

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

資
料

（
研

究
に

携
わ

る
教

員
等

の
配

置
状

況
、

セ
ン

タ
ー

等
設

置
状

況
等

）

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(2
) 

学
校

が
設

定
し

た
研

究
活

動
の

目
的

等
を

達
成

す
る

た
め

の
設

備
等

を
含

む
研

究
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
目

的
等

ご
と

に
、

研
究

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

資
料

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(3
) 

学
校

が
設

定
し

た
研

究
活

動
の

目
的

等
を

達
成

す
る

た
め

の
支

援
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
目

的
等

ご
と

に
、

支
援

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

資
料

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(4
) 

(1
)～

(3
)の

体
制

の
下

、
研

究
活

動
が

十
分

に
行

わ
れ

て
い

る
か

。
◇

研
究

活
動

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
共

同
研

究
等

、
他

研
究

機
関

や
地

域
社

会
と

の
連

携
体

制
及

び
そ

の
機

能
状

況
等

）
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

Ａ
－

１
－

③
　

研
究

活
動

の
目

的
等

に
沿

っ
た

成
果

が
得

ら
れ

て
い

る
か

。
(1

) 
学

校
が

設
定

し
た

研
究

活
動

の
目

的
等

に
照

ら
し

て
、

成
果

が
得

ら
れ

て
い

る
か

。

◆
研

究
活

動
の

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
ど

の
程

度
活

動
の

成
果

が
あ

げ
ら

れ
て

い
る

か
、

目
的

の
達

成
度

に
つ

い
て

実
績

等
を

示
す

デ
ー

タ
等

を
基

に
分

析
す

る
。

◆
目

的
が

複
数

あ
る

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
目

的
ご

と
に

、
目

的
に

照
ら

し
た

研
究

の
成

果
及

び
目

的
の

達
成

度
に

つ
い

て
分

析
す

る
。

◇
目

的
等

ご
と

に
、

活
動

の
成

果
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

Ａ
－

１
－

④
  

研
究

活
動

等
の

実
施

状
況

や
問

題
点

を
把

握
し

、
改

善
を

図
っ

て
い

く
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。

(1
) 

Ａ
－

１
－

③
で

把
握

し
た

成
果

を
基

に
問

題
点

等
を

把
握

し
、

そ
れ

を
改

善
に

結
び

付
け

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

改
善

の
体

制
が

わ
か

る
資

料
（
組

織
の

役
割

、
人

的
規

模
・
バ

ラ
ン

ス
、

組
織

間
の

連
携

・
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス
・
責

任
の

明
確

化
等

が
わ

か
る

資
料

）

◇
学

校
が

設
定

し
た

研
究

活
動

の
目

的
等

の
項

目
に

対
応

さ
せ

た
具

体
的

な
改

善
事

例
が

わ
か

る
資

料
（
活

動
状

況
、

効
果

、
成

果
）

◇
研

究
活

動
等

の
実

施
状

況
や

問
題

点
を

把
握

し
て

い
る

も
の

の
、

現
状

で
は

改
善

を
要

す
る

状
況

に
な

い
場

合
に

は
、

問
題

が
生

じ
た

際
に

対
応

で
き

る
体

制
の

整
備

状
況

に
つ

い
て

の
資

料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

Ａ
－

１
－

②
　

研
究

活
動

の
目

的
等

に
照

ら
し

て
、

研
究

体
制

及
び

支
援

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
か

。

Ａ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
研

究
活

動
の

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
必

要
な

研
究

体
制

及
び

支
援

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

お
り

、
研

究
活

動
の

目
的

に
沿

っ
た

成
果

が
得

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

A
．

研
究

活
動

の
状

況

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
地

域
貢

献
活

動
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
方

針
を

策
定

し
て

い
る

か
。

　
□

　
地

域
企

業
の

技
術

者
へ

の
技

術
・
教

育
支

援
◇

具
体

的
な

方
針

、
実

施
計

画
等

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

(1
)の

方
針

に
基

づ
き

計
画

的
に

実
施

し
て

い
る

か
。

　
□

　
地

域
企

業
の

技
術

者
へ

の
技

術
・
教

育
支

援
◇

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
地

域
貢

献
活

動
等

の
目

的
等

に
照

ら
し

て
、

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

　
□

　
地

域
企

業
の

技
術

者
へ

の
技

術
・
教

育
支

援
◇

活
動

の
成

果
が

わ
か

る
資

料
（
活

動
別

参
加

者
数

、
参

加
者

・
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
等

）
毎

年
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(1
) 

Ｂ
－

１
－

③
で

把
握

し
た

成
果

を
基

に
問

題
点

等
を

把
握

し
、

そ
れ

を
改

善
に

結
び

付
け

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

　
□

　
地

域
企

業
の

技
術

者
へ

の
技

術
・
教

育
支

援
◇

具
体

的
な

改
善

事
例

が
わ

か
る

資
料

（
活

動
状

況
、

効
果

、
成

果
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

④
　

外
部

の
教

育
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

か
。

(1
) 

外
部

の
教

育
・
研

究
資

源
を

活
用

し
て

い
る

か
。

◆
高

等
専

門
学

校
の

教
育

研
究

の
基

盤
と

し
て

の
、

地
域

や
同

窓
会

等
を

中
心

と
す

る
外

部
教

育
資

源
、

又
は

退
職

技
術

者
を

含
む

企
業

人
等

の
教

育
研

究
的

資
源

の
活

用
に

つ
い

て
分

析
す

る
。

◆
「
社

会
と

と
も

に
次

世
代

の
技

術
者

を
育

成
す

る
」
協

働
教

育
の

理
念

を
実

践
す

る
活

動
例

に
つ

い
て

分
析

す
る

。

Ａ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
研

究
活

動
の

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
必

要
な

研
究

体
制

及
び

支
援

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

お
り

、
研

究
活

動
の

目
的

に
沿

っ
た

成
果

が
得

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

Ａ
－

１
－

④
  

研
究

活
動

等
の

実
施

状
況

や
問

題
点

を
把

握
し

、
改

善
を

図
っ

て
い

く
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。

(1
) 

Ａ
－

１
－

③
で

把
握

し
た

成
果

を
基

に
問

題
点

等
を

把
握

し
、

そ
れ

を
改

善
に

結
び

付
け

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

Ｂ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
地

域
貢

献
活

動
等

に
関

す
る

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
が

適
切

に
行

わ
れ

、
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

。

Ｂ
－

１
－

④
　

地
域

貢
献

活
動

等
に

関
す

る
問

題
点

を
把

握
し

、
改

善
を

図
っ

て
い

く
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。

(1
) 

Ｂ
－

１
－

③
で

把
握

し
た

成
果

を
基

に
問

題
点

等
を

把
握

し
、

そ
れ

を
改

善
に

結
び

付
け

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

Ｂ
－

１
－

②
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
活

動
が

計
画

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

。

Ｂ
－

１
－

③
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

実
績

や
活

動
参

加
者

等
の

満
足

度
等

か
ら

判
断

し
て

、
目

的
に

沿
っ

た
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

Ｂ
－

１
－

④
　

地
域

貢
献

活
動

等
に

関
す

る
問

題
点

を
把

握
し

、
改

善
を

図
っ

て
い

く
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。

Ｂ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
地

域
貢

献
活

動
等

に
関

す
る

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
が

適
切

に
行

わ
れ

、
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

。

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

B
．

地
域

貢
献

活
動

等
の

状
況

基
準

・
視

点
観

点
項

目
点

検
間

隔

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

・
令

和
2
年

度
の

企
業

か
ら

の
共

同
研

究
新

規
受

入
件

数
は

0
件

、
令

和
3
年

度
は

1
件

、
令

和
4
年

度
は

1
件

（
継

続
中

の
共

同
研

究
で

1
件

共
同

研
究

費
が

追
加

さ
れ

た
）

で
あ

り
、

依
然

と
し

て
低

い
状

況
が

続
い

て
い

る
。

・
外

部
講

師
に

よ
る

事
業

と
し

て
、

資
格

試
験

対
策

講
座

、
知

的
財

産
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
て

お
り

、
令

和
４

年
度

は
フ

ル
ハ

ー
ネ

ス
特

別
教

育
を

追
加

で
実

施
し

た
。

・
令

和
４

年
度

は
共

同
研

究
に

繋
げ

る
目

的
で

、
技

術
振

興
会

と
連

携
し

て
共

同
研

究
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

を
行

っ
た

が
、

応
募

が
0
件

だ
っ

た
。

令
和

５
年

度
に

向
け

て
支

援
の

対
象

と
な

る
研

究
の

要
件

見
直

し
を

実
施

し
、

情
報

の
周

知
徹

底
及

び
セ

ン
タ

ー
か

ら
教

員
を

指
名

す
る

等
に

取
組

む
こ

と
と

し
た

。
・
令

和
５

年
度

に
向

け
て

、
技

術
振

興
会

企
業

会
員

等
に

対
し

研
究

シ
ー

ズ
ハ

イ
ラ

イ
ト

集
や

科
研

の
研

究
計

画
調

書
を

用
い

た
研

究
紹

介
活

動
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

「
離

島
工

学
」
の

実
践

的
展

開
と

い
っ

た
改

善
を

要
す

る
点

が
あ

る
中

、
産

学
連

携
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
お

い
て

意
見

交
換

会
を

行
い

，
参

加
企

業
と

の
構

想
の

共
有

化
を

図
る

計
画

で
あ

っ
た

が
、

参
加

企
業

が
少

な
か

っ
た

。

・
新

規
科

研
費

獲
得

が
毎

年
度

２
～

５
件

で
推

移
し

，
採

択
率

も
1
0
％

程
度

で
横

ば
い

状
態

で
は

あ
る

が
、

令
和

5
年

度
の

申
請

に
向

け
て

前
年

度
の

申
請

書
の

振
り

返
り

や
書

き
方

な
ど

、
採

択
実

績
の

あ
る

教
員

の
協

力
を

得
て

個
別

に
レ

ビ
ュ

ー
を

実
施

し
た

。
・
令

和
2
年

度
の

企
業

か
ら

の
共

同
研

究
新

規
受

入
件

数
は

0
件

、
令

和
3
年

度
は

1
件

、
令

和
4
年

度
は

1
件

（
継

続
中

の
共

同
研

究
で

1
件

共
同

研
究

費
が

追
加

さ
れ

た
）

で
あ

り
、

依
然

と
し

て
低

い
状

況
が

続
い

て
い

る
。

・
令

和
４

年
度

は
共

同
研

究
に

繋
げ

る
目

的
で

、
技

術
振

興
会

と
連

携
し

て
共

同
研

究
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

を
行

っ
た

が
、

応
募

が
0
件

だ
っ

た
。

令
和

５
年

度
に

向
け

て
支

援
の

対
象

と
な

る
研

究
の

要
件

見
直

し
を

実
施

し
、

情
報

の
周

知
徹

底
及

び
セ

ン
タ

ー
か

ら
教

員
を

指
名

す
る

等
に

取
組

む
こ

と
と

し
た

。
・
令

和
５

年
度

に
向

け
て

、
技

術
振

興
会

企
業

会
員

等
に

対
し

研
究

シ
ー

ズ
ハ

イ
ラ

イ
ト

集
や

科
研

の
研

究
計

画
調

書
を

用
い

た
研

究
紹

介
活

動
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

・
令

和
４

年
度

産
学

連
携

フ
ォ

ー
ラ

ム
で

は
リ

モ
ー

ト
配

信
を

実
施

し
た

が
、

参
加

企
業

数
は

改
善

さ
れ

な
か

っ
た

。
令

和
5
年

度
産

学
連

携
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
は

、
本

校
の

研
究

成
果

を
広

く
ア

ピ
ー

ル
で

き
る

環
境

を
整

え
、

リ
モ

ー
ト

配
信

を
継

続
し

つ
つ

、
企

業
の

方
が

参
加

し
や

す
い

よ
う

に
平

日
に

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況
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1
3

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
>
フ

ァ
イ

ル
管

理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

図
書

館
の

設
備

を
法

令
に

従
い

備
え

て
い

る
か

。
◇

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
○

ガ
ル

ー
ン

>
フ

ァ
イ

ル
管

理

(2
) 

図
書

、
学

術
雑

誌
、

視
聴

覚
資

料
そ

の
他

の
教

育
研

究
上

必
要

な
資

料
を

系
統

的
に

収
集

、
整

理
し

て
い

る
か

。

◆
教

育
課

程
、

学
科

の
種

類
、

学
年

区
分

に
応

じ
て

、
教

育
研

究
上

必
要

と
な

る
図

書
、

学
術

雑
誌

、
視

聴
覚

資
料

、
そ

の
他

の
資

料
が

系
統

的
（
学

科
構

成
に

対
応

し
た

系
統

性
、

学
習

内
容

に
対

応
し

た
分

野
や

レ
ベ

ル
等

の
系

統
性

。
）
に

収
集

、
整

理
さ

れ
て

い
る

か
に

つ
い

て
分

析
す

る
。

◇
整

備
方

針
、

整
備

状
況

（
内

訳
、

冊
子

等
の

デ
ー

タ
）
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
>
フ

ァ
イ

ル
管

理

(3
) 

(2
)の

資
料

は
、

教
職

員
や

学
生

に
有

効
に

活
用

さ
れ

て
い

る
か

。

◆
教

職
員

や
学

生
に

よ
る

利
用

状
況

等
に

つ
い

て
分

析
す

る
。

◇
図

書
館

等
の

教
職

員
や

学
生

に
よ

る
利

用
状

況
（
図

書
等

貸
出

数
、

図
書

館
入

館
者

数
）
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇

(4
) 

(2
)の

資
料

が
有

効
に

活
用

さ
れ

る
た

め
の

取
組

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
図

書
館

等
の

利
用

サ
ー

ビ
ス

に
係

る
取

組
（
開

館
時

間
へ

の
配

慮
、

職
員

等
に

よ
る

ガ
イ

ダ
ン

ス
等

）
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
>
フ

ァ
イ

ル
管

理

３
－

１
－

③
　

図
書

、
学

術
雑

誌
、

視
聴

覚
資

料
そ

の
他

の
教

育
研

究
上

必
要

な
資

料
が

系
統

的
に

収
集

、
整

理
さ

れ
て

お
り

、
有

効
に

活
用

さ
れ

て
い

る
か

。

３
－

１
　

学
校

に
お

い
て

編
成

さ
れ

た
教

育
研

究
組

織
及

び
教

育
課

程
に

対
応

し
た

施
設

・
設

備
が

整
備

さ
れ

、
適

切
な

安
全

・
衛

生
管

理
の

下
に

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

ＩＣ
Ｔ

環
境

が
適

切
に

整
備

さ
れ

る
と

と
も

に
、

図
書

、
学

術
雑

誌
、

視
聴

覚
資

料
そ

の
他

の
教

育
研

究
上

必
要

な
資

料
が

系
統

的
に

収
集

、
整

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

項
目

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点

整
理

番
号

令
和

4
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
図

書
委

員
会

図
書

館
長

・
雙

知
 延

行

企
画

広
報

室
情

報
・
広

報
係

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
地

域
貢

献
活

動
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
方

針
を

策
定

し
て

い
る

か
。

　
■

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

◇
具

体
的

な
方

針
、

実
施

計
画

等
が

わ
か

る
資

料
毎

年
〇

(2
) 

(1
)の

方
針

に
基

づ
き

計
画

的
に

実
施

し
て

い
る

か
。

　
■

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

◇
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年
〇

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
地

域
貢

献
活

動
等

の
目

的
等

に
照

ら
し

て
、

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

　
■

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

◇
活

動
の

成
果

が
わ

か
る

資
料

（
活

動
別

参
加

者
数

、
参

加
者

・
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
等

）
毎

年

〇

(1
) 

Ｂ
－

１
－

③
で

把
握

し
た

成
果

を
基

に
問

題
点

等
を

把
握

し
、

そ
れ

を
改

善
に

結
び

付
け

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

　
□

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

◇
具

体
的

な
改

善
事

例
が

わ
か

る
資

料
（
活

動
状

況
、

効
果

、
成

果
）

毎
年

〇

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

B
．

地
域

貢
献

活
動

等
の

状
況

基
準

・
視

点
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

Ｂ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
地

域
貢

献
活

動
等

に
関

す
る

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
が

適
切

に
行

わ
れ

、
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

。

Ｂ
－

１
－

②
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
活

動
が

計
画

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

。

Ｂ
－

１
－

③
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

実
績

や
活

動
参

加
者

等
の

満
足

度
等

か
ら

判
断

し
て

、
目

的
に

沿
っ

た
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

観
点

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

Ｂ
－

１
－

④
　

地
域

貢
献

活
動

等
に

関
す

る
問

題
点

を
把

握
し

、
改

善
を

図
っ

て
い

く
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。

項
目

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

改
善

状
況

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞
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1
4

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(8
) 

施
設

・
設

備
の

安
全

衛
生

管
理

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

安
全

衛
生

管
理

体
制

が
わ

か
る

資
料

◇
設

備
使

用
に

関
す

る
規

定
、

設
備

利
用

の
手

引
き

等
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(9
) 

(8
)の

体
制

が
有

効
に

機
能

し
て

い
る

か
。

◇
安

全
(指

導
)管

理
に

係
る

講
習

会
等

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

３
－

１
　

学
校

に
お

い
て

編
成

さ
れ

た
教

育
研

究
組

織
及

び
教

育
課

程
に

対
応

し
た

施
設

・
設

備
が

整
備

さ
れ

、
適

切
な

安
全

・
衛

生
管

理
の

下
に

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

ＩＣ
Ｔ

環
境

が
適

切
に

整
備

さ
れ

る
と

と
も

に
、

図
書

、
学

術
雑

誌
、

視
聴

覚
資

料
そ

の
他

の
教

育
研

究
上

必
要

な
資

料
が

系
統

的
に

収
集

、
整

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

３
－

１
－

①
　

学
校

に
お

い
て

編
成

さ
れ

た
教

育
研

究
組

織
の

運
営

及
び

教
育

課
程

に
対

応
し

た
施

設
・
設

備
が

整
備

さ
れ

、
適

切
な

安
全

・
衛

生
管

理
の

下
に

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

か
。

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
基

準
・
視

点
観

点
項

目

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
安

全
衛

生
委

員
会

校
長

　
石

田
　

邦
光

総
務

課
人

事
係
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

３
－

１
　

学
校

に
お

い
て

編
成

さ
れ

た
教

育
研

究
組

織
及

び
教

育
課

程
に

対
応

し
た

施
設

・
設

備
が

整
備

さ
れ

、
適

切
な

安
全

・
衛

生
管

理
の

下
に

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

ＩＣ
Ｔ

環
境

が
適

切
に

整
備

さ
れ

る
と

と
も

に
、

図
書

、
学

術
雑

誌
、

視
聴

覚
資

料
そ

の
他

の
教

育
研

究
上

必
要

な
資

料
が

系
統

的
に

収
集

、
整

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

３
－

１
－

①
　

学
校

に
お

い
て

編
成

さ
れ

た
教

育
研

究
組

織
の

運
営

及
び

教
育

課
程

に
対

応
し

た
施

設
・
設

備
が

整
備

さ
れ

、
適

切
な

安
全

・
衛

生
管

理
の

下
に

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

か
。

(9
) 

(8
)の

体
制

が
有

効
に

機
能

し
て

い
る

か
。

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

労
働

安
全

衛
生

法
に

基
づ

く
特

別
教

育
を

実
施

し
た

。
ク

レ
ー

ン
運

転
等

危
険

な
業

務
を

行
う

取
扱

担
当

者
に

対
し

て
特

別
教

育
が

実
施

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況
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1
5

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○
該

当
資

料
な

し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
将

来
計

画
委

員
会

校
長

・
石

田
 邦

光

企
画

広
報

室
企

画
係

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

直
近

で
の

委
員

会
開

催
は

平
成

2
4
年

度
が

最
後

で
あ

り
、

以
降

の
委

員
会

活
動

は
行

っ
て

い
な

い
。

委
員

会
の

統
廃

合
に

つ
い

て
検

討
す

る
。
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1
6

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

基
準

・
視

点
観

点
項

目

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
広

報
委

員
会

広
報

主
事

・
田

房
 友

典

企
画

広
報

室
情

報
・
広

報
係

令
和

3
年

度
は

会
議

の
開

催
等

が
な

く
、

活
動

が
不

十
分

で
あ

っ
た

。
H

P
に

よ
る

パ
ノ

ラ
マ

施
設

紹
介

や
積

極
的

な
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

の
活

用
な

ど
効

果
的

な
広

報
活

動
を

行
っ

た
。

広
報

的
な

価
値

を
高

め
る

た
め

、
本

校
の

封
筒

デ
ザ

イ
ン

を
一

新
し

た
。

令
和

4
年

度
は

、
委

員
会

を
2
回

開
催

し
た

。

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

H
P

に
よ

る
パ

ノ
ラ

マ
施

設
紹

介
を

行
っ

た
。

広
報

的
な

価
値

を
高

め
る

た
め

、
本

校
の

封
筒

デ
ザ

イ
ン

を
一

新
し

た
。

マ
ス

コ
ミ

関
係

の
掲

載
情

報
数

に
つ

い
て

、
機

構
本

部
へ

6
6
件

（
成

果
目

標
2
0
件

）
の

報
告

を
行

っ
た

。

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策
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1
7

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○

基
準

・
視

点
観

点
項

目

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
環

境
美

化
委

員
会

事
務

部
長

・
渡

邊
 一

右

総
務

課
契

約
係

環
境

美
化

委
員

会
規

則
第

2
条

に
は

「
委

員
会

は
，

校
内

植
栽

，
造

園
等

の
環

境
美

化
に

関
す

る
事

項
を

審
議

す
る

。
」
と

あ
り

，
本

委
員

会
で

は
こ

れ
ま

で
草

刈
り

の
実

施
や

そ
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
に

つ
い

て
審

議
を

行
っ

て
い

た
が

，
平

成
3
0
年

度
以

降
開

催
し

て
い

な
か

っ
た

。
委

員
会

の
審

議
事

項
に

つ
い

て
契

約
係

及
び

財
務

係
に

て
調

整
を

行
い

，
実

施
し

て
き

て
い

た
こ

と
か

ら
，

本
委

員
会

の
廃

止
も

含
め

て
，

委
員

会
の

あ
り

方
を

検
討

し
て

い
た

。

弓
削

商
船

高
等

専
門

学
校

環
境

美
化

委
員

会
規

則
を

廃
止

し
た

。
（
令

和
4
年

度
第

1
0
回

運
営

委
員

会
に

て
了

承
済

み
）

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策
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1
8

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
>
フ

ァ
イ

ル
管

理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(3
) 

学
習

支
援

に
関

し
て

学
生

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
た

め
の

制
度

が
あ

る
か

。

　
☐

　
学

生
と

の
懇

談
会

◇
制

度
が

わ
か

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

(4
) 

(3
)は

、
有

効
に

機
能

し
て

い
る

か
。

　
☐

　
学

生
と

の
懇

談
会

◇
制

度
の

機
能

状
況

が
わ

か
る

資
料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
>
フ

ァ
イ

ル
管

理

(1
) 

学
生

寮
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

 (
2
) 

生
活

の
場

と
し

て
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

生
活

支
援

の
内

容
が

わ
か

る
資

料
（
談

話
室

、
補

食
室

等
の

整
備

状
況

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

(3
) 

勉
学

の
場

と
し

て
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

学
習

支
援

の
内

容
が

わ
か

る
資

料
（
自

習
室

の
整

備
状

況
、

自
習

時
間

の
設

定
状

況
等

の
整

備
面

で
の

工
夫

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

(4
) 

(2
)(

3
)に

つ
い

て
、

有
効

に
機

能
し

て
い

る
か

。
◇

入
寮

状
況

が
わ

か
る

資
料

◇
勉

学
の

場
と

し
て

の
活

用
実

績
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
>
フ

ァ
イ

ル
管

理

(5
) 

管
理

・
運

営
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
学

生
寮

の
管

理
規

程
等

の
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

>
フ

ァ
イ

ル
管

理

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
寮

務
委

員
会

寮
務

主
事

・
長

尾
　

和
彦

学
生

課
寮

務
係

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

３
－

２
－

⑦
　

学
生

寮
が

整
備

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

学
生

の
生

活
及

び
勉

学
の

場
と

し
て

有
効

に
機

能
し

て
い

る
か

。

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
点

検
間

隔

３
－

２
－

②
　

学
習

支
援

に
関

す
る

学
生

の
ニ

ー
ズ

が
適

切
に

把
握

さ
れ

、
学

生
の

自
主

的
学

習
を

進
め

る
上

で
の

相
談

・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
か

。
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

69



1
9

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

基
準

・
視

点
観

点
項

目

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

令
和

5
年

度
事

務
P

C
に

イ
ン

ス
ト

ー
ル

す
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

、
整

理
を

行
っ

た
。

高
専

機
構

が
推

奨
す

る
M

ic
ro

so
ft

社
製

品
の

使
用

を
促

す
た

め
、

令
和

5
年

3
月

末
で

サ
ポ

ー
ト

が
終

了
す

る
一

太
郎

pr
o
3
に

替
わ

る
一

太
郎

pr
o
5
に

つ
い

て
、

必
要

数
を

調
査

し
た

上
で

購
入

し
た

。
事

務
業

務
の

効
率

化
が

見
込

め
る

た
め

、
A

do
be

 A
c
ro

ba
t 

P
ro

 D
C

を
単

年
度

試
験

的
に

導
入

し
た

。

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

令
和

3
年

度
は

会
議

の
開

催
が

無
か

っ
た

。
事

務
情

報
化

推
進

及
び

事
務

業
務

の
効

率
化

を
図

る
た

め
、

令
和

4
年

度
は

委
員

会
を

2
回

開
催

し
、

事
務

P
C

用
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

整
理

を
行

っ
た

。

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
事

務
情

報
化

推
進

委
員

会
事

務
部

長
・
渡

邊
 一

右

企
画

広
報

室
情

報
・
広

報
係
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2
0

報
告

者
（
責

任
者

）
役
職

・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て
い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　
学

校
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要

な
管

理
運
営
体
制
及
び
事
務

組
織

が
整

備
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
外
部

の
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
る
こ
と
。

４
－

２
－

①
　
管

理
運

営
の

諸
規

程
が

整
備

さ
れ

、
各

種
委

員
会

及
び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を
分

担
し
、
効

果
的

に
活

動
し
て
い
る
か

。

(6
)管

理
運
営

体
制

の
下

、
効

果
的

な
活

動
を
行

っ
て
い
る
か

。
◇

活
動

状
況

が
わ

か
る
資

料
（
会

議
の

開
催
回

数
、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○

基
準
・
視
点

観
点

項
目

特
に
な
し

基
準
・
視
点

観
点

項
目

４
－

２
　
学

校
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要

な
管

理
運
営
体
制
及
び
事
務

組
織

が
整

備
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
外
部

の
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
る
こ
と
。

４
－

２
－

①
　
管

理
運

営
の

諸
規

程
が

整
備

さ
れ

、
各

種
委

員
会

及
び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を
分

担
し
、
効

果
的

に
活

動
し
て
い
る
か

。

(6
)管

理
運
営

体
制

の
下

、
効

果
的

な
活

動
を
行

っ
て
い
る
か

。

＜
優

れ
た
取

組
・
特

色
あ
る
取
組
＞

特
に
な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
＞

現
在

の
状
況

考
え
ら
れ

る
改

善
策

環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委

員
会

規
則

第
2
条

に
よ
れ

ば
，
本

委
員

会
は

⑴
環

境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
組

織
に
関

す
る
こ
と
，
⑵

環
境

方
針

に
関
す
る
こ
と
，
⑶

環
境

目
的

及
び
目

標
に

関
す
る
こ
と
，
⑷

そ
の

他
環

境
の

保
全

及
び
配

慮
に
関

す
る
こ
と
を
審

議
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
，
こ
れ

ま
で
節

電
や

環
境

報
告

書
の

作
成

等
に
つ
い
て
審

議
を
行

っ
て
き

た
が

，
本

委
員

会
は

平
成

2
5
年

度
以

降
開

催
し
て
お
ら
ず
，
節

電
の

呼
び
か

け
や

環
境

報
告

書
の

作
成

は
施

設
係

が
行

っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

令
和

4
年

度
に
お
い
て
本

委
員

会
は

開
催

さ
れ

な
か

っ
た
が

，
事

務
に
よ
り
適

切
に
業

務
を
実

施
で
き
て
い
る
。
高

専
機

構
環

境
方

針
に
よ
り
，
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組

織
を

設
置

す
る
必

要
が

あ
る
た
め
，
廃

止
は

で
き
な
い
が

，
委

員
会

の
あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る
。

４
．
財

務
基

盤
及

び
管

理
運
営

基
準
・
視
点

観
点

項
目

根
拠

と
し
て
必

要
な
資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い
ず
れ

か
に
〇

）
根

拠
資

料
の

保
管

場
所

＜
前

年
度

か
ら
の

改
善
事

項
＞

前
年

度
ま
で
の

状
況

改
善

状
況

整
理
番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委

員
会

校
長

・
石

田
　
邦

光

総
務

課
契

約
係
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2
1

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

自
己

点
検

・
評

価
の

実
施

に
際

し
て

、
次

の
各

者
の

意
見

を
反

映
す

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
か

。

　
■

　
在

学
生

◇
意

見
聴

取
の

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
実

施
方

法
、

回
数

、
意

見
内

容
の

例
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
集

計
表

等
。

）
1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
1
_令

和
4
年

度
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

要
領

1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
2
_令

和
4
年

度
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
3
_令

和
4
年

度
学

び
の

状
況

調
査

実
施

要
領

1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
4
_令

和
4
年

度
学

び
の

状
況

調
査

学
内

依
頼

1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
5
_令

和
4
年

度
「
高

専
で

の
学

び
の

状
況

」
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

.　
■

　
卒

業
（
修

了
）
時

の
学

生
◇

意
見

聴
取

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
実

施
方

法
、

回
数

、
意

見
内

容
の

例
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
集

計
表

等
。

）
1
-
1
-
3
-
(1

)-
6
_令

和
4
年

度
卒

業
生

（
修

了
生

）
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

要
領 1
-
1
-
3
-
(1

)-
7
_令

和
4
年

度
卒

業
（
修

了
）
生

ア
ン

ケ
ー

ト
ご

協
力

の
お

願
い

1
-
1
-
3
-
(1

)-
8
_令

和
4
年

度
卒

業
生

・
修

了
生

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
そ

の
1

1
-
1
-
3
-
(1

)-
9
_令

和
4
年

度
卒

業
生

・
修

了
生

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
そ

の
2
（
本

校
独

自
項

目
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
卒

業
（
修

了
）
か

ら
一

定
年

数
後

の
卒

業
（
修

了
）
生

◇
意

見
聴

取
の

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
実

施
方

法
、

回
数

、
意

見
内

容
の

例
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
集

計
表

等
。

）
1
-
1
-
3
-
(1

)-
1
0
_R

4
既

卒
者

ア
ン

ケ
ー

ト
(ま

と
め

)

5
年

毎

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
□

　
就

職
･進

学
先

関
係

者
◇

意
見

聴
取

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
実

施
方

法
、

回
数

、
意

見
内

容
の

例
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
集

計
表

等
。

）
5
年

毎

○
-

(2
) 

自
己

点
検

・
評

価
の

実
施

に
お

い
て

、
聴

取
さ

れ
た

意
見

の
評

価
結

果
及

び
他

の
様

々
な

評
価

の
結

果
等

を
踏

ま
え

て
行

っ
て

い
る

か
。

【
在

学
生

の
意

見
聴

取
】

　
■

　
学

習
環

境
に

関
す

る
評

価
◇

評
価

結
果

等
を

踏
ま

え
て

自
己

点
検

・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-

1 1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-

2

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
専

攻
科

委
員

会
専

攻
科

長
・
D

A
V

A
A

 G
A

N
B

A
T

学
生

課
教

務
係

１
．

教
育

の
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

１
－

１
　

教
育

活
動

を
中

心
と

し
た

学
校

の
総

合
的

な
状

況
に

つ
い

て
、

学
校

と
し

て
定

期
的

に
学

校
教

育
法

第
1
0
9
条

第
１

項
に

規
定

さ
れ

る
自

己
点

検
・
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

教
育

の
質

の
改

善
・
向

上
を

図
る

た
め

の
教

育
研

究
活

動
の

改
善

を
継

続
的

に
行

う
仕

組
み

（
以

下
「
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

」
と

い
う

。
）
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

１
－

１
－

③
　

学
校

の
構

成
員

及
び

学
外

関
係

者
の

意
見

の
聴

取
が

行
わ

れ
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
結

果
が

自
己

点
検

・
評

価
に

反
映

さ
れ

て
い

る
か

。
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■

　
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

◇
評

価
結

果
等

を
踏

ま
え

て
自

己
点

検
・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
1

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
2

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
学

生
に

よ
る

教
育

・
学

習
の

達
成

度
に

関
す

る
評

価
（
進

級
時

等
、

卒
業

（
修

了
）
前

の
評

価
）

◇
評

価
結

果
等

を
踏

ま
え

て
自

己
点

検
・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
1

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
2

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
学

生
に

よ
る

満
足

度
評

価
（
進

級
時

等
、

卒
業

（
修

了
）
前

の
評

価
）

◇
評

価
結

果
等

を
踏

ま
え

て
自

己
点

検
・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
1

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
2

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

【
卒

業
（
修

了
）
時

の
意

見
聴

取
】

　
■

　
卒

業
（
修

了
）
時

の
学

生
に

よ
る

教
育

・
学

習
の

達
成

度
に

関
す

る
評

価
◇

評
価

結
果

等
を

踏
ま

え
て

自
己

点
検

・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
1

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
2

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
卒

業
（
修

了
）
時

の
学

生
に

よ
る

満
足

度
評

価
◇

評
価

結
果

等
を

踏
ま

え
て

自
己

点
検

・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
1

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
2

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

【
卒

業
（
修

了
）
後

の
意

見
聴

取
】

　
■

　
卒

業
（
修

了
）
後

の
学

生
に

よ
る

学
習

成
果

の
効

果
に

関
す

る
評

価
◇

評
価

結
果

等
を

踏
ま

え
て

自
己

点
検

・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
令

和
4
年

度
は

専
攻

科
委

員
会

で
の

点
検

・
評

価
は

実
施

し
て

い
な

い
。

5
年

毎

○
-

　
■

　
卒

業
（
修

了
）
後

の
就

職
・
進

学
先

等
に

よ
る

学
生

の
学

習
成

果
の

効
果

に
関

す
る

評
価

◇
評

価
結

果
等

を
踏

ま
え

て
自

己
点

検
・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
令

和
4
年

度
は

専
攻

科
委

員
会

で
の

点
検

・
評

価
は

実
施

し
て

い
な

い
。

5
年

毎

○
-
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(1
) 

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
を

踏
ま

え
、

修
了

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
を

定
め

て
い

る
か

。
◇

策
定

し
た

修
了

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）

が
わ

か
る

資
料

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

-

(2
) 

修
了

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
が

、
「
何

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
か

」
に

力
点

を
置

き
、

専
攻

科
課

程
全

体
、

各
専

攻
の

目
的

と
整

合
性

を
有

し
て

い
る

か
。

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

-

(3
) 

修
了

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
の

中
で

、
学

生
が

修
了

時
に

身
に

付
け

る
学

力
、

資
質

・
能

力
、

並
び

に
、

養
成

し
よ

う
と

す
る

人
材

像
等

の
内

容
を

明
確

に
示

し
て

い
る

か
。

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

-

(1
) 

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
を

踏
ま

え
、

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
を

定
め

て
い

る
か

。
◇

策
定

し
た

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
が

わ
か

る
資

料
改

正
時

又
は

7
年

毎
○

-

(2
) 

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
は

、
修

了
の

認
定

に
関

す
る

方
針

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
と

の
整

合
性

を
有

し
て

い
る

か
。

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

-

(3
) 

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
は

、
ど

の
よ

う
な

内
容

を
含

ん
で

い
る

か
。

　
□

　
ど

の
よ

う
な

教
育

課
程

を
編

成
す

る
か

を
示

し
て

い
る

　
□

　
ど

の
よ

う
な

教
育

内
容

・
方

法
を

実
施

す
る

か
を

示
し

て
い

る
　

□
　

学
習

成
果

を
ど

の
よ

う
に

評
価

す
る

か
を

示
し

て
い

る

改
正

時
又

は
7
年

毎

○
-

(1
) 

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
を

踏
ま

え
、

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
を

定
め

て
い

る
か

。
◇

策
定

し
た

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

-

(2
) 

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
は

、
学

校
の

目
的

や
専

攻
科

課
程

の
目

的
、

修
了

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
、

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）

を
踏

ま
え

て
策

定
し

て
い

る
か

。

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

-

(3
)入

学
者

の
受

入
れ

に
関

す
る

方
針

（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

は
、

「
入

学
者

選
抜

の
基

本
方

針
」
を

明
示

し
て

い
る

か
。

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

-

(4
)入

学
者

の
受

入
れ

に
関

す
る

方
針

（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

は
、

「
求

め
る

学
生

像
（
受

け
入

れ
る

学
生

に
求

め
る

学
習

成
果

を
含

む
。

）
」
を

明
示

し
て

い
る

か
。

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

-

(5
) 

受
け

入
れ

る
学

生
に

求
め

る
学

習
成

果
に

は
「
学

力
の

３
要

素
」
に

係
る

内
容

が
含

ま
れ

て
い

る
か

。
改

正
時

又
は

7
年

毎
○

-

(1
) 

学
校

の
目

的
及

び
三

つ
の

方
針

に
つ

い
て

、
社

会
の

状
況

等
を

把
握

し
、

適
宜

点
検

す
る

体
制

と
な

っ
て

い
る

か
。

◇
点

検
を

行
う

体
制

が
わ

か
る

資
料

（
関

連
規

定
等

、
三

つ
の

方
針

の
内

容
を

点
検

し
、

必
要

に
応

じ
て

見
直

す
こ

と
に

つ
い

て
定

め
て

い
る

も
の

。
）

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
○

-

(2
) 

学
校

の
目

的
及

び
三

つ
の

方
針

に
つ

い
て

、
社

会
の

状
況

等
を

把
握

し
、

適
宜

点
検

し
て

い
る

か
。

◇
点

検
の

実
情

に
関

す
る

資
料

（
実

績
）

必
要

が
生

じ
た

時
又

は
5
年

毎
○

-

１
－

３
　

学
校

の
目

的
及

び
三

つ
の

方
針

が
、

社
会

の
状

況
等

の
変

化
に

応
じ

て
適

宜
見

直
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

１
－

３
－

①
　

学
校

の
目

的
及

び
三

つ
の

方
針

が
、

社
会

の
状

況
等

の
変

化
に

応
じ

て
適

宜
見

直
さ

れ
て

い
る

か
。

１
－

２
　

準
学

士
課

程
、

専
攻

科
課

程
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
、

卒
業

（
修

了
）
の

認
定

に
関

す
る

方
針

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
、

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
、

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
（
以

下
「
三

つ
の

方
針

」
と

い
う

。
）
が

学
校

の
目

的
を

踏
ま

え
て

定
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

１
－

２
－

④
　

専
攻

科
課

程
の

修
了

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
が

学
校

の
目

的
を

踏
ま

え
て

明
確

に
定

め
ら

れ
て

い
る

か
。

１
－

２
－

⑤
　

専
攻

科
課

程
の

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
が

、
修

了
の

認
定

に
関

す
る

方
針

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）

と
整

合
性

を
持

ち
、

学
校

の
目

的
を

踏
ま

え
て

明
確

に
定

め
ら

れ
て

い
る

か
。

１
－

２
－

⑥
　

専
攻

科
課

程
の

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
が

学
校

の
目

的
を

踏
ま

え
て

明
確

に
定

め
ら

れ
て

い
る

か
。
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

②
　

専
攻

の
構

成
が

、
学

校
の

目
的

に
照

ら
し

て
、

適
切

な
も

の
と

な
っ

て
い

る
か

。

(1
) 

専
攻

の
構

成
が

学
校

の
目

的
及

び
修

了
の

認
定

に
関

す
る

方
針

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
と

整
合

性
が

と
れ

て
い

る
か

。
◇

学
校

の
目

的
及

び
修

了
の

認
定

に
関

す
る

方
針

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
と

整
合

性
を

有
し

た
専

攻
の

構
成

と
な

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

資
料

改
組

時
又

は
7
年

毎

○
-

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
会

議
開

催
一

覧
（
専

攻
科

委
員

会
）

2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 

専
攻

科
の

授
業

科
目

担
当

教
員

を
適

切
に

確
保

し
て

い
る

か
。

◇
担

当
教

員
一

覧
表

等
（
別

紙
2
-
3
）

2
-
2
-
2
-
(1

)-
0
1
_令

和
4
年

度
担

当
教

員
一

覧
表

等
（
別

紙
2
-
3
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

適
切

な
専

門
分

野
の

教
員

が
授

業
科

目
を

担
当

し
て

い
る

か
。

◇
担

当
教

員
一

覧
表

等
（
別

紙
2
-
3
）

（
再

掲
）
2
-
2
-
2
-
(1

)-
0
1
_令

和
4
年

度
担

当
教

員
一

覧
表

等
（
別

紙
2
-
3
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 

適
切

な
研

究
実

績
・
研

究
能

力
を

有
す

る
教

員
が

研
究

指
導

を
担

当
し

て
い

る
か

。
◇

適
切

な
研

究
実

績
・
研

究
能

力
を

有
す

る
教

員
が

研
究

指
導

を
担

当
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料

本
校

専
攻

科
は

特
例

適
用

専
攻

科
の

認
定

を
受

け
て

お
り

、
専

攻
科

課
程

に
必

要
な

各
分

野
の

教
育

研
究

能
力

を
有

す
る

専
攻

科
担

当
教

員
が

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

と
判

断
す

る
。

毎
年

○
-

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

２
－

２
－

②
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、

専
攻

科
課

程
に

必
要

な
各

分
野

の
教

育
研

究
能

力
を

有
す

る
専

攻
科

担
当

教
員

が
適

切
に

配
置

さ
れ

て
い

る
か

。

２
－

２
　

教
育

活
動

を
展

開
す

る
た

め
に

必
要

な
教

員
が

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

以
下

の
対

象
に

対
し

て
実

施
し

て
い

る
か

。

◆
入

学
時

や
授

業
登

録
時

等
に

お
い

て
実

施
し

て
い

る
ガ

イ
ダ

ン
ス

に
つ

い
て

、
学

校
全

体
に

対
す

る
も

の
か

、
学

年
全

体
に

対
す

る
も

の
か

、
学

科
・
専

攻
ご

と
に

実
施

す
る

も
の

か
、

そ
れ

ぞ
れ

の
内

容
が

適
切

な
も

の
か

に
つ

い
て

分
析

す
る

。
◆

図
書

館
、

実
験

・
実

習
工

場
等

の
利

用
に

関
す

る
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
実

施
に

つ
い

て
も

分
析

す
る

。

　
■

　
専

攻
科

生
◇

ガ
イ

ダ
ン

ス
の

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

3
-
2
-
1
-
(1

)-
0
1
_令

和
4
年

度
当

初
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
専

攻
科

新
入

生
）

3
-
2
-
1
-
(1

)-
0
2
_令

和
4
年

度
専

攻
科

ガ
イ

ダ
ン

ス
資

料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 

就
職

や
進

学
等

の
進

路
指

導
を

含
め

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

体
制

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
○

-

(2
) 

(1
)の

体
制

の
下

、
就

職
や

進
学

等
の

進
路

指
導

を
含

め
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
関

し
て

、
学

校
と

し
て

ど
の

よ
う

な
取

組
を

行
っ

て
い

る
か

。

　
■

　
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

関
す

る
研

修
会

・
講

演
会

の
実

施
◇

取
組

状
況

が
わ

か
る

資
料

3
-
2
-
5
-
(2

)-
0
1
_弓

削
商

船
高

専
生

の
た

め
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

ご
案

内
に

つ
い

て

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
進

路
指

導
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

◇
取

組
状

況
が

わ
か

る
資

料
本

科
に

準
じ

て
指

導
し

て
お

り
、

専
攻

科
用

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
作

成
し

て
い

な
い

。

毎
年

-
-

-
-

　
■

　
進

路
指

導
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
実

施
◇

取
組

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
再

掲
）
3
-
2
-
1
-
(1

)-
0
1
_令

和
4
年

度
当

初
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
専

攻
科

新
入

生
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
進

路
先

（
企

業
）
訪

問
◇

取
組

状
況

が
わ

か
る

資
料

3
-
2
-
5
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
進

路
先

（
企

業
）
等

訪
問

一
覧

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
進

学
・
就

職
に

関
す

る
説

明
会

◇
取

組
状

況
が

わ
か

る
資

料
専

攻
科

向
け

の
説

明
会

は
実

施
し

て
い

な
い

。
毎

年
-

-
-

-

　
☐

　
そ

の
他

◇
取

組
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年
-

-
-

-

(3
) 

(2
)の

取
組

が
機

能
し

て
い

る
か

。

　
■

　
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

関
す

る
研

修
会

・
講

演
会

の
実

施
◇

そ
れ

ぞ
れ

の
取

組
の

（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
3
-
2
-
5
-
(3

)-
0
1
_令

和
4
年

度
キ

ャ
リ

ア
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

実
施

状
況

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
進

路
指

導
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

取
組

の
（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
本

科
に

準
じ

て
指

導
し

て
お

り
、

専
攻

科
用

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
作

成
し

て
い

な
い

。

毎
年

-
-

-
-

　
■

　
進

路
指

導
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
実

施
◇

そ
れ

ぞ
れ

の
取

組
の

（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
（
再

掲
）
3
-
2
-
1
-
(1

)-
0
2
_令

和
4
年

度
専

攻
科

ガ
イ

ダ
ン

ス
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
進

路
先

（
企

業
）
訪

問
◇

そ
れ

ぞ
れ

の
取

組
の

（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
（
再

掲
）
3
-
2
-
5
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
進

路
先

（
企

業
）
等

訪
問

一
覧

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
進

学
・
就

職
に

関
す

る
説

明
会

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

取
組

の
（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
専

攻
科

向
け

の
説

明
会

は
実

施
し

て
い

な
い

。
毎

年
-

-
-

-

　
☐

　
そ

の
他

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

取
組

の
（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
毎

年
-

-
-

-

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

３
－

２
－

⑤
　

就
職

や
進

学
等

の
進

路
指

導
を

含
め

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

３
－

２
－

①
　

履
修

等
に

関
す

る
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
実

施
し

て
い

る
か

。

点
検

間
隔
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

８
－

１
－

①
　

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
に

基
づ

き
、

授
業

科
目

が
適

切
に

配
置

さ
れ

、
教

育
課

程
が

体
系

的
に

編
成

さ
れ

て
い

る
か

。

(1
) 

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
を

踏
ま

え
て

、
適

切
な

授
業

科
目

を
体

系
的

に
配

置
し

て
い

る
か

。
◇

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

一
覧

表
、

授
業

科
目

系
統

図
等

の
授

業
科

目
配

置
状

況
が

わ
か

る
資

料
改

正
時

又
は

7
年

毎

○
-

８
－

１
－

②
　

準
学

士
課

程
の

教
育

と
の

連
携

、
及

び
準

学
士

課
程

の
教

育
か

ら
の

発
展

等
を

考
慮

し
た

教
育

課
程

と
な

っ
て

い
る

か
。

(1
) 

専
攻

科
の

教
育

課
程

は
、

準
学

士
課

程
の

教
育

と
の

連
携

、
及

び
準

学
士

課
程

の
教

育
か

ら
の

発
展

等
を

考
慮

し
て

い
る

か
。

◇
連

携
及

び
発

展
等

の
考

慮
状

況
が

わ
か

る
資

料
改

正
時

又
は

7
年

毎
○

-

(1
) 

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
に

基
づ

き
、

講
義

、
演

習
、

実
験

、
実

習
等

の
適

切
な

授
業

形
態

が
採

用
さ

れ
て

い
る

か
。

◆
授

業
形

態
の

バ
ラ

ン
ス

が
適

切
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

分
析

す
る

。

◇
授

業
形

態
の

開
講

状
況

（
バ

ラ
ン

ス
を

含
む

。
）
が

わ
か

る
資

料
8
-
1
-
3
-
(1

)-
0
1
_専

攻
科

教
育

課
程

表
（
授

業
形

態
追

記
）

8
-
1
-
3
-
(1

)-
0
2
_授

業
形

態
別

単
位

数
（
専

攻
科

）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

教
育

内
容

に
応

じ
て

行
っ

て
い

る
、

学
習

指
導

上
の

工
夫

に
は

、
ど

の
よ

う
な

工
夫

が
あ

る
か

。
　

□
　

教
材

の
工

夫
　

■
　

少
人

数
教

育
　

■
　

対
話

・
討

論
型

授
業

　
□

　
フ

ィ
ー

ル
ド

型
授

業
　

■
　

情
報

機
器

の
活

用
　

□
　

基
礎

学
力

不
足

の
学

生
に

対
す

る
配

慮
　

■
　

一
般

科
目

と
専

門
科

目
と

の
連

携
　

□
　

そ
の

他

◇
各

項
目

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
【
少

人
数

教
育

】
8
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
生

産
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻
シ

ラ
バ

ス
（
生

産
シ

ス
テ

ム
工

学
概

論
：
少

人
数

教
育

）

【
対

話
・
討

論
型

授
業

】
8
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
生

産
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻
シ

ラ
バ

ス
（
技

術
文

献
ゼ

ミ
：
対

話
・
討

論
型

授
業

）

【
情

報
機

器
の

活
用

】
8
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
生

産
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻
シ

ラ
バ

ス
（
情

報
処

理
応

用
論

：
情

報
機

器
の

利
用

）
8
-
1
-
3
-
(2

)-
0
4
_令

和
4
年

度
生

産
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻
シ

ラ
バ

ス
（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
：
情

報
機

器
の

利
用

）

【
一

般
科

目
と

専
門

科
目

と
の

連
携

】
8
-
1
-
3
-
(2

)-
0
5
_令

和
4
年

度
生

産
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻
シ

ラ
バ

ス
（
技

術
英

語
2
：
一

般
科

目
と

専
門

科
目

と
の

連
携

）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

８
－

１
－

④
　

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
に

基
づ

き
、

教
養

教
育

や
研

究
指

導
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(1
) 

学
生

へ
の

教
養

教
育

や
研

究
指

導
を

、
適

切
に

行
っ

て
い

る
か

。
◇

教
養

教
育

や
研

究
指

導
の

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

本
校

専
攻

科
は

特
例

適
用

専
攻

科
の

認
定

を
受

け
て

お
り

、
そ

の
際

に
本

観
点

を
満

た
す

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

毎
年

○
-

８
．

専
攻

科
課

程
の

教
育

活
動

の
状

況

８
－

１
－

③
　

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
に

照
ら

し
て

、
講

義
、

演
習

、
実

験
、

実
習

等
の

授
業

形
態

の
バ

ラ
ン

ス
が

適
切

で
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
教

育
内

容
に

応
じ

た
適

切
な

学
習

指
導

上
の

工
夫

が
な

さ
れ

て
い

る
か

。

基
準

・
視

点

８
－

１
　

専
攻

科
課

程
の

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
に

基
づ

き
、

教
育

課
程

が
体

系
的

に
編

成
さ

れ
、

専
攻

科
課

程
と

し
て

ふ
さ

わ
し

い
授

業
形

態
、

学
習

指
導

法
等

が
採

用
さ

れ
、

適
切

な
研

究
指

導
等

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
専

攻
科

課
程

の
教

育
課

程
の

編
成

及
び

実
施

に
関

す
る

方
針

（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
並

び
に

修
了

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

基
づ

き
、

成
績

評
価

・
単

位
認

定
及

び
修

了
認

定
が

適
切

に
行

わ
れ

て
お

り
、

有
効

な
も

の
と

な
っ

て
い

る
こ

と
。

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）
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(1
) 

成
績

評
価

や
単

位
認

定
に

関
す

る
基

準
を

、
教

育
課

程
の

編
成

及
び

実
施

に
関

す
る

方
針

（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
に

基
づ

き
、

策
定

し
て

い
る

か
。

◇
成

績
評

価
や

単
位

認
定

に
関

す
る

規
定

等
の

該
当

箇
所

改
正

時
又

は
7
年

毎
○

-

(2
) 

成
績

評
価

や
単

位
認

定
に

関
す

る
基

準
に

基
づ

き
、

各
授

業
科

目
の

単
位

認
定

等
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

成
績

評
価

の
組

織
内

で
の

チ
ェ

ッ
ク

等
、

成
績

評
価

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

1
【
非

公
表

】
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
【
非

公
表

】
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
4
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

議
事

概
要

8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
5
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

審
議

資
料

4
【
非

公
表

】
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
6
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

審
議

資
料

5
【
非

公
表

】

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

※
非

公
表

資
料

は
教

務
係

(3
) 

１
単

位
の

履
修

時
間

が
授

業
時

間
以

外
の

学
修

と
合

わ
せ

て
4
5
時

間
で

あ
る

授
業

科
目

を
配

置
し

て
い

る
場

合
、

授
業

時
間

以
外

の
学

修
に

つ
い

て
の

評
価

が
シ

ラ
バ

ス
記

載
ど

お
り

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
を

学
校

と
し

て
把

握
し

て
い

る
か

。

◇
学

校
と

し
て

把
握

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

資
料

8
-
1
-
5
-
(3

)-
0
1
_令

和
4
年

度
授

業
完

了
報

告
書

（
ト

ラ
イ

ボ
ロ

ジ
ー

）
【
非

公
表

】
8
-
1
-
5
-
(3

)-
0
2
_令

和
4
年

度
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

（
ト

ラ
イ

ボ
ロ

ジ
ー

）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

※
非

公
表

資
料

は
教

務
係

(4
) 

成
績

評
価

や
単

位
認

定
に

関
す

る
基

準
を

学
生

に
周

知
し

て
い

る
か

。
◇

周
知

を
図

る
取

組
の

内
容

（
学

生
の

手
引

き
へ

の
掲

載
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
の

明
示

等
。

）
が

わ
か

る
資

料
8
-
1
-
5
-
(4

)-
0
1
_成

績
評

価
、

単
位

認
定

、
修

了
認

定
に

関
す

る
基

準
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
の

周
知

（
再

掲
）
3
-
2
-
1
-
(1

)-
0
2
_令

和
4
年

度
専

攻
科

ガ
イ

ダ
ン

ス
資

料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(5
) 

(4
)に

つ
い

て
、

学
生

の
認

知
状

況
を

学
校

と
し

て
把

握
し

て
い

る
か

。
◇

認
知

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
1

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
2

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(6
) 

追
試

、
再

試
の

成
績

評
価

方
法

を
定

め
て

い
る

か
。

◇
追

試
、

再
試

の
成

績
評

価
の

規
程

等
が

わ
か

る
資

料
改

正
時

又
は

7
年

毎
○

-

　

８
－

１
－

⑤
　

成
績

評
価

・
単

位
認

定
基

準
が

、
教

育
課

程
の

編
成

及
び

実
施

に
関

す
る

方
針

（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）

に
従

っ
て

、
組

織
と

し
て

策
定

さ
れ

、
学

生
に

周
知

さ
れ

て
い

る
か

。
ま

た
、

成
績

評
価

・
単

位
認

定
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

か
。
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(7
) 

成
績

評
価

結
果

に
関

す
る

学
生

か
ら

の
意

見
申

立
の

機
会

が
あ

る
か

。
◇

成
績

評
価

結
果

に
関

す
る

学
生

か
ら

の
意

見
申

立
の

機
会

の
規

定
等

が
わ

か
る

資
料

8
-
1
-
5
-
(7

)-
0
1
_専

攻
科

生
学

生
用

手
引

き
8
-
1
-
5
-
(7

)-
0
2
_令

和
4
年

度
学

事
予

定
表

（
成

績
周

知
期

間
抜

粋
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(8
) 

成
績

評
価

等
の

客
観

性
、

厳
格

性
を

担
保

す
る

た
め

、
ど

の
よ

う
な

組
織

的
な

措
置

を
行

っ
て

い
る

か
。

　
■

　
成

績
評

価
の

妥
当

性
の

事
後

チ
ェ

ッ
ク

　
■

　
答

案
の

返
却

　
■

　
模

範
解

答
や

採
点

基
準

の
提

示
　

□
　

Ｇ
Ｐ

Ａ
の

進
級

判
定

へ
の

利
用

　
□

　
成

績
分

布
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
設

定
　

■
　

複
数

年
次

に
わ

た
り

同
じ

試
験

問
題

が
繰

り
返

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

の
チ

ェ
ッ

ク 　
■

　
試

験
問

題
の

レ
ベ

ル
が

適
切

で
あ

る
こ

と
の

チ
ェ

ッ
ク

　
□

　
そ

の
他

◆
実

施
状

況
や

成
績

分
布

を
踏

ま
え

て
、

成
績

評
価

や
単

位
認

定
に

お
け

る
基

準
の

客
観

性
・
厳

格
性

を
担

保
す

る
た

め
の

措
置

が
、

有
効

に
機

能
し

て
い

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
分

析
す

る
。

◇
各

措
置

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
◇

各
措

置
が

有
効

に
機

能
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料
8
-
1
-
5
-
(8

)-
0
1
_令

和
4
年

度
授

業
完

了
報

告
書

（
ト

ラ
イ

ボ
ロ

ジ
ー

）
【
非

公
表

】
8
-
1
-
5
-
(8

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

8
-
1
-
5
-
(8

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

1

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

※
非

公
表

資
料

は
教

務
係

(1
) 

学
則

等
に

、
修

業
年

限
を

１
年

以
上

と
定

め
て

い
る

か
。

◇
学

則
等

の
該

当
箇

所
が

わ
か

る
資

料
7
年

毎

○
-

(2
) 

修
了

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

基
づ

き
、

修
了

認
定

基
準

を
定

め
て

い
る

か
。

◇
定

め
て

い
る

該
当

規
程

や
修

了
認

定
基

準
改

正
時

又
は

7
年

毎
○

-

(3
) 

修
了

認
定

基
準

に
基

づ
き

、
修

了
認

定
し

て
い

る
か

。
◇

関
係

す
る

委
員

会
等

の
会

議
資

料
（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

1
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
4
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

議
事

概
要

（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
5
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

審
議

資
料

4
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
6
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

審
議

資
料

5
【
非

公
表

】

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

※
非

公
表

資
料

は
教

務
係

(4
) 

修
了

認
定

基
準

を
学

生
に

周
知

し
て

い
る

か
。

◇
周

知
を

図
る

取
組

の
内

容
（
学

生
の

手
引

き
へ

の
掲

載
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
の

明
示

等
。

）
が

わ
か

る
資

料
（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(4

)-
0
1
_成

績
評

価
、

単
位

認
定

、
修

了
認

定
に

関
す

る
基

準
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
の

周
知

（
再

掲
）
3
-
2
-
1
-
(1

)-
0
2
_令

和
4
年

度
専

攻
科

ガ
イ

ダ
ン

ス
資

料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(5
) 

(4
)に

つ
い

て
、

学
生

の
認

知
状

況
を

学
校

と
し

て
把

握
し

て
い

る
か

。
◇

学
生

の
認

知
状

況
を

把
握

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

資
料

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
1

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
2

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

８
－

１
－

⑥
　

修
了

認
定

基
準

が
、

修
了

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

従
っ

て
、

組
織

と
し

て
策

定
さ

れ
、

学
生

に
周

知
さ

れ
て

い
る

か
。

ま
た

、
修

了
認

定
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

か
。
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８
－

２
－

①
　

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

て
適

切
な

入
学

者
選

抜
方

法
が

採
用

さ
れ

て
お

り
、

実
際

の
学

生
の

受
入

れ
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

か
。

(1
) 

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
、

特
に

入
学

者
選

抜
の

基
本

方
針

に
沿

っ
た

入
学

者
選

抜
方

法
（
学

生
募

集
の

方
針

、
選

抜
区

分
（
学

力
選

抜
、

推
薦

選
抜

等
。

）
、

面
接

内
容

、
配

点
・
出

題
方

針
等

）
と

な
っ

て
い

る
か

。

◇
入

学
者

選
抜

要
項

、
面

接
要

領
、

合
否

判
定

基
準

、
入

学
試

験
実

施
状

況
等

が
わ

か
る

資
料

8
-
2
-
1
-
(1

)-
0
1
_令

和
5
年

度
専

攻
科

学
生

募
集

要
項

8
-
2
-
1
-
(1

)-
0
2
_令

和
5
年

度
専

攻
科

学
生

募
集

要
項

（
海

上
輸

送
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻
二

次
募

集
）

8
-
2
-
1
-
(1

)-
0
3
_令

和
5
年

度
専

攻
科

入
学

試
験

実
施

要
領

（
6
月

実
施

）
【
非

公
表

】
8
-
2
-
1
-
(1

)-
0
4
_令

和
5
年

度
専

攻
科

入
学

試
験

実
施

要
領

（
9
月

実
施

）
【
非

公
表

】
8
-
2
-
1
-
(1

)-
0
5
_令

和
5
年

度
専

攻
科

入
学

試
験

実
施

要
領

（
1
0
月

実
施

）
【
非

公
表

】

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

※
非

公
表

資
料

は
教

務
係

(1
) 

検
証

及
び

検
証

結
果

を
改

善
に

役
立

て
る

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

検
証

の
体

制
に

関
す

る
資

料
◇

改
善

に
役

立
て

る
体

制
に

関
す

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
○

-

(2
) 

(1
)の

体
制

の
下

、
実

際
に

入
学

し
た

学
生

が
、

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

て
い

る
か

ど
う

か
の

検
証

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
検

証
を

行
っ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料
（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
1

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
2

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 

(2
)の

検
証

の
結

果
を

入
学

者
選

抜
の

改
善

に
役

立
て

て
い

る
か

。

◆
検

証
の

結
果

に
基

づ
い

た
具

体
的

な
改

善
の

実
施

状
況

を
踏

ま
え

て
、

検
証

の
結

果
を

改
善

に
役

立
て

て
い

る
状

況
に

つ
い

て
分

析
す

る
。

◇
検

証
の

結
果

を
改

善
に

役
立

て
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

資
料

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
1

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
2

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 

学
生

定
員

を
専

攻
ご

と
に

学
則

等
で

定
め

て
い

る
か

。
◇

学
則

等
の

該
当

箇
所

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
○

-

(2
) 

専
攻

ご
と

の
入

学
定

員
と

実
入

学
者

数
と

の
関

係
を

把
握

し
、

改
善

を
図

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

◆
既

存
の

委
員

会
で

対
応

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

委
員

会
に

関
す

る
規

定
の

所
掌

に
お

い
て

定
員

と
実

入
学

者
数

と
の

関
係

の
把

握
と

必
要

な
改

善
の

た
め

の
取

組
が

明
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

分
析

す
る

。

◇
体

制
の

整
備

に
係

る
規

程
等

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
○

-

(3
) 

過
去

５
年

間
の

専
攻

ご
と

の
入

学
定

員
に

対
す

る
実

入
学

者
数

が
適

正
で

あ
る

か
。

◇
平

均
入

学
定

員
充

足
率

計
算

表
（
別

紙
2
-
2
）

8
-
2
-
3
-
(3

)-
0
1
_平

均
入

学
定

員
充

足
率

計
算

表

海
上

輸
送

シ
ス

テ
ム

工
学

専
攻

の
平

均
入

学
定

員
充

足
率

は
0
.7

倍
未

満
と

な
っ

て
お

り
、

大
幅

に
不

足
し

て
い

る
状

態
で

あ
る

。
生

産
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻
の

平
均

入
学

定
員

充
足

率
は

0
.7

倍
以

上
1
.3

倍
未

満
で

あ
り

、
適

正
で

あ
る

。

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(4
) 

過
去

５
年

間
で

、
実

入
学

者
数

が
、

入
学

定
員

を
大

幅
に

超
過

、
又

は
大

幅
に

不
足

し
て

い
る

状
況

に
あ

っ
た

場
合

は
、

改
善

の
取

組
を

行
っ

て
い

る
か

。
（
大

幅
に

超
過

、
又

は
大

幅
に

不
足

し
て

い
る

状
況

に
あ

っ
た

場
合

）
◇

該
当

す
る

専
攻

に
つ

い
て

、
実

入
学

者
数

の
改

善
に

資
す

る
取

組
が

わ
か

る
資

料
海

上
輸

送
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻
に

お
い

て
二

次
募

集
を

行
っ

た
。

（
再

掲
）
8
-
2
-
1
-
(1

)-
0
2
_令

和
5
年

度
専

攻
科

学
生

募
集

要
項

（
海

上
輸

送
シ

ス
テ

ム
工

学
専

攻
二

次
募

集
）

（
再

掲
）
8
-
2
-
1
-
(1

)-
0
5
_令

和
5
年

度
専

攻
科

入
学

試
験

実
施

要
領

（
1
0
月

実
施

）
【
非

公
表

】

◇
教

育
環

境
等

の
改

善
に

よ
り

教
育

等
に

支
障

が
生

じ
な

い
よ

う
に

取
っ

た
対

応
が

わ
か

る
資

料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

※
非

公
表

資
料

は
教

務
係

８
－

２
　

専
攻

科
課

程
と

し
て

の
入

学
者

の
受

入
れ

に
関

す
る

方
針

（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

て
適

切
に

運
用

さ
れ

て
お

り
、

適
正

な
数

の
入

学
状

況
で

あ
る

こ
と

。

８
－

２
－

②
　

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

た
学

生
を

受
入

れ
て

い
る

か
ど

う
か

を
検

証
す

る
た

め
の

取
組

が
行

わ
れ

て
お

り
、

そ
の

結
果

を
入

学
者

選
抜

の
改

善
に

役
立

て
て

い
る

か
。

８
－

２
－

③
　

実
入

学
者

数
が

、
入

学
定

員
を

大
幅

に
超

過
、

又
は

大
幅

に
不

足
し

て
い

る
状

況
に

な
っ

て
い

な
い

か
。

ま
た

、
そ

の
場

合
に

は
、

入
学

者
選

抜
方

法
を

改
善

す
る

た
め

の
取

組
が

行
わ

れ
る

な
ど

、
入

学
定

員
と

実
入

学
者

数
と

の
関

係
の

適
正

化
が

図
ら

れ
て

い
る

か
。

80



(1
) 

学
生

が
修

了
時

に
身

に
付

け
る

学
力

、
資

質
・
能

力
に

つ
い

て
、

成
績

評
価

・
修

了
認

定
の

結
果

か
ら

学
習

・
教

育
・
研

究
の

成
果

を
把

握
・
評

価
す

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

◇
体

制
の

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
○

-

(2
) 

学
生

が
修

了
時

に
身

に
付

け
る

学
力

、
資

質
・
能

力
に

つ
い

て
、

成
績

評
価

・
修

了
認

定
の

結
果

か
ら

学
習

・
教

育
・
研

究
の

成
果

を
把

握
・
評

価
し

て
い

る
か

。
◇

成
績

評
価

・
修

了
認

定
等

に
関

す
る

デ
ー

タ
・
資

料
（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

1
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
4
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

議
事

概
要

（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
5
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

審
議

資
料

4
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
6
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

審
議

資
料

5
【
非

公
表

】

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

※
非

公
表

資
料

は
教

務
係

(3
) 

(2
)の

結
果

か
ら

学
習

・
教

育
・
研

究
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

◆
学

生
の

成
績

（
修

了
時

の
Ｇ

Ｐ
Ａ

値
等

。
）
や

修
行

年
限

修
了

率
、

単
位

修
得

率
（
登

録
授

業
単

位
数

に
対

す
る

修
得

単
位

数
の

率
。

）
等

、
成

果
を

総
合

的
に

分
析

す
る

。

◇
把

握
・
評

価
の

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

1
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
4
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

議
事

概
要

（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
5
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

審
議

資
料

4
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
8
-
1
-
5
-
(2

)-
0
6
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

審
議

資
料

5
【
非

公
表

】
8
-
3
-
1
-
(3

)-
0
1
_成

業
率

推
移

（
専

攻
科

）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

※
非

公
表

資
料

は
教

務
係

(1
) 

学
生

が
修

了
時

に
身

に
付

け
る

学
力

、
資

質
・
能

力
に

つ
い

て
、

学
生

・
修

了
生

・
進

路
先

関
係

者
等

か
ら

の
意

見
聴

取
の

結
果

に
基

づ
い

て
、

学
習

・
教

育
・
研

究
の

成
果

を
把

握
・
評

価
す

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

◇
体

制
の

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
○

-

(2
) 

学
生

が
修

了
時

に
身

に
付

け
た

学
力

、
資

質
・
能

力
に

つ
い

て
、

修
了

時
の

学
生

に
対

す
る

意
見

聴
取

の
結

果
か

ら
学

習
・
教

育
・
研

究
の

成
果

の
把

握
・
評

価
を

行
っ

て
い

る
か

。

◆
１

－
１

－
③

で
分

析
す

る
種

々
の

評
価

結
果

の
一

部
と

同
一

の
も

の
で

あ
る

た
め

、
内

容
の

整
合

性
に

留
意

し
て

分
析

す
る

。

◇
意

見
聴

取
の

結
果

に
関

す
る

デ
ー

タ
・
資

料
（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
1

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
2

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 

学
生

が
修

了
時

に
身

に
付

け
た

学
力

、
資

質
・
能

力
に

つ
い

て
、

修
了

生
（
修

了
直

後
で

な
い

者
）
に

対
す

る
意

見
聴

取
の

結
果

か
ら

学
習

・
教

育
・
研

究
の

成
果

の
把

握
・
評

価
を

行
っ

て
い

る
か

。

◆
１

－
１

－
③

で
分

析
す

る
種

々
の

評
価

結
果

の
一

部
と

同
一

の
も

の
で

あ
る

た
め

、
内

容
の

整
合

性
に

留
意

し
て

分
析

す
る

。

◇
意

見
聴

取
の

結
果

に
関

す
る

デ
ー

タ
・
資

料
5
年

毎

○
-

(4
) 

学
生

が
修

了
時

に
身

に
付

け
た

学
力

、
資

質
・
能

力
に

つ
い

て
、

進
路

先
関

係
者

等
に

対
す

る
意

見
聴

取
の

結
果

か
ら

学
習

・
教

育
・
研

究
の

成
果

の
把

握
・
評

価
を

行
っ

て
い

る
か

。

◆
１

－
１

－
③

で
分

析
す

る
種

々
の

評
価

結
果

の
一

部
と

同
一

の
も

の
で

あ
る

た
め

、
内

容
の

整
合

性
に

留
意

し
て

分
析

す
る

。

◇
意

見
聴

取
の

結
果

に
関

す
る

デ
ー

タ
・
資

料
5
年

毎

○
-

(5
) 

(2
)～

(4
)の

評
価

結
果

か
ら

学
習

・
教

育
・
研

究
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

◇
把

握
・
評

価
の

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
1

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
2

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

８
－

３
　

修
了

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

照
ら

し
て

、
学

習
・
教

育
・
研

究
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

こ
と

。

８
－

３
－

①
　

成
績

評
価

・
修

了
認

定
の

結
果

か
ら

判
断

し
て

、
修

了
の

認
定

に
関

す
る

方
針

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

た
学

習
・
教

育
・
研

究
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

観
点

８
－

３
－

②
　

達
成

状
況

に
関

す
る

学
生

・
修

了
生

・
進

路
先

関
係

者
等

か
ら

の
意

見
の

聴
取

の
結

果
か

ら
判

断
し

て
、

修
了

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

た
学

習
・
教

育
・
研

究
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。
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(1
) 

学
校

と
し

て
把

握
し

て
い

る
最

近
５

年
間

の
就

職
率

及
び

進
学

率
か

ら
判

断
し

て
、

学
習

・
教

育
・
研

究
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

◇
修

了
者

進
路

実
績

表
（
別

紙
2
-
4
）

8
-
3
-
3
-
(1

)-
0
1
_卒

業
（
修

了
）
者

進
路

実
績

表
（
別

紙
2
-
4
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

学
校

と
し

て
把

握
し

て
い

る
就

職
先

や
進

学
先

は
、

各
専

攻
の

養
成

し
よ

う
と

す
る

人
材

像
に

適
し

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
か

。

◆
就

職
率

・
進

学
率

や
就

職
先

等
か

ら
、

養
成

し
よ

う
と

す
る

人
材

像
に

か
な

っ
た

成
果

が
得

ら
れ

て
い

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
分

析
す

る
。

◇
把

握
・
評

価
の

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

議
事

概
要

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
1

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
1
回

専
攻

科
委

員
会

審
議

資
料

2
-
2

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

８
－

３
－

④
　

修
了

生
の

学
位

取
得

状
況

か
ら

判
断

し
て

、
学

習
・
教

育
・
研

究
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

(1
)過

去
５

年
間

の
修

了
生

の
学

位
取

得
の

状
況

か
ら

、
学

習
等

の
成

果
が

認
め

ら
れ

る
か

。
◇

学
位

取
得

状
況

が
わ

か
る

資
料

8
-
3
-
4
-
(1

)-
0
1
_専

攻
科

修
了

生
学

位
取

得
状

況
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

基
準

・
視

点
観

点
項

目

８
－

１
　

専
攻

科
課

程
の

教
育

課
程

の
編

成
及

び
実

施
に

関
す

る
方

針
（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
に

基
づ

き
、

教
育

課
程

が
体

系
的

に
編

成
さ

れ
、

専
攻

科
課

程
と

し
て

ふ
さ

わ
し

い
授

業
形

態
、

学
習

指
導

法
等

が
採

用
さ

れ
、

適
切

な
研

究
指

導
等

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
専

攻
科

課
程

の
教

育
課

程
の

編
成

及
び

実
施

に
関

す
る

方
針

（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）
並

び
に

修
了

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

基
づ

き
、

成
績

評
価

・
単

位
認

定
及

び
修

了
認

定
が

適
切

に
行

わ
れ

て
お

り
、

有
効

な
も

の
と

な
っ

て
い

る
こ

と
。

８
－

１
－

⑤
　

成
績

評
価

・
単

位
認

定
基

準
が

、
教

育
課

程
の

編
成

及
び

実
施

に
関

す
る

方
針

（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
）

に
従

っ
て

、
組

織
と

し
て

策
定

さ
れ

、
学

生
に

周
知

さ
れ

て
い

る
か

。
ま

た
、

成
績

評
価

・
単

位
認

定
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

か
。

(8
) 

成
績

評
価

等
の

客
観

性
、

厳
格

性
を

担
保

す
る

た
め

、
ど

の
よ

う
な

組
織

的
な

措
置

を
行

っ
て

い
る

か
。

　
■

　
成

績
評

価
の

妥
当

性
の

事
後

チ
ェ

ッ
ク

　
■

　
答

案
の

返
却

　
■

　
模

範
解

答
や

採
点

基
準

の
提

示
　

□
　

Ｇ
Ｐ

Ａ
の

進
級

判
定

へ
の

利
用

　
□

　
成

績
分

布
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
設

定
　

■
　

複
数

年
次

に
わ

た
り

同
じ

試
験

問
題

が
繰

り
返

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

の
チ

ェ
ッ

ク 　
■

　
試

験
問

題
の

レ
ベ

ル
が

適
切

で
あ

る
こ

と
の

チ
ェ

ッ
ク

　
□

　
そ

の
他

◆
実

施
状

況
や

成
績

分
布

を
踏

ま
え

て
、

成
績

評
価

や
単

位
認

定
に

お
け

る
基

準
の

客
観

性
・
厳

格
性

を
担

保
す

る
た

め
の

措
置

が
、

有
効

に
機

能
し

て
い

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
分

析
す

る
。

基
準

・
視

点
観

点
項

目

８
－

２
　

専
攻

科
課

程
と

し
て

の
入

学
者

の
受

入
れ

に
関

す
る

方
針

（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

て
適

切
に

運
用

さ
れ

て
お

り
、

適
正

な
数

の
入

学
状

況
で

あ
る

こ
と

。

８
－

２
－

②
　

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

た
学

生
を

受
入

れ
て

い
る

か
ど

う
か

を
検

証
す

る
た

め
の

取
組

が
行

わ
れ

て
お

り
、

そ
の

結
果

を
入

学
者

選
抜

の
改

善
に

役
立

て
て

い
る

か
。

(2
) 

(1
)の

体
制

の
下

、
実

際
に

入
学

し
た

学
生

が
、

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

て
い

る
か

ど
う

か
の

検
証

を
行

っ
て

い
る

か
。

(3
) 

(2
)の

検
証

の
結

果
を

入
学

者
選

抜
の

改
善

に
役

立
て

て
い

る
か

。

-
-

-

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

専
攻

科
委

員
会

に
て

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

沿
っ

た
学

生
を

入
学

さ
せ

る
た

め
の

方
法

を
検

討
し

、
令

和
5
年

度
入

試
か

ら
、

入
試

時
の

面
接

で
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

関
す

る
質

問
を

取
り

入
れ

て
い

る
。

入
学

し
た

学
生

に
対

す
る

検
証

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
に

つ
い

て
、

求
め

る
学

生
像

内
に

、
学

力
の

3
要

素
が

す
べ

て
含

ま
れ

る
よ

う
に

改
正

す
る

。
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

つ
い

て
、

求
め

る
学

生
像

内
に

、
学

力
の

３
要

素
の

一
部

が
含

ま
れ

て
い

な
い

。

改
善

状
況

授
業

担
当

教
員

の
自

己
チ

ェ
ッ

ク
を

行
っ

て
い

た
。

令
和

4
年

度
か

ら
専

攻
科

委
員

会
に

よ
る

組
織

的
な

チ
ェ

ッ
ク

を
実

施
し

て
い

る
。

　

８
－

３
－

③
　

就
職

や
進

学
と

い
っ

た
修

了
後

の
進

路
の

状
況

等
の

実
績

か
ら

判
断

し
て

、
学

習
・
教

育
・
研

究
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況
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2
2

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

校
地

面
積

を
法

令
に

従
い

適
切

に
確

保
し

て
い

る
か

。
◇

高
等

専
門

学
校

現
況

表
（
別

紙
2
-
1
）

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(2
) 

校
舎

面
積

を
法

令
に

従
い

適
切

に
確

保
し

て
い

る
か

。
◇

高
等

専
門

学
校

現
況

表
（
別

紙
2
-
1
）

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(3
) 

運
動

場
を

設
け

て
い

る
か

。
◇

設
置

状
況

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(4
) 

高
等

専
門

学
校

の
校

舎
に

高
等

専
門

学
校

設
置

基
準

第
2
3
条

に
規

定
す

る
施

設
を

法
令

に
従

い
適

切
に

備
え

て
い

る
か

。
◇

設
置

状
況

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(5
) 

学
科

の
種

類
に

応
じ

、
以

下
の

附
属

施
設

を
法

令
に

従
い

適
切

に
整

備
し

て
い

る
か

。
　

☐
　

実
験

・
実

習
工

場
　

☐
　

練
習

船

◇
設

置
状

況
が

わ
か

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

企
画

広
報

室

(6
) 

自
主

的
学

習
ス

ペ
ー

ス
を

設
け

て
い

る
か

。
◇

設
置

状
況

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(7
) 

教
育

研
究

環
境

の
充

実
を

図
る

た
め

、
(3

)～
(6

)以
外

の
施

設
・
設

備
を

設
け

て
い

る
か

。
　

☐
　

厚
生

施
設

　
☐

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
ペ

ー
ス

　
☐

　
そ

の
他

◇
設

置
状

況
が

わ
か

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

企
画

広
報

室

(1
0
) 

施
設

・
設

備
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
へ

の
配

慮
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

施
設

・
設

備
の

整
備

状
況

・
整

備
計

画
等

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

へ
の

取
組

を
示

す
資

料
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
1
) 

整
備

さ
れ

た
教

育
・
生

活
環

境
の

利
用

状
況

や
満

足
度

等
を

学
校

と
し

て
把

握
し

改
善

等
を

行
う

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

体
制

に
関

す
る

規
程

等
の

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(1
2
) 

(1
1
)の

体
制

に
お

い
て

、
教

育
・
生

活
環

境
の

利
用

状
況

や
満

足
度

等
を

把
握

し
、

改
善

等
を

実
際

に
行

っ
て

い
る

か
。

◇
教

育
・
生

活
環

境
の

利
用

状
況

や
満

足
度

等
が

把
握

で
き

る
資

料
◇

 (
1
1
)の

体
制

に
お

い
て

改
善

を
行

っ
た

事
例

が
わ

か
る

資
料

毎
年

〇
企

画
広

報
室

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
施

設
整

備
等

検
討

委
員

会
施

設
整

備
等

検
討

委
員

会
委

員
長

・
藤

本
　

隆
士

総
務

課
施

設
係

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

３
－

１
　

学
校

に
お

い
て

編
成

さ
れ

た
教

育
研

究
組

織
及

び
教

育
課

程
に

対
応

し
た

施
設

・
設

備
が

整
備

さ
れ

、
適

切
な

安
全

・
衛

生
管

理
の

下
に

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

ＩＣ
Ｔ

環
境

が
適

切
に

整
備

さ
れ

る
と

と
も

に
、

図
書

、
学

術
雑

誌
、

視
聴

覚
資

料
そ

の
他

の
教

育
研

究
上

必
要

な
資

料
が

系
統

的
に

収
集

、
整

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

３
－

１
－

①
　

学
校

に
お

い
て

編
成

さ
れ

た
教

育
研

究
組

織
の

運
営

及
び

教
育

課
程

に
対

応
し

た
施

設
・
設

備
が

整
備

さ
れ

、
適

切
な

安
全

・
衛

生
管

理
の

下
に

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

か
。
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

１
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、

教
育

研
究

活
動

を
将

来
に

わ
た

っ
て

適
切

か
つ

安
定

し
て

遂
行

で
き

る
だ

け
の

財
務

基
盤

を
有

し
て

お
り

、
活

動
の

財
務

上
の

基
礎

と
し

て
、

適
切

な
収

支
に

係
る

計
画

等
が

策
定

さ
れ

、
履

行
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

学
校

の
財

務
に

係
る

監
査

等
が

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

４
－

１
－

③
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
教

育
研

究
活

動
（
必

要
な

施
設

・
設

備
の

整
備

を
含

む
）
に

対
し

て
の

資
源

配
分

を
、

学
校

と
し

て
適

切
に

行
う

体
制

を
整

備
し

、
行

っ
て

い
る

か
。

(1
) 

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

適
切

な
資

源
配

分
を

決
定

す
る

際
、

明
確

な
プ

ロ
セ

ス
に

基
づ

い
て

行
っ

て
い

る
か

。

◆
予

算
配

分
の

方
針

が
定

め
ら

れ
、

そ
の

方
針

に
則

り
実

際
の

予
算

配
分

が
行

わ
れ

て
い

る
か

、
プ

ロ
セ

ス
（
手

続
き

の
流

れ
）
の

適
切

性
も

含
め

て
分

析
す

る
。

◆
予

算
の

配
分

状
況

と
、

そ
の

実
績

（
執

行
状

況
）
を

対
比

さ
せ

て
分

析
す

る
。

◆
校

長
裁

量
経

費
等

の
重

点
配

分
経

費
の

配
分

基
準

等
の

策
定

状
況

（
手

続
き

、
経

路
、

決
定

機
関

等
。

）
に

つ
い

て
も

併
せ

て
分

析
す

る
。

◇
予

算
配

分
実

績
(教

育
経

費
、

研
究

経
費

、
施

設
設

備
費

の
配

分
実

績
）

◇
校

長
裁

量
経

費
等

の
重

点
配

分
経

費
を

設
定

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

資
源

配
分

が
把

握
で

き
る

資
料

◇
予

算
関

連
規

程
等

◇
予

算
配

分
に

係
る

審
議

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
議

事
録

等
）

◇
施

設
・
設

備
の

整
備

計
画

の
全

体
像

が
わ

か
る

資
料

（
学

内
全

体
の

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

３
－

１
　

学
校

に
お

い
て

編
成

さ
れ

た
教

育
研

究
組

織
及

び
教

育
課

程
に

対
応

し
た

施
設

・
設

備
が

整
備

さ
れ

、
適

切
な

安
全

・
衛

生
管

理
の

下
に

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

ＩＣ
Ｔ

環
境

が
適

切
に

整
備

さ
れ

る
と

と
も

に
、

図
書

、
学

術
雑

誌
、

視
聴

覚
資

料
そ

の
他

の
教

育
研

究
上

必
要

な
資

料
が

系
統

的
に

収
集

、
整

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

３
－

１
－

①
　

学
校

に
お

い
て

編
成

さ
れ

た
教

育
研

究
組

織
の

運
営

及
び

教
育

課
程

に
対

応
し

た
施

設
・
設

備
が

整
備

さ
れ

、
適

切
な

安
全

・
衛

生
管

理
の

下
に

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

か
。

(1
0
) 

施
設

・
設

備
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
へ

の
配

慮
を

行
っ

て
い

る
か

。

４
－

１
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、

教
育

研
究

活
動

を
将

来
に

わ
た

っ
て

適
切

か
つ

安
定

し
て

遂
行

で
き

る
だ

け
の

財
務

基
盤

を
有

し
て

お
り

、
活

動
の

財
務

上
の

基
礎

と
し

て
、

適
切

な
収

支
に

係
る

計
画

等
が

策
定

さ
れ

、
履

行
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

学
校

の
財

務
に

係
る

監
査

等
が

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

４
－

１
－

③
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
教

育
研

究
活

動
（
必

要
な

施
設

・
設

備
の

整
備

を
含

む
）
に

対
し

て
の

資
源

配
分

を
、

学
校

と
し

て
適

切
に

行
う

体
制

を
整

備
し

、
行

っ
て

い
る

か
。

(1
) 

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

適
切

な
資

源
配

分
を

決
定

す
る

際
、

明
確

な
プ

ロ
セ

ス
に

基
づ

い
て

行
っ

て
い

る
か

。

◆
予

算
配

分
の

方
針

が
定

め
ら

れ
、

そ
の

方
針

に
則

り
実

際
の

予
算

配
分

が
行

わ
れ

て
い

る
か

、
プ

ロ
セ

ス
（
手

続
き

の
流

れ
）
の

適
切

性
も

含
め

て
分

析
す

る
。

◆
予

算
の

配
分

状
況

と
、

そ
の

実
績

（
執

行
状

況
）
を

対
比

さ
せ

て
分

析
す

る
。

◆
校

長
裁

量
経

費
等

の
重

点
配

分
経

費
の

配
分

基
準

等
の

策
定

状
況

（
手

続
き

、
経

路
、

決
定

機
関

等
。

）
に

つ
い

て
も

併
せ

て
分

析
す

る
。

項
目

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

有
効

に
資

す
る

よ
う

に
施

設
整

備
等

検
討

委
員

会
に

て
施

設
整

備
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

計
画

し
、

緊
急

度
等

、
検

討
を

行
い

な
が

ら
構

内
施

設
整

備
を

こ
れ

に
従

い
実

施
し

て
い

る
が

、
中

期
計

画
の

も
の

で
あ

り
、

長
期

ス
パ

ン
、

全
学

的
見

地
か

ら
の

計
画

に
欠

け
て

い
る

と
こ

ろ
が

あ
る

。
。

長
期

計
画

で
あ

る
キ

ャ
ン

パ
ス

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
を

作
成

し
、

校
長

に
よ

る
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
取

り
入

れ
た

全
学

的
見

地
か

ら
計

画
を

行
う

。

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

施
設

5
か

年
計

画
に

な
か

で
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

に
つ

い
て

の
方

針
は

定
め

ら
れ

て
い

る
が

、
自

動
ド

ア
な

ど
キ

ャ
ン

パ
ス

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
上

、
具

体
的

な
計

画
が

示
さ

れ
て

い
な

い
。

現
在

の
キ

ャ
ン

パ
ス

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
を

見
直

し
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

計
画

に
つ

い
て

も
施

設
５

か
年

計
画

の
内

容
と

整
合

性
を

と
る

た
め

に
新

た
な

キ
ャ

ン
パ

ス
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

（
案

）
に

は
内

容
を

追
加

し
て

い
る

。
そ

の
他

の
記

載
事

項
も

多
く
残

っ
て

お
り

、
全

体
作

業
終

了
に

は
時

間
が

か
か

っ
て

お
り

、
作

成
を

急
い

で
い

る
。

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
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2
3

報
告

者
（
責

任
者

）
役
職

・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て
い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　
学

校
の
教
育
に
係
る
基
本
的
な

組
織
構

成
が
、
学
校
の
目
的
に
照
ら
し
て

適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
教
育

活
動

を
展
開

す
る
上
で
必
要
な
運
営
体
制

が
適
切

に
整

備
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　
教

育
活

動
を
有

効
に
展

開
す
る
た
め
の

検
討

・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る
な
ど
の

必
要

な
活

動
が

行
わ

れ
て
い
る
か

。

(2
)教

育
活
動

を
有

効
に
展

開
す
る
た
め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、
必

要
な
活

動
を
行

っ
て
い
る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い
る
実

績
が

わ
か

る
資
料

（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ
ル

ー
ン
＞

フ
ァ
イ
ル

管
理

基
準
・
視
点

観
点

項
目

２
－

１
　
学

校
の
教
育
に
係
る
基
本
的
な

組
織
構

成
が
、
学
校
の
目
的
に
照
ら
し
て

適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
教
育

活
動

を
展
開

す
る
上
で
必
要
な
運
営
体
制

が
適
切

に
整

備
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　
教

育
活

動
を
有

効
に
展

開
す
る
た
め
の

検
討

・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る
な
ど
の

必
要

な
活

動
が

行
わ

れ
て
い
る
か

。

(2
)教

育
活
動

を
有

効
に
展

開
す
る
た
め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、
必

要
な
活

動
を
行

っ
て
い
る
か

。

基
準
・
視
点

観
点

項
目

特
に
な
し

整
理
番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
国
際
交

流
委

員
会

校
長

・
石

田
　
邦

光

企
画

広
報

室
企

画
係

、
学

生
課

教
務

係

点
検

・
評

価
結

果
（
い
ず
れ

か
に
〇

）
根

拠
資

料
の

保
管

場
所

２
．
教

育
組

織
及

び
教

員
・
教

育
支
援
者
等

基
準
・
視
点

観
点

項
目

根
拠

と
し
て
必

要
な
資
料

点
検

間
隔

＜
前

年
度

か
ら
の

改
善
事

項
＞

前
年

度
ま
で
の

状
況

改
善

状
況

直
近

で
の

委
員

会
開

催
は

平
成

2
2
年

度
が

最
後

で
あ
り
、
以

降
の

委
員

会
活

動
は

行
っ
て
い
な
い
。

外
国

の
大

学
等

と
の

交
流

に
関

す
る
事

項
を
審

議
す
る
な
ど
、
委

員
会

活
動

を
再

開
し
た
。

＜
優

れ
た
取

組
・
特

色
あ
る
取
組
＞

特
に
な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
＞

現
在

の
状
況

考
え
ら
れ

る
改

善
策
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2
4

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
が

行
わ

れ
て

い
る

実
績

が
わ

か
る

資
料

（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

4
-
2
-
1
-
(6

)-
0
1
_令

和
4
年

度
会

議
開

催
一

覧
（
学

生
募

集
対

策
委

員
会

）
4
-
2
-
1
-
(6

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
回

学
生

募
集

対
策

委
員

会
議

事
概

要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

６
－

１
　

入
学

者
の

選
抜

が
、

入
学

者
の

受
入

れ
に

関
す

る
方

針
（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

て
適

切
な

方
法

で
実

施
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

実
入

学
者

数
が

、
入

学
定

員
と

比
較

し
て

適
正

な
数

と
な

っ
て

い
る

こ
と

。

６
－

１
－

③
　

実
入

学
者

数
が

、
入

学
定

員
を

大
幅

に
超

過
、

又
は

大
幅

に
不

足
し

て
い

る
状

況
に

な
っ

て
い

な
い

か
。

ま
た

、
そ

の
場

合
に

は
、

入
学

者
選

抜
方

法
を

改
善

す
る

た
め

の
取

組
が

行
わ

れ
る

な
ど

、
入

学
定

員
と

実
入

学
者

数
と

の
関

係
の

適
正

化
が

図
ら

れ
て

い
る

か
。

(4
) 

過
去

５
年

間
で

、
実

入
学

者
数

が
、

入
学

定
員

を
大

幅
に

超
過

、
又

は
大

幅
に

不
足

し
て

い
る

状
況

に
あ

っ
た

場
合

は
、

改
善

の
取

組
を

行
っ

て
い

る
か

。
（
大

幅
に

超
過

、
又

は
大

幅
に

不
足

し
て

い
る

状
況

に
あ

っ
た

場
合

）
◇

該
当

す
る

学
科

に
つ

い
て

、
実

入
学

者
数

の
改

善
に

資
す

る
取

組
が

わ
か

る
資

料
◇

教
育

環
境

等
の

改
善

に
よ

り
教

育
等

に
支

障
が

生
じ

な
い

よ
う

に
取

っ
た

対
応

が
わ

か
る

資
料

平
均

入
学

定
員

充
足

率
は

適
正

で
あ

る
た

め
、

該
当

し
な

い
。

毎
年

○
-

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
学

生
募

集
対

策
委

員
会

広
報

主
事

・
田

房
　

友
典

学
生

課
教

務
係

点
検

間
隔

６
．

準
学

士
課

程
の

学
生

の
受

入
れ

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料

86



適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
地

域
貢

献
活

動
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
方

針
を

策
定

し
て

い
る

か
。

　
■

　
理

工
系

及
び

海
事

系
等

分
野

の
啓

発
活

動
を

通
し

た
地

域
社

会
へ

の
貢

献
◇

具
体

的
な

方
針

、
実

施
計

画
等

が
わ

か
る

資
料

B
-
1
-
2
-
(1

)-
0
1
_令

和
4
年

度
次

世
代

海
洋

人
材

育
成

事
業

事
業

計
画

（
広

報
活

動
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
地

域
小

中
学

校
へ

の
教

育
に

対
す

る
講

師
派

遣
◇

具
体

的
な

方
針

、
実

施
計

画
等

が
わ

か
る

資
料

B
-
1
-
2
-
(1

)-
0
2
_本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

出
前

授
業

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.y
u
ge

.a
c
.jp

/
c
o
o
p
e
ra

ti
o
n
/
d
e
liv

e
ry

_s
e
m

in
ar

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

(1
)の

方
針

に
基

づ
き

計
画

的
に

実
施

し
て

い
る

か
。

　
■

　
理

工
系

及
び

海
事

系
等

分
野

の
啓

発
活

動
を

通
し

た
地

域
社

会
へ

の
貢

献
◇

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

B
-
1
-
2
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
海

事
・
海

洋
の

魅
力

を
伝

え
る

広
報

活
動

実
施

事
業

一
覧

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
地

域
小

中
学

校
へ

の
教

育
に

対
す

る
講

師
派

遣
◇

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

B
-
1
-
2
-
(2

)-
0
2
__

令
和

4
年

度
出

前
授

業
一

覧
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
地

域
貢

献
活

動
等

の
目

的
等

に
照

ら
し

て
、

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

　
■

　
理

工
系

及
び

海
事

系
等

分
野

の
啓

発
活

動
を

通
し

た
地

域
社

会
へ

の
貢

献
◇

活
動

の
成

果
が

わ
か

る
資

料
（
活

動
別

参
加

者
数

、
参

加
者

・
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
等

）
B

-
1
-
2
-
(3

)-
0
1
_令

和
4
年

度
海

事
・
海

洋
の

魅
力

を
伝

え
る

広
報

活
動

報
告

書

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
地

域
小

中
学

校
へ

の
教

育
に

対
す

る
講

師
派

遣
◇

活
動

の
成

果
が

わ
か

る
資

料
（
活

動
別

参
加

者
数

、
参

加
者

・
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
等

）
B

-
1
-
2
-
(3

)-
0
2
_令

和
4
年

度
出

前
授

業
実

施
報

告
書

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 

Ｂ
－

１
－

③
で

把
握

し
た

成
果

を
基

に
問

題
点

等
を

把
握

し
、

そ
れ

を
改

善
に

結
び

付
け

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

　
■

　
理

工
系

及
び

海
事

系
等

分
野

の
啓

発
活

動
を

通
し

た
地

域
社

会
へ

の
貢

献
◇

具
体

的
な

改
善

事
例

が
わ

か
る

資
料

（
活

動
状

況
、

効
果

、
成

果
）

B
-
1
-
2
-
(4

)-
0
1
_第

6
回

高
専

・
海

事
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

◆
高

専
・
海

事
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
て

外
部

意
見

を
聴

取
す

る
と

と
も

に
、

次
世

代
海

洋
人

材
育

成
事

業
（
広

報
活

動
）
企

画
委

員
会

に
て

、
成

果
の

把
握

、
改

善
の

検
討

を
行

っ
て

い
る

。

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
地

域
小

中
学

校
へ

の
教

育
に

対
す

る
講

師
派

遣
◇

具
体

的
な

改
善

事
例

が
わ

か
る

資
料

（
活

動
状

況
、

効
果

、
成

果
）

B
-
1
-
2
-
(4

)-
0
2
_弓

削
商

船
高

等
専

門
学

校
学

生
募

集
対

策
委

員
会

規
則

◆
学

生
募

集
対

策
委

員
会

に
て

、
成

果
の

把
握

、
改

善
の

検
討

を
行

っ
て

い
る

。

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

Ｂ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
地

域
貢

献
活

動
等

に
関

す
る

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
が

適
切

に
行

わ
れ

、
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

。

Ｂ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
地

域
貢

献
活

動
等

に
関

す
る

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
が

適
切

に
行

わ
れ

、
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

。

B
．

地
域

貢
献

活
動

等
の

状
況

基
準

・
視

点
観

点
項

目

Ｂ
－

１
－

④
　

地
域

貢
献

活
動

等
に

関
す

る
問

題
点

を
把

握
し

、
改

善
を

図
っ

て
い

く
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

Ｂ
－

１
－

②
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
活

動
が

計
画

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

。

Ｂ
－

１
－

③
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

実
績

や
活

動
参

加
者

等
の

満
足

度
等

か
ら

判
断

し
て

、
目

的
に

沿
っ

た
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し
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2
5

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

自
己

点
検

・
評

価
の

実
施

に
際

し
て

、
次

の
各

者
の

意
見

を
反

映
す

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
か

。

　
■

　
在

学
生

◇
意

見
聴

取
の

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
実

施
方

法
、

回
数

、
意

見
内

容
の

例
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
集

計
表

等
。

）
1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
1
_令

和
4
年

度
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

要
領

1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
2
_令

和
4
年

度
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
3
_令

和
4
年

度
学

び
の

状
況

調
査

実
施

要
領

1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
4
_令

和
4
年

度
学

び
の

状
況

調
査

学
内

依
頼

1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
5
_令

和
4
年

度
「
高

専
で

の
学

び
の

状
況

」
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

.　
■

　
卒

業
（
修

了
）
時

の
学

生
◇

意
見

聴
取

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
実

施
方

法
、

回
数

、
意

見
内

容
の

例
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
集

計
表

等
。

）
1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
6
_令

和
4
年

度
卒

業
生

（
修

了
生

）
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

要
領

1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
7
_令

和
4
年

度
卒

業
（
修

了
）
生

ア
ン

ケ
ー

ト
ご

協
力

の
お

願
い

1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
8
_令

和
4
年

度
卒

業
生

・
修

了
生

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
そ

の
1

1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
9
_令

和
4
年

度
卒

業
生

・
修

了
生

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
そ

の
2
（
本

校
独

自
項

目
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
卒

業
（
修

了
）
か

ら
一

定
年

数
後

の
卒

業
（
修

了
）
生

◇
意

見
聴

取
の

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
実

施
方

法
、

回
数

、
意

見
内

容
の

例
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
集

計
表

等
。

）
1
-
1
-
3
-
(1

)-
1
0
_R

4
既

卒
者

ア
ン

ケ
ー

ト
(ま

と
め

)

5
年

毎

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
□

　
就

職
･進

学
先

関
係

者
◇

意
見

聴
取

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
実

施
方

法
、

回
数

、
意

見
内

容
の

例
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
集

計
表

等
。

）
5
年

毎

○
-

(2
) 

自
己

点
検

・
評

価
の

実
施

に
お

い
て

、
聴

取
さ

れ
た

意
見

の
評

価
結

果
及

び
他

の
様

々
な

評
価

の
結

果
等

を
踏

ま
え

て
行

っ
て

い
る

か
。

【
在

学
生

の
意

見
聴

取
】

　
■

　
学

習
環

境
に

関
す

る
評

価
◇

評
価

結
果

等
を

踏
ま

え
て

自
己

点
検

・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

2
回

教
務

委
員

会
議

事
概

要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

１
－

１
　

教
育

活
動

を
中

心
と

し
た

学
校

の
総

合
的

な
状

況
に

つ
い

て
、

学
校

と
し

て
定

期
的

に
学

校
教

育
法

第
1
0
9
条

第
１

項
に

規
定

さ
れ

る
自

己
点

検
・
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

教
育

の
質

の
改

善
・
向

上
を

図
る

た
め

の
教

育
研

究
活

動
の

改
善

を
継

続
的

に
行

う
仕

組
み

（
以

下
「
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

」
と

い
う

。
）
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

１
－

１
－

③
　

学
校

の
構

成
員

及
び

学
外

関
係

者
の

意
見

の
聴

取
が

行
わ

れ
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
結

果
が

自
己

点
検

・
評

価
に

反
映

さ
れ

て
い

る
か

。

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
F
D

委
員

会
教

務
主

事
・
藤

本
　

隆
士

学
生

課
教

務
係

１
．

教
育

の
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

89



　
■

　
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

◇
評

価
結

果
等

を
踏

ま
え

て
自

己
点

検
・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

9
回

教
務

委
員

会
議

事
概

要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
学

生
に

よ
る

教
育

・
学

習
の

達
成

度
に

関
す

る
評

価
（
進

級
時

等
、

卒
業

（
修

了
）
前

の
評

価
）

◇
評

価
結

果
等

を
踏

ま
え

て
自

己
点

検
・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

2
回

教
務

委
員

会
議

事
概

要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
学

生
に

よ
る

満
足

度
評

価
（
進

級
時

等
、

卒
業

（
修

了
）
前

の
評

価
）

◇
評

価
結

果
等

を
踏

ま
え

て
自

己
点

検
・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

2
回

教
務

委
員

会
議

事
概

要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

【
卒

業
（
修

了
）
時

の
意

見
聴

取
】

　
■

　
卒

業
（
修

了
）
時

の
学

生
に

よ
る

教
育

・
学

習
の

達
成

度
に

関
す

る
評

価
◇

評
価

結
果

等
を

踏
ま

え
て

自
己

点
検

・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

9
回

教
務

委
員

会
議

事
概

要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
■

　
卒

業
（
修

了
）
時

の
学

生
に

よ
る

満
足

度
評

価
◇

評
価

結
果

等
を

踏
ま

え
て

自
己

点
検

・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

9
回

教
務

委
員

会
議

事
概

要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

【
卒

業
（
修

了
）
後

の
意

見
聴

取
】

　
☐

　
卒

業
（
修

了
）
後

の
学

生
に

よ
る

学
習

成
果

の
効

果
に

関
す

る
評

価
◇

評
価

結
果

等
を

踏
ま

え
て

自
己

点
検

・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
令

和
4
年

度
は

F
D

委
員

会
で

の
点

検
・
評

価
は

実
施

し
て

い
な

い
。

5
年

毎

○
-

　
☐

　
卒

業
（
修

了
）
後

の
就

職
・
進

学
先

等
に

よ
る

学
生

の
学

習
成

果
の

効
果

に
関

す
る

評
価

◇
評

価
結

果
等

を
踏

ま
え

て
自

己
点

検
・
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す
議

事
要

旨
、

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
令

和
4
年

度
は

F
D

委
員

会
で

の
点

検
・
評

価
は

実
施

し
て

い
な

い
。

5
年

毎

○
-
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
会

議
開

催
一

覧
（
F
D

委
員

会
）

2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
回

F
D

委
員

会
議

事
概

要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 

学
校

と
し

て
、

授
業

の
内

容
及

び
方

法
の

改
善

を
図

る
た

め
に

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

（
以

下
「
Ｆ

Ｄ
」
と

い
う

。
）
を

実
施

す
る

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

関
係

す
る

委
員

会
等

の
組

織
関

係
図

、
役

割
と

責
任

が
把

握
で

き
る

資
料

、
関

連
規

程
◇

実
施

体
制

・
実

施
方

針
・
内

容
・
方

法
が

わ
か

る
資

料

改
正

時
又

は
7
年

毎

○
-

(2
) 

定
期

的
に

Ｆ
Ｄ

を
実

施
し

て
い

る
か

。
◇

実
施

状
況

（
参

加
状

況
等

。
）
が

わ
か

る
資

料
◇

Ｆ
Ｄ

に
関

す
る

報
告

書
等

の
該

当
箇

所
等

2
-
4
-
1
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
F
D

活
動

計
画

2
-
4
-
1
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
F
D

・
S

D
（
教

員
）
活

動
報

告

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 

(2
)の

Ｆ
Ｄ

を
実

施
し

た
結

果
が

、
改

善
に

結
び

つ
い

て
い

る
か

。
◇

Ｆ
Ｄ

の
結

果
、

改
善

に
結

び
つ

い
た

事
例

で
組

織
と

し
て

把
握

し
て

い
る

取
組

の
状

況
が

わ
か

る
資

料
。

2
-
4
-
1
-
(3

)-
0
1
_令

和
3
年

度
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

（
S

3
電

気
工

学
1
）

2
-
4
-
1
-
(3

)-
0
2
_令

和
4
年

度
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

（
S

3
電

気
工

学
1
）

2
-
4
-
1
-
(3

)-
0
3
_令

和
4
年

度
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

（
S

4
電

気
工

学
2
）

2
-
4
-
1
-
(3

)-
0
4
_令

和
3
年

度
、

令
和

4
年

度
教

員
相

互
授

業
参

観
報

告
書

毎
年

、
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

公
開

し
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

全
教

員
が

自
身

の
コ

メ
ン

ト
を

記
入

す
る

と
と

も
に

、
振

り
返

り
を

通
し

て
授

業
改

善
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

ま
た

、
教

員
相

互
授

業
参

観
で

は
、

授
業

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
や

自
ら

の
気

づ
き

を
記

入
す

る
仕

組
み

に
な

っ
て

お
り

、
相

互
の

授
業

改
善

に
結

び
つ

い
て

い
る

。

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

２
－

４
－

③
　

教
育

支
援

者
等

に
対

し
て

、
研

修
等

、
そ

の
資

質
の

向
上

を
図

る
た

め
の

取
組

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

か
。

(1
) 

教
育

支
援

者
等

（
事

務
職

員
、

技
術

職
員

、
図

書
館

職
員

、
助

手
等

。
）
に

対
し

て
、

研
修

等
、

そ
の

資
質

の
向

上
を

図
る

た
め

の
取

組
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

か
。

◆
F
D

に
関

連
し

た
教

育
の

質
の

向
上

や
授

業
の

改
善

に
関

す
る

教
育

支
援

者
に

対
す

る
取

組
を

分
析

す
る

。

◇
研

修
等

の
実

施
状

況
（
参

加
状

況
等

。
）
の

取
組

が
わ

か
る

資
料

2
-
4
-
3
-
(1

)-
0
1
_令

和
4
年

度
事

務
職

員
・
技

術
職

員
の

研
修

一
覧

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

点
検

間
隔

２
－

４
　

教
員

の
教

育
能

力
の

向
上

を
図

る
取

組
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
教

育
活

動
を

展
開

す
る

た
め

に
必

要
な

教
育

支
援

者
等

が
適

切
に

配
置

さ
れ

、
資

質
の

向
上

を
図

る
た

め
の

取
組

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

。

２
－

４
－

①
　

授
業

の
内

容
及

び
方

法
の

改
善

を
図

る
た

め
の

組
織

的
な

研
修

及
び

研
究

（
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

）
が

、
適

切
な

方
法

で
実

施
さ

れ
、

組
織

と
し

て
教

育
の

質
の

向
上

や
授

業
の

改
善

が
図

ら
れ

て
い

る
か

。

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

学
生

が
卒

業
時

に
身

に
付

け
る

学
力

、
資

質
・
能

力
に

つ
い

て
、

学
生

・
卒

業
生

・
進

路
先

関
係

者
等

か
ら

の
意

見
聴

取
の

結
果

に
基

づ
い

て
学

習
・
教

育
の

成
果

を
把

握
・
評

価
す

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

◇
体

制
の

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
○

-

(2
) 

学
生

が
卒

業
時

に
身

に
付

け
た

学
力

、
資

質
・
能

力
に

つ
い

て
、

卒
業

時
の

学
生

に
対

す
る

意
見

聴
取

の
結

果
か

ら
学

習
・
教

育
の

成
果

の
把

握
・
評

価
を

行
っ

て
い

る
か

。

◆
１

－
１

－
③

で
分

析
す

る
種

々
の

評
価

結
果

の
一

部
と

同
一

の
も

の
で

あ
る

た
め

、
内

容
の

整
合

性
に

留
意

し
て

分
析

す
る

。

◇
意

見
聴

取
の

結
果

に
関

す
る

デ
ー

タ
・
資

料
7
-
1
-
2
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

8
回

教
員

会
議

議
事

概
要

7
-
1
-
2
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

8
回

教
員

会
議

審
議

資
料

1
【
非

公
表

】
7
-
1
-
2
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

議
事

概
要

7
-
1
-
2
-
(2

)-
0
4
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

審
議

資
料

3
-
1
～

3
-
4
【
非

公
表

】
7
-
1
-
2
-
(2

)-
0
5
_令

和
4
年

度
第

4
回

教
員

会
議

議
事

概
要

7
-
1
-
2
-
(2

)-
0
6
_令

和
4
年

度
第

4
回

教
員

会
議

審
議

資
料

4
【
非

公
表

】

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

※
非

公
表

資
料

は
教

務
係

(3
) 

学
生

が
卒

業
時

に
身

に
付

け
た

学
力

、
資

質
・
能

力
に

つ
い

て
、

卒
業

生
（
卒

業
後

５
年

程
度

経
っ

た
者

）
に

対
す

る
意

見
聴

取
の

結
果

か
ら

学
習

・
教

育
の

成
果

の
把

握
・
評

価
を

行
っ

て
い

る
か

。

行
っ

て
い

る
か

。

◆
１

－
１

－
③

で
分

析
す

る
種

々
の

評
価

結
果

の
一

部
と

同
一

の
も

の
で

あ
る

た
め

、
内

容
の

整
合

性
に

留
意

し
て

分
析

す
る

。

◇
意

見
聴

取
の

結
果

に
関

す
る

デ
ー

タ
・
資

料
（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
8
_令

和
4
年

度
卒

業
生

・
修

了
生

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
そ

の
1

（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(1

)-
0
9
_令

和
4
年

度
卒

業
生

・
修

了
生

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
そ

の
2
（
本

校
独

自
項

目
）

5
年

毎

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(4
) 

学
生

が
卒

業
時

に
身

に
付

け
た

学
力

、
資

質
・
能

力
に

つ
い

て
、

進
路

先
関

係
者

等
に

対
す

る
意

見
聴

取
の

結
果

か
ら

学
習

・
教

育
の

成
果

の
把

握
・
評

価
を

行
っ

て
い

る
か

。

◆
１

－
１

－
③

で
分

析
す

る
種

々
の

評
価

結
果

の
一

部
と

同
一

の
も

の
で

あ
る

た
め

、
内

容
の

整
合

性
に

留
意

し
て

分
析

す
る

。

◇
意

見
聴

取
の

結
果

に
関

す
る

デ
ー

タ
・
資

料
5
年

毎

○
-

(5
) 

(2
)～

(4
)の

評
価

結
果

か
ら

学
習

・
教

育
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

◇
把

握
・
評

価
の

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

(再
掲

)7
-
1
-
2
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
第

8
回

教
員

会
議

議
事

概
要

（
再

掲
）
7
-
1
-
2
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

8
回

教
員

会
議

審
議

資
料

1
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
7
-
1
-
2
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

議
事

概
要

（
再

掲
）
7
-
1
-
2
-
(2

)-
0
4
_令

和
4
年

度
第

1
0
回

教
員

会
議

審
議

資
料

3
-
1
～

3
-
4
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
7
-
1
-
2
-
(2

)-
0
5
_令

和
4
年

度
第

4
回

教
員

会
議

議
事

概
要

（
再

掲
）
7
-
1
-
2
-
(2

)-
0
6
_令

和
4
年

度
第

4
回

教
員

会
議

審
議

資
料

4
【
非

公
表

】
（
再

掲
）
1
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

9
回

教
務

委
員

会
議

事
概

要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

※
非

公
表

資
料

は
教

務
係

７
．

準
学

士
課

程
の

学
習

・
教

育
の

成
果

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
資

料
の

保
管

場
所

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

７
－

１
－

②
　

達
成

状
況

に
関

す
る

学
生

・
卒

業
生

・
進

路
先

関
係

者
等

か
ら

の
意

見
の

聴
取

の
結

果
か

ら
判

断
し

て
、

卒
業

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

沿
っ

た
学

習
・
教

育
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

７
－

１
　

卒
業

の
認

定
に

関
す

る
方

針
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
）
に

照
ら

し
て

、
学

習
・
教

育
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

こ
と

。

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策
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2
6

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
地

域
貢

献
活

動
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
方

針
を

策
定

し
て

い
る

か
。

　
□

　
公

開
講

座
を

通
し

た
地

域
社

会
へ

の
貢

献
◇

具
体

的
な

方
針

、
実

施
計

画
等

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

(1
)の

方
針

に
基

づ
き

計
画

的
に

実
施

し
て

い
る

か
。

　
□

　
公

開
講

座
を

通
し

た
地

域
社

会
へ

の
貢

献
◇

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
地

域
貢

献
活

動
等

の
目

的
等

に
照

ら
し

て
、

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

　
□

　
公

開
講

座
を

通
し

た
地

域
社

会
へ

の
貢

献
◇

活
動

の
成

果
が

わ
か

る
資

料
（
活

動
別

参
加

者
数

、
参

加
者

・
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
等

）
毎

年
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(1
) 

Ｂ
－

１
－

③
で

把
握

し
た

成
果

を
基

に
問

題
点

等
を

把
握

し
、

そ
れ

を
改

善
に

結
び

付
け

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

　
□

　
公

開
講

座
を

通
し

た
地

域
社

会
へ

の
貢

献
◇

具
体

的
な

改
善

事
例

が
わ

か
る

資
料

（
活

動
状

況
、

効
果

、
成

果
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

Ｂ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
地

域
貢

献
活

動
等

に
関

す
る

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
が

適
切

に
行

わ
れ

、
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

。

Ｂ
－

１
－

②
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
活

動
が

計
画

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

。

Ｂ
－

１
－

③
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

実
績

や
活

動
参

加
者

等
の

満
足

度
等

か
ら

判
断

し
て

、
目

的
に

沿
っ

た
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

Ｂ
－

１
－

④
　

地
域

貢
献

活
動

等
に

関
す

る
問

題
点

を
把

握
し

、
改

善
を

図
っ

て
い

く
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。

B
．

地
域

貢
献

活
動

等
の

状
況

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
公

開
講

座
委

員
会

広
報

主
事

・
田

房
　

友
典

企
画

広
報

室
企

画
係
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

改
善

状
況

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

95



2
7

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
企

画
広

報
室

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
宿

舎
貸

与
検

討
委

員
会

事
務

部
長

・
渡

邊
 一

右

総
務

課
施

設
係
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2
8

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
1
) 

整
備

さ
れ

た
教

育
・
生

活
環

境
の

利
用

状
況

や
満

足
度

等
を

学
校

と
し

て
把

握
し

改
善

等
を

行
う

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

体
制

に
関

す
る

規
程

等
の

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(1
2
) 

(1
1
)の

体
制

に
お

い
て

、
教

育
・
生

活
環

境
の

利
用

状
況

や
満

足
度

等
を

把
握

し
、

改
善

等
を

実
際

に
行

っ
て

い
る

か
。

◇
教

育
・
生

活
環

境
の

利
用

状
況

や
満

足
度

等
が

把
握

で
き

る
資

料
◇

 (
1
1
)の

体
制

に
お

い
て

改
善

を
行

っ
た

事
例

が
わ

か
る

資
料

毎
年

〇
企

画
広

報
室

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
企

画
広

報
室

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
施

設
管

理
運

営
委

員
会

（
施

設
整

備
等

検
討

委
員

会
規

則
第

6
条

の
規

程
に

基
づ

く
小

委
員

会
）

教
務

主
事

・
藤

本
　

隆
士

総
務

課
施

設
係

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目

３
－

１
　

学
校

に
お

い
て

編
成

さ
れ

た
教

育
研

究
組

織
及

び
教

育
課

程
に

対
応

し
た

施
設

・
設

備
が

整
備

さ
れ

、
適

切
な

安
全

・
衛

生
管

理
の

下
に

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

ＩＣ
Ｔ

環
境

が
適

切
に

整
備

さ
れ

る
と

と
も

に
、

図
書

、
学

術
雑

誌
、

視
聴

覚
資

料
そ

の
他

の
教

育
研

究
上

必
要

な
資

料
が

系
統

的
に

収
集

、
整

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

３
－

１
－

①
　

学
校

に
お

い
て

編
成

さ
れ

た
教

育
研

究
組

織
の

運
営

及
び

教
育

課
程

に
対

応
し

た
施

設
・
設

備
が

整
備

さ
れ

、
適

切
な

安
全

・
衛

生
管

理
の

下
に

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

か
。

点
検

間
隔

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
地

域
貢

献
活

動
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
方

針
を

策
定

し
て

い
る

か
。

　
□

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

◇
具

体
的

な
方

針
、

実
施

計
画

等
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
企

画
広

報
室

(2
) 

(1
)の

方
針

に
基

づ
き

計
画

的
に

実
施

し
て

い
る

か
。

　
□

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

◇
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年
〇

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
地

域
貢

献
活

動
等

の
目

的
等

に
照

ら
し

て
、

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

　
□

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

◇
活

動
の

成
果

が
わ

か
る

資
料

（
活

動
別

参
加

者
数

、
参

加
者

・
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
等

）
毎

年

〇

(1
) 

Ｂ
－

１
－

③
で

把
握

し
た

成
果

を
基

に
問

題
点

等
を

把
握

し
、

そ
れ

を
改

善
に

結
び

付
け

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

　
□

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

◇
具

体
的

な
改

善
事

例
が

わ
か

る
資

料
（
活

動
状

況
、

効
果

、
成

果
）

毎
年

〇

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

B
．

地
域

貢
献

活
動

等
の

状
況

基
準

・
視

点

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

Ｂ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
地

域
貢

献
活

動
等

に
関

す
る

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
が

適
切

に
行

わ
れ

、
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

。

観
点

項
目

Ｂ
－

１
－

②
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
活

動
が

計
画

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

。

Ｂ
－

１
－

③
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

実
績

や
活

動
参

加
者

等
の

満
足

度
等

か
ら

判
断

し
て

、
目

的
に

沿
っ

た
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

Ｂ
－

１
－

④
　

地
域

貢
献

活
動

等
に

関
す

る
問

題
点

を
把

握
し

、
改

善
を

図
っ

て
い

く
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

Ｂ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
地

域
貢

献
活

動
等

に
関

す
る

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
が

適
切

に
行

わ
れ

、
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

。

Ｂ
－

１
－

②
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
活

動
が

計
画

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

。

(2
) 

(1
)の

方
針

に
基

づ
き

計
画

的
に

実
施

し
て

い
る

か
。

　
□

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

Ｂ
－

１
－

③
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

実
績

や
活

動
参

加
者

等
の

満
足

度
等

か
ら

判
断

し
て

、
目

的
に

沿
っ

た
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
地

域
貢

献
活

動
等

の
目

的
等

に
照

ら
し

て
、

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

　
□

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

Ｂ
－

１
－

④
　

地
域

貢
献

活
動

等
に

関
す

る
問

題
点

を
把

握
し

、
改

善
を

図
っ

て
い

く
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。

(1
) 

Ｂ
－

１
－

③
で

把
握

し
た

成
果

を
基

に
問

題
点

等
を

把
握

し
、

そ
れ

を
改

善
に

結
び

付
け

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

　
□

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

◇
対

象
案

件
に

つ
い

て
ア

ン
ケ

ー
ト

な
ど

調
査

を
行

っ
て

お
ら

ず
、

課
題

の
有

無
に

つ
い

て
精

査
で

き
て

い
な

い
。

◇
対

象
案

件
に

つ
い

て
ア

ン
ケ

ー
ト

を
と

る
な

ど
改

善
点

の
有

無
に

つ
い

て
調

査
す

る
必

要
が

あ
る

。

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

◇
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
予

防
対

策
で

外
部

者
と

の
接

触
を

制
限

し
た

こ
と

に
よ

り
、

学
校

施
設

の
活

用
が

な
か

っ
た

。
◇

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
用

ワ
ク

チ
ン

等
の

普
及

に
よ

り
制

限
が

緩
和

さ
れ

れ
ば

、
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

◇
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
予

防
対

策
で

外
部

者
と

の
接

触
を

制
限

し
た

こ
と

に
よ

り
、

学
校

施
設

の
活

用
が

な
か

っ
た

。
◇

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
用

ワ
ク

チ
ン

等
の

普
及

に
よ

り
制

限
が

緩
和

さ
れ

れ
ば

、
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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2
9

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
知

的
財

産
委

員
会

副
校

長
（
研

究
担

当
）
・
D

A
V

A
A

 G
A

N
B

A
T

企
画

広
報

室
企

画
係
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3
0

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
会

議
開

催
一

覧
（
外

国
人

留
学

生
委

員
会

）
2
-
1
-
3
-
(2

)-
0
2
_令

和
4
年

度
第

1
回

外
国

人
留

学
生

委
員

会
議

事
概

要

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

留
学

生
の

学
習

及
び

生
活

に
対

す
る

支
援

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
○

-

(2
) 

(1
)の

体
制

に
お

い
て

、
留

学
生

の
支

援
を

必
要

に
応

じ
て

行
っ

て
い

る
か

。
◇

留
学

生
を

支
援

す
る

取
組

（
留

学
生

指
導

教
員

の
配

置
、

留
学

生
チ

ュ
ー

タ
ー

の
配

置
等

）
が

わ
か

る
資

料
3
-
2
-
3
-
(2

)-
0
1
_令

和
4
年

度
在

学
留

学
生

一
覧

表
3
-
2
-
3
-
(2

)-
0
2
_留

学
生

相
談

員
（
チ

ュ
ー

タ
ー

）
の

役
割

◇
支

援
の

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

3
-
2
-
3
-
(2

)-
0
3
_令

和
4
年

度
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

報
告

書

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
外

国
人

留
学

生
委

員
会

教
務

主
事

・
藤

本
　

隆
士

学
生

課
教

務
係

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

３
－

２
－

③
　

特
別

な
支

援
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

学
生

へ
の

学
習

支
援

及
び

生
活

支
援

等
を

適
切

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
体

制
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、

必
要

に
応

じ
て

支
援

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況
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3
1

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

以
下

の
対

象
に

対
し

て
実

施
し

て
い

る
か

。

◆
入

学
時

や
授

業
登

録
時

等
に

お
い

て
実

施
し

て
い

る
ガ

イ
ダ

ン
ス

に
つ

い
て

、
学

校
全

体
に

対
す

る
も

の
か

、
学

年
全

体
に

対
す

る
も

の
か

、
学

科
・
専

攻
ご

と
に

実
施

す
る

も
の

か
、

そ
れ

ぞ
れ

の
内

容
が

適
切

な
も

の
か

に
つ

い
て

分
析

す
る

。
◆

図
書

館
、

実
験

・
実

習
工

場
等

の
利

用
に

関
す

る
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
実

施
に

つ
い

て
も

分
析

す
る

。

　
☐

　
障

害
の

あ
る

学
生

◇
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

３
－

２
－

①
　

履
修

等
に

関
す

る
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
実

施
し

て
い

る
か

。
３

－
２

　
教

育
を

実
施

す
る

上
で

の
履

修
指

導
、

学
生

の
自

主
的

学
習

の
相

談
・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
学

生
相

談
室

運
営

委
員

会
学

生
相

談
室

長
 ・

 野
口

　
隆

学
生

課
学

生
支

援
係
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(1
) 

学
生

の
自

主
的

学
習

を
進

め
る

上
で

、
以

下
の

相
談

・
助

言
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

　
☐

　
対

面
型

の
相

談
受

付
体

制
の

整
備

◇
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
◇

学
生

へ
の

周
知

状
況

（
刊

行
物

、
プ

リ
ン

ト
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
の

該
当

箇
所

。
）
が

わ
か

る
資

料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
電

子
メ

ー
ル

に
よ

る
相

談
受

付
体

制
の

整
備

◇
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
◇

学
生

へ
の

周
知

状
況

（
刊

行
物

、
プ

リ
ン

ト
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
の

該
当

箇
所

。
）
が

わ
か

る
資

料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

(1
)は

、
学

生
に

利
用

さ
れ

て
い

る
か

。

　
☐

　
対

面
型

の
相

談
受

付
体

制
の

整
備

◇
利

用
状

況
（
実

績
・
相

談
対

応
例

等
）
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
電

子
メ

ー
ル

に
よ

る
相

談
受

付
体

制
の

整
備

◇
利

用
状

況
（
実

績
・
相

談
対

応
例

等
）
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 

学
習

支
援

に
関

し
て

学
生

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
た

め
の

制
度

が
あ

る
か

。

　
☐

　
意

見
投

書
箱

◇
制

度
が

わ
か

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

　
☐

　
そ

の
他

（
対

面
型

の
相

談
等

）
◇

制
度

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

(4
) 

(3
)は

、
有

効
に

機
能

し
て

い
る

か
。

　
☐

　
意

見
投

書
箱

◇
制

度
の

機
能

状
況

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
そ

の
他

（
対

面
型

の
相

談
等

）
◇

制
度

の
機

能
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(7
) 

障
害

の
あ

る
学

生
の

学
習

及
び

生
活

に
対

す
る

支
援

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

(8
) 

(7
)の

体
制

に
お

い
て

、
障

害
の

あ
る

学
生

の
支

援
を

必
要

に
応

じ
て

行
っ

て
い

る
か

。
◇

障
害

の
あ

る
学

生
を

支
援

す
る

取
組

（
ノ

ー
ト

テ
ー

カ
ー

、
チ

ュ
ー

タ
ー

の
配

置
）
が

わ
か

る
資

料
◇

支
援

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(9
) 

障
害

者
差

別
解

消
法

第
５

条
及

び
第

７
条

又
は

第
８

条
（
第

９
条

、
第

1
0
条

、
第

1
1
条

の
関

係
条

項
も

含
む

。
）
に

対
応

し
て

い
る

か
。

◇
対

応
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
学

校
独

自
の

取
組

の
ほ

か
、

高
専

機
構

が
本

校
を

対
象

と
し

て
対

応
し

て
い

る
も

の
に

つ
い

て
も

、
資

料
と

し
て

提
示

す
る

。
）

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

(1
0
) 

上
記

以
外

の
特

別
な

支
援

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
(1

)～
(9

)以
外

に
行

っ
て

い
る

支
援

が
あ

れ
ば

、
取

組
が

わ
か

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

３
－

２
－

②
　

学
習

支
援

に
関

す
る

学
生

の
ニ

ー
ズ

が
適

切
に

把
握

さ
れ

、
学

生
の

自
主

的
学

習
を

進
め

る
上

で
の

相
談

・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
か

。

３
－

２
－

③
　

特
別

な
支

援
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

学
生

へ
の

学
習

支
援

及
び

生
活

支
援

等
を

適
切

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
体

制
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、

必
要

に
応

じ
て

支
援

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。
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(1
) 

学
生

の
生

活
や

経
済

面
に

お
け

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

の
体

制
に

関
し

、
ど

の
よ

う
に

整
備

し
て

い
る

か
。

　
☐

　
学

生
相

談
室

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

体
制

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

　
☐

　
相

談
員

や
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

配
置

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

体
制

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

　
☐

　
学

生
に

対
す

る
相

談
の

案
内

等
◇

そ
れ

ぞ
れ

の
体

制
の

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

　
☐

　
そ

の
他

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

体
制

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

(3
) 

(2
)以

外
で

、
(1

)の
体

制
に

基
づ

い
た

学
生

の
生

活
や

経
済

面
に

お
け

る
指

導
・

相
談

・
助

言
等

の
活

動
が

実
際

に
学

生
に

利
用

さ
れ

て
い

る
か

。

　
☐

　
学

生
相

談
室

◇
相

談
実

績
（
相

談
・
対

応
例

）
、

各
体

制
に

係
る

委
員

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
相

談
員

や
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

配
置

◇
相

談
実

績
（
相

談
・
対

応
例

）
、

各
体

制
に

係
る

委
員

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
学

生
に

対
す

る
相

談
の

案
内

等
◇

相
談

実
績

（
相

談
・
対

応
例

）
、

各
体

制
に

係
る

委
員

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
そ

の
他

◇
相

談
実

績
（
相

談
・
対

応
例

）
、

各
体

制
に

係
る

委
員

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

＿
＿

＿

３
－

２
－

④
　

学
生

の
生

活
や

経
済

面
に

係
わ

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
か

。

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

改
善

状
況

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞
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3
2

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

２
－

４
　

教
員

の
教

育
能

力
の

向
上

を
図

る
取

組
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
教

育
活

動
を

展
開

す
る

た
め

に
必

要
な

教
育

支
援

者
等

が
適

切
に

配
置

さ
れ

、
資

質
の

向
上

を
図

る
た

め
の

取
組

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

。

２
－

４
－

③
　

教
育

支
援

者
等

に
対

し
て

、
研

修
等

、
そ

の
資

質
の

向
上

を
図

る
た

め
の

取
組

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

か
。

(1
) 

教
育

支
援

者
等

（
事

務
職

員
、

技
術

職
員

、
図

書
館

職
員

、
助

手
等

。
）
に

対
し

て
、

研
修

等
、

そ
の

資
質

の
向

上
を

図
る

た
め

の
取

組
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

か
。

◆
F
D

に
関

連
し

た
教

育
の

質
の

向
上

や
授

業
の

改
善

に
関

す
る

教
育

支
援

者
に

対
す

る
取

組
を

分
析

す
る

。

◇
研

修
等

の
実

施
状

況
（
参

加
状

況
等

。
）
の

取
組

が
わ

か
る

資
料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

観
点

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
技

術
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

技
術

支
援

セ
ン

タ
ー

長
・
湯

田
　

紀
男

技
術

支
援

セ
ン

タ
ー

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
項

目

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

107



基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況
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3
3

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
管

理
委

員
会

情
報

処
理

教
育

セ
ン

タ
ー

長
・
長

尾
 和

彦

情
報

処
理

教
育

セ
ン

タ
ー

、
企

画
広

報
室

情
報

・
広

報
係

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

令
和

４
年

度
は

委
員

会
の

開
催

が
な

く
、

委
員

会
と

し
て

の
活

動
が

な
か

っ
た

。
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
に

お
け

る
計

画
的

な
管

理
業

務
を

行
う

た
め

に
開

催
す

る
必

要
が

あ
る

。

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞
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3
4

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

令
和

４
年

度
は

委
員

会
の

開
催

が
な

く
、

委
員

会
と

し
て

の
活

動
が

な
か

っ
た

。
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
に

お
け

る
計

画
的

な
専

門
的

技
術

業
務

を
行

う
た

め
に

開
催

す
る

必
要

が
あ

る
。

			

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
推

進
委

員
会

情
報

処
理

教
育

セ
ン

タ
ー

長
・
長

尾
 和

彦

情
報

処
理

教
育

セ
ン

タ
ー

、
企

画
広

報
室

情
報

・
広

報
係

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
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3
5

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

学
生

の
生

活
や

経
済

面
に

お
け

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

の
体

制
に

関
し

、
ど

の
よ

う
に

整
備

し
て

い
る

か
。

　
☐

　
学

生
相

談
室

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

体
制

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

　
☐

　
相

談
員

や
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

配
置

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

体
制

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

　
☐

　
学

生
に

対
す

る
相

談
の

案
内

等
◇

そ
れ

ぞ
れ

の
体

制
の

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

　
☐

　
そ

の
他

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

体
制

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

(3
) 

(2
)以

外
で

、
(1

)の
体

制
に

基
づ

い
た

学
生

の
生

活
や

経
済

面
に

お
け

る
指

導
・

相
談

・
助

言
等

の
活

動
が

実
際

に
学

生
に

利
用

さ
れ

て
い

る
か

。

　
☐

　
学

生
相

談
室

◇
相

談
実

績
（
相

談
・
対

応
例

）
、

各
体

制
に

係
る

委
員

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
相

談
員

や
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

配
置

◇
相

談
実

績
（
相

談
・
対

応
例

）
、

各
体

制
に

係
る

委
員

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
学

生
に

対
す

る
相

談
の

案
内

等
◇

相
談

実
績

（
相

談
・
対

応
例

）
、

各
体

制
に

係
る

委
員

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
そ

の
他

◇
相

談
実

績
（
相

談
・
対

応
例

）
、

各
体

制
に

係
る

委
員

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
い

じ
め

対
策

委
員

会
校

長
・
石

田
邦

光

学
生

課
学

生
支

援
係

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

３
－

２
－

④
　

学
生

の
生

活
や

経
済

面
に

係
わ

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
か

。
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策
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3
6

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
中

期
計

画
推

進
室

中
期

計
画

推
進

室
長

・
藤

本
 隆

士

企
画

広
報

室
企

画
係
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3
7

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

(2
)教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、

必
要

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
実

績
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

学
生

の
自

主
的

学
習

を
進

め
る

上
で

、
以

下
の

相
談

・
助

言
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

　
☐

　
外

国
へ

の
留

学
に

関
す

る
支

援
体

制
の

整
備

◇
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
◇

学
生

へ
の

周
知

状
況

（
刊

行
物

、
プ

リ
ン

ト
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
の

該
当

箇
所

。
）
が

わ
か

る
資

料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

(1
)は

、
学

生
に

利
用

さ
れ

て
い

る
か

。

　
☐

　
外

国
へ

の
留

学
に

関
す

る
支

援
体

制
の

整
備

◇
利

用
状

況
（
実

績
・
相

談
対

応
例

等
）
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
体

制
の

下
、

就
職

や
進

学
等

の
進

路
指

導
を

含
め

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

関
し

て
、

学
校

と
し

て
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

っ
て

い
る

か
。

　
☐

　
外

国
留

学
に

関
す

る
手

続
き

の
支

援
、

単
位

認
定

、
交

流
協

定
の

締
結

等
◇

取
組

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
内

容
が

把
握

で
き

る
資

料
や

関
連

規
程

等
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
そ

の
他

◇
取

組
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年
-

-
-

(3
) 

(2
)の

取
組

が
機

能
し

て
い

る
か

。

　
☐

　
外

国
留

学
に

関
す

る
手

続
き

の
支

援
、

単
位

認
定

、
交

流
協

定
の

締
結

等
◇

そ
れ

ぞ
れ

の
取

組
の

（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
◇

留
学

実
績

等
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
そ

の
他

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

取
組

の
（
活

用
）
実

態
が

わ
か

る
資

料
毎

年
-

-
-

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
国

際
交

流
推

進
室

国
際

交
流

推
進

室
長

・
D

A
V

A
A

 G
A

N
B

A
T

企
画

広
報

室
企

画
係

、
学

生
課

教
務

係

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

３
－

２
－

②
　

学
習

支
援

に
関

す
る

学
生

の
ニ

ー
ズ

が
適

切
に

把
握

さ
れ

、
学

生
の

自
主

的
学

習
を

進
め

る
上

で
の

相
談

・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
か

。

３
－

２
－

⑤
　

就
職

や
進

学
等

の
進

路
指

導
を

含
め

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策
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38

報
告
者
（
責
任
者
）
役
職
・
氏
名

事
務
担
当

適
合
し
て
い
る

要
改
善

今
回
対
象
外

２
－
１
　
学
校
の
教
育
に
係
る
基
本
的
な

組
織
構
成
が
、
学
校
の
目
的
に
照
ら
し
て

適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
教
育
活

動
を
展
開
す
る
上
で
必
要
な
運
営
体
制

が
適
切
に
整
備
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
こ

と
。

２
－
１
－
③
　
教
育
活
動
を
有
効
に
展
開

す
る
た
め
の
検
討
・
運
営
体
制
が
整
備
さ

れ
、
教
育
活
動
等
に
係
る
重
要
事
項
を

審
議
す
る
な
ど
の
必
要
な
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
か
。

(2
)教
育
活
動
を
有
効
に
展
開
す
る
た
め
の
検
討
・
運
営
体
制
の
下
、
必
要
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
か
。

◇
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
実
績
が
わ
か
る
資
料
（
会
議
の
開
催
回

数
、
議
事
要
旨
1
年
分
等
。
）

2
-
1
-
3
-
(2
)-
0
1
_令
和
4
年
度
会
議
開
催
一
覧
（
初
年
次
教
育
支
援

室
）

2
-
1
-
3
-
(2
)-
0
2
_初
年
次
教
育
支
援
室
2
0
2
2
ス
ペ
ー
ス

◆
会
議
は
開
催
し
て
い
な
い
が
、
学
内
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
上
で
活
動

計
画
等
の
打
合
せ
や
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。

毎
年

○
ガ
ル
ー
ン
＞
フ
ァ
イ
ル
管
理

基
準
・
視
点

観
点

項
目

特
に
な
し

基
準
・
視
点

観
点

項
目

特
に
な
し

整
理
番
号

令
和
４
年
度
自
己
点
検
評
価
報
告
書

組
織
名

初
年
次
教
育
支
援
室

初
年
次
教
育
支
援
室
長
・
牧
山
　
隆
洋

学
生
課
教
務
係

２
．
教
育
組
織
及
び
教
員
・
教
育
支
援
者
等

基
準
・
視
点

観
点

項
目

根
拠
と
し
て
必
要
な
資
料

点
検
間
隔

点
検
・
評
価
結
果
（
い
ず
れ
か
に
〇
）

根
拠
資
料
の

保
管
場
所

＜
前
年
度
か
ら
の
改
善
事
項
＞

前
年
度
ま
で
の
状
況

改
善
状
況

＜
優
れ
た
取
組
・
特
色
あ
る
取
組
＞

特
に
な
し

＜
改
善
が
必
要
な
取
組
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
＞

現
在
の
状
況

考
え
ら
れ
る
改
善
策
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3
9

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

(6
)管

理
運

営
体

制
の

下
、

効
果

的
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 

学
校

と
し

て
、

責
任

の
所

在
を

明
確

に
し

た
危

機
管

理
を

含
む

安
全

管
理

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

規
程

等
、

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

(2
) 

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

を
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(3
) 

(1
)(

2
)に

基
づ

き
、

定
期

的
に

訓
練

を
行

う
な

ど
、

危
機

に
備

え
た

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
訓

練
や

講
習

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

②
　

危
機

管
理

を
含

む
安

全
管

理
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
か

。

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
リ

ス
ク

管
理

室
校

長
・
石

田
　

邦
光

総
務

課
総

務
係
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4
0

報
告

者
（
責

任
者

）
役
職

・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て
い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　
学

校
の
教
育
に
係
る
基
本
的
な

組
織
構

成
が
、
学
校
の
目
的
に
照
ら
し
て

適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
教
育

活
動

を
展
開

す
る
上
で
必
要
な
運
営
体
制

が
適
切

に
整

備
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　
教

育
活

動
を
有

効
に
展

開
す
る
た
め
の

検
討

・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る
な
ど
の

必
要

な
活

動
が

行
わ

れ
て
い
る
か

。

(2
)教

育
活
動

を
有

効
に
展

開
す
る
た
め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、
必

要
な
活

動
を
行

っ
て
い
る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い
る
実

績
が

わ
か

る
資
料

（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ
ル

ー
ン
＞

フ
ァ
イ
ル

管
理

適
合

し
て
い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　
学

校
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要

な
管

理
運
営
体
制
及
び
事
務

組
織

が
整

備
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
外
部

の
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
る
こ
と
。

４
－

２
－

①
　
管

理
運

営
の

諸
規

程
が

整
備

さ
れ

、
各

種
委

員
会

及
び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を
分

担
し
、
効

果
的

に
活

動
し
て
い
る
か

。

(6
)管

理
運
営

体
制

の
下

、
効

果
的

な
活

動
を
行

っ
て
い
る
か

。
◇

活
動

状
況

が
わ

か
る
資

料
（
会

議
の

開
催
回

数
、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ
ル

ー
ン
＞

フ
ァ
イ
ル

管
理

基
準
・
視
点

観
点

項
目

特
に
な
し

基
準
・
視
点

観
点

項
目

特
に
な
し

整
理
番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
男
女
共
同

参
画

推
進

室
男

女
共

同
参

画
推

進
室

長
・
水

崎
　
一

良

総
務

課
総

務
係

２
．
教

育
組

織
及

び
教

員
・
教
育
支
援
者
等

基
準
・
視
点

観
点

項
目

根
拠

と
し
て
必

要
な
資
料

点
検

・
評

価
結

果
（
い
ず
れ

か
に
〇

）
根

拠
資

料
の

保
管

場
所

点
検

間
隔

＜
前

年
度

か
ら
の

改
善
事

項
＞

前
年

度
ま
で
の

状
況

改
善

状
況

点
検

・
評

価
結

果
（
い
ず
れ

か
に
〇

）
根

拠
資

料
の

保
管

場
所

４
．
財

務
基

盤
及

び
管

理
運
営

基
準
・
視
点

観
点

項
目

根
拠

と
し
て
必

要
な
資
料

点
検

間
隔

＜
優

れ
た
取

組
・
特

色
あ
る
取
組
＞

特
に
な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
＞

現
在

の
状
況

考
え
ら
れ

る
改

善
策

118



4
1

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
地

域
貢

献
活

動
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
方

針
を

策
定

し
て

い
る

か
。

　
□

　
理

工
系

及
び

海
事

系
等

分
野

の
啓

発
活

動
を

通
し

た
地

域
社

会
へ

の
貢

献
◇

具
体

的
な

方
針

、
実

施
計

画
等

が
わ

か
る

資
料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
□

　
地

域
社

会
の

課
題

に
対

す
る

提
言

や
支

援
活

動
◇

具
体

的
な

方
針

、
実

施
計

画
等

が
わ

か
る

資
料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
□

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

◇
具

体
的

な
方

針
、

実
施

計
画

等
が

わ
か

る
資

料
毎

年
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

　
□

　
地

域
小

中
学

校
へ

の
教

育
に

対
す

る
講

師
派

遣
◇

具
体

的
な

方
針

、
実

施
計

画
等

が
わ

か
る

資
料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

(1
)の

方
針

に
基

づ
き

計
画

的
に

実
施

し
て

い
る

か
。

　
□

　
理

工
系

及
び

海
事

系
等

分
野

の
啓

発
活

動
を

通
し

た
地

域
社

会
へ

の
貢

献
◇

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
□

　
地

域
社

会
の

課
題

に
対

す
る

提
言

や
支

援
活

動
◇

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
□

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

◇
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

　
□

　
地

域
小

中
学

校
へ

の
教

育
に

対
す

る
講

師
派

遣
◇

実
施

状
況

が
わ

か
る

資
料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 

学
校

が
設

定
し

た
地

域
貢

献
活

動
等

の
目

的
等

に
照

ら
し

て
、

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

　
□

　
理

工
系

及
び

海
事

系
等

分
野

の
啓

発
活

動
を

通
し

た
地

域
社

会
へ

の
貢

献
◇

活
動

の
成

果
が

わ
か

る
資

料
（
活

動
別

参
加

者
数

、
参

加
者

、
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
等

）
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
□

　
地

域
社

会
の

課
題

に
対

す
る

提
言

や
支

援
活

動
◇

活
動

の
成

果
が

わ
か

る
資

料
（
活

動
別

参
加

者
数

、
参

加
者

、
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
等

）
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
□

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

◇
活

動
の

成
果

が
わ

か
る

資
料

（
活

動
別

参
加

者
数

、
参

加
者

、
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
等

）
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
□

　
地

域
小

中
学

校
へ

の
教

育
に

対
す

る
講

師
派

遣
◇

活
動

の
成

果
が

わ
か

る
資

料
（
活

動
別

参
加

者
数

、
参

加
者

、
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
等

）
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

B
．

地
域

貢
献

活
動

等
の

状
況

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

Ｂ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
地

域
貢

献
活

動
等

に
関

す
る

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
が

適
切

に
行

わ
れ

、
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

。

Ｂ
－

１
－

②
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
活

動
が

計
画

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

。

Ｂ
－

１
－

③
　

地
域

貢
献

活
動

等
の

実
績

や
活

動
参

加
者

等
の

満
足

度
等

か
ら

判
断

し
て

、
目

的
に

沿
っ

た
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
る

か
。

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
地

域
創

生
推

進
室

地
域

創
生

推
進

室
長

・
藤

本
　

隆
士

総
務

課
総

務
係
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(1
) 

Ｂ
－

１
－

③
で

把
握

し
た

成
果

を
基

に
問

題
点

等
を

把
握

し
、

そ
れ

を
改

善
に

結
び

付
け

る
た

め
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
か

。

　
□

　
理

工
系

及
び

海
事

系
等

分
野

の
啓

発
活

動
を

通
し

た
地

域
社

会
へ

の
貢

献
◇

具
体

的
な

改
善

事
例

が
わ

か
る

資
料

（
活

動
状

況
、

効
果

、
成

果
）

毎
年

〇

　
□

　
地

域
社

会
の

課
題

に
対

す
る

提
言

や
支

援
活

動
◇

具
体

的
な

改
善

事
例

が
わ

か
る

資
料

（
活

動
状

況
、

効
果

、
成

果
）

毎
年

〇

　
□

　
学

校
施

設
の

活
用

を
通

し
た

地
域

社
会

へ
の

貢
献

◇
具

体
的

な
改

善
事

例
が

わ
か

る
資

料
（
活

動
状

況
、

効
果

、
成

果
）

毎
年

〇

　
□

　
地

域
小

中
学

校
へ

の
教

育
に

対
す

る
講

師
派

遣
◇

具
体

的
な

改
善

事
例

が
わ

か
る

資
料

（
活

動
状

況
、

効
果

、
成

果
）

毎
年

〇

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

Ｂ
－

１
　

高
等

専
門

学
校

の
地

域
貢

献
活

動
等

に
関

す
る

目
的

等
に

照
ら

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
が

適
切

に
行

わ
れ

、
活

動
の

成
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

。

Ｂ
－

１
－

④
　

地
域

貢
献

活
動

等
に

関
す

る
問

題
点

を
把

握
し

、
改

善
を

図
っ

て
い

く
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

か
。
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4
2

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

自
己

点
検

・
評

価
の

実
施

に
際

し
て

、
次

の
各

者
の

意
見

を
反

映
す

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
か

。

　
■

　
教

員
◇

意
見

聴
取

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
実

施
方

法
、

回
数

、
意

見
内

容
の

例
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
集

計
表

等
。

）
毎

年

○
校

長
室

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

全
教

員
（
非

常
勤

教
員

を
除

く
。

）
に

対
し

て
校

長
又

は
そ

の
委

任
を

受
け

た
者

に
よ

る
教

育
上

の
能

力
や

活
動

実
績

に
関

す
る

評
価

を
定

期
的

に
行

い
、

そ
の

結
果

を
基

に
給

与
・
研

究
費

配
分

へ
の

反
映

や
教

員
組

織
の

見
直

し
等

の
適

切
な

取
組

を
行

う
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
教

員
評

価
に

係
る

規
程

等
が

わ
か

る
資

料
◇

給
与

や
研

究
費

配
分

に
活

用
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

か
、

教
員

組
織

の
見

直
し

等
に

活
用

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
か

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
>
フ

ァ
イ

ル
管

理

(2
) 

(1
)の

体
制

の
下

、
教

員
評

価
を

実
施

し
て

い
る

か
。

◇
教

員
評

価
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

資
料

※
提

示
の

み
毎

年

○
人

事
係

(3
) 

把
握

し
た

評
価

結
果

を
基

に
、

行
っ

て
い

る
取

組
は

あ
る

か
。

　
■

　
給

与
に

お
け

る
措

置
　

☐
　

研
究

費
配

分
に

お
け

る
措

置
　

☐
　

教
員

組
織

の
見

直
し

　
☐

　
表

彰
　

☐
　

そ
の

他

◇
評

価
結

果
を

具
体

的
に

ど
の

よ
う

に
活

用
し

て
い

る
の

か
が

わ
か

る
資

料
※

提
示

の
み

毎
年

○
人

事
係

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

２
－

３
　

全
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

、
学

校
に

よ
る

定
期

的
な

評
価

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
教

員
の

採
用

及
び

昇
格

等
に

当
た

っ
て

、
明

確
な

基
準

や
規

定
が

定
め

ら
れ

、
そ

れ
に

従
い

適
切

な
運

用
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

２
－

３
－

①
　

全
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

、
学

校
に

よ
る

定
期

的
な

評
価

が
行

わ
れ

て
お

り
、

そ
の

結
果

が
活

用
さ

れ
て

い
る

か
。

１
－

１
　

教
育

活
動

を
中

心
と

し
た

学
校

の
総

合
的

な
状

況
に

つ
い

て
、

学
校

と
し

て
定

期
的

に
学

校
教

育
法

第
1
0
9
条

第
１

項
に

規
定

さ
れ

る
自

己
点

検
・
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

教
育

の
質

の
改

善
・
向

上
を

図
る

た
め

の
教

育
研

究
活

動
の

改
善

を
継

続
的

に
行

う
仕

組
み

（
以

下
「
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

」
と

い
う

。
）
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

１
－

１
－

③
　

学
校

の
構

成
員

及
び

学
外

関
係

者
の

意
見

の
聴

取
が

行
わ

れ
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
結

果
が

自
己

点
検

・
評

価
に

反
映

さ
れ

て
い

る
か

。

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目

１
．

教
育

の
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
校

長
校

長
・
石

田
　

邦
光

総
務

課
人

事
係
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況
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43

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 
自

己
点

検
・
評

価
の

実
施

に
際

し
て

、
次

の
各

者
の

意
見

を
反

映
す

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
か

。

　
■

　
職

員
◇

意
見

聴
取

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
実

施
方

法
、

回
数

、
意

見
内

容
の

例
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
集

計
表

等
。

）
毎

年

○
事

務
部

長
室

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

１
．

教
育

の
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

１
－

１
　

教
育

活
動

を
中

心
と

し
た

学
校

の
総

合
的

な
状

況
に

つ
い

て
、

学
校

と
し

て
定

期
的

に
学

校
教

育
法

第
1
0
9
条

第
１

項
に

規
定

さ
れ

る
自

己
点

検
・
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

教
育

の
質

の
改

善
・
向

上
を

図
る

た
め

の
教

育
研

究
活

動
の

改
善

を
継

続
的

に
行

う
仕

組
み

（
以

下
「
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

」
と

い
う

。
）
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

１
－

１
－

③
　

学
校

の
構

成
員

及
び

学
外

関
係

者
の

意
見

の
聴

取
が

行
わ

れ
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
結

果
が

自
己

点
検

・
評

価
に

反
映

さ
れ

て
い

る
か

。

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
事

務
部

長
事

務
部

長
　

渡
邊

　
一

右

総
務

課
人

事
係
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4
4

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
教

育
活

動
を

有
効

に
展

開
す

る
た

め
必

要
と

考
え

ら
れ

る
教

務
・
学

生
支

援
・
入

試
等

の
委

員
会

の
組

織
体

制
が

わ
か

る
資

料
（
当

該
事

項
を

審
議

す
る

た
め

の
組

織
の

構
成

図
、

運
営

規
程

等
）

改
編

時
又

は
7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(2
) 

(1
)の

体
制

の
下

、
必

要
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

か
。

◇
活

動
が

行
わ

れ
て

い
る

実
績

が
わ

か
る

資
料

（
各

組
織

の
会

議
の

開
催

回
数

等
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 

全
教

員
（
非

常
勤

教
員

を
除

く
。

）
に

対
し

て
校

長
又

は
そ

の
委

任
を

受
け

た
者

に
よ

る
教

育
上

の
能

力
や

活
動

実
績

に
関

す
る

評
価

を
定

期
的

に
行

い
、

そ
の

結
果

を
基

に
給

与
・
研

究
費

配
分

へ
の

反
映

や
教

員
組

織
の

見
直

し
等

の
適

切
な

取
組

を
行

う
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
教

員
評

価
に

係
る

規
程

等
が

わ
か

る
資

料
◇

給
与

や
研

究
費

配
分

に
活

用
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

か
、

教
員

組
織

の
見

直
し

等
に

活
用

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
か

が
わ

か
る

資
料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 

(1
)の

体
制

の
下

、
教

員
評

価
を

実
施

し
て

い
る

か
。

◇
教

員
評

価
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

資
料

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 

把
握

し
た

評
価

結
果

を
基

に
、

行
っ

て
い

る
取

組
は

あ
る

か
。

　
☐

　
給

与
に

お
け

る
措

置
　

☐
　

研
究

費
配

分
に

お
け

る
措

置
　

☐
　

教
員

組
織

の
見

直
し

　
☐

　
表

彰
　

☐
　

そ
の

他

◇
評

価
結

果
を

具
体

的
に

ど
の

よ
う

に
活

用
し

て
い

る
の

か
が

わ
か

る
資

料
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
総

務
課

総
務

課
長

・
瀧

本
　

笑
子

総
務

課
総

務
係

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

２
－

１
　

学
校

の
教

育
に

係
る

基
本

的
な

組
織

構
成

が
、

学
校

の
目

的
に

照
ら

し
て

適
切

な
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

教
育

活
動

を
展

開
す

る
上

で
必

要
な

運
営

体
制

が
適

切
に

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　

教
育

活
動

を
有

効
に

展
開

す
る

た
め

の
検

討
・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る

な
ど

の
必

要
な

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。

２
－

３
　

全
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

、
学

校
に

よ
る

定
期

的
な

評
価

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
教

員
の

採
用

及
び

昇
格

等
に

当
た

っ
て

、
明

確
な

基
準

や
規

定
が

定
め

ら
れ

、
そ

れ
に

従
い

適
切

な
運

用
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

２
－

３
－

①
　

全
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

、
学

校
に

よ
る

定
期

的
な

評
価

が
行

わ
れ

て
お

り
、

そ
の

結
果

が
活

用
さ

れ
て

い
る

か
。

124



適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 

管
理

運
営

体
制

に
関

す
る

規
程

等
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
管

理
運

営
に

関
す

る
諸

規
程

、
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(2
) 

委
員

会
等

の
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
諸

規
程

、
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
組

織
図

等
）

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(3
) 

校
長

、
主

事
等

の
役

割
分

担
が

明
確

に
な

っ
て

い
る

か
。

◇
役

割
分

担
が

わ
か

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(4
) 

事
務

組
織

の
体

制
を

規
程

等
に

基
づ

き
整

備
し

て
い

る
か

。
◇

規
程

等
、

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

(5
) 

教
員

と
事

務
職

員
等

と
が

適
切

な
役

割
分

担
の

下
、

必
要

な
連

携
体

制
を

確
保

し
て

い
る

か
。

◆
「
役

割
分

担
が

適
切

で
あ

る
」
と

は
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
等

が
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

分
担

に
お

い
て

責
任

を
有

し
つ

つ
協

力
し

て
円

滑
な

管
理

運
営

の
実

現
に

資
す

る
状

況
に

あ
る

こ
と

を
想

定
。

◇
規

定
等

、
教

員
と

事
務

職
員

が
構

成
員

と
し

て
構

成
さ

れ
て

い
る

会
議

体
が

わ
か

る
資

料
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
〇

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(6
) 

(1
)～

(5
)の

体
制

の
下

、
効

果
的

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

。
◇

活
動

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
各

組
織

の
会

議
の

開
催

回
数

等
）

毎
年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

４
－

３
　

学
校

の
教

育
研

究
活

動
等

の
状

況
や

そ
の

活
動

の
成

果
に

関
す

る
情

報
を

広
く
社

会
に

提
供

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

３
－

①
　

学
校

に
お

け
る

教
育

研
究

活
動

等
の

状
況

に
つ

い
て

の
情

報
（
学

校
教

育
法

施
行

規
則

第
1
7
2
条

の
２

に
規

定
さ

れ
る

事
項

を
含

む
。

）
が

公
表

さ
れ

て
い

る
か

。

(1
) 

教
育

情
報

を
法

令
に

従
い

以
下

の
項

目
を

適
切

に
公

表
し

て
い

る
か

。

　
☐

　
高

等
専

門
学

校
の

教
育

上
の

目
的

及
び

学
校

教
育

法
施

行
規

則
第

1
6
5
条

の
２

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
定

め
る

方
針

　
☐

　
教

育
研

究
上

の
基

本
組

織
　

☐
　

教
員

組
織

、
教

員
の

数
並

び
に

各
教

員
が

有
す

る
学

位
及

び
業

績
　

☐
　

入
学

者
の

数
、

収
容

定
員

及
び

在
学

す
る

学
生

の
数

、
卒

業
又

は
修

了
し

た
者

の
数

並
び

に
進

学
者

数
及

び
就

職
者

数
そ

の
他

進
学

及
び

就
職

等
の

状
況

　
☐

　
授

業
科

目
、

授
業

の
方

法
及

び
内

容
並

び
に

年
間

の
授

業
の

計
画

　
☐

　
学

修
の

成
果

に
係

る
評

価
及

び
卒

業
又

は
修

了
の

認
定

に
当

た
っ

て
の

基
準 　

☐
　

校
地

、
校

舎
等

の
施

設
及

び
設

備
そ

の
他

の
学

生
の

教
育

研
究

環
境

　
☐

　
授

業
料

、
入

学
料

そ
の

他
の

高
等

専
門

学
校

が
徴

収
す

る
費

用
　

☐
　

高
等

専
門

学
校

が
行

う
学

生
の

修
学

、
進

路
選

択
及

び
心

身
の

健
康

等
に

係
る

支
援

◇
刊

行
物

の
該

当
箇

所
が

わ
か

る
資

料
◇

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

掲
載

項
目

チ
ェ

ッ
ク

表
毎

年

〇
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

①
　

管
理

運
営

の
諸

規
程

が
整

備
さ

れ
、

各
種

委
員

会
及

び
事

務
組

織
が

適
切

に
役

割
を

分
担

し
、

効
果

的
に

活
動

し
て

い
る

か
。

基
準

・
視

点
観

点
項

目
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策
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45

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

２
　

教
育

活
動

を
展

開
す

る
た

め
に

必
要

な
教

員
が

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

２
－

２
－

③
　

学
校

の
目

的
に

応
じ

た
教

育
研

究
活

動
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
教

員
の

年
齢

構
成

等
へ

の
配

慮
等

適
切

な
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

る
か

。

(3
) 
在

職
す

る
教

員
に

対
し

て
教

育
研

究
水

準
の

維
持

向
上

及
び

教
育

研
究

の
活

性
化

を
図

る
た

め
に

行
っ

て
い

る
措

置
等

は
あ

る
か

。
　

■
　

学
位

取
得

に
関

す
る

支
援

　
☐

　
任

期
制

の
導

入
　

☐
　

公
募

制
の

導
入

　
■

　
教

員
表

彰
制

度
の

導
入

　
☐

　
企

業
研

修
へ

の
参

加
支

援
　

■
　

校
長

裁
量

経
費

等
の

予
算

配
分

　
■

　
ゆ

と
り

の
時

間
確

保
策

の
導

入
　

☐
　

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

制
度

の
導

入
　

■
　

他
の

教
育

機
関

と
の

人
事

交
流

　
☐

　
そ

の
他

◇
行

っ
て

い
る

措
置

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 
教

育
支

援
者

等
（
事

務
職

員
、

技
術

職
員

、
図

書
館

職
員

、
助

手
等

。
）
を

法
令

に
従

い
適

切
に

配
置

し
て

い
る

か
。

◇
高

等
専

門
学

校
現

況
表

（
別

紙
2
-
1
）

◇
教

育
支

援
者

に
関

す
る

事
務

組
織

図
、

役
割

分
担

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 
図

書
館

に
司

書
等

の
専

門
的

職
員

を
法

令
に

従
い

適
切

に
配

置
し

て
い

る
か

。
◇

高
等

専
門

学
校

現
況

表
（
別

紙
2
-
1
）

0
2
提

示
の

み
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

人
事

係

２
－

４
－

③
　

教
育

支
援

者
等

に
対

し
て

、
研

修
等

、
そ

の
資

質
の

向
上

を
図

る
た

め
の

取
組

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

か
。

(1
) 
教

育
支

援
者

等
（
事

務
職

員
、

技
術

職
員

、
図

書
館

職
員

、
助

手
等

。
）
に

対
し

て
、

研
修

等
、

そ
の

資
質

の
向

上
を

図
る

た
め

の
取

組
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

か
。

◆
F
D

に
関

連
し

た
教

育
の

質
の

向
上

や
授

業
の

改
善

に
関

す
る

教
育

支
援

者
に

対
す

る
取

組
を

分
析

す
る

。

◇
研

修
等

の
実

施
状

況
（
参

加
状

況
等

。
）
の

取
組

が
わ

か
る

資
料

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

２
－

４
　

教
員

の
教

育
能

力
の

向
上

を
図

る
取

組
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
教

育
活

動
を

展
開

す
る

た
め

に
必

要
な

教
育

支
援

者
等

が
適

切
に

配
置

さ
れ

、
資

質
の

向
上

を
図

る
た

め
の

取
組

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

。

２
－

４
－

②
　

学
校

に
お

け
る

教
育

活
動

を
展

開
す

る
た

め
に

必
要

な
事

務
職

員
、

技
術

職
員

等
の

教
育

支
援

者
等

が
適

切
に

配
置

さ
れ

て
い

る
か

。

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
総

務
課

総
務

課
長

　
瀧

本
　

笑
子

総
務

課
人

事
係
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適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 
学

生
の

生
活

や
経

済
面

に
お

け
る

指
導

・
相

談
・
助

言
等

の
体

制
に

関
し

、
ど

の
よ

う
に

整
備

し
て

い
る

か
。

　
■

　
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
相

談
体

制
◇

そ
れ

ぞ
れ

の
体

制
の

整
備

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

(3
) 
(2

)以
外

で
、

(1
)の

体
制

に
基

づ
い

た
学

生
の

生
活

や
経

済
面

に
お

け
る

指
導

・
相

談
・
助

言
等

の
活

動
が

実
際

に
学

生
に

利
用

さ
れ

て
い

る
か

。

　
☐

　
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
相

談
体

制
◇

相
談

実
績

（
相

談
・
対

応
例

）
、

各
体

制
に

係
る

委
員

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年
－

－
－

令
和

4
年

度
実

績
無

し

　
☐

　
そ

の
他

◇
相

談
実

績
（
相

談
・
対

応
例

）
、

各
体

制
に

係
る

委
員

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

－
－

－
令

和
4
年

度
実

績
無

し

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

⑤
　

管
理

運
営

の
た

め
の

組
織

及
び

事
務

組
織

が
十

分
に

任
務

を
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
研

修
等

、
管

理
運

営
に

関
わ

る
職

員
の

資
質

の
向

上
を

図
る

た
め

の
取

組
（
ス

タ
ッ

フ
・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

）
が

組
織

的
に

行
わ

れ
て

い
る

か
。

(1
) 
Ｓ

Ｄ
等

を
実

施
し

て
い

る
か

。

◆
Ｓ

Ｄ
と

は
、

事
務

職
員

等
の

ほ
か

、
教

授
等

の
教

員
や

校
長

等
の

執
行

部
に

対
し

、
教

育
研

究
活

動
等

の
効

果
的

な
運

営
を

図
る

た
め

、
必

要
な

知
識

及
び

技
能

を
習

得
さ

せ
、

そ
の

能
力

及
び

資
質

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
研

修
（
管

理
運

営
等

の
研

修
）
の

こ
と

を
い

う
。

◇
規

程
等

の
資

料
◇

実
施

状
況

（
参

加
状

況
等

）
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

３
－

２
－

④
　

学
生

の
生

活
や

経
済

面
に

係
わ

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
か

。

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況
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46

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 
全

教
員

（
非

常
勤

教
員

を
除

く
。

）
に

対
し

て
校

長
又

は
そ

の
委

任
を

受
け

た
者

に
よ

る
教

育
上

の
能

力
や

活
動

実
績

に
関

す
る

評
価

を
定

期
的

に
行

い
、

そ
の

結
果

を
基

に
給

与
・
研

究
費

配
分

へ
の

反
映

や
教

員
組

織
の

見
直

し
等

の
適

切
な

取
組

を
行

う
体

制
を

整
備

し
て

い
る

か
。

◇
教

員
評

価
に

係
る

規
程

等
が

わ
か

る
資

料
　

該
当

資
料

な
し

◇
給

与
や

研
究

費
配

分
に

活
用

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
か

、
教

員
組

織
の

見
直

し
等

に
活

用
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

か
が

わ
か

る
資

料
　

該
当

資
料

な
し

毎
年

-
-

-
-

(2
) 
(1

)の
体

制
の

下
、

教
員

評
価

を
実

施
し

て
い

る
か

。
◇

教
員

評
価

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料
　

該
当

資
料

な
し

毎
年

-
-

-
-

(3
) 
把

握
し

た
評

価
結

果
を

基
に

、
行

っ
て

い
る

取
組

は
あ

る
か

。
　

☐
　

給
与

に
お

け
る

措
置

　
☐

　
研

究
費

配
分

に
お

け
る

措
置

　
☐

　
教

員
組

織
の

見
直

し
　

☐
　

表
彰

　
☐

　
そ

の
他

◇
評

価
結

果
を

具
体

的
に

ど
の

よ
う

に
活

用
し

て
い

る
の

か
が

わ
か

る
資

料
　

該
当

資
料

な
し

毎
年

-
-

-
-

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 
過

去
５

年
間

の
貸

借
対

照
表

等
に

よ
る

財
務

状
態

は
適

切
な

状
況

と
な

っ
て

い
る

か
。

◇
過

去
５

年
間

の
貸

借
対

照
表

等
の

財
務

諸
表

　
資

料
4
-
1
-
1
-
(1

)-
0
1
_「

貸
借

対
照

表
（
平

成
3
0
年

度
～

令
和

4
年

度
）
」

　
資

料
4
-
1
-
1
-
(1

)-
0
2
_「

損
益

計
算

書
（
平

成
3
0
年

度
～

令
和

4
年

度
）
」

◇
長

期
未

払
金

、
長

期
借

入
金

が
あ

る
場

合
は

、
そ

の
内

容
を

確
認

で
き

る
資

料
◇

臨
時

利
益

又
は

臨
時

損
失

が
計

上
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

内
容

が
確

認
で

き
る

資
料

　
資

料
4
-
1
-
1
-
(1

)-
0
3
_「

長
期

未
払

金
、

臨
時

損
失

、
臨

時
利

益
内

訳
（
平

成
3
0
年

度
）
」

　
資

料
4
-
1
-
1
-
(1

)-
0
4
_「

長
期

未
払

金
、

臨
時

損
失

、
臨

時
利

益
内

訳
（
令

和
元

年
度

）
」

　
資

料
4
-
1
-
1
-
(1

)-
0
5
_「

長
期

未
払

金
、

臨
時

損
失

、
臨

時
利

益
内

訳
ｔ（

令
和

2
年

度
）
」

　
資

料
4
-
1
-
1
-
(1

)-
0
6
_「

長
期

未
払

金
、

臨
時

損
失

、
臨

時
利

益
内

訳
（
令

和
3
年

度
）
」

　
資

料
4
-
1
-
1
-
(1

)-
0
7
_「

長
期

未
払

金
、

臨
時

損
失

、
臨

時
利

益
内

訳
（
令

和
4
年

度
）
」

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

根
拠

と
し

て
必

要
な

資
料

点
検

間
隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

４
－

１
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、

教
育

研
究

活
動

を
将

来
に

わ
た

っ
て

適
切

か
つ

安
定

し
て

遂
行

で
き

る
だ

け
の

財
務

基
盤

を
有

し
て

お
り

、
活

動
の

財
務

上
の

基
礎

と
し

て
、

適
切

な
収

支
に

係
る

計
画

等
が

策
定

さ
れ

、
履

行
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

学
校

の
財

務
に

係
る

監
査

等
が

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

４
－

１
－

①
　

学
校

の
目

的
に

沿
っ

た
教

育
研

究
活

動
を

将
来

に
わ

た
っ

て
適

切
か

つ
安

定
し

て
遂

行
で

き
る

だ
け

の
財

務
基

盤
を

有
し

て
い

る
か

。

２
－

３
　

全
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

、
学

校
に

よ
る

定
期

的
な

評
価

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
教

員
の

採
用

及
び

昇
格

等
に

当
た

っ
て

、
明

確
な

基
準

や
規

定
が

定
め

ら
れ

、
そ

れ
に

従
い

適
切

な
運

用
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

２
－

３
－

①
　

全
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
対

し
て

、
学

校
に

よ
る

定
期

的
な

評
価

が
行

わ
れ

て
お

り
、

そ
の

結
果

が
活

用
さ

れ
て

い
る

か
。

４
．

財
務

基
盤

及
び

管
理

運
営

基
準

・
視

点
観

点
項

目

２
．

教
育

組
織

及
び

教
員

・
教

育
支

援
者

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
総

務
課

総
務

課
長

・
瀧

本
　

笑
子

総
務

課
財

務
係
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(2
) 
校

地
、

校
舎

等
の

資
産

を
保

有
し

て
い

る
か

。
◇

内
容

を
確

認
で

き
る

資
料

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
〇

(3
) 
過

去
５

年
間

に
お

い
て

運
営

費
交

付
金

、
授

業
料

、
入

学
料

、
検

定
料

等
の

経
常

的
な

収
入

を
確

保
し

て
い

る
か

。

◆
確

保
で

き
な

い
年

が
あ

っ
た

場
合

は
、

実
状

を
踏

ま
え

て
、

運
営

上
問

題
と

な
ら

な
い

か
等

に
つ

い
て

分
析

す
る

。

◇
過

去
５

年
間

の
運

営
費

交
付

金
、

授
業

料
、

入
学

料
、

検
定

料
等

の
収

入
状

況
　

資
料

4
-
1
-
1
-
(3

)-
0
1
_「

収
入

状
況

（
平

成
3
0
年

度
～

令
和

4
年

度
）
」

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(4
) 
過

去
５

年
間

の
収

支
状

況
に

お
い

て
支

出
超

過
と

な
っ

て
い

な
い

か
。

◆
支

出
超

過
と

な
っ

た
年

が
あ

っ
た

場
合

は
、

実
状

を
踏

ま
え

て
、

運
営

上
問

題
と

な
ら

な
い

も
の

か
等

に
つ

い
て

分
析

す
る

。

◇
過

去
５

年
間

の
資

金
収

支
計

算
書

及
び

消
費

収
支

計
算

書
　

（
再

掲
）
資

料
4
-
1
-
1
-
(1

)-
0
2
_「

損
益

計
算

書
（
平

成
3
0
年

度
～

令
和

4
年

度
）
」

◆
令

和
4
年

度
の

経
常

利
益

は
マ

イ
ナ

ス
に

な
っ

て
い

な
い

。

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 
収

支
に

係
る

方
針

、
計

画
等

を
策

定
し

て
い

る
か

。
◇

収
支

に
係

る
方

針
や

計
画

策
定

に
関

す
る

予
算

関
連

規
程

等
　

資
料

4
-
1
-
2
-
(1

)-
0
1
_「

予
算

の
審

議
に

関
す

る
規

則
」

◇
予

算
配

分
や

収
支

に
係

る
方

針
、

計
画

等
が

わ
か

る
資

料
　

資
料

4
-
1
-
2
-
(1

)-
0
2
_「

予
算

配
分

方
針

及
び

計
画

が
わ

か
る

資
料

」

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 
(1

)を
関

係
者

（
教

職
員

等
）
へ

明
示

し
て

い
る

か
。

◇
予

算
の

関
係

者
（
教

職
員

等
）
へ

の
明

示
状

況
を

把
握

で
き

る
資

料 　
資

料
4
-
1
-
2
-
(2

)-
0
1
_「

予
算

配
分

に
係

る
審

議
状

況
が

わ
か

る
資

料
」

　
資

料
4
-
1
-
2
-
(2

)-
0
2
_「

予
算

配
分

方
針

及
び

計
画

を
周

知
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料
」

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 
学

校
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
に

、
教

育
研

究
活

動
に

対
し

て
適

切
な

資
源

配
分

を
決

定
す

る
際

、
明

確
な

プ
ロ

セ
ス

に
基

づ
い

て
行

っ
て

い
る

か
。

◆
予

算
配

分
の

方
針

が
定

め
ら

れ
、

そ
の

方
針

に
則

り
実

際
の

予
算

配
分

が
行

わ
れ

て
い

る
か

、
プ

ロ
セ

ス
（
手

続
き

の
流

れ
）
の

適
切

性
も

含
め

て
分

析
す

る
。

◆
予

算
の

配
分

状
況

と
、

そ
の

実
績

（
執

行
状

況
）
を

対
比

さ
せ

て
分

析
す

る
。

◆
校

長
裁

量
経

費
等

の
重

点
配

分
経

費
の

配
分

基
準

等
の

策
定

状
況

（
手

続
き

、
経

路
、

決
定

機
関

等
。

）
に

つ
い

て
も

併
せ

て
分

析
す

る
。

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 
資

源
配

分
が

、
４

－
１

－
②

の
収

支
に

係
る

方
針

、
計

画
と

整
合

性
を

有
し

て
い

る
か

。

◆
資

源
配

分
と

収
支

に
係

る
方

針
、

計
画

と
の

整
合

性
、

執
行

状
況

と
の

対
応

に
つ

い
て

分
析

す
る

。
そ

の
際

、
資

源
配

分
の

決
定

プ
ロ

セ
ス

の
整

合
性

に
つ

い
て

も
言

及
す

る
。

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 
資

源
配

分
の

内
容

に
つ

い
て

、
関

係
者

（
教

職
員

等
）
に

明
示

し
て

い
る

か
。

◇
予

算
の

関
係

者
（
教

職
員

等
）
へ

の
明

示
状

況
を

把
握

で
き

る
資

料 　
（
再

掲
）
資

料
4
-
1
-
2
-
(2

)-
0
1
_「

予
算

配
分

に
係

る
審

議
状

況
が

わ
か

る
資

料
」

　
（
再

掲
）
資

料
4
-
1
-
2
-
(2

)-
0
2
_「

予
算

配
分

方
針

及
び

計
画

を
周

知
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料
」

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

４
－

１
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、

教
育

研
究

活
動

を
将

来
に

わ
た

っ
て

適
切

か
つ

安
定

し
て

遂
行

で
き

る
だ

け
の

財
務

基
盤

を
有

し
て

お
り

、
活

動
の

財
務

上
の

基
礎

と
し

て
、

適
切

な
収

支
に

係
る

計
画

等
が

策
定

さ
れ

、
履

行
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

学
校

の
財

務
に

係
る

監
査

等
が

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

４
－

１
－

②
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

の
活

動
の

財
務

上
の

基
礎

と
し

て
、

適
切

な
収

支
に

係
る

計
画

等
が

策
定

さ
れ

、
関

係
者

に
明

示
さ

れ
て

い
る

か
。

４
－

１
－

③
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
教

育
研

究
活

動
（
必

要
な

施
設

・
設

備
の

整
備

を
含

む
）
に

対
し

て
の

資
源

配
分

を
、

学
校

と
し

て
適

切
に

行
う

体
制

を
整

備
し

、
行

っ
て

い
る

か
。

◇
予

算
配

分
実

績
(教

育
経

費
、

研
究

経
費

、
施

設
設

備
費

の
配

分
実

績
）

　
資

料
4
-
1
-
3
-
(1

)-
0
1
_「

予
算

配
分

実
績

が
わ

か
る

資
料

」

◇
校

長
裁

量
経

費
等

の
重

点
配

分
経

費
を

設
定

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

資
源

配
分

が
把

握
で

き
る

資
料

　
資

料
4
-
1
-
3
-
(1

)-
0
2
_「

校
長

裁
量

経
費

の
配

分
が

わ
か

る
資

料
」

　
資

料
4
-
1
-
3
-
(1

)-
0
3
_「

校
長

裁
量

経
費

以
外

の
重

点
配

分
経

費
が

わ
か

る
資

料
」

◇
予

算
関

連
規

程
等

　
該

当
資

料
な

し

◇
予

算
配

分
に

係
る

審
議

状
況

が
わ

か
る

資
料

（
議

事
録

等
）

　
（
再

掲
）
資

料
4
-
1
-
2
-
(2

)-
0
1
_「

予
算

配
分

に
係

る
審

議
状

況
が

わ
か

る
資

料
」

◇
施

設
・
設

備
の

整
備

計
画

の
全

体
像

が
わ

か
る

資
料

（
学

内
全

体
の

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
等

。
）

　
資

料
4
-
1
-
3
-
(1

)-
0
4
_「

設
備

整
備

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
導

入
希

望
設

備
」

４
－

１
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、

教
育

研
究

活
動

を
将

来
に

わ
た

っ
て

適
切

か
つ

安
定

し
て

遂
行

で
き

る
だ

け
の

財
務

基
盤

を
有

し
て

お
り

、
活

動
の

財
務

上
の

基
礎

と
し

て
、

適
切

な
収

支
に

係
る

計
画

等
が

策
定

さ
れ

、
履

行
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

学
校

の
財

務
に

係
る

監
査

等
が

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

４
－

１
－

①
　

学
校

の
目

的
に

沿
っ

た
教

育
研

究
活

動
を

将
来

に
わ

た
っ

て
適

切
か

つ
安

定
し

て
遂

行
で

き
る

だ
け

の
財

務
基

盤
を

有
し

て
い

る
か

。
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(1
) 
設

置
者

は
、

法
令

等
に

基
づ

き
、

財
務

諸
表

等
を

作
成

・
公

表
し

て
い

る
か

。
◇

作
成

・
公

表
状

況
が

わ
か

る
資

料
　

資
料

4
-
1
-
4
-
(1

)-
0
1
_「

財
務

諸
表

等
を

作
成

・
公

表
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
資

料
」

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 
財

務
に

係
る

監
査

等
を

実
施

し
て

い
る

か
。

◇
学

内
会

計
監

査
規

程
（
科

学
研

究
費

助
成

事
業

等
の

外
部

資
金

に
関

す
る

監
査

規
程

も
含

む
。

）
　

資
料

4
-
1
-
4
-
(2

)-
0
1
_「

弓
削

商
船

高
等

専
門

学
校

会
計

実
地

監
査

規
則

」
　

資
料

4
-
1
-
4
-
(2

)-
0
2
_「

公
的

研
究

費
に

関
す

る
内

部
監

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

」

◇
外

部
監

査
、

学
内

監
査

の
監

査
報

告
書

、
国

立
高

等
専

門
学

校
の

場
合

は
、

国
立

高
等

専
門

学
校

間
の

相
互

監
査

報
告

書
　

資
料

4
-
1
-
4
-
(2

)-
0
3
_「

弓
削

商
船

高
等

専
門

学
校

会
計

実
地

監
査

報
告

書
」

　
資

料
4
-
1
-
4
-
(2

)-
0
4
_「

非
常

勤
雇

用
者

勤
務

実
態

内
部

監
査

報
告

書
」

　
資

料
4
-
1
-
4
-
(2

)-
0
5
_「

研
究

者
旅

費
内

部
監

査
報

告
書

」
　

資
料

4
-
1
-
4
-
(2

)-
0
6
_「

公
的

研
究

費
監

査
報

告
書

」
　

資
料

4
-
1
-
4
-
(2

)-
0
7
_「

高
専

相
互

会
計

内
部

監
査

報
告

事
項

等
一

覧
（
苫

小
牧

→
弓

削
）
」

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(1
) 
外

部
の

財
務

資
源

（
科

学
研

究
費

助
成

事
業

に
よ

る
外

部
資

金
、

受
託

研
究

、
共

同
研

究
、

受
託

試
験

、
奨

学
寄

附
金

、
同

窓
会

等
か

ら
の

寄
付

金
等

）
を

積
極

的
に

受
入

れ
る

取
組

を
行

っ
て

い
る

か
。

◆
過

去
５

年
間

の
外

部
資

金
に

つ
い

て
、

明
確

な
獲

得
方

策
（
獲

得
の

た
め

の
取

組
。

）
を

有
す

る
か

、
十

分
な

獲
得

実
績

が
あ

る
か

等
に

つ
い

て
、

分
析

す
る

。

◇
過

去
５

年
間

の
科

学
研

究
費

助
成

事
業

に
よ

る
外

部
資

金
、

受
託

研
究

、
共

同
研

究
、

受
託

試
験

、
奨

学
寄

附
金

、
同

窓
会

等
か

ら
の

寄
付

金
等

、
外

部
の

財
務

資
源

の
受

入
れ

へ
の

取
組

及
び

受
入

実
績

に
関

す
る

資
料

　
資

料
4
-
2
-
3
-
(1

)-
0
1
_「

外
部

資
金

受
入

状
況

（
平

成
3
0
年

度
～

令
和

4
年

度
）
」

　
（
再

掲
）
資

料
4
-
1
-
3
-
(1

)-
0
2
_「

校
長

裁
量

経
費

の
配

分
が

わ
か

る
資

料
」

毎
年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(2
) 
公

的
研

究
費

を
適

正
に

管
理

す
る

シ
ス

テ
ム

が
整

備
さ

れ
て

い
る

か
。

◇
管

理
体

制
が

わ
か

る
資

料
（
規

程
等

）
　

資
料

4
-
2
-
3
-
(2

)-
0
1
_「

高
専

機
構

に
お

け
る

公
的

研
究

費
等

の
取

扱
い

に
関

す
る

規
則

」
　

資
料

4
-
2
-
3
-
(2

)-
0
2
_「

公
的

研
究

費
等

の
運

営
及

び
管

理
体

制
が

わ
か

る
資

料
」

変
更

が
あ

っ
た

時
又

は
7
年

毎
○

ガ
ル

ー
ン

＞
フ

ァ
イ

ル
管

理

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

４
－

１
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、

教
育

研
究

活
動

を
将

来
に

わ
た

っ
て

適
切

か
つ

安
定

し
て

遂
行

で
き

る
だ

け
の

財
務

基
盤

を
有

し
て

お
り

、
活

動
の

財
務

上
の

基
礎

と
し

て
、

適
切

な
収

支
に

係
る

計
画

等
が

策
定

さ
れ

、
履

行
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

学
校

の
財

務
に

係
る

監
査

等
が

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

４
－

１
－

④
　

学
校

を
設

置
す

る
法

人
の

財
務

諸
表

等
が

適
切

な
形

で
公

表
さ

れ
て

い
る

か
。

ま
た

、
財

務
に

係
る

監
査

等
が

適
正

に
行

わ
れ

て
い

る
か

。

４
－

２
　

学
校

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

管
理

運
営

体
制

及
び

事
務

組
織

が
整

備
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

外
部

の
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

４
－

２
－

③
　

外
部

資
金

を
積

極
的

に
受

入
れ

る
取

組
を

行
っ

て
い

る
か

。

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況
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基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策
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47

報
告

者
（
責

任
者

）
役

職
・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て

い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

(1
) 
学

生
の

生
活

や
経

済
面

に
お

け
る

指
導

・
相

談
・
助

言
等

の
体

制
に

関
し

、
ど

の
よ

う
に

整
備

し
て

い
る

か
。

　
☐

　
保

健
室

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

体
制

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
○

　
☐

　
そ

の
他

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

体
制

の
整

備
状

況
が

わ
か

る
資

料
（
生

活
指

導
の

体
制

、
指

導
内

容
、

組
織

図
、

関
連

規
程

、
委

員
会

等
。

）
変

更
が

あ
っ

た
時

又
は

7
年

毎
-

-
-

(2
) 
健

康
診

断
及

び
健

康
相

談
・
保

健
指

導
を

定
期

的
に

実
施

し
て

い
る

か
。

◇
各

取
組

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

(3
) 
(2

)以
外

で
、

(1
)の

体
制

に
基

づ
い

た
学

生
の

生
活

や
経

済
面

に
お

け
る

指
導

・
相

談
・
助

言
等

の
活

動
が

実
際

に
学

生
に

利
用

さ
れ

て
い

る
か

。

　
☐

　
保

健
室

◇
相

談
実

績
（
相

談
・
対

応
例

）
、

各
体

制
に

係
る

委
員

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

○
ガ

ル
ー

ン
＞

フ
ァ

イ
ル

管
理

　
☐

　
そ

の
他

◇
相

談
実

績
（
相

談
・
対

応
例

）
、

各
体

制
に

係
る

委
員

会
等

の
実

施
状

況
が

わ
か

る
資

料
毎

年

－
－

－

整
理

番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
学

生
課

学
生

課
長

・
成

田
　

悦
子

学
生

課
学

生
支

援
係

３
．

学
習

環
境

及
び

学
生

支
援

等

基
準

・
視

点
観

点
項

目
根

拠
と

し
て

必
要

な
資

料
点

検
間

隔

点
検

・
評

価
結

果
（
い

ず
れ

か
に

〇
）

根
拠

資
料

の
保

管
場

所

３
－

２
　

教
育

を
実

施
す

る
上

で
の

履
修

指
導

、
学

生
の

自
主

的
学

習
の

相
談

・
助

言
等

の
学

習
支

援
体

制
や

学
生

の
生

活
や

経
済

面
並

び
に

就
職

等
に

関
す

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
学

生
の

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

体
制

等
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
こ

と
。

３
－

２
－

④
　

学
生

の
生

活
や

経
済

面
に

係
わ

る
指

導
・
相

談
・
助

言
等

を
行

う
体

制
が

整
備

さ
れ

、
機

能
し

て
い

る
か

。

134



基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

基
準

・
視

点
観

点
項

目

特
に

な
し

＜
前

年
度

か
ら

の
改

善
事

項
＞

前
年

度
ま

で
の

状
況

改
善

状
況

＜
優

れ
た

取
組

・
特

色
あ

る
取

組
＞

特
に

な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

＞

現
在

の
状

況
考

え
ら

れ
る

改
善

策
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4
8

報
告

者
（
責

任
者

）
役
職

・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て
い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　
学

校
の
教
育
に
係
る
基
本
的
な

組
織
構

成
が
、
学
校
の
目
的
に
照
ら
し
て

適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
教
育

活
動

を
展
開

す
る
上
で
必
要
な
運
営
体
制

が
適
切

に
整

備
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　
教

育
活

動
を
有

効
に
展

開
す
る
た
め
の

検
討

・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る
な
ど
の

必
要

な
活

動
が

行
わ

れ
て
い
る
か

。

(2
)教

育
活
動

を
有

効
に
展

開
す
る
た
め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、
必

要
な
活

動
を
行

っ
て
い
る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い
る
実

績
が

わ
か

る
資
料

（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ
ル

ー
ン
＞

フ
ァ
イ
ル

管
理

基
準
・
視
点

観
点

項
目

特
に
な
し

基
準
・
視
点

観
点

項
目

特
に
な
し

＜
優

れ
た
取

組
・
特

色
あ
る
取
組
＞

特
に
な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
＞

現
在

の
状
況

考
え
ら
れ

る
改

善
策

点
検

・
評

価
結

果
（
い
ず
れ

か
に
〇

）
根

拠
資

料
の

保
管

場
所

２
．
教

育
組

織
及

び
教

員
・
教

育
支
援
者
等

基
準
・
視
点

観
点

項
目

根
拠

と
し
て
必

要
な
資
料

点
検

間
隔

＜
前

年
度

か
ら
の

改
善
事

項
＞

前
年

度
ま
で
の

状
況

改
善

状
況

整
理
番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
創
基
1
2
0
周
年
・
高
専
創

立
5
0
周

年
記

念
事

業
委

員
会

校
長

・
石

田
　
邦

光

総
務

課
総

務
係
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4
9

報
告

者
（
責

任
者

）
役
職

・
氏

名

事
務

担
当

適
合

し
て
い
る

要
改

善
今

回
対

象
外

２
－

１
　
学

校
の
教
育
に
係
る
基
本
的
な

組
織
構

成
が
、
学
校
の
目
的
に
照
ら
し
て

適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
教
育

活
動

を
展
開

す
る
上
で
必
要
な
運
営
体
制

が
適
切

に
整

備
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
こ

と
。

２
－

１
－

③
　
教

育
活

動
を
有

効
に
展

開
す
る
た
め
の

検
討

・
運

営
体

制
が

整
備

さ
れ

、
教

育
活

動
等

に
係

る
重

要
事

項
を

審
議

す
る
な
ど
の

必
要

な
活

動
が

行
わ

れ
て
い
る
か

。

(2
)教

育
活
動

を
有

効
に
展

開
す
る
た
め
の

検
討

・
運

営
体

制
の

下
、
必

要
な
活

動
を
行

っ
て
い
る
か

。
◇

活
動

が
行

わ
れ

て
い
る
実

績
が

わ
か

る
資
料

（
会

議
の

開
催

回
数

、
議

事
要

旨
1
年

分
等

。
）

毎
年

〇
ガ
ル

ー
ン
＞

フ
ァ
イ
ル

管
理

基
準
・
視
点

観
点

項
目

特
に
な
し

基
準
・
視
点

観
点

項
目

特
に
な
し

整
理
番
号

令
和

４
年

度
自

己
点

検
評

価
報

告
書

組
織

名
練
習
船
弓
削
丸
代

船
建

造
検

討
委

員
会

教
授

・
湯

田
　
紀

男

総
務

課
総

務
係

点
検

・
評

価
結

果
（
い
ず
れ

か
に
〇

）
根

拠
資

料
の

保
管

場
所

２
．
教

育
組

織
及

び
教

員
・
教

育
支
援
者
等

基
準
・
視
点

観
点

項
目

根
拠

と
し
て
必

要
な
資
料

点
検

間
隔

＜
前

年
度

か
ら
の

改
善
事

項
＞

前
年

度
ま
で
の

状
況

改
善

状
況

＜
優

れ
た
取

組
・
特

色
あ
る
取
組
＞

特
に
な
し

＜
改

善
が

必
要

な
取

組
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
＞

現
在

の
状
況

考
え
ら
れ

る
改

善
策
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第７章 学寮 （弓削商船高等専門学校学寮管理運営規則）  

第７章 学 寮  

○弓削商船高等専門学校学寮管理運営規則

制  定 昭和63年３月28日  

最終改正 令和４年４月13日  

 （趣旨）  

第１条 この規則は，弓削商船高等専門学校学則（以下「学則」という。）第52条第

２項の規定に基づき，学寮の管理運営について，その円滑かつ適正な運用を図るた

めに必要な事項を定める。  

（目的）  

第２条 学寮は，本校の教育施設であって，入寮する学生（以下「寮生」という。）

は，団体生活を通して，友愛，協調及び自主の精神を培い，責任と規律ある習慣を

体得させ，将来にわたる人間形成に資することを目的とする。  

（名称） 

第３条 本校の学寮は，白砂寮と称する。 

 （管理運営等） 

第４条 学寮の管理運営は校長が行う。  

２ 寮務主事は，校長の命を受けて，学寮の管理運営及び寮生の厚生補導に関する事

項を掌理する。  

３ 寮務主事補は，寮務主事の業務を補佐する。 

 （寮監及び寮生指導教員）  

第５条 学寮に，寮監及び寮生指導教員を置く。  

２ 寮監は，寮務主事をもって充てる。 

３ 寮生指導教員は，全教員をもって充てる。  

４ 寮生指導教員は，寮生の生活指導に当たる。  

 （寮務委員会）  

第６条 学寮の管理運営及び寮生の厚生補導に関する事項を審議するため，寮務委員

会を置く。  

２ 寮務委員会に関する必要な事項は，別に定める。  

 （寮生指導教員会議）  

第７条 寮務主事は，寮生の生活指導について，特に重要と思われる事項を審議する

ため，必要に応じ，寮生指導教員による会議を開催することができる。  

 （入寮）  

第８条 学寮は，本校学生に限り入寮することができる。  

２ 入寮を希望する者は入寮願（様式１）を提出し，引き続き在寮を希望する者は入

寮延長願（様式２）を提出し，校長の許可を受けなければならない。  

資料２
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３ 前項の願い出による許可期間は，許可を受けた入寮開始日の属する年度の末日ま

でとする。  

４ 次の期間は在寮させないものとする。  

(1) 休学及び停学の期間

(2) 学則第５条第１項第４号から第７号までに規定する休業期間

(3) その他校長が特に必要と認めた期間

５ 入寮選考に関する事項は，別に定める。  

 （退寮）  

第９条 寮生で，退寮を希望する者は，退寮願（様式３）を提出し，校長の許可を受

けなければならない。  

 （離寮）  

第10条 寮生が，離寮に相当する行為があるときは，校長が離寮を命じることがある。  

２ 寮生の離寮に関する事項は，別に定める。 

 （指導寮生）  

第11条 学寮に指導寮生を置くことができる。  

２ 指導寮生は，第１学年から第３学年の寮生に生活上の助言を与え，相談に当たる。  

３ 指導寮生は，第４学年及び第５学年の寮生の中から校長が任命する。  

 （寮生会）  

第12条 学寮に，寮生会を置く。  

２ 寮生会は，学校の指導のもとに，寮生の自立・自治の気風を養うことを目的とす

る。  

３ 寮生会は，寮生全員をもって構成する。  

４ 寮生会に関する必要な事項は，別に定める。  

（居室等）  

第13条 寮生の居室等の決定は，寮務主事が行う。  

（寄宿料）  

第14条 寄宿料の納付は，前期分を５月に，後期分を１０月に納付するものとする。  

（諸経費）  

第15条 食費その他学寮での生活に伴う必要な経費は，寮生の負担とし，所定の期日

までに納付しなければならない。  

（施設及び設備の保全）  

第16条 寮生は，学寮の施設及び設備を常に正常な状態に保全することに留意し，次

に掲げる事項を遵守しなければならない。  

(1) 居室を居室以外の目的に使用しないこと。

(2) 居室には，寮生以外の者を宿泊させないこと。

(3) 寮生は，所定の居室に居住すること。

(4) 施設及び設備等には，寮務主事の許可なく工作，掲示又は貼紙をしないこと。 

(5) 共同施設は，常に良好な状態を保つよう連帯して保全すること。

(6) 施設及び設備を故意又は重大な過失により，滅失，き損又は汚染したときは，

その現状回復に必要な経費を弁償すること。  
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(7) 防火管理，保健衛生管理，災害防止その他施設の管理運営上必要とする事項に

ついて，学校の指示に従い，積極的に協力すること。  

 （日課等）  

第17条 学寮における日課は，寮務主事が定める。  

２ 寮生は外泊する場合は外泊願（様式４）を，門限時間後に外出する場合は外出許

可願（様式５）を提出し，寮務主事の許可を受けなければならない。  

 （宿日直勤務）  

第18条 寮生指導教員は，勤務時間外において，寮生の生活指導に当たるため，別に

定めるところにより宿日直勤務に服するものとする。  

（寮生以外の立入り）  

第19条 寮生以外の者の学寮への立入りは，原則として認めない。ただし，やむを得

ない理由により立入る必要がある場合は，寮務主事，寮生指導教員又は寮務係の許

可を受け立入ることができるものとする。  

 附 則  

１ この規則は，昭和63年４月１日から施行する。  

２ 昭和62年度以前に入学した学生に係る入寮及び退寮の取扱いは，なお従前の例に

よる。  

附 則  

この規則は，平成元年６月29日から施行し，平成元年１月８日から適用する。  

附 則  

この規則は，平成８年４月１日から施行する。  

附 則  

この規則は，平成10年４月１日から施行する。  

附 則  

この規則は，平成18年３月22日から施行する。  

附 則  

この規則は，平成21年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は，令和３年２月18日から施行し，令和３年４月１日から適用する。 

附 則 

この規則は，令和３年３月４日から施行する。 

附 則 

この規則は，令和４年４月13日から施行し，令和４年４月１日から適用する。 
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様式１ 

入 寮 願 

（元号） 年 月 日 

弓削商船高等専門学校長 殿 

学科 学年 

本人氏名 

保護者等 

住 所 

 氏 名（記名押印又は署名） 

下記により入寮を希望しますので，ご許可くださるようお願いします。 

記 

１ 入寮希望期間 自 （元号） 年 月 日 

至 （元号） 年 月 日 

２ 理   由 

弓削商船高等専門学校では，「独立行政法人等の保有する個人情報保護に関する法律」に基づ

き入寮願を通して取得した個人情報は，入寮願以外の目的には使用いたしません。 

個人情報の適切な保護について 

保護者等とは，学生が教育研究活動を円滑に遂行していくうえで，学校と連携し，学生

を指導，支援する立場にある者で，学生が未成年の場合においてはその親権者又は児童

福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第６条，第６条の４及び第７条で定める学生を監

護する者若しくは監護する施設等の長とする。また，学生が成年の場合においては３親

等以内の親族とする。要件に合った保護者等が選定できない場合は，独立の生計を営む

成年者であり，学生の指導，支援への意向のある者とする。 
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様式２ 

入 寮 延 長 願 

   （元号） 年 月 日 

弓削商船高等専門学校長 殿 

    学科 学年 

    本人氏名  

    保護者等 

    住 所 

    氏 名（記名押印又は署名） 

下記のとおり，入寮の延長をしたいので，ご許可くださるようお願いします。 

記 

１ 入寮延長希望期間 （元号）  年  月  日 ～  （元号）  年 月 日 

  ２ 理   由 

 

弓削商船高等専門学校では，「独立行政法人等の保有する個人情報保護に関する法律」に基づき

入寮延長願を通して取得した個人情報は，他の目的には使用いたしません。 

個人情報の適切な保護について 

保護者等とは，学生が教育研究活動を円滑に遂行していくうえで，学校と連携し，学生

を指導，支援する立場にある者で，学生が未成年の場合においてはその親権者又は児童

福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第６条，第６条の４及び第７条で定める学生を監

護する者若しくは監護する施設等の長とする。また，学生が成年の場合においては３親

等以内の親族とする。要件に合った保護者等が選定できない場合は，独立の生計を営む

成年者であり，学生の指導，支援への意向のある者とする。 
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様式３ 

退 寮 願 

（元号） 年 月 日 

弓削商船高等専門学校長 殿 

学科 学年 

本人氏名 

保護者等 

住 所 

氏 名（記名押印又は署名） 

下記により，退寮したいので，ご許可くださるようお願いします。 

記 

１ 退寮希望日 （元号） 年 月 日 

２ 理 由 

 

 

弓削商船高等専門学校では，「独立行政法人等の保有する個人情報保護に関する法律」に基づ

き退寮願を通して取得した個人情報は，退寮願以外の目的には使用いたしません。 

保護者等とは，学生が教育研究活動を円滑に遂行していくうえで，学校と連携し，学生

を指導，支援する立場にある者で，学生が未成年の場合においてはその親権者又は児童

福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第６条，第６条の４及び第７条で定める学生を監

護する者若しくは監護する施設等の長とする。また，学生が成年の場合においては３親

等以内の親族とする。要件に合った保護者等が選定できない場合は，独立の生計を営む

成年者であり，学生の指導，支援への意向のある者とする。 

個人情報の適切な保護について 
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様式４

外 泊 許 可 願

寮務主事 殿 

下記のとおり外泊したいので，ご許可くださいますようお願いいたします。 

記 

提出日 （元号） 年 月 日（ ） 

【提出における注意事項】 

平日で外泊日前日の 14 時までに提出すること 

例 1：金曜日から外泊の場合は，木曜日 14 時までに提出 

例 2：土曜日から外泊の場合は，金曜日 14 時までに提出

クラス
（S1, M1, I1, …）

棟・居室番号 
（A1001, B2012, …）

氏 名 

外泊期間・泊数 
（巡検に出ない期間） 

自（開始） （元号） 年 月 日（ ） 

泊 
至（終了） （元号） 年 月 日（ ） 

帰寮予定日時 
（元号） 年 月 日

（ ） ： 頃 

外泊理由 

緊急連絡先（TEL） 

当直・掃除当番の交代 

当

直

棟 
掃

除

棟・場所 

交代学生 交代学生 

上記，願い出のとおり許可します。 

寮務主事 
【注意事項】 
１． 外泊許可願は平日で外泊日前日１４時までに提出すること。 
２． 本人が直接学級担任の確認をもらい，寮務係または当日の宿日直の寮生指導教員に提出すること。 
３． 学級担任が不在でやむを得ない場合は，寮務主事補または当日の宿日直の寮生指導教員の確認をもらうこと。 
４． その他緊急に外泊または帰省を必要とする場合は，当日の宿日直の寮生指導教員の確認をもらうこと。 

【個人情報の適切な保護について】 
弓削商船高等専門学校では，「独立行政法人等の保有する個人情報保護に関する法律」に基づき，外泊許可願を

通して取得した個人情報は，外泊許可願以外の目的には使用いたしません。 

担任確認 

※24 時間表記
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様式５ 

   
 

外  出  許  可  願 
                                  
 

（元号）   年   月   日 
 

 

寮 務 主 事 殿 

 

 

                                                  所  属 

 

                                                  教員又は学生氏名              
 

 

下記のとおり，外出したいので，ご許可くださるようお願いします｡ 

 

記 

   □  開門時間前外出※１ 

         外出時刻   （元号） 年  月  日  時  分 

 

   □  自習時間中外出※２ 

         外出時間   （元号） 年  月  日  時  分  ～  時  分 

 

外出目的  

 

対象学生 

学科・学年 氏      名 学科・学年 氏      名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

  

※１  対象時間は，午前７時１０分以前です。 

※２  対象時間は,  男子１，２年生の自習時間（午後８時３０分～午後１０時００分）中です。 
 
 
 

 

弓削商船高等専門学校では，「独立行政法人等の保有する個人情報保護に関する法律」に基づ

き外出許可願を通して取得した個人情報は，他の目的には使用いたしません。 

個人情報の適切な保護について 
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寮生活のしおり 

白砂寮 
令和 5年４月 1日改正 

2023 

学科： 氏名： 

弓削商船高等専門学校 

資料３
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学寮及び寮生活について 

１．入寮・通学について 

学寮は、本校の教育施設であって、全学年について許可入寮制（令和３年４月～）とし、

団体生活を通して、友愛、協調及び自主の精神を培い、責任と規律ある習慣を体得させ、

将来にわたる人間形成に資することを目的としています。 

２．入寮時の携行品 

【居室】 

寝具類 寝具一式（敷布団も必要） 
ベッド寸法：男子 102×205(cm) 女子 97×198(cm) 

衣類 部屋着・普段着（ジャージなど）・下着類 

文房具類 勉学に必要な文房具類全般 

備品類 卓上蛍光灯スタンド・雑巾数枚・くずかご 

その他 日用品全般（タオル・ティッシュなど）・スリッパなどの上履き 

【公共スペース】 

洗濯用品 洗濯用品一式・洗濯ネット（大きさの違うもの数種類） 

風呂用品 風呂用品一式 

洗面用品 歯ブラシなど・（必要に応じて）髭剃り・ドライヤーなど 

【登校時】 

自転車 希望者のみ。入学後、学生支援係にて登録手続きを行います。 

雨具類 傘・レインコート（自転車の傘差し運転は厳禁） 

【その他】 

薬類 

風邪薬、持病の薬など 
※ 内服薬についてはアレルギーなどの問題もありますので、家庭で使
用している風邪薬などを持参下さい。

※ 簡単な外用薬（絆創膏、湿布など）は用意してあります。

体温計 必ず持参下さい。 

保険証 速やかに用意のうえ、必ず持参下さい。 

現金 多くの現金は持たせないでください。 

印鑑 認印で結構です。 

感染症対策 マスク・アルコール消毒液・除菌シートなど。

携帯電話 
スマートフォン 

寮生活で必要になりますので、持参下さい。 
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３．持ち込み禁止物 

節電、火災防止、あるいは、寮内での学習環境を保つため、次の物品等は寮内への持ち

込みを禁止しています。 

■全学年持ち込み禁止物■

(1) 火災の原因となるもの

ヒーター、ストーブ、やぐらこたつ、カセットコンロ、着火器具、香炉、ろうそく

（キャンドル含む）

(2) 消費電力が大きな機器

電気カーペット、電気毛布、トースター、オーブントースター、電気調理器（た

だし電気ケトルは除く）、２台目の冷蔵庫 

(3) 周囲や集団生活上、危険と見なされる物品

包丁、ナイフ、もり、やす、モデルガン、エアガン 

(4) 集団生活の風紀を乱すもの

酒・タバコ・ポルノ雑誌・映像類、大型ゲーム機、麻雀用具 

(5) その他寮務主事が禁止したもの

※ 調理関係器具は、火災及び電力消費による停電等の可能性があるのでケトル以外の持

ち込みは認めない。

※ タバコについては、２０歳以上の者で学校からの許可を得ているものは除く。

※ テレビ、冷蔵庫は、大型の物の持ち込みは認めない（令和３年４月以降）。

冷蔵庫は 90ℓ以下とする。

■本科１・２年生の持ち込み禁止物■

上記品目に加え、テレビ、テレビゲーム、冷蔵庫、小型ゲーム機 

禁止物の持ち込みが発覚した場合は、没収のうえ、原則として着払いにて自宅に送り返

すこととします。また、寮務主事注意の対象にもなりますので、くれぐれも注意してくだ

さい。 
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４．荷物の送付について 

(1) 荷物等は、居室の収納に限りがありますので、入寮時の携行品（p.1）を参考にし、

必要最小限にとどめてください。（定期的に部屋移動や居室の大掃除等を行うため、

居室に置く荷物もコンパクトなサイズが望ましいです。）

また、要冷蔵・冷凍の荷物及び着払いの荷物は原則取扱いできません。ご注意くださ

い。

(2) 送付方法は宅配便等適宜な方法で結構です。送付先は下記のとおりです。

５．寮生活について 

(1) 給食について

学寮の給食は業者委託で実施しています。１日のエネルギー消費量 2,800kcal（男子学

生）の充足を目標とし、献立については栄養士を置き、伝染病及び食中毒等の予防には特

に注意するとともに、随時保健所と連絡をとり、衛生管理には万全を期しております。 

また、万一病気になった場合には、学校医又は学校看護師の指示により粥食等特別な給

食も行っております。 

なお、給食費については、預金口座振替依頼書を事前に送付いたしますので、指定期日

までに口座振替の手続きをした口座に入金してください。 

(2) 転出転入について

入寮者は、転出・転入手続きを行ってください。 

（転出証明書の転出先は：愛媛県越智郡上島町弓削日比６５５番地） 

なお、転出先の世帯主は本人（学生）にしてください。 

(3) 保険証について

入寮後、医療機関を受診できるよう速やかに学生に保険証を持たせてください。 

(4) 各種証明書について

各種証明書（別居監護申立書、在寮証明書等）が必要な方は、必要日の７日前までに学

生寮事務室に申し出てください。 

〒７９４－２５１１ 

愛媛県越智郡上島町弓削日比６５５番地 

弓削商船高等専門学校 白砂寮  ＴＥＬ０８９７－７７－４６２２ 

○○学科〇年 ○○○○様

（本人の学科、学年、氏名を必ず記入してください） 
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(5) 私用金の管理について

学寮での私的なお金は、個人で管理することになりますので、現金はたくさん所持させ

ないようにしてください。現金を郵送する必要がある場合は、必ず現金書留で学生個人宛

に送金してください。 

上島町弓削には、金融機関が４つ（愛媛銀行、ゆうちょ銀行、農協、漁業組合）ありま

す。なお、愛媛銀行、ゆうちょ銀行、農協は土・日も現金自動支払機が利用できます。 

(6) 教職員の居室への立ち入りについて

プライバシーは最大限尊重します。一方で、寮全体の安全や風紀の維持も必要です。指

導上必要であれば、火災予防、盗難の防止、風紀の維持などのために、本人不在であって

も立ち入ります。また、設備・備品の修理・取替えの必要がある際は、業者が立ち入る場

合もあります。 

(7) 学寮への連絡について

昼間（午前８：３０から午後５：００までの間）は、学生課寮務係（以下、寮務係）また

は日直教員及び学生寮指導員が学生寮事務室（以下、事務室）で連絡を受けます。 

電話番号 ０８９７−７７−４６２２・４６２３ 

夜間（午後５：００から午前８：３０までの間）は学寮当直室に電話して、宿直教員に

用件などを申し出てください。ただし、寮生を直接電話口へ呼び出すことはできません。 

電話番号 男子寮生（Ａ、Ｂ棟） ０８９７−７７−４６２２ 

男子寮生（Ｃ棟） ０８９７−７７−４６２３ 

女子寮生 ０８９７−７７−３０１０ 

（繋がらない場合は、０８９７－７７－４６２２） 

上記以外で緊急を要する場合は警備員にご連絡ください。 

警備員携帯番号 ０８０－１９４３－３６１４ 
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寮生心得 

Ⅰ 日課 

１．当直について 

(1) 当直寮生は、指定された日に、任務にあたること。

(2) 当直寮生の任務は次のとおりとする。

ア ２２時３０分頃、事務室前で当直交代にあたること。

イ ２２時３０分より宿直教員とともに、風呂掃除を監督すること。

ウ １９時１５分より宿直教員とともに、食堂掃除を監督すること。

エ その他教職員より指示された事項を実施すること。

２．登校について 

(1) ８時１５分の「登校」の放送により授業準備を整え、同室者はお互いに遅刻しないよ

う気をつけ、登校すること。

(2) 登校時には、居室の施錠を行い、貴重品等の保管には十分注意をすること。

(3) 病気その他の事由により登校できない場合は、始業時刻までに事務室に申し出て、指

示を仰ぐこと。

(4) 登校中は、みだりに帰寮しないこと。

３．食事について 

(1) 食事は、定められた時間内に、食堂で行うこと。

(2) 病気、その他やむを得ない事由により時間内に食事ができない者は、寮務係に届出る

こと。

(3) 食堂には、パジャマ、海水パンツ及び不潔な服装で入らないこと。

(4) パック入り牛乳や食器類の持出しをしないこと。

(5) 欠食する場合は、欠食する日の２日前の１３時１５分までに外泊・欠食システムに

より申請すること。

(6) 土足で食堂に立入らないこと。また食事前には必ず手洗いをすること。

４．入浴について 

(1) 節水につとめ、入浴中は浴槽内にタオルをつけないこと。

(2) 風呂場には貴重品（金銭、時計等）を持って行かないこと。

(3) 脱衣所に汚れたものを散乱させたり、私物を置いたままにしないこと。

(4) 男子は、棟ごとに指定された浴室を使用するものとする。
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５．自習について 

(1) 自習時間（20:00～21:30、休日及び翌日が休日（休校日）は除く。）中は、全員、居

室で自習を行うこと｡

(2) 自習時間中は、静粛にし、みだりに大声を発したり、雑音を出して他人の迷惑になる

ような行為をしないこと｡

６．掃除について 

(1) 男子・女子ともに「掃除当番表」に示された場所を掃除しなければならない。掃除時

間は、食堂（１９：１５から）、各階の補食談話室等（２２：００から）、風呂（２２：

３０から）とする。

７．消灯・就寝について 

(1) 就寝は、居室のベッドを使用すること。他室で就寝してはならない。

(2) 消灯後は、扉の開閉等は静かにし、静粛を保ち他人の安眠を妨げないようにすること。 

Ⅱ 生活の規律 

１．規律の維持について 

(1) 寮生は、所定の居室に居住すること。

(2) 消灯以後は自室に他の寮生を入れないこと、また他の部屋に立ち入らないこと。

(3) 寮内での服装は、常識を逸脱したものを着用しないこと。上半身裸も厳禁。

(4) 寮内での飲酒及び喫煙は禁止する。２０歳以上の者であっても、酒気をおびて帰寮し

ないこと。なお、寮内は全面禁煙である。

(5) 寮内では麻雀やトランプなどでギャンブルをしないこと。ゲームとしての麻雀も禁止

する。

(6) 異性の居住する棟へ立ち入らないこと。また部外者についても寮内へ立ち入らせない

こと。

(7) 居室内で調理をしてはならない。但し、居室内でお茶などの飲み物を作ること、並び

に補食談話室で調理したものを持ち込むことは許可される。

(8) 寮内は土足厳禁。渡り廊下等に敷いてある緑色のマットの上を土足で歩かないこと。 

(9) 通路や公共の場に私物を放置しないこと。

(10)ＳＮＳ上でも社会的ルールを守ること。（無断での写真等の投稿や誹謗・中傷等の発

信・拡散の禁止。）
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２．所持品の整理及び盗難防止について 

(1) 所持品は全て記名し、常に整理整頓をしておくこと。特に貴重品や金銭などは施錠出

来る場所に保管すること。

(2) 所持品の紛失、盗難及び落し物を拾得したときは、直ちに宿直教員、寮務係、寮務主

事補又は寮務主事に届出ること。

３．保健衛生について 

(1) 常に身体を清潔に保ち、衣類は度々洗濯し、寝具はしばしば日光にあて、在室してい

る場合は努めて風通しをはかること。

(2) ゴミ等の処理は、下記のとおりとすること。

ゴミは、①燃えるゴミ（ペットボトルを含む）、②ビン・ガラス類、③カン類、④不

燃物（金属類など）、⑤粗大ゴミ（電気製品・家具類など）に分けて処理すること。

①燃えるゴミ
（ペットボトルを含む）

食堂裏のゴミ集積所の決められた場所に持参すること。 
また各階の補食談話室には、①燃えるゴミ（ペットボトル
を含む）、②ビン・ガラス類、③カン類の３種類のゴミ箱を
設置しているので、補食談話室で発生したゴミは、ここに
捨ててもよい。 
（部屋で発生したゴミを補食談話室などの公共の場所に捨
てないこと。） 

②ビン・ガラス類

③カン類

④不燃物（金属類など） 食堂裏のゴミ集積所の決められた場所に持参すること。 

⑤粗大ゴミ
（電気製品・家具類など）

寮では処分できません。必ず自宅へ持ち帰る等、各自責任
をもって処分して下さい。 

(3) 寮内では生き物を飼育しないこと。

(4) 簡単な外用薬（湿布、絆創膏等）はあるので、宿直教員又は寮務係に申し出て利用す

ること。内服薬は副作用等の危険があるため、保護者の了承を得たものを各自が準備

し服薬すること。

(5) 身体に支障のある場合は、まず看護師に相談すること。

校医等の診察を受けようとする者は、放課後の診療時間内に受診すること。門限に遅

れる場合は、本人が宿直教員（０８９７−７７−４６２２・４６２３）に電話連絡する

こと。なお、外泊中における通院の場合は、保護者が電話連絡すること。急患の場合

は宿直教員又は寮務係に申し出て指示を仰ぐこと。

(6) 校医等の診察の結果、軽症の場合は、看護師の指示のもとに静養室に入るか、又は、

症状により隔離のうえ手当てを受けること。なお、この場合は宿直教員又は寮務係に

申し出ること。

(7) 校医等の診断の結果、帰省療養を必要とする場合には、欠席届及び診断書を教務係へ、

外泊願は担任教員の承認を受け、事務室に提出し帰省すること。なお、各種事情によ

り、教務係への届けの提出、外泊願の担任教員の承認が得られない場合は、宿直教員

または寮務係に申し出て指示を仰ぐこと。
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４．外泊及び外出について 

(1) 外泊する場合は、平日で外泊日前日１３時１５分までに「外泊・欠食システムに登録

して、担任教員の許可を得ること。

(2) 公欠・出席停止以外の理由で、平日に外泊の必要がある場合は、外泊・欠食システム

での登録はできない。「外泊許可願」の用紙に必要事項を記入の上、担任教員の認印

を貰って事務室に提出すること。

(3) 外泊・欠食システムの〆切り後に緊急に外泊の必要が出来た場合は「外泊許可願」の

用紙に必要事項を記入の上、担任教員の認印を貰って事務室に提出すること。

(4) 開門時間の前に外出をする必要がある場合、門限以後に外出する必要がある場合、あ

るいは門限に間に合わない場合などは、所定の「外出許可願」の用紙に必要事項を記

入のうえ、寮務主事の許可を得ること。

(5) 外泊、外出中に、やむを得ない理由により巡検に遅れる場合等には、宿直教員（０８

９７－７７－４６２２・４６２３）に必ず電話連絡すること。遅れる場合等の電話連

絡は、保護者が行い、本人による電話連絡や他の寮生などによる伝言は認めない。事

情により保護者による電話連絡が困難な場合、まずは本人が電話連絡し、後ほど保護

者が正式な電話連絡をすること。また、女子寮生については、本人以外の者が寮生名

簿表示板のマグネットの移動をしないこと。

５．緊急連絡及び災害防止について 

(1) 事故、災害、病人等緊急事態が発生したときは、最初の発見者は臨機の措置をとると

ともに、宿直教員又は寮務係に連絡すること。

(2) 火災報知器が作動した場合は、宿直教員又は寮務係で現場を確認後、全寮生に放送で

通報するので指示に従って避難すること。

６．諸手続について 

(1) 弓削商船高等専門学校学寮管理運営規則に定める願等は、所定の用紙に必要事項を記

載のうえ、事務室に提出すること。所定の用紙には次のようなものがある。

入寮願、退寮願、外泊許可願、外出許可願、入室時確認書、紛失届、欠食届 
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外泊・欠食システムでの外泊・欠食登録方法 

（詳細は、入寮後の説明会で伝える。） 

保護者の皆様へ 

外泊・欠食システムでは、最大３件までメールアドレスを登録でき、外泊・欠食の登録・

修正・削除の確認メールや全寮生へのお知らせメールを受信できます．寮生には保護者の

方のアドレスを登録するように指導しています。なお、アドレスの登録は、学生自身が実

施します。アドレスの追加や変更は、学生に依頼して下さい。 

白砂寮 HP 

白砂寮 外泊・欠食システム 

ログイン

（ユーザ IDとパスワードの入力）

外泊日・外泊理由・緊急連絡先・当番交代の入力 

欠食期間の入力 

（入力完了後、確認メールが送信されます。） 

担任による外泊承認の確認 

（欠食の承認はありません） 

156



２０２3年度 学寮開閉予定表 

開寮および閉寮予定日 主な学事予定 

開寮 ４月３日（月）午前９時 

風呂：４月３日（月）から 

食事：４月３日（月）夕食から 

４月３日（月）､４日（火）寮生帰寮日 

（要予約） 

４月５日（水） 始業式・入寮式 

４月６日（木） 入学式 

閉寮 ８月１０日（木）午前９時 

風呂：８月９日（水）まで 

食事：８月１０日（木）朝食まで 

８月１０日（木） 夏季休業開始 

夏季休業 

開寮 ９月２２日（金）午前９時 

風呂：９月２２日（金）から 

食事：９月２２日（金）夕食から 

９月２２日（金）～24（日）寮生帰寮日 

（要予約） 

９月２３日（土） 卒業式（商船） 

９月２５日（月） 後期授業開始 

閉寮 １２月２3日（土）午前９時 

風呂：１２月２2日（金）まで 

食事：１２月２3日（土）朝食まで １２月２5日（月） 冬季休業開始 

冬季休業 

開寮 １月 7日（日）午前９時 

風呂：１月７日（日）から 

食事：１月 7日（日）夕食から 

１月 7日（日）､8日（月）寮生帰寮日 

（要予約） 

１月 9日（火） 授業再開 

閉寮 ３月 9日（土）午後２時 

風呂：３月 8日（金）まで 

食事：３月 9日（土）朝食まで 

３月 9日（土） 卒業式（電子・情報） 

学年末休業 

この日程は、予定です。変更する場合は、掲示や合同巡検で指示します。 
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学生の日課 

（2023/4/3～） 

7:00 起床 

7:00 ～ 8:25  朝食（提供は 8:15まで） 

7:00 ～ 8:15  朝点呼 

11:40～13:10   昼食（※授業日；提供は 13:00まで） 

12:00～13:10   昼食（※授業日以外；提供は 13:00まで） 

17:00  ～19:15  夕食（提供は 19:00まで） 

19:15 食堂掃除 

19:30 巡検（男子低学年、女子） 

19:30 1年生男子 

19:45 2年生男子 

20:00 女子 

20:00 ～ 21:30 自習時間（1・2年） 

21:20 巡検（男子高学年） 

21:20 3年生男子 

21:30 4年生男子 

21:40 5年生男子、専攻科生男子 

22:00 掃除（男子） 

22:30 風呂掃除（男子） 

※風呂湯抜き日

男子 B、C棟：月、水、金 

A棟 3F：火、木、土 

女子 月、木 

23:00 消灯 

IC学生証をタッチ 

【食事の際の注意事項】 

 混雑を回避して早めに食事をしましょう

 時間内に食べ終わりましょう

 食べ終わったら速やかに食堂から退出しましょう

掃除当番表に 

指定された場所を 

掃除すること 

入浴時間は 

各棟 1Fに掲示しています 
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食堂の利用の仕方 

食事時間（平日） 

朝食 全学年 ７：００ ～ ８：2５ （提供は 8:15まで） 

昼食 全学年 １１：４０ ～ １３：1０ （提供は 13:00まで） 

夕食 １年生 １８：００ ～ 

２年生 １７：３０ ～ １9：１５ （提供は 19:00まで） 

３年生以上 １７：0０ ～ 

※クラブの食事係は１８：３０までに準備すること

食事時間（休日） 

朝食 全学年 ７：００ ～ ８：１５ （提供は 8:15まで） 

昼食 １年生 １２：３０ ～ 

２年生 １２：２０ ～ １３：１０ （提供は 13:00まで） 

３年生以上 １２：００ ～ 

夕食 １年生 １８：００ ～ 

２年生 １７：３０ ～ 19：１５ （提供は 19:00まで） 

３年生以上 １７：００ ～ 

座席配置 

配膳口 返却口 

入口 

出
口

手洗い場 

調味料 

高学年男子 

専攻科男子 

2年以上 

女子 

２年男子 

1年女子 

食事を受け取って着席するまでの動線 

（実線） 

食事を返却して退出するまでの動線 

（破線） 

1年男子 
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外泊許可願の書き方 

【注意事項】 

１．外泊許可願は平日で外泊日前日１４時までに提出すること。 

２．本人が直接学級担任の確認をもらい、寮務係または当日の宿日直の寮生指導教員に提

出すること。 

３．学級担任が不在でやむを得ない場合は、寮務主事補または当日の宿日直の寮生指導教

員の確認をもらうこと。 

４．その他緊急に外泊または帰省を必要とする場合は、当日の宿日直の寮生指導教員の確

認をもらうこと。 

必ず担任の確認をもらうこと 

提出期限を厳守すること 

よく読んで確認すること 
遵守する場合は✓を記入する 

2023/4/7(金) だけ外泊する場合の記入例 
自（開始）：令和 5年 4月 7日 (金) 
至（終了）：令和 5年 4月 7日 (金) 
泊数：1泊 

掲示している掃除当番表を必ず確認し、 
交代してもらうこと 

外泊先の電話を記入すること 
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１年生の学寮生活について 

１．上級生へのあいさつ 

ア 寮の内でも外でも、上級生や教職員とすれ違う時は必ず：「こんにちは」

２．食堂でのあいさつ 

ア 食堂へ入るとき：「失礼します」

イ 食事をとるとき：「いただきます」

ウ 片付けるとき：「ごちそうさまでした」

エ 食堂を出るとき：「失礼しました」

【食事中の注意事項】 

周囲に迷惑を掛けないよう私語を慎むこと。 

携帯電話・スマートフォンは操作しないこと。 

３．食事時間 

ア 平日

朝食 ７：００ ～ ８：２５ （提供は 8:15まで） 

昼食 １１：４０ ～ １３：００ （提供は 13:１0まで） 

夕食 １８：００ ～ １９：１５ （提供は 19:00まで） 

イ 休日

朝食 ７：００ ～ ８：１５ （提供は 8:15まで） 

昼食 １２：００ ～ １３：００ （提供は 13:10まで） 

夕食 １８：００ ～ １９：１５ （提供は 19:00まで） 

４．食堂の座席（p.12参照） 

男子 海側のテーブル 

女子 山側（Ｃ棟側）のテーブル 

５．風呂の時間 

男子 １６：００～２０：２０ 

女子 １６：００～１９：５０（詳細はＤ棟内の掲示を確認すること） 

６．自習時間 20:00～21:30（休日及び翌日が休日（休校日）は除く。） 

７．登校時には必ず制服着用のこと。 

８．寮内では派手な服装は避けること。 
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９．交通規則の遵守
じゅんしゅ

（自分の命は自分で守る） 

ア 自転車は決められた場所に駐輪すること。

イ 必ず学生支援係で自転車登録すること。

ウ 必ずヘルメットを着用すること。

エ 道路では自転車は左側１列で走行すること。

オ 自転車走行中は以下の行為について厳禁とする。

 ２人乗り

 夜間の無灯火走行

 傘差し運転

 片手運転

 スマートフォンの操作

 イヤホン（ヘッドホン）の着用

１０． 日常の挨拶を忘れずに 

「おはようございます」「こんにちは」「こんばんは」 
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弓削商船高等専門学校学寮入寮者選考及び離寮等に関する内規 

制  定 令和４年４月13日 

（趣旨） 

第１条 この内規は，弓削商船高等専門学校学寮管理運営規則第８条第５項及び第10条第

２項の規定に基づき，学生の入寮選考及び離寮等について定める。 

（入寮資格） 

第２条 学寮に入寮できる者は，入寮誓約書の記載事項を確実に履行できる本校学生に限

るものとする。 

（入寮出願手続） 

第３条 入寮を希望する者は，入寮願又は入寮延長願に必要事項を記入の上，所定の期日

までに寮務主事に提出しなければならない。 

（入寮選考） 

第４条 寮務主事は，寮務委員会において，前条により願い出のあった者について，次の

各号に掲げる事項を総合的に考慮して入寮選考を行う。ただし，留学生は，留学生の修

学を支援することを目的として，原則入寮を許可する。 

(1) 選考の順序

ア 新入生（編入学生を含む。）

イ 入寮延長を希望する者

ウ 上記以外の者

(2) 選考にあたって考慮する事項

ア 共同生活における協調性

イ 通学の困難度

ウ 家庭の状況

エ 弓削商船高等専門学校学寮寮生の禁止事項及び指導等に関する基準（以下「禁止

事項及び指導等に関する基準」という。）第４に定める指導履歴（以下「指導履歴」

という。） 

２ 部屋数の大幅な不足が予想される場合，指導履歴が３点以上の者は，入寮延長を認め

ない場合がある。 

（特例措置） 

第５条 学生又は保護者等が，風水害，火災，その他不慮の事故等にあった場合で，著し

く通学が困難であると認められるときは，特別に入寮させることができる。 

（入寮許可） 

第６条 校長は，第４条の入寮選考の結果又は第５条に基づき，入寮を許可する。 

（離寮）  

第７条 次の各号の一に該当する者は，離寮を命じる場合がある。 

(1) 禁止事項及び指導等に関する基準第４第４号に該当する者
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(2) その他校長が必要と認めるとき。

（離寮猶予） 

第８条 第１学年及び第２学年の寮生は，次の各号の条件を科した上で離寮の執行を一定

期間猶予することができる。ただし，猶予期間中に違反行為や作業不履行があった場合

は，寮務委員会において猶予を取り消す場合がある。 

(1) 当直室に近い個室に移動させ，規則正しい生活が身につくよう指導する。

(2) 部屋を常に清掃・整頓させ，巡検時に宿直教員による確認を行う。

(3) 猶予期間の間，日誌の記帳・清掃作業等を行う。

（離寮者の入寮） 

第９条 離寮した学生で，入寮を希望する学生は，担任教員に申し出る。担任教員は，当

該学生に対する所見を付記し入寮願を寮務主事に提出しなければならない。 

２ 離寮した学生の入寮許可基準は，次の各号による。 

(1) 第１学年及び第２学年の場合

ア 入寮審査日の直前の定期試験において欠席・欠課・遅刻早退が０であること。

ただし，特別の事情を認める場合は，理由を付記すること。 

イ 直近の３ヶ月（休業日を含む。）以内において厚生補導委員会及び学生主事によ

る補導を受けていないこと。 

ウ その他，寮務委員会が入寮を認めないとする相当の理由がないこと。

(2) 第３学年以上の場合

ア 入寮審査日の前２回の定期試験において，欠席・欠課・遅刻早退が０であること。

ただし，特別の事情を認める場合は，理由を付記すること。 

イ 直近の６ヶ月（休業日を含む。）以内において，厚生補導委員会及び学生主事に

よる補導を受けていないこと。 

ウ その他，寮務委員会が入寮を認めないとする相当の理由がないこと。

３ 入寮の審査は，定期試験後の欠席・欠課時数が確定した時期に，寮務委員会において

行う。 

附 則 

この内規は，令和４年４月13日から施行し，令和４年４月１日から適用する。 
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弓削商船高等専門学校学寮寮生の禁止事項及び指導等に関する基準 

制  定 令和４年４月13日 

（目的） 

第１ この基準は，学寮寮生の寮生活における禁止事項及び指導等について，必要な事項

を定める。 

（携行品・持ち込み禁止物） 

第２ 節電，火災防止又は寮内での学習環境を保つため，寮生の携行品に制限を加える。 

２ 携行品・持ち込み禁止物は，第３項から第５項までとする。 

３ 全学年持ち込み禁止となる物 

(1) ヒーター，ストーブ，やぐらこたつ，カセットコンロ，着火器具，香炉，ろうそく

（キャンドル含む）

(2) 電気カーペット，電気毛布，トースター，オーブントースター，電気調理器（電気

ケトルは除く），２台目の冷蔵庫

(3) 包丁，ナイフ，もり，やす，モデルガン，エアガン

(4) 酒・タバコ・ポルノ雑誌・映像類，大型ゲーム機，麻雀用具

(5) その他寮務主事が禁止した物

４ 第１学年及び第２学年の持ち込み禁止物 

 前項に加えて，テレビ，テレビゲーム，小型ゲーム機 

５ 第１学年の持ち込み禁止物 

前項に加えて，冷蔵庫 

（禁止事項） 

第３ 寮生の問題行動に対しては，次の各項各号の違反点数を課し（以下「指導履歴」と

いう。），指導履歴に応じて定められた指導を行う。 

２ 離寮対象となる者（５点） 

次の各号のいずれかに該当する場合，寮務委員会で検討する。 

(1) 厚生補導委員会において，家庭謹慎５日以上となった者

ア 飲酒・喫煙・窃盗

イ 寮内の風紀・秩序を著しく乱した者

ウ 本校の学生・寮生としてふさわしくない行為をした者

エ ネットワークシステムの意図的破壊などを行った者

(2) 他の寮生の生命・財産・人権を脅かす行為を行った者

(3) 無人状態の他人の居室に立ち入った者

(4) 部外者を許可なく寮内に立ち入らせた者

(5) 異性が居住する棟へ立ち入った者・立ち入らせた者

(6) 寄宿料又は弓削商船高等専門学校学寮管理運営規則第15条に定める経費の納入を

３ヶ月以上怠った者 

(7) 無断外泊を行った者

165



(8) 消灯後に居住する建物外に外出した者

(9) 複数回の指導にもかかわらず改善がみられない者

(10) 履修が成立しない者

(11) 理由なく欠席するなど学習意欲が認められない者（１年間の欠課時数合計が160

を超える者又は途中入寮者は６ヶ月の合計が80を超える者） 

３ 寮務主事注意対象となる者 

次のいずれかに該当する場合，寮務主事注意として必要に応じて保護者に連絡する。 

(1) 20歳以上で寮内での飲酒，喫煙を行った者（３点）

(2) 20歳以上で酒気を帯びて帰寮した者(３点）

(3) 下級生に対して圧力的な指導を行った者（３点）

(4) 持ち込み禁止物を持ち込んだ者（１点）

(5) 外泊申請を偽った者（１点）

(6) 理由なく門限に遅れた者（１点）

(7) 他の学生の下宿に外泊した者（１点）

(8) 消灯後，寮内を徘徊した者（１点）

(9) 消灯後，他室に入室した者（１点）

(10) 消灯後，居室に複数人で集まり周囲に対して迷惑行為を行った者（１点）

(11) 寮内で麻雀，賭博行為を行った者（１点）

(12) 寮の施設を故意に破損した者（１点）

(13) 非常口，オートロックを意図的に開放した者（１点）

(14) 指導に対して極めて態度が悪く反省の色が見られない者（１点）

(15) 理由なく欠席するなど学習意欲が認められない者（１年間の欠課時数合計が120

を超える者又は途中入寮者は６ヶ月の合計が60を超える者）（２点） 

４ 改善が見られない場合，寮務主事注意対象となる者 

次の行為を繰り返し行った場合は，寮務主事注意として必要に応じて保護者に連絡する。

（１点） 

(1) 正当な理由なく点呼を怠った者（朝点呼，巡検遅れ）

(2) 騒音を出すなど周囲に対して迷惑行為を行った者

(3) 正当な理由なく当番業務を怠った者

(4) 廊下や共用部分に私物を放置した者

(5) 施錠・消灯等を怠った者

(6) 外泊時に「船に乗り遅れた」などの不注意による理由で帰寮しない者

(7) 自習時間に自室で自習していない者

(8) 下足のまま寮建物内に立ち入った者

(9) その他寮生会規則等に違反した者

（指導） 

第４ 指導履歴に従い，次の各号のとおり実施し，指導履歴は５年間累積する。ただし，

第３第４項に定める違反事項は，改善が見られ，繰り返し違反がない場合に限り入寮更
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新時（３月末）に減じることができる。 

(1) １・２点 寮務主事注意，反省文提出（担任・保護者連絡）

(2) ３点 寮務主事注意，反省文提出，清掃活動（担任・保護者面談） 

(3) ４点 寮務主事注意，離寮警告（担任・保護者面談） 

(4) ５点 離寮（担任・保護者面談） 

 （報告） 

第５ 本基準に改正が必要な場合，寮務委員会で承認の上，運営委員会へ報告するものと

する。 

附 則 

この基準は，令和４年４月13日から施行し，令和４年４月１日から適用する。 
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⽩砂寮 定員の⾒直し（2023.6報告）

定員 定員
棟 階 1 2 3 5 1 2 3

男⼦寮 A 1 13 13 39 13 13 39
2 14 15 44 14 15 44
3 13 15 43 13 15 43
4 16 18 52 16 18 52

56 61 0 0 178 56 61 0 178
B 1 8 4 20 8 4 16

2 10 6 28 10 6 22
3 10 7 31 10 7 24
4 10 7 31 10 7 24
5 10 7 31 10 7 24

48 0 31 0 141 48 31 0 110
C 1 22 1 24 23 23

2 30 2 34 32 32
3 30 2 34 32 32
4 30 2 34 32 32
5 30 2 34 32 32
142 9 0 0 160 151 0 0 151

6 30 6 18

男⼦寮計 246 70 31 6 509 255 92 6 457
⼥⼦寮 D 1 10 6 22 10 6 22

2 15 9 33 15 9 33
3 15 9 33 15 9 33

40 24 88 40 24 0 88
597 545

三⼈部屋を⼆⼈部屋
五⼈部屋を三⼈部屋

⼥⼦寮計

合計

定員別部屋数 定員別部屋数

A棟計

B棟計

C棟計
B2F渡り廊下

資料４
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資料５
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1 委員長 寮務主事 寳珠山　輝生

2 委員 寮務主事補 野口　　隆

3 〃 〃 野々山　和宏

4 〃 〃 峯脇　さやか

5 〃 〃 福田　英次

6 〃 〃 宮本　賢伍

7 〃 学生主事 水崎　一良

8 〃 学生主事補 政家 利彦

9 〃 〃 長尾　和彦

10 〃 〃 伊藤 武志

11 〃 〃 冨永　亮

12 〃 〃 石田　紗瑛

13 〃 〃 梅木　陽

14 〃 総合教育科選出 日下　佳春

15 〃 学生課長 下元　利之

寮務委員会名簿

令和元年度
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1 委員長 寮務主事 寳珠山　輝生

2 委員 寮務主事補 野口　　隆

3 〃 〃 山崎   慎也

4 〃 〃 峯脇　さやか

5 〃 〃 大澤　茂治

6 〃 〃 宮本　賢伍

7 〃 学生主事 水崎　一良

8 〃 学生主事補 佐久間 一行

9 〃 〃 政家 利彦

10 〃 〃 長尾　和彦

11 〃 〃 桝田 温子

12 〃 〃 伊藤 武志

13 〃 〃 牧山 隆洋

14 〃 〃 政家 利彦

寮務委員会名簿

令和2年度

173



番号 職　　名 氏　　名

1 委員長 寮務主事 長尾和彦

2 委　員 寮務主事補 野々山和宏

3 〃 〃 山崎慎也

4 〃 〃 峯脇　さやか

5 〃 〃 柴田　孝祐

6 〃 学生主事 水崎一良

7 〃 学生主事補 佐久間一行

8 〃 〃 池田真吾

9 〃 〃 河合　智賀

10 〃 〃 桝田温子

11 〃 〃 冨永　　亮

12 〃 〃 牧山隆洋

13 〃 商船学科 寳珠山　輝生

14 〃 総合教育科 八原　瑠里

15 〃 学生課長 成田 悦子

寮務委員会名簿

令和3年度
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番号 職　　名 氏　　名

1 委員長 寮務主事 長尾和彦

2 委　員 寮務主事補 山下 訓史 

3 〃 〃 河合 智賀 

4 〃 〃 榎本 浩義

5 〃 〃 山本 健太

6 〃 学生主事 水崎一良

7 〃 学生主事補 池田真吾

8 〃 〃 森 耕太郎 

9 〃 〃 梅木 陽

10 〃 〃 冨永　　亮

11 〃 学生課長 成田 悦子

令和4年度

寮務委員会名簿
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番号 職　　名 氏　　名

1 委員長 寮務主事 長尾和彦

2 委　員 寮務主事補 山下 訓史 

3 〃 〃 吉田広平

4 〃 〃 八原瑠里

5 〃 〃 山本 健太

6 〃 学生主事 村上 知弘

7 〃 学生主事補 池田真吾

8 〃 〃 前田弘文

9 〃 〃 峯脇さやか

10 〃 〃 本間孝拓

11 〃 商船学科 野々山和宏

12 〃 電子機械工学科 大澤茂治

13 〃 学生課長 成田 悦子

寮務委員会名簿

令和5年度
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 新コロナウィルス対策と学生寮の ICT化に関する考察 
Utilizing ICTs in dormitory services under the COVID-1 

長尾 和彦†   峯脇 さやか† 益崎 智成†

 Kazuhiko Nagao Sayaka Minewaki  Tomonari Masuzaki 

1. はじめに

2020年 1月の新型コロナウィルス(COVID-19)の発生と国
内における感染拡大を受け、世界的に新しい生活様式の導

入が余儀なくされた。多くの企業や学校ではリモートワー

クなどの対応が求められ、全国高専でも臨時休校や遠隔授

業などの対応が行われた。緊急事態宣言解除や自粛緩和に

より 2020年 6月頃から分散登校など段階的な移行が進み、
９月からはほとんどの学校で対面授業が再開されている。

本校は学生の 7割以上にあたる 465名が全国から集まり
学生寮で生活をしている。本校がある愛媛県上島町は医療

機関が少ない高齢化地域であることから、早期再開の理解

を得ることが難しく、９月まで全面的な遠隔授業を実施し

た。学生寮における学生の受け入れについては授業以外で

も多くの対応が必要とされた。コロナ対策に合わせて学生

寮運営で実施・検討された課題と ICT活用の取り組みにつ
いて考察する。

2. 高専における学生寮の位置付け

全国高専には設立当初より学生寮が設置され、高専教育

を支えてきた。学生寮は学生にとって「生活の場」「学修

の場」「人間形成の場」として、極めて有意義な施設と位

置づけられている。自宅から遠距離であっても学生寮があ

ることによって修学が可能となるなど、高専の魅力や特色

を支える施設である。

一方で学生寮は教育寮として位置づけられ、教員の当直

指導が義務付けられている。授業等の通常業務に引き続き、

宿直業務にあたること（連続３２時間勤務）から業務改善

が急務とされている。高専機構では学生寮における宿日直

業務を、

① 学生寮の秩序維持に関すること

② 学生寮内の監視に関すること

③ 学生の発病等、緊急時の対応に関すること

④ 火災等非常災害の発生の場合の処置に関すること

と定めている。安全確認と緊急事態対応という宿日直業務

の性格を踏まえ、近年では多くの高専で外部委託等が進め

られている。しかし学生寮の規模や高専が設置されている

地域条件により人材確保が難しいなど一律の実施には至っ

ていない。学生寮に対する保護者や中学校などの期待感は

高く、外部委託を教育施設の機能弱体化とする指摘もある。

 業務負担軽減のためには、外部人材活用に加え、寮業務

自体の効率化が必要となる。令和２年度の高専機構調査[1]

によれば、点呼業務の効率化、女子寮を中心としたカード

キーの導入、外泊・外出届けの電子化（１１高専）など、

各校において工夫がなされている。

3. 本校学寮の現状

本校学生寮(白砂寮)は男子寮（A棟４階、B棟５階、C棟

５階）、女子寮（D 棟３階）の４棟からなる。低学年(１、
2 年)は２人部屋、高学年（3 年以上）は個室が原則となっ

ている。当直は教員 2名＋寮母１名（週 4日）の体制であ

る。2021年 2月から非常勤当直指導員が採用された週 4 回

の宿日直が、一般教員で年 10 回程度当直に入っている。 
学生の人員点呼は 07:00, 22:00 （女子 21:30）の 2 回実施

している。居室前に整列した学生を当直教員が巡回確認す

ることから巡検と呼ばれている。当直教員は 5 フロア以上

の巡回を行うため、２０〜３０分程度の時間を要し負担が

大きい。カードキーによる入退室のセキュリティは女子棟

にのみ導入されている。消灯は 23:30 である。 
学生寮には各居室に LANが設置され、校内 LANや商用

光回線を通してインターネット接続が提供されていた。し

かし、回線に対する負荷が高く安定した通信が行えない、

校内LANに悪影響を及ぼす、スマートフォンの普及などの

理由から、学生寮でのネットワーク提供を停止している。

3.1.1 外泊・欠食システム 
本校では 2011年から「外泊・欠食システム」[2]の運用を

行なっている。寮生は、PC やスマートフォンから外泊や

欠食の登録、履歴の確認ができる。登録内容は、寮生本

人・担任・保護者にメールで通知される。外泊を反映した

当直日誌の自動作成、部屋割り表の編集、荷物・郵便到着

通知などの機能を備えており、寮務係の業務の効率化を実

現している。

4. 対面授業再開と学寮の対応

4.1 2020年度の取り組み 

2020年 9月から対面授業の再開に合わせて学生寮の開寮
を行った。寮生の受け入れは 2020年 8月 29日、9月 5日の
2 回に分け、帰寮前２週間の健康観察、帰寮後３日間の学

校地域外への外出禁止、不要不急の外泊自粛（通院、就職

活動除く）を課した。

学生寮日課においても、３密回避、感染防止の観点から、

人員点呼、食堂利用、消灯時間について変更を行なった。

4.1.1 食堂対応 
食堂利用では、朝食はパン食、昼食は弁当（丼）として

自室での喫食をするとともに、夕食は椅子を従来の半分に

減らし、学年ごとに時間指定することで３密を回避した。

図 1 外泊・欠食システム（PC 画面） 
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地元採用の業務員の多くが高齢であり、コロナ不安を理由

に退職したことも大きく影響し、年度末まで継続した。従

来の米食からの変更で学生の満足度は大きく低下した。

4.1.2 人員点呼 
人員点呼は寮生の安否確認のため極めて重要な日課であ

る。従来方式は教員への負担も多く、三密を避けられない

との観点から、クラス別に食堂で実施する方式に変更した。

実施時間は朝 7:50~8:30、夜 19:30~20:00,21:20~21:40とした。 
これに合わせて、掃除 22:00、消灯 22:30と変更した。消

灯時間は体調管理徹底のためである。

4.1.3 健康管理 
学生寮・学校での感染拡大を防ぐため、登校前の体温・

体調確認を義務化し、学生寮再開後１週間は非接触体温計

による確認を朝の人員点呼において行なっていた。現在は

各自が Moodle[3,4]へ登録することを義務付けているが、半

数近くが登校後に登録するなど登録状況は芳しくない。

4.2 2021年度の取り組み 

2021 年度開始に合わせ、食事内容改善を優先して学生寮

日課の再検討をおこなった。パーティションの設置と、食

事時間の分散のため、朝の点呼方法変更と昼休憩の時間延

長を行なった。

4.2.1 IC学生証による人員点呼システム 
朝点呼を省略し SHRに替える高専もあるが、本校では人

員点呼は寮生の安否確認のために重要であり省略できない

と判断した。そのため ICTによる点呼業務の効率のため、

Felica カードによる確認システムを導入することとした。 
本校ではこれまで学生証を教務係が手作業で作成してお

り、負担軽減も兼ねてカードプリンタを導入した。春季休

業中の導入決定であったため、顔写真をオンラインで収集

し未提出分(約 150名)は帰寮時の受付で写真を作成し、4月
9日からの試験運用に間に合わせた。 
システムは筆者らが開発を行なった（図２）。Felica カ

ードを小型マイコン(RaspberryPi4)に接続されたカードリー

ダで読み取り、有線 LAN 経由で学内サーバ(ElasticSearch)
に登録、学生データと参照することで学生名・点呼時間が

取得できるようになっている。

試験運用時にカードの読み取りエラーが確認されたため、

読み取り結果確認用に PC を設置し学生名を表示するよう

改良、4/19 から本運用を開始し学生からは好評を得ている。 

4.2.2 学生寮ネットワークの再構築 
遠隔授業後の対面授業再開において、学生寮にいる学生

は学校で対面授業を受けること、感染が疑われる体調不良

の場合は自宅に帰省させることと定めている。ここまで開

校中の感染例は発生していないが、学校または学生寮でコ

ロナ患者が確認された他高専では、寮内に学生を滞在させ、

授業は寮から遠隔授業を受講させる例が発生している。

しかし D 棟建設後に電波受信状態が悪化したこと（図３、

４）、健康チェックの入力など頻繁にネットワーク利用を

行うこと、寮内での遠隔授業に対応することが難しいこと

などから、ネットワークの再構築の準備を進めている。

5. 考察

IC 学生証による人員点呼では、8:15 の入力期限で 50 名
程度、8:30 で 20〜30名程度の学生が未確認となっている。

これは学生証紛失、外泊、入力忘れなどに大別され、SHR
との連携により確認を行なっている。従来の巡回方式に比

べて、一回で確認できない点は課題となる。対応すべき学

生が少数に限定できること、指導履歴の蓄積によりきめ細

かい指導が実現できるなど成果も多い。懸案であった代理

入力や授業エスケープなどについては確認されていない。

学生証を紛失した学生が多くあることは課題であるが、

申し出により対応している。今後は外泊システムとの連携、

紛失申し出の入力に対応することで、利便性を高める必要

がある。

食堂、売店、浴室、洗濯機利用など、寮生活において３

密となる状態は多い。洗濯機モニタリングシステムや売

店・食堂の混雑度モニタリングなどを今後開発する予定で

ある。

参考文献

[1] 高専における寮の在り方検討委員会, “今後の学生寮の在り方に
ついて” (2020).

[2] 峯脇他, “弓削商船高専白砂寮における外泊・欠食システムの開
発と運用”, 高専教育, Vol.38,pp.673-678(2015)

[3] 長尾他,“全学的な遠隔授業に対応するための LMS サーバの運
用管理について”,FIT2020(2020)

[4] 長尾他, “moodle 連携可能な出席管理デバイスの設計と開発”,情
報処理学会第 83回全国大会(2021) 

図 2 IC カードリーダによる人員点呼 

図10 IC学⽣証による⼈員点呼システム

図 ４ 学寮における通信環境満足度

図 ３ 学寮居室の電波強度（アンテナ本数）
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 IC学生証を用いた認証システムの多様化による業務効率化 
Development of hybrid authentication system using NFC card and OTP 
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1. はじめに

2020年 1月に発生した新型コロナウィルス(COVID-19)は
国内外において感染拡大を繰り返し、世界的な新しい生活

様式の導入が求められている。多くの企業や学校ではリモ

ートワークなどの対応が求められ、全国高専でも臨時休校

や遠隔授業などへの対応が行われた。2020年 6月ごろから
分散登校などを経て、段階的に対面授業への移行が行われ

ているが、いまだに予断を許さない状況である。

本校では学生の 8割に当たる 486名が全国から集まり学
生寮で生活をしている。本校がある愛媛県上島町は医療機

関が脆弱な高齢化地域であるため、コロナ対策の徹底は地

域からの強い要請でもある。学校再開後も継続して不要不

急の外泊の自粛、外泊者の行動制限などの協力を得ながら

運用を行なっている。

本報告では、学寮におけるコロナ対応のために実施した

業務効率化について、1 年間の運用の状況と改善について
検証を行う。

2. 本校学寮の現状と 2021 年度の発症状況

全国高専には設立当初より学生寮が設置され、高専教育

を支えてきた。学生寮は学生にとって「生活の場」「学修

の場」「人間形成の場」として、極めて有意義な施設と位

置づけられている。自宅から遠距離であっても学生寮があ

ることによって修学が可能となるなど、高専の魅力や特色

を支える施設である。一方で学生寮は教育寮として位置づ

けられ、教員の当直指導が義務付けられている。授業等の

通常業務に引き続き、宿直業務にあたること（連続 32時間
勤務）から業務改善が急務とされている[1]。 
本校学生寮（白砂寮）は男子寮（A棟 4階、B棟 5階、C
棟 5 階）、女子寮（D 棟 3 階）の４棟からなる。低学年
(１・２年)は 2人部屋、高学年(3年以上)は個室が原則とな
る。当直は教員２名＋寮母１名（週 4 回）の体制であり、
2021 年２月から非常勤当直指導員が週４回の宿日直に当た
っている。一般教員は年 10回程度の宿日直を担当している。 
本校では、2020年 9月から開寮を行い、対面授業への移
行を段階的に行なった。継続的な健康観察に加え、帰寮後

４日間の学校地域以外への外出禁止、７日間の寮内の行動

制限（集会・他室訪問禁止）などの協力を求めている。し

かしながら、全国的な感染拡大や行動自粛解除の動きから、

複数回の感染事例が発生している。保健所の指導により、

自宅等での療養ができないため、陽性者は寮内の別棟、濃

厚接触者は個室での行動制限となる。食事等の配達は寮務

担当職員・当直教員が担当しており、負担が大きい。

3. 学寮における業務改善の取り組み

学寮ではコロナ対策への対応を中心として、業務効率化

に 2021から着手している[2,3,4] 。 

3.1 学寮ネットワークの再構築 

遠隔授業後の対面授業再開時に、学生寮にいる学生は学

校で対面授業を受けることと定めている。しかし学校また

は学生寮でコロナ患者が確認された他高専では、寮内に学

生を滞在させ、授業は寮から遠隔授業を受講させる例が発

生している。

学寮では平成 29年度にスマートフォンの普及とネットワ
ーク機器の老朽化(2008 年設置)・管理負担の軽減からサー
ビスを停止していた。しかし女子棟建設後に電波受信状態

が悪化したこと、健康チェックの入力など頻繁にネットワ

ーク利用を行うこと、寮内での遠隔授業に対応することが

難しいことなどから、既存機器(100Mbps 対応)の再設定を
行い、ネットワークの再構築を行った。2021年 8月には高
専機構の高度化推進経費により、Firewall の導入、ネット
ワークスイッチの更新(1Gbps)、全室に対して無線 LAN AP
の提供を行なった。現在、75％の部屋で利用されている。 

Firewall は学寮および学生用無線 LAN機器を収容し、ア
クセス制限を行なっている。Game,Video,P2P などの学習に
関係のないアクセスへのフィルタリングに加え、夜間のサ

ービス停止などを適用している（図１）。

3.2 IC 学生証による人員点呼システム 

人員点呼（朝夜２回）は寮生の安否確認のため重要な日

課である。朝点呼を省略し SHRに替える高専もあるが、欠
席率軽減・喫食率の向上などの理由から省略できないと判

断した。そのため ICT による点呼業務の効率のため、NFC
カードによる確認システムを導入した（図２）[5]。 
NFC カードを小型マイコン (RaspberryPi4)に接続されたカ
ードリーダで読み取り、学内サーバ(ElasticSearch)に登録、
学生データと参照することで学生名・点呼時間が取得でき

るようになっている。2021/4/19の本運用開始以降、停電の
1 回を除き、故障なく運用がされている。システムの運用
手順を以下に示す。

図 1 学生向け Firewall トラフィック(24H) 

†弓削商船高等専門学校
National Institute of Technology, Yuge college 
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① 7:00起床。システム確認、学生証紛失者用の記入用紙
を配置

② 8:00スクリプトによる登録状況の確認、寮内放送によ
る喚起（適宜）

③ 8:30 登録締め切り。外泊者・紛失者の入力（手動）。
出席システムへの転送

④ 担任等への連絡。未登録者の巡回（適宜）

4. 人員点呼システム運用の課題

システムの運用では自動化が不十分なため、以下の点が問

題となっている。

• 未登録学生の存在

運用開始以降、20〜30名程度の未登録者がおり、度重な
る指導にもかかわらず改善が見られない。この人数は居

室を巡回して対応することは負担が大きく、掲示等によ

る指導に留まる。

• 学生証の紛失

学生証を紛失したとする学生が想定より多く、これまで

に 114 名が再発行をおこなった。また点呼時に学生証が
見つからないなどの理由で安易に手書き報告を行うもの

が少なくない。また代理記入についても確認ができない。

• 外泊者・記入申請の対応

休日の外泊申請はシステムで学生が行うようになってい

るが、航海実習や就職活動等の外泊については、手動で

登録しなければならない。

これらの作業は単純であるが、特定の教員の負担となるこ

とから改善が必要である。

4.1 外泊システムとの連携 

外泊システムに指定した日付の外泊者リストを返す API
を作成し、自動実行して朝点呼に反映するようにした。平

日の外泊は事務担当者が前日までに外泊システムに入力し、

当直日誌に添付している。当日の外泊についても、システ

ムに入力するように作業手順を変更した。

4.2 学生データ更新の自動化 

現在運用しているシステムは認証が正しくできているこ

とを確認するため、端末に学生リストを保持している。こ

れらは学年進行や学生証再発行で更新されるため、定期的

に更新しなければならない。マスタデータはクラウド上の

DB サービスに保持し、事務担当者が直接編集できるよう
にした。DB に直接参照することも可能であるが、サービ
スへの負荷軽減のため、ローカルコピーを定期作成・自動

取得するようにした。

4.3 OTP による紛失者対応 

点呼未対応(20~30 名)、紛失対応(40~50 名)の学生が一定
数おり、継続的な指導と集計の効率化が必要となる。紛失

対応では代理記入の確認もできないため、処理の煩雑さに

加えて運用上の課題となっている。

記名による確認を ICT化するために、なりすまし防止と
セキュリティ対策が要件となる。ユーザ名・パスワードに

よる認証では、パスワードを友人に伝えて代理入力を依頼

する可能性があること、漏洩時の影響が大きいことから、

OTP(One Time Password)による認証を採用した。
全ての学生はスマートフォンを所有しており、学校のシ

ステムを利用するために OTP対応アプリを導入済みである。 
管理者はユーザごとに無作為に作成したキーを学生の OTP 
アプリに導入してもらう。通知にはメール及びチャットを

用いるとともに、センターに確認用端末を準備した。

登録用端末は、Python ライブラリ pyotp により実装を行い、
ユーザ名とスマートフォンに表示されるコードを入力する

ことで認証を行う。

5. 考察

IC学生証による人員点呼システムの運用において課題と
なっていたデータ管理、入力作業の負担低減を行った。こ

れにより管理者の作業負担が 1日あたり 15分程度の軽減が
実現された。また、システム運用の自動化により、安定運

用・システムチェックの当直教員への委託が可能となった。

紛失対応入力端末ではキーボード入力が必要であり、UI
で改善の余地がある。また既存の外泊システムの

KINTONE への統合などにより、運用性を向上することが
可能となる。継続的な開発改善が可能なシステムの事例と

して、本システムの運用を継続する予定である。
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1. は じ め に

2020年1月の新型コロナウイルスの発生と国内にお
ける感染拡大を受け． 世界的に新しい生活様式の導入が
余儀なくされた ． 多くの企業・学校ではリモ ー トワ ー ク
などの対応が求められ， 全国忘専でも臨時休校や遠隔授
業などの対応が行 われた（図1). 全国的 な緊急 事態宜
言発令(4/21)もあり， 授業開始を見合わせた高専も多
くあった． 宣言解除や自粛要請の緩和により6月頃から
分散登校など通常状態への移行がなされ， 9月からはほ
とんどの学校で対面授業が再開されている．

全国高専では「学びを止めない， 支援を止めない」を
スロ ー ガンとして， 各校の事例報告や情報交換， 教材共
有システムの活用などが積極的に行われた ． 会議等によ
る出張の機会は激減し， TV会議システムによる会議 が
激増した ． 各校では文化祭や体育祭などの中止 がされる
中， 尚専ロボットコンテスト・プログラミングコンテス
トがオンラインで開他されるなど創意工夫がなされてい
る．

この急 激な学習・教育環境の変化にどのように対応し
たか， 筆者らが所属する弓削商船高専の事例 し1を紹介す
る．

2. 弓削商船高専の遠隔授業への対応

本校は本科3学科（商船学科， 電子機械工学科， 情報

長尾和彦 正且 弓削商船高等専門学校情報工学科
E-mail nagao@info.yuge.ac.jp 

田房友典 正員 弓削商船高等専門学校情報工学科
E-mail tabusa(a info.yuge.ac.jp 

Kazul1iko NAGAO and Tomonori TABUSA, Members (Department of Jnforma
tion Science, National Institute of Technologi•, Yuge College, Aichi-ken, 794-2593 
Japan). 
電子情報通侶学会誌 Vol.104 No.10 pp.1031-1036 2021年10月
©電子情報通信学会2021

工学科）， 専攻科（海上輸送システム工学， 生産システ
ム工学）から構成される小規模校である． 本校がある愛
媛県上島町は医療機関が少ない高齢化地域である ． 全住
民の1割を占める465名の学生が全国から集まり学寮で
生活していることから， 早期再開の理解を得ることが難
しく， 新学期から9月まで遠隔授業を実施した ．

2.1 情報処理教育センタ ーの業務
高専にはPC室や学内ネットワ ー クの管理・運営を行

う組織（本校では 情報処理教育センター， 以下セン
ター ）が設置 されている． センタ ー 業務にE-learning
支援を含めているところもある． 本校では2013年度か
らE-learning推進のために 学 習履歴管 理シ ス テ ム

(LMS : Learning Management System) Moodieを学内
に設置し， 継続的に運用を行っている． 毎年度末に全科
目の登録を行い， 利用者説明会を実施して普及を図って

きたが， 一部の教員 ・学科に利用が偏っていた ．

Moodieの運用に は コ ン テナ形式の仮想化技術
(LXD)を用いている． スナップショットによるライプ
マイグレ ー ションやサーバのクラスタ化にも対応するた
め， バックアップやシステム移行に有利である． 遠隔授
業 実施にあたり， 従来から利用していたサーバ2台に加
えバックアップ用2台 をそれぞれLXDクラスタとして
構築し， 相互にバックアップできる ようにした （2;（図
2). 

2.2 遠隔授業用ツ ー ル群の選定
センター では2020年2月時点で学校再開ができない

ことを予測し， 次の2項目を提案した ．

(1 ) 教材や学習履歴管理 システム(LMS)とTV
会議システムによる遠隔授業を実施すること

(2 ) 教材準備を早急に教員に指示すること

ニュ ー ノ ー マル時代に求められる， デイジタルトランスフォ ー メ ー ション (DX) 特別小特集 2. 高専における新型コロナウイルス対応後の紋育の !CT 化 1031 
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16

8 8
6

4

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

離寮者数
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「機能強化等への対応」に係る重点評価シート

様式A-4-1（一般）

法人名 国立高等専門学校機構（弓削高専） ｶﾃｺﾞﾘｰ その他（安全）、その他（機能）

事業番号 Ａ ４－４ 事業名 （日比）食堂棟等改修（学寮）

構造･階数･
面積

Ｒ（８８３）㎡、Ｂ（８１）㎡

①
必
要
性
%
緊
急
性

施設整備
の必要
性・緊急
性

• 食堂棟は改修から２５年が経過し、外壁のひび割れ、内外装塗装のはがれや汚損、塩害の影響
によるサビ等が目立ち、保護者らが参加するオープンキャンパスにおいて「綺麗に使っている
が、施設が老朽化している」として低い評価に甘んじている。本事業により、施設全体を整備
することで、評価の改善と志願者数の拡大を図る。

• 約8割の学生が寮生活を営んでおり、食堂席数の不足により慢性的な混雑が生じている。コロナ
対応のため、席数がさらに不足する深刻な状況となっている。本事業により、厨房と食堂の配
置を変更し、寮生の約半数（コロナ時は1/3）を収容できるよう、食堂面積の拡大が喫緊の課題
となっている。また入り口から出口までの動線を整理することで、利用率の改善を図る。

• 近年の寮生数の増加によって、各棟の各諸室を寮室として改修した経緯があり、学生が集まっ
てコミュニケーションや会議を行う場所が不足している。学年ごとの巡検や会合に食堂が用い
られており、ネットワークや大型LCDを設置し、活用を進めている。一方で、厨房室と食堂室は
開放状態であるため、衛生上の観点から長時間の利用が禁止されており、有効利用ができてい
ない。食堂エリアと厨房をシャッターで分離することにより、食堂の活用範囲を飛躍的に向上
させる。

• 厨房エリアは、空調設備が不足しており、労働環境は劣悪である。本整備において空調設備を
導入し、厨房従事者の労働生産性を向上させる。併せて省エネ機器の導入による維持管理費や
光熱費、エネルギー消費量の削減を見込む。

• 厨房エリアは、衛生上の観点から乾式が主流であるが、一部湿式となっている。本事業により、
全面的に湿式エリアを乾式に改修し、安全性の確保および衛生環境の改善・向上を図る。

• 男子棟浴室に湯水を提供しているボイラー室は経年劣化が激しく、温度管理・水質管理など衛
生環境に重大な支障が生じている。温度不足や消毒作業のため浴室を利用できない状態も発生
している。設備故障や老朽化によりフィルター機能が十分に働いておらず、公衆衛生上、不適切
な状態にあり早急に改善する必要がある。ボイラー施設を高効率設備に改修し、維持管理費、
水光熱費、エネルギ消費量の削減、省スペース化を実現する。

• 現在ラーニングコモンズは男子棟になく、学生との相談などで支障をきたしている。本事業で
男女共用のラーニングコモンズを併設することで、アクティブラーニングなどの学習活動の場
を提供する。

• 学寮地区のバリアフリー対策は一部にスロープがあるのみで進んでいない。本事業で、バリア
フリーに対応可能なシャワー室及び多目的トイレを併設し、寮内のバリアフリー施設として整
備を行う。

大学の
ミッショ
ン・ビジョ
ン等と本
事業の関
係

• 学寮は教育施設であり、全学年許可入寮制とし、団体生活を通じて友愛・協調・自主の精神を
培い、責任と規律ある生活を体得させ、将来にわたる人間形成に質することを目的としている。
学寮食堂では、栄養バランスに配慮した食事を提供し、学生の健康で健全な成長を維持すると
ともに、食育を推進するための重要な施設である。

• 国立高専機構施設整備５か年計画2021（高機師施第443号）においても「安全・安心な教育研究
環境の確保」や「ものづくりを先導する人材育成のための基盤的環境整備」が掲げられており、
経年劣化した施設を更新し、現代の環境整備を行う必要性が求められている。

②
持
続
発
展
性
等

持続
発展性

• 食堂棟の改善を行うことで、施設の使い勝手が良くなり、寮内における各種行事での効率的な
利用及び利用満足度の改善が期待される。また衛生面・労働環境の改善が期待できる。

• 宿堂および共用ラーニングコモンズの設置により、コミュニケーションの活性化、寮生会活動、
勉強会など多用途に利用できるようになり、教育寮としての発展的な活用が見込まれる。

• 学寮地区のバリアフリー対応施設として多様な学生の受け入れが可能となる。
• ボイラー設備を電気式自然冷媒ヒートポンプ給湯方式に置き換えることにより、環境負荷軽減、
サステイナブルキャンパスの醸成に質するものとなる。

地域社会
等との連
携

• 寮生は全国から集まっており、キャンパスクリーンや避難訓練などを通して地域住民との連携
感を深めている。クラブ活動や教育研究など、寮生のメリットは多く、高専体育大会、プログ
ラミングコンテストでの実績につながっている。高齢者向けスマホ教室の実施においても、寮
生が多数参加している。

他のプロ
ジェクトと
の関係

• 高専高度化推進経費を活用し、食堂エリアのネットワーク及び大型LCDを設置した。本事業によ
る更なる活用・発展が期待される。

• KOSEN4.0イニシアティブで本校が掲げている「離島工学」に参画し、ボランティア活動（島内
外清掃、高齢者向けスマホ教室）の学科・学年を超えた活動基盤となっている。
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（
⽇
⽐
）
⾷
堂
棟
改
修
（
学
寮
）
⼸
削
商
船
⾼
等
専
⾨
学
校

寮
⾷
堂

学
習
・
交
流
の
場

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

改
修
前

改
修
後

●
厨
房
室

⼀
部
湿
式
が
混
在
し
、
不
衛
⽣
。
空
調
機
の
不
⾜
に
よ
る

劣
悪
な
労
働
環
境
と
⾷
事
提
供
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
ボ
イ
ラ
ー
室

施
設
の
⽼
朽
化
の
た
め
、
維
持
管
理
が
困
難
。

フ
ィ
ル
タ
機
能
が
不
⼗
分
。

●
⾷
堂
室

⾯
積
が
狭
く
、
座
席
数
が
確
保
で
き
な
い
。

配
膳
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
混
雑
の
原
因
と
な
る
。

厨
房
と
の
仕
切
り
が
な
く
、
利
⽤
が
制
限
さ
れ
る
。

⾷
堂
棟
の
多
様
化
に
よ
る

 教
育
寮
機
能
の
強
化

●
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

男
⼥
共
⽤
可
能
な
主
体
的
・

対
話
的
学
び
の
空
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提
供
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厨
房
室
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全
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よ
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や
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⽌
。
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働
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境
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善
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。

●
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堂
室

配
置
の
⾒
直
し
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る
座
席
数
の
拡
⼤
。

動
線
の
⾒
直
し
と
配
膳
カ
ウ
ン
タ
ー
エ
リ
ア

の
拡
張
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
。

厨
房
室
と
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
配
置
に
よ
る
ス

ペ
ー
ス
の
有
効
利
⽤
を
実
現

●
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
機
械
室
（
旧
ボ
イ
ラ
ー
室
）

省
エ
ネ
対
応
機
器
に
よ
る
省
ス
ペ
ー
ス
化
と
衛
⽣
対
策
を
実
現

●
シ
ャ
ワ
ー
室
・
多
⽬
的
ト
イ
レ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
に
よ
る
利
便
性
の
向
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●
⾷
堂
正
⾯
塗
装
剥
が
れ
・
ク
ラ
ッ
ク

バ
リ
ア
フ
リ
ー
未
対
応
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白
砂

寮
　

改
修

に
よ

る
個

室
化

と
定

員

1部
屋

2部
屋

3部
屋

1部
屋

2部
屋

3部
屋

1部
屋

2部
屋

3部
屋

男
子

寮
A

1
13

13
39

33
33

13
13

39
2

14
15

44
39

39
19

15
49

3
13

15
43

39
39

19
15

49
4

16
18

52
39

39
16

18
52

56
61

0
17

8
15

0
0

0
15

0
67

61
0

B
1

8
4

16
16

16
16

16
2

10
6

22
22

22
22

22
3

10
7

24
24

24
24

24
4

10
7

24
24

24
24

24
5

10
7

24
24

24
24

24
48

31
0

11
0

11
0

0
0

11
0

11
0

0
0

C
1

23
23

24
24

24
24

2
32

32
33

33
33

33
3

32
32

33
33

33
33

4
32

32
33

33
33

33
5

32
32

33
33

33
33

15
1

0
0

15
1

15
6

0
0

15
6

15
6

0
0

6
18

6
18

6
18

男
子
寮
計

25
5

92
6

45
7

41
6

0
6

43
4

33
3

61
6

女
子

寮
D

1
10

6
22

19
19

19
19

2
15

9
33

29
29

29
29

3
15

9
33

29
29

29
29

40
24

0
88

77
0

0
77

77
0

0
77

54
5

51
1

改
修

案
１

改
修

案
２

A棟
：

玄
関

、
二

人
部

屋
 →

 個
室

化
A棟

：
A2

F：
機

械
室

、
A3

F浴
室

 →
 個

室
化

A2
F：

B棟
：

二
人

部
屋

 →
 個

室
化

B棟
：

二
人

部
屋

 →
 個

室
化

C棟
：

二
人

部
屋

 →
 個

室
化

C棟
：

二
人

部
屋

 →
 個

室
化

定
員

２
人

部
屋

は
現

状
維

持

棟
定

員
定

員

機
械

室
、

A3
F浴

室
 →

 個
室

化

18
9

11
0

15
6

55
0

47
3

B2
F渡
り
廊
下

女
子
寮
計

合
計

改
修

案
１

改
修

案
２

現
状

定
員

別
部

屋
数

A棟
計

B棟
計

C棟
計

定
員

別
部

屋
数

定
員

別
部

屋
数

階
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当
直

室

Ｂ
棟

寄
宿

舎

６

３
２

１
２

１

１
２

浴
室

１

3
.
1
0

1
4
.
3
0

U
P

U
P

休
憩

室

教
官

当
直

室

4.30 3.00

3
9
.
1
0

２
２

7
.
3
0

５

８

2.00

湯
沸

Ｐ
Ｓ

U
P

物
入
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室

１
８

ｼ
ｬ
ﾜ
ｰ

ﾙ
ｰ
ﾑ

３
０

Ｐ
Ｃ

室

１
０

１

４
６

(
個

室
)

7
.
0
0

玄
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２

８
５

浴
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２
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ﾁ

男
子
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２

８

１
５
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階
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倉
庫

9
.
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5
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５
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Ａ
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１
１
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ロ
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3
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（
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８
９
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5
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２

Ｂ
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）

5
.
9
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０
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２
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5
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Ｗ
Ｃ
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Ｗ
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7
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（

５
８

４
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）
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（
２

２
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）

１
７

１
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（
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２
５
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(
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６
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〃

寮
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ﾜ
ｰ
室

寮
室

38.00

2.11

１
８
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⽩砂寮 改修後個室レイアウト案 2023.8.31

⽬的 私物の持ち込みを減らし、部屋替え・清掃の定期的な実施を⾏う
布団のリース化
冷蔵庫リース化

C棟(4.516x2.00 9m2) A棟(2⼈部屋x３を４等分) B棟も同様サイズ
5.00x1.80 9m^2

現在の備品
机・椅⼦ 119x59x72
本棚 なし
⾐装ケース 押⼊れケース４
ベッド 219x98x181
エアコン リース・集中管理
電源 個別請求
電気メータ 遠隔検針
物⼲し 天吊り対応
冷蔵庫 90L以下 リース
布団 リース

家具類の持ち込み 不要
洗濯カゴ 名札つける
洗濯ネット

押⼊れケースL ４個収容可

デスクセット(トリプロ 119 WW)
幅119×奥行59×高さ72cm

ベッド

ベッド

机

机

冷

冷
天
吊
り
物
⼲

天
吊
り
物
⼲

⾐装

⾐装

資料１８
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3
3

5
8

56
61

0
17
8

17
0

96
%

12
12

16
28

B
1

8
4

16
14

88
%

3
3

5
8

2
10

6
22

18
82
%

3
3

5
8

3
10

7
24

20
83
%

3
3

5
8

4
10

7
24

24
10
0%

3
3

5
8

5
10

7
24

24
10
0%

3
3

5
8

48
31

0
11
0

10
0

91
%

15
15

25
40

C
1

23
23

23
10
0%

4
5

5
4

2
32

32
31

97
%

4
5

5
4

3
32

32
31

97
%

4
5

5
4

4
32

32
32

10
0%

4
5

5
4

5
32

32
30

94
%

4
5

5
4

15
1

0
0

15
1

14
7

97
%

20
25

25
20

6
18

0
0%

男
⼦
寮
計

25
5

92
6

45
7

41
7

91
%

47
52

66
88

⼥
⼦
寮

D
1

10
6

22
17

77
%

4
2

8
2

15
9

33
32

97
%

4
2

9
3

15
9

33
28

85
%

4
2

9
40

24
0

88
77

88
%

0
12

6
26

54
5

49
4

91
%

47
64

72
11
4

合
計

設
備

⼥
⼦
寮
計

部
屋
あ
た
り
定
員
(⼈
)

A
棟
計

B
棟
計

C棟
計

B
2F
渡
り
廊
下
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収入の部

　科  目 前年度予算額 予算額 対前年度差引額 備　　考

1 前年度繰越額 6,734,520 5,275,001 △ 1,459,519

6/25　入金予定額　　21,975,000円

9/25　臨時徴収　4,940,000円

11/25　後期入金予定額　30,360,000円

3 預金利息 80 80 0

4 その他・雑収入 0 0 0

　収入計 52,670,600 62,550,081 9,879,481

支出の部

　科  目 前年度予算額 予算額 対前年度差引額 備　　考

1 電気料 8,700,000 20,900,000 12,200,000

2 上水道料 7,200,000 9,800,000 2,600,000

3 下水道料 2,100,000 2,900,000 800,000

4 Ａ重油 3,500,000 4,280,000 780,000

5 プロパンガス 1,800,000 1,630,000 △ 170,000

6 空調サービス 7,800,000 6,700,000 △ 1,100,000

エアコンリース代（@493,570×12ヶ月）

5,922,840円

修理費及び手数料　777,160円

7 清掃等業務委託費 5,000,000 4,800,000 △ 200,000

・清掃業務3名

・ボイラー管理及び除草作業1名

・女子寮管理及び学寮生活費経理1名

・粗大ｺﾞﾐ処分料

8 ゴミ袋等 300,000 80,000 △ 220,000 上島町指定ゴミ袋

9 教養文化費 0 0 0

10 保健衛生費 500,000 410,000 △ 90,000
衛生用品、ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ、コロナ対応

(ﾍﾟｰﾊﾟﾀｵﾙ、ｱﾙｺｰﾙ等)

11 雑費 9,000,000 4,000,000 △ 5,000,000

各種備品更新費，消耗品等および役

務・修理費等

※老朽化・毀損した居室・共有フロア

の備品などを

　中心に更新

※生活環境改善に対応するための備

品の追加購入

　(洗濯機‣乾燥機の使用頻度増加に

伴う故障修理・買替等)

※防災対策品の購入

12 学寮生活費払戻 1,100,000 800,000 △ 300,000

13 予備費（繰越額） 5,670,600 6,250,081 579,481

　支出計 52,670,600 62,550,081 9,879,481

１人当たり支出　商船学科4年44,000円（半期4ケ月分）×34名＝1,496,000円

　他学生　121,000円（11ケ月分）×463名＝56,023,000円　総計57,519,000円

※中途入退寮があるため予算額とは一致しない。

令和5年度弓削商船高等専門学校寮生保護者会学寮生活費予算

2 学寮生活費 45,936,000 57,275,000 11,339,000

資料２０
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⼯
事
計
画

A,
B,
C棟
全
て
で
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
⼯
事
が
必
要
で
あ
り
、
安
全
に
⼯
事
を
進
め
る
上
で
、
新
築
、
改
修
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

第
1期

⾷
堂
棟
改
修
（
ボ
イ
ラ
ー
含
む
）

⾷
堂
・
給
湯
能
⼒
・
男
⼦
浴
室
の
改
修
を
お
こ
な
う
。
男
⼦
寮
全
体
の
⼊
浴
に
対
応
す
る
（
A棟
⾵
呂
は
撤
去
）

第
2期

新
C棟
新
築

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
１
⾯
を
潰
し
、
C棟
と
同
規
模
の
建
物
を
新
設
。
完
全
個
室

B棟
→
新
C棟
 
引
越

B棟
学
⽣
を
新
C棟
に
移
動
、
B棟
を
空
け
る
。
多
⽬
的
室
を
事
務
室
と
し
て
流
⽤

第
3期

B棟
改
修

改
修
に
よ
り
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
、
完
全
個
室
化
、
渡
り
廊
下

A棟
→
B棟
 
引
越
し

A棟
学
⽣
を
新
B棟
に
移
動
、
渡
り
廊
下
の
複
数
⼈
利
⽤
を
実
施

第
4期

A棟
改
修

改
修
に
よ
り
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
、
２
年
⽣
以
上
の
個
室
化

旧
C棟
→
A棟
 
引
越
し

旧
C棟
撤
去

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
・
撤
去

ポ
ン
プ
室

青
雲
館

低
学
年
棟

テ
ニ
ス
練
習
場

原 水 槽

食 品 庫

Ｓ
＝

1
／

9
0
0

3

自
転
車
置
場

更
衣
室
・

自
転
車
置
場

防
火

水
槽

食
堂
棟

物
干

場

石
庭

7.
2m

高
学
年
棟

自
転
車
置
場

渡
り
廊
下

道
路

畑

夏
季

主
風

向

Ｎ
冬

季
主

風
向

畑

防
火
水
槽

自 転 車 置 場

正
門

通
用
門

ポ ン プ 室

渡
り
廊
下

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
４
面
）

県 道 路

海

海

配
置

図

山
林

畑

民
有
地

畑

畑

女
子
棟

渡
り
廊
下

建
物

配
置

図

C棟
新
設
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① 船舶建造費補助金（令和３年度補正予算（令和４年度繰越））

事業名 練習船　一式

令和４年度　施設・設備工事

現地写真

１ 起工式写真 ２ 起工式写真

３ 起工式写真
４ 起工式写真

資料２２
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② 施設整備費補助金（令和４年度予算）

事業名 弓削商船高専図書館棟等改修その他工事

令和４年度　施設・設備工事

現地写真

１ 完成写真

（図書館棟正面）

外観

２ 完成写真

（図書館棟閲覧室）

１階内部

３ 完成写真

（図書館棟パウダールーム）

１階内部

４ 完成写真

（情報処理教育センター）

新設渡り廊下から外観

233



⾃
⼰
点
検
評
価
委
員
会

中
期
計
画
推
進
室

運
営
委
員
会

各
種
委
員
会
，
各
セ
ン
タ
ー
等
，
各
学
科
，
専
攻
科
，
事
務
部

計
画
案

報
告

進
捗

確
認

承
認

実
績

報
告

⾃
⼰
点
検
・
評
価
実
施
体
制
図

運
営
諮
問
会
議

諮
問

報
告

運
営
諮
問
会
議

議
題
提
案

承
認

計
画
⽴
案

実
⾏

実
施
状
況
ま
と
め
，
⾃
⼰
評
価

改
善
策
検
討

点
検
・
評
価
結
果
確
認

年
度
計
画

取
り
ま
と
め

進
捗
確
認

報
告

点
検
・
評
価
実
施

外
部
評
価
結
果
確
認

校
⻑

点
検
・
評
価

結
果
通
知
，

改
善
依
頼

改
善

依
頼

外
部
評
価

結
果
通
知

計
画
案

報
告

改
善

依
頼

改
善

依
頼

通
知

中
間

報
告

中
間

報
告

通
知

実
績

報
告

⾃
⼰
点
検
・

評
価
報
告

実
績
・
⾃
⼰
評
価
取
り
ま
と
め

承
認

通
知

⾃
⼰
点
検
・

評
価
依
頼

⾃
⼰
点
検
・

評
価
報
告

⾃
⼰
点
検
・

評
価
依
頼

⾃
⼰
点
検
・

評
価
報
告

⾃
⼰
点
検
・

評
価
依
頼

点
検
・
評
価

結
果
通
知
，

改
善
依
頼

⾼
専
評
価
基
準
に
準
じ
た
事
項
及
び
重
点
点
検
事
項

中
期
計
画
・
年
度
計
画
に
掲
げ
る
事
項

全
般
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１

．
１

 教
育

に
関

す
る

事
項

（
１

）
入

学
者

の
確

保
①

－
１

 入
学

希
望

者
を

対
象

と
し

た
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
コ

ン
テ

ン
ツ

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

の
充

実
や

、
地

域
に

お
け

る
中

学
校

等
へ

の
広

報
活

動
を

行
い

、
本

校
の

特
徴

や
魅

力
を

発
信

す
る

。
ま

た
、

中
学

生
及

び
そ

の
保

護
者

等
を

対
象

に
国

公
私

立
の

高
等

専
門

学
校

が
連

携
し

て
合

同
説

明
会

を
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
組

織
的

、
戦

略
的

な
広

報
活

動
を

行
い

入
学

者
の

確
保

に
取

り
組

む
。

さ
ら

に
、

高
専

制
度

創
設

6
0
周

年
に

際
し

て
、

国
立

高
等

専
門

学
校

機
構

等
と

連
携

の
上

、
様

々
な

広
報

活
動

を
行

う
。

［
学

生
募

集
対

策
委

員
会

（
教

務
係

）
］

・
入

試
状

況
の

変
化

等
を

分
析

し
、

福
山

地
区

及
び

電
子

機
械

工
学

科
の

P
R

に
力

を
入

れ
た

。
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

F
ac

e
b
o
o
k、

In
st

ag
ra

m
を

活
用

し
て

学
校

の
様

子
を

公
開

し
た

。
・
本

校
第

１
志

願
者

数
は

推
薦

、
学

力
合

わ
せ

て
1
8
9
名

で
あ

り
、

前
年

度
（
1
7
1
名

）
か

ら
1
1
％

増
加

し
た

。
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ア
ク

セ
ス

数
（
ペ

ー
ジ

ビ
ュ

ー
数

）
は

7
0
8
,2

9
0
件

で
、

前
年

度
（
6
5
3
,8

6
7
件

）
か

ら
8
％

増
加

し
た

。
・
F
ac

e
b
o
o
kい

い
ね

数
は

1
,1

1
9
件

で
、

前
年

度
（
1
,0

5
6
件

）
か

ら
6
％

増
加

し
た

。
・
In

st
ag

ra
m

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

は
1
,1

8
5
件

で
、

昨
年

度
（
8
8
0
件

）
か

ら
の

伸
び

率
は

3
5
％

、
ま

た
Y
o
u
tu

b
e
登

録
数

は
3
1
5
件

で
、

前
年

度
（
2
4
5
件

）
か

ら
の

伸
び

率
は

2
9
％

と
い

ず
れ

も
大

幅
に

増
加

し
た

。
・
Ｐ

Ｒ
ビ

デ
オ

2
1
本

の
う

ち
2
本

を
更

新
し

た
。

・
機

構
本

部
が

主
催

す
る

国
公

私
立

高
専

合
同

説
明

会
に

6
月

1
9
日

東
京

に
リ

モ
ー

ド
で

、
7
月

1
7
日

大
阪

に
対

面
で

参
加

し
た

。
・
6
月

1
2
日

に
福

山
地

区
で

保
護

者
向

け
の

説
明

会
を

行
っ

た
。

・
教

務
主

事
、

主
事

補
等

が
教

学
IR

研
修

会
に

参
加

し
、

分
析

方
法

の
基

本
に

つ
い

て
学

ん
だ

。

学
生

募
集

対
策

広
報

主
事

教
務

係

B
B

①
－

２
　

進
路

説
明

会
、

体
験

航
海

、
出

前
授

業
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
、

学
校

説
明

会
等

の
機

会
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

入
学

者
確

保
の

た
め

の
国

立
高

等
専

門
学

校
及

び
本

校
の

特
性

や
魅

力
を

発
信

す
る

。
［
学

生
募

集
対

策
委

員
会

（
教

務
係

）
］

・
8
月

1
日

、
2
日

、
3
日

に
リ

モ
ー

ト
に

よ
る

中
学

校
教

員
へ

の
説

明
会

を
実

施
し

た
。

・
7
月

2
3
日

、
2
4
日

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

に
加

え
、

9
月

4
日

に
リ

モ
ー

ト
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
1
1
月

5
日

・
6
日

に
第

3
回

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
を

実
施

し
た

。
・
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

参
加

者
数

は
延

べ
4
1
9
名

で
、

前
年

度
（
3
7
1
名

）
か

ら
1
3
％

増
加

し
た

。
・
保

護
者

向
け

L
IN

E
に

1
3
9
名

が
登

録
し

て
お

り
、

質
問

を
受

け
付

け
て

い
る

。
令

和
4
年

度
の

質
問

件
数

は
9
3
件

で
あ

っ
た

。
・
中

学
校

3
0
校

の
進

学
説

明
会

に
参

加
し

た
。

・
出

前
授

業
、

体
験

航
海

等
を

合
わ

せ
て

3
2
回

実
施

し
、

本
校

の
特

性
や

魅
力

を
発

信
し

た
。

実
施

回
数

は
前

年
度

（
2
1
回

）
か

ら
5
2
％

増
加

し
た

。

学
生

募
集

対
策

広
報

主
事

教
務

係

B
B

②
－

１
 　

女
子

中
学

生
向

け
広

報
資

料
を

活
用

し
た

広
報

活
動

や
高

専
女

子
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
の

機
会

を
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
女

子
学

生
の

確
保

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
。

［
学

生
募

集
対

策
委

員
会

（
教

務
係

）
］

・
7
月

2
3
日

・
2
4
日

に
女

子
学

生
延

べ
3
5
名

の
協

力
を

仰
ぎ

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
実

施
し

た
。

・
女

子
寮

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

学
校

案
内

を
作

成
し

、
女

子
寮

の
P

R
を

行
っ

た
。

・
女

子
の

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
参

加
者

数
は

延
べ

8
6
名

で
あ

り
、

前
年

度
（
9
3
名

）
か

ら
8
％

減
少

し
た

。

学
生

募
集

対
策

広
報

主
事

教
務

係

B
B

②
－

２
　

留
学

生
の

確
保

に
向

け
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

英
語

版
を

充
実

し
、

高
等

専
門

学
校

教
育

並
び

に
本

校
の

特
性

や
魅

力
に

つ
い

て
情

報
発

信
す

る
。

［
広

報
委

員
会

（
情

報
・
広

報
係

）
］

・
英

語
版

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
更

新
し

、
国

際
交

流
推

進
室

の
F
ac

e
b
o
o
kを

立
ち

上
げ

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
を

掲
載

し
た

。
・
国

際
交

流
推

進
室

F
ac

e
b
o
o
kの

投
稿

数
は

7
件

で
あ

っ
た

。
・
In

st
ag

ar
m

と
F
ac

e
b
o
o
kに

1
8
1
件

の
投

稿
を

行
い

、
F
ac

e
b
o
o
kの

い
い

ね
数

1
,1

1
9
件

（
昨

年
度

1
,0

5
6
件

）
、

In
st

ag
ra

m
の

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

は
1
,1

8
5
件

（
昨

年
度

8
8
0
件

）
で

あ
っ

た
。

ま
た

Y
o
u
tu

b
e
登

録
数

は
3
1
5
件

（
昨

年
度

2
4
5
件

）
で

あ
っ

た
。

広
報

広
報

主
事

情
報

・
広

報
係

B
B

③
本

校
の

入
学

者
選

抜
方

法
に

つ
い

て
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
を

踏
ま

え
検

討
す

る
。

ま
た

、
受

検
生

の
利

便
性

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
居

住
地

の
近

く
の

高
専

で
受

験
が

可
能

と
な

る
「
最

寄
り

地
等

受
験

」
及

び
「
W

e
b
出

願
シ

ス
テ

ム
」
つ

い
て

、
機

構
本

部
の

方
針

に
従

っ
て

、
段

階
的

に
導

入
す

る
。

［
入

試
委

員
会

（
教

務
係

）
］

・
入

試
委

員
会

で
配

点
に

つ
い

て
見

直
し

た
。

・
入

学
者

受
入

方
針

（
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
）
を

学
生

募
集

要
項

に
掲

載
し

て
い

る
。

・
今

年
度

も
全

国
5
1
高

専
と

そ
の

他
設

置
し

て
い

る
会

場
の

ど
こ

で
も

受
験

が
可

能
な

最
寄

り
地

受
験

制
度

を
導

入
し

た
。

・
令

和
5
年

度
入

試
か

ら
Ｗ

ｅ
ｂ
出

願
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
た

。

入
試

教
務

主
事

教
務

係

B
B

令
和

４
年

度
の

業
務

実
績

に
関

す
る

自
己

評
価

【
評

定
区

分
】

　
Ａ

：
所

期
の

目
標

を
上

回
る

成
果

が
得

ら
れ

て
い

る
と

認
め

ら
れ

る
。

　
Ｂ

：
所

期
の

目
標

を
達

成
し

て
い

る
と

認
め

ら
れ

る
。

　
Ｃ

：
所

期
の

目
標

を
下

回
っ

て
お

り
、

改
善

を
要

す
る

。
　

Ｄ
：
所

期
の

目
標

を
下

回
っ

て
お

り
、

抜
本

的
な

改
善

を
要

す
る

。

令
和

４
年

度
　

 年
度

計
画

（
高

専
名

：
　

弓
削

商
船

高
等

専
門

学
校

　
　

）
自

己
点

検
評

価
委

員
会

評
価

自
己

点
検

評
価

委
員

会
コ

メ
ン

ト

B

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
経

験
を

活
か

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
の

イ
ベ

ン
ト

や
学

校
紹

介
動

画
を

作
成

す
る

な
ど

創
意

工
夫

の
成

果
が

見
ら

れ
る

。
ま

た
、

弓
削

丸
体

験
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

実
施

、
最

寄
り

地
等

受
験

及
び

W
e
b
出

願
シ

ス
テ

ム
の

導
入

な
ど

に
よ

り
、

入
学

者
確

保
に

向
け

て
充

実
し

た
取

組
み

が
な

さ
れ

た
。

さ
ら

に
、

英
語

版
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
に

加
え

、
国

際
交

流
推

進
室

の
S
N

S
を

立
ち

上
げ

る
な

ど
し

て
い

る
。

以
上

よ
り

当
初

の
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。

実
績

報
告

※
新

型
コ

ロ
ナ

に
関

係
す

る
も

の
は

赤
字

で
記

載

課
題

※
新

型
コ

ロ
ナ

に
関

係
す

る
も

の
は

赤
字

で
記

載

対
応

委
員

会
担

当
者

事
務

担
当

対
応

委
員

会
等

自
己

評
価

資料２４
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令
和

４
年

度
　

 年
度

計
画

（
高

専
名

：
　

弓
削

商
船

高
等

専
門

学
校

　
　

）
自

己
点

検
評

価
委

員
会

評
価

自
己

点
検

評
価

委
員

会
コ

メ
ン

ト
実

績
報

告
※

新
型

コ
ロ

ナ
に

関
係

す
る

も
の

は
赤

字
で

記
載

課
題

※
新

型
コ

ロ
ナ

に
関

係
す

る
も

の
は

赤
字

で
記

載

対
応

委
員

会
担

当
者

事
務

担
当

対
応

委
員

会
等

自
己

評
価

（
２

）
教

育
課

程
の

編
成

等
①

-
1
　

本
校

の
強

み
・
特

色
を

活
か

し
た

教
育

課
程

の
改

善
・
再

編
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

商
船

学
科

の
次

世
代

海
洋

人
材

育
成

な
ど

将
来

構
想

に
つ

い
て

の
検

討
を

継
続

し
て

行
う

。
練

習
船

弓
削

丸
の

代
替

新
造

船
（
商

船
系

高
専

二
番

船
）
を

目
指

し
、

5
校

の
商

船
系

高
専

が
引

き
続

き
連

携
す

る
。

（
教

務
係

）
・
商

船
学

科
に

お
い

て
、

次
世

代
海

洋
人

材
育

成
の

一
環

と
し

て
1
1
月

2
0
日

に
学

生
に

よ
る

Ｗ
ｅ
ｂ
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
・
練

習
船

弓
削

丸
で

5
月

1
1
日

か
ら

1
1
月

1
3
日

の
間

に
1
2
回

体
験

航
海

を
実

施
し

、
海

事
啓

発
活

動
を

行
っ

た
。

・
次

世
代

海
洋

人
材

育
成

の
た

め
、

海
技

試
験

対
策

に
関

す
る

動
画

コ
ン

テ
ン

ツ
を

作
成

し
た

。
動

画
コ

ン
テ

ン
ツ

は
M

ic
ro

so
ft

3
6
5
上

に
掲

載
し

て
お

り
、

学
生

が
自

主
学

習
す

る
際

に
活

用
し

て
い

る
。

[練
習

船
弓

削
丸

代
船

建
造

検
討

委
員

会
]

・
代

替
船

建
造

打
合

せ
会

議
を

本
校

教
職

員
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

、
造

船
所

の
3
者

で
6
回

実
施

し
た

。
「
全

体
部

」
、

「
船

体
部

」
、

「
機

関
部

」
、

「
電

気
部

」
に

分
け

各
承

認
図

の
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

し
た

。
ま

た
各

種
試

験
等

の
立

会
い

を
実

施
し

た
。

教
務

練
習

船
弓

削
丸

代
船

建
造

検
討

委
員

会

教
務

主
事

各
学

科
長

練
習

船
弓

削
丸

代
船

建
造

検
討

委
員

長

教
務

係

総
務

係

B
B

①
-
2
　

専
攻

科
に

お
い

て
、

大
学

と
連

携
・
協

力
し

、
大

学
の

教
育

資
源

を
有

効
に

活
用

す
る

。
ま

た
、

社
会

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

高
度

な
人

材
育

成
に

取
り

組
む

た
め

、
産

業
界

等
と

連
携

し
た

共
同

教
育

や
、

本
校

の
特

色
を

活
か

し
た

共
同

研
究

を
実

施
す

る
。

［
専

攻
科

委
員

会
（
教

務
係

）
］

・
単

位
互

換
協

定
に

基
づ

き
豊

橋
技

術
科

学
大

学
が

実
施

し
て

い
る

e
-
L
e
ar

n
in

gを
1
3
名

が
受

講
し

た
。

（
受

講
率

1
0
0
％

）
・
離

島
工

学
に

関
す

る
研

究
と

し
て

、
①

岩
城

橋
開

通
に

お
け

る
交

通
管

理
シ

ス
テ

ム
②

弓
削

島
に

お
け

る
Ｐ

Ｍ
2
.5

に
関

す
る

研
究

を
行

っ
た

。
・
1
2
月

1
0
日

に
産

学
連

携
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
実

施
し

、
産

業
界

と
連

携
し

た
共

同
教

育
を

実
施

し
た

。
オ

ン
ラ

イ
ン

で
参

加
予

定
で

あ
っ

た
企

業
が

配
信

の
不

具
合

で
参

加
で

き
な

か
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
企

業
等

か
ら

の
参

加
者

は
2

名
で

、
昨

年
度

よ
り

減
少

し
た

。

専
攻

科
専

攻
科

長
教

務
係

B
B

②
-
1
　

学
生

が
海

外
で

活
動

す
る

機
会

を
後

押
し

す
る

た
め

に
、

海
外

留
学

や
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

学
生

交
流

を
推

進
す

る
。

［
国

際
交

流
推

進
室

（
教

務
係

）
］

・
1
名

の
学

生
が

イ
ギ

リ
ス

へ
留

学
し

た
。

・
協

定
校

で
あ

る
モ

ン
ゴ

ル
科

学
技

術
大

学
へ

9
月

4
日

か
ら

9
月

1
7
日

ま
で

学
生

5
名

を
派

遣
し

た
。

ま
た

、
協

定
校

で
あ

る
タ

イ
の

ナ
コ

ン
パ

ノ
ム

大
学

へ
1
2
月

1
7
日

か
ら

1
2
月

2
8
日

ま
で

学
生

4
名

を
派

遣
し

た
。

・
令

和
3
年

度
に

オ
ン

ラ
イ

ン
で

ハ
ワ

イ
の

カ
ウ

ア
イ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
カ

レ
ッ

ジ
（
K
C

C
）
の

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
学

生
の

実
施

状
況

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
た

。
ま

た
、

今
年

度
も

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
り

2
月

2
5

日
、

3
月

1
1
日

、
3
月

2
5
日

の
3
回

Ｋ
Ｃ

Ｃ
の

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

た
。

・
海

外
か

ら
の

学
生

の
受

入
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
中

止
と

な
っ

た
。

教
務

国
際

交
流

推
進

室

教
務

主
事

国
際

交
流

推
進

室
長

教
務

係

教
務

係

B
B

②
-
2
　

学
生

の
英

語
力

、
国

際
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
の

向
上

や
海

外
に

積
極

的
に

飛
び

出
す

マ
イ

ン
ド

を
育

成
す

る
取

組
の

改
善

・
充

実
を

検
討

す
る

。
［
国

際
交

流
推

進
室

（
教

務
係

）
］

・
商

船
学

科
に

お
い

て
、

英
会

話
教

室
を

4
月

か
ら

毎
週

月
曜

日
・
木

曜
日

に
実

施
し

た
。

・
商

船
学

科
学

生
の

T
O

E
IC

ス
コ

ア
に

つ
い

て
、

１
回

目
で

3
0
0
点

以
上

だ
っ

た
学

生
は

3
名

、
2
回

目
以

降
で

前
回

よ
り

ス
コ

ア
ア

ッ
プ

し
た

学
生

は
8
名

で
あ

っ
た

。
・
令

和
3
年

度
に

オ
ン

ラ
イ

ン
で

ハ
ワ

イ
の

カ
ウ

ア
イ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
カ

レ
ッ

ジ
（
K
C

C
）
の

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
学

生
の

実
施

状
況

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
た

。
ま

た
、

今
年

度
も

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
り

2
月

2
5

日
、

3
月

1
1
日

、
3
月

2
5
日

の
3
回

Ｋ
Ｃ

Ｃ
の

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

た
。

【
再

掲
】

・
9
月

2
7
日

～
9
月

3
0
日

に
専

攻
科

1
年

生
を

対
象

と
し

た
英

語
キ

ャ
ン

プ
を

実
施

し
た

。
・
留

学
し

た
学

生
の

体
験

談
を

「
弓

削
商

船
だ

よ
り

」
及

び
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

紹
介

し
た

。

教
務

国
際

交
流

推
進

室

教
務

主
事

国
際

交
流

推
進

室
長

教
務

係

教
務

係

B
B

③
-
1
 　

学
生

の
意

欲
向

上
や

国
立

高
等

専
門

学
校

の
イ

メ
ー

ジ
の

向
上

に
資

す
る

「
全

国
高

等
専

門
学

校
体

育
大

会
」
や

、
「
全

国
高

等
専

門
学

校
ロ

ボ
ッ

ト
コ

ン
テ

ス
ト

」
等

の
全

国
的

な
競

技
会

や
コ

ン
テ

ス
ト

に
参

加
す

る
。

［
厚

生
補

導
委

員
会

（
学

生
支

援
係

）
］

・
「
全

国
高

等
専

門
学

校
体

育
大

会
」
で

は
、

団
体

種
目

4
ク

ラ
ブ

、
延

べ
6
ク

ラ
ブ

2
4
種

目
の

出
場

資
格

を
得

た
。

そ
の

他
「
全

国
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

コ
ン

テ
ス

ト
」
に

参
加

し
、

自
由

部
門

、
競

技
部

門
に

お
い

て
入

賞
し

た
。

ま
た

、
N

A
P

R
O

C
K
国

際
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

コ
ン

テ
ス

ト
競

技
部

門
で

優
勝

し
た

。

厚
生

補
導

学
生

主
事

学
生

支
援

係

A
A

③
-
2
 　

学
生

に
対

し
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
参

加
意

義
や

災
害

時
に

お
け

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
へ

の
参

加
の

奨
励

等
に

関
す

る
周

知
を

行
う

。
ま

た
、

単
位

認
定

な
ど

に
よ

り
学

生
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

へ
の

参
加

を
推

奨
す

る
。

［
厚

生
補

導
委

員
会

（
学

生
支

援
係

）
］

・
1
0
月

2
1
日

に
2
3
名

の
学

生
が

弓
削

神
社

参
道

の
清

掃
を

実
施

し
た

。
学

校
内

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

よ
り

、
課

外
活

動
を

自
粛

し
て

い
た

時
期

が
あ

っ
た

た
め

、
予

定
通

り
の

回
数

を
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

・
防

災
リ

ー
ダ

ー
育

成
研

修
会

を
1
1
月

1
0
日

に
実

施
し

た
。

［
教

務
委

員
会

（
教

務
係

）
］

・
電

子
機

械
工

学
科

、
情

報
工

学
科

に
お

い
て

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

地
域

創
生

演
習

1
、

2
と

し
て

単
位

認
定

す
る

こ
と

に
よ

り
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
へ

の
参

加
を

推
奨

し
た

。
地

域
創

生
演

習
に

関
す

る
も

の
を

含
め

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
参

加
学

生
数

は
延

べ
1
6
2
名

で
あ

っ
た

。
・
離

島
工

学
に

関
す

る
研

究
と

し
て

、
①

岩
城

橋
開

通
に

お
け

る
交

通
管

理
シ

ス
テ

ム
②

弓
削

島
に

お
け

る
Ｐ

Ｍ
2
.5

に
関

す
る

研
究

を
行

っ
た

。
【
再

掲
】

厚
生

補
導

教
務

（
地

域
創

生
演

習
）

学
生

主
事

教
務

主
事

学
生

支
援

係

教
務

係

B
B

③
-
3
　

学
生

に
対

し
て

、
「
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

J
A

P
A

N
」
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
は

じ
め

と
す

る
外

部
の

各
種

奨
学

金
制

度
等

を
積

極
的

に
活

用
で

き
る

よ
う

情
報

収
集

の
上

提
供

し
、

学
生

の
国

際
会

議
や

「
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

J
A

P
A

N
」

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
参

加
、

海
外

留
学

等
の

機
会

の
拡

充
を

図
る

。

［
国

際
交

流
推

進
室

（
教

務
係

）
］

・
Ｙ

Ｆ
Ｕ

高
校

生
国

際
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
Ｅ

ＩＬ
高

校
生

交
換

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
「
Ｅ

ＩＬ
サ

ポ
ー

タ
ー

奨
学

金
」
、

Ｐ
ＩＥ

Ｅ
高

校
生

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
な

ど
の

情
報

を
学

生
に

提
供

し
た

。
・
令

和
3
年

度
に

オ
ン

ラ
イ

ン
で

ハ
ワ

イ
の

カ
ウ

ア
イ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
カ

レ
ッ

ジ
（
K
C

C
）
の

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
学

生
の

実
施

状
況

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
た

。
【
再

掲
】

・
学

生
に

対
し

て
、

「
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

J
A

P
A

N
」
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
は

じ
め

と
す

る
外

部
の

各
種

奨
学

金
制

度
等

の
情

報
を

提
供

し
た

。
・
留

学
し

た
学

生
の

体
験

談
を

「
弓

削
商

船
だ

よ
り

」
及

び
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

紹
介

し
た

。
【
再

掲
】

国
際

交
流

推
進

室
国

際
交

流
推

進
室

長
教

務
係

B
B

B

一
部

の
海

外
交

流
が

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

実
施

で
き

な
か

っ
た

も
の

の
、

カ
ウ

ア
イ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
カ

レ
ッ

ジ
と

は
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

開
催

す
る

な
ど

の
創

意
工

夫
で

対
応

し
た

。
ま

た
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

な
ど

も
一

部
の

事
業

は
中

止
と

な
っ

た
が

、
そ

の
他

の
事

業
に

つ
い

て
は

実
施

で
き

た
。

以
上

よ
り

当
初

の
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
N

A
P

R
O

C
K
国

際
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

コ
ン

テ
ス

ト
競

技
部

門
で

優
勝

し
て

お
り

、
一

部
の

取
組

に
お

い
て

は
当

初
の

目
標

を
大

幅
に

上
回

る
成

果
を

得
て

い
る

。

237



令
和

４
年

度
　

 年
度

計
画

（
高

専
名

：
　

弓
削

商
船

高
等

専
門

学
校

　
　

）
自

己
点

検
評

価
委

員
会

評
価

自
己

点
検

評
価

委
員

会
コ

メ
ン

ト
実

績
報

告
※

新
型

コ
ロ

ナ
に

関
係

す
る

も
の

は
赤

字
で

記
載

課
題

※
新

型
コ

ロ
ナ

に
関

係
す

る
も

の
は

赤
字

で
記

載

対
応

委
員

会
担

当
者

事
務

担
当

対
応

委
員

会
等

自
己

評
価

（
３

）
多

様
か

つ
優

れ
た

教
員

の
確

保
①

機
構

本
部

か
ら

の
通

知
に

従
い

、
専

門
科

目
担

当
教

員
の

公
募

に
お

い
て

、
応

募
資

格
の

一
つ

と
し

て
、

博
士

の
学

位
を

有
す

る
者

を
掲

げ
る

こ
と

を
原

則
と

し
、

多
様

か
つ

優
れ

た
教

員
を

確
保

す
る

。

［
人

事
委

員
会

（
人

事
係

）
］

・
総

合
教

育
科

に
お

い
て

博
士

の
学

位
を

有
す

る
者

2
名

を
採

用
し

た
。

・
商

船
学

科
3
名

、
電

子
機

械
工

学
科

1
名

、
情

報
工

学
科

1
名

の
公

募
の

う
ち

、
商

船
学

科
1
名

、
電

子
機

械
工

学
科

1
名

、
情

報
工

学
科

1
名

に
つ

い
て

は
、

応
募

資
格

に
博

士
の

学
位

を
有

す
る

こ
と

、
ま

た
は

取
得

見
込

で
あ

る
こ

と
を

掲
げ

て
い

る
。

人
事

総
務

課
長

各
学

科
長

人
事

係

B
B

②
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

制
度

に
つ

い
て

周
知

す
る

。
［
人

事
委

員
会

（
人

事
係

）
］

・
人

事
委

員
会

を
通

じ
て

全
教

員
に

周
知

し
た

。
人

事
総

務
課

長
各

学
科

長
・
G

科
長

人
事

係
B

B

③
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

柔
軟

な
勤

務
時

間
制

度
や

同
居

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
取

組
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

女
性

研
究

者
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
に

よ
り

女
性

教
員

が
働

き
や

す
い

環
境

の
整

備
を

進
め

る
。

［
人

事
委

員
会

（
人

事
係

）
］

・
短

時
間

労
働

制
度

を
3
名

が
利

用
し

た
。

・
育

児
等

へ
の

配
慮

が
必

要
な

教
職

員
に

個
別

の
変

形
労

働
を

適
用

し
た

。
・
同

居
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
募

集
を

行
っ

た
。

［
男

女
共

同
参

画
推

進
室

（
総

務
係

）
］

・
女

性
教

職
員

の
意

見
交

換
会

は
、

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
等

を
考

慮
し

、
開

催
中

止
と

し
た

。
代

替
措

置
と

し
て

女
性

教
職

員
向

け
ア

ン
ケ

ー
ト

等
を

実
施

し
た

。

人
事

男
女

共
同

参
画

推
進

室

総
務

課
長

各
学

科
長

・
Ｇ

科
長

男
女

共
同

参
画

推
進

室
長

人
事

係

総
務

係

B
B

④
外

国
人

教
員

の
採

用
を

継
続

す
る

。
［
人

事
委

員
会

（
人

事
係

）
］

・
常

勤
教

員
1
名

、
非

常
勤

講
師

1
名

を
雇

用
し

て
い

る
。

な
お

、
1
年

生
の

英
語

担
当

非
常

勤
講

師
に

外
国

人
教

員
を

雇
用

す
る

な
ど

、
積

極
的

な
取

組
を

行
っ

た
。

人
事

総
務

課
長

各
学

科
長

・
G

科
長

人
事

係

B
B

⑤
長

岡
技

術
科

学
大

学
及

び
豊

橋
技

術
科

学
大

学
と

の
連

携
を

図
り

つ
つ

、
両

技
術

科
学

大
学

と
の

教
員

人
事

交
流

制
度

に
つ

い
て

周
知

す
る

。
［
人

事
委

員
会

（
人

事
係

）
］

・
学

科
長

を
通

じ
、

両
技

術
科

学
大

学
と

の
教

員
人

事
交

流
制

度
に

つ
い

て
周

知
し

た
。

人
事

総
務

課
長

各
学

科
長

・
G

科
長

人
事

係

B
B

⑥
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

学
校

の
枠

を
超

え
た

自
主

的
な

活
動

参
加

を
推

奨
す

る
。

［
F
D

委
員

会
（
教

務
係

）
］

・
1
1
月

1
日

か
ら

1
月

3
1
日

の
期

間
で

相
互

授
業

参
観

を
実

施
し

た
。

・
IS

A
T
E
に

教
員

2
名

が
参

加
し

た
。

・
S
P

O
D

の
研

修
等

や
他

大
学

の
研

修
を

周
知

し
た

。

［
総

務
課

（
人

事
係

）
］
［
F
D

委
員

会
（
教

務
係

）
］

・
7
月

2
9
日

に
S
P

O
D

の
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

用
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

を
実

施
し

、
教

員
3
1
名

、
職

員
1
6
名

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
高

専
機

構
主

催
の

研
修

に
3
名

が
参

加
し

た
。

・
9
月

1
日

・
2
日

の
国

立
高

等
専

門
学

校
新

任
教

員
研

修
会

に
1
名

参
加

し
た

。
・
9
月

1
日

の
高

等
専

門
学

校
管

理
職

研
修

に
1
名

参
加

し
た

。
・
1
月

1
6
日

･1
7
日

の
中

堅
教

員
研

修
に

1
名

参
加

し
た

。

F
D

教
務

主
事

教
務

係

人
事

係
（
研

修
）

B
B

⑦
教

育
活

動
や

生
活

指
導

な
ど

に
お

い
て

、
顕

著
な

功
績

が
認

め
ら

れ
る

教
員

や
教

員
グ

ル
ー

プ
を

国
立

高
等

専
門

学
校

教
員

顕
彰

に
推

薦
す

る
。

［
総

務
課

（
総

務
係

）
］

・
国

立
高

等
専

門
学

校
教

員
顕

彰
の

推
薦

者
を

選
考

す
る

た
め

、
教

員
の

自
己

評
価

・
相

互
評

価
及

び
学

生
に

よ
る

教
員

評
価

を
1
0
月

に
実

施
し

、
1
1
月

に
2
名

の
教

員
を

国
立

高
等

専
門

学
校

教
員

顕
彰

に
推

薦
し

た
。

校
長

総
務

課
長

総
務

係

B
B

B

ク
ロ

ス
ア

ポ
イ

ン
ト

メ
ン

ト
制

度
等

一
部

の
制

度
に

つ
い

て
は

希
望

者
が

い
な

い
も

の
の

、
短

時
間

労
働

制
の

適
用

や
外

国
人

教
員

の
採

用
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

る
。

以
上

よ
り

当
初

の
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。
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令
和

４
年

度
　

 年
度

計
画

（
高

専
名

：
　

弓
削

商
船

高
等

専
門

学
校

　
　

）
自

己
点

検
評

価
委

員
会

評
価

自
己

点
検

評
価

委
員

会
コ

メ
ン

ト
実

績
報

告
※

新
型

コ
ロ

ナ
に

関
係

す
る

も
の

は
赤

字
で

記
載

課
題

※
新

型
コ

ロ
ナ

に
関

係
す

る
も

の
は

赤
字

で
記

載

対
応

委
員

会
担

当
者

事
務

担
当

対
応

委
員

会
等

自
己

評
価

（
４

）
教

育
の

質
の

向
上

及
び

改
善

①
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
の

適
切

性
な

ど
を

精
査

す
る

と
と

も
に

、
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
基

づ
く
教

育
の

実
質

化
を

進
め

、
教

育
実

践
の

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

を
機

能
、

定
着

さ
せ

る
た

め
、

以
下

の
項

目
に

つ
い

て
重

点
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

令
和

５
年

度
の

公
開

に
向

け
て

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
訂

を
検

討
す

る
。

併
せ

て
、

本
校

の
特

性
を

踏
ま

え
た

教
育

方
法

や
教

材
な

ど
の

共
有

化
を

進
め

る
。

[P
la

n
］
 W

E
B

シ
ラ

バ
ス

に
お

け
る

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

の
明

示
に

よ
る

到
達

目
標

の
具

体
化

・
共

有
化

[D
o
] 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
実

施
状

況
の

確
認

と
機

構
本

部
か

ら
紹

介
さ

れ
た

好
事

例
の

共
有

[C
h
e
c
k]

 C
B

T
（
C

o
m

p
u
te

r-
B

as
e
d
 T

e
st

in
g）

を
用

い
た

学
習

到
達

度
の

把
握

、
学

習
状

況
調

査
及

び
卒

業
時

の
満

足
度

調
査

の
実

施
に

よ
る

教
育

効
果

の
検

証
[A

c
ti
o
n
] 

教
育

改
善

に
資

す
る

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

活
動

の
推

進

［
教

務
委

員
会

（
教

務
係

）
］

・
四

国
地

区
高

専
共

同
事

業
（
特

別
講

義
）
を

オ
ン

ラ
イ

ン
と

e
-
L
e
ar

n
in

gを
活

用
し

て
開

講
し

た
。

・
Ｗ

ｅ
ｂ
シ

ラ
バ

ス
に

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
明

示
し

、
到

達
目

標
の

具
体

化
・
共

有
化

を
行

っ
て

い
る

。
・
機

械
系

科
目

の
C

B
T
の

レ
ビ

ュ
ー

を
行

う
と

と
も

に
物

理
の

C
B

T
の

作
問

を
し

た
。

・
学

修
状

況
調

査
を

実
施

し
た

。
・
卒

業
生

・
修

了
生

に
対

し
、

卒
業

前
に

満
足

度
調

査
を

行
い

、
教

務
委

員
会

及
び

専
攻

科
委

員
会

で
検

証
し

た
。

検
証

結
果

は
、

各
学

科
長

が
各

々
の

学
科

に
持

ち
帰

り
、

共
有

し
て

い
る

。

教
務

教
務

主
事

教
務

係

B
B

②
教

育
の

質
の

向
上

に
努

め
る

た
め

、
自

己
点

検
・
評

価
を

行
う

。
ま

た
、

高
等

専
門

学
校

機
関

別
認

証
評

価
結

果
に

つ
い

て
対

応
す

る
。

［
自

己
点

検
評

価
委

員
会

（
企

画
係

）
］

・
「
弓

削
商

船
高

等
専

門
学

校
に

お
け

る
自

己
点

検
・
評

価
に

関
す

る
基

本
方

針
」
に

基
づ

き
、

自
己

点
検

・
評

価
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

令
和

3
年

度
自

己
点

検
・
評

価
報

告
書

を
1
1
月

に
作

成
し

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
た

。
・
外

部
委

員
に

よ
る

運
営

諮
問

会
議

を
1
2
月

5
日

に
開

催
し

た
。

・
機

関
別

認
証

評
価

結
果

に
お

い
て

、
改

善
を

要
す

る
点

と
し

て
指

摘
さ

れ
た

事
項

の
改

善
状

況
を

、
6
月

7
日

の
自

己
点

検
評

価
委

員
会

で
審

議
し

、
運

営
委

員
会

に
て

報
告

し
た

。

自
己

点
検

評
価

副
校

長
（
企

画
・
評

価
担

当
）

企
画

係

B
B

③
－

１
　

地
域

や
産

業
界

が
直

面
す

る
課

題
解

決
を

目
指

し
た

課
題

解
決

型
学

習
（
P

B
L
（
P

ro
je

c
t-

B
as

e
d

L
e
ar

n
in

g)
）
を

継
続

す
る

。
教

務
教

務
主

事
各

学
科

長
・
G

科
長

教
務

係

③
－

２
　

産
業

界
等

と
連

携
し

た
教

育
コ

ン
テ

ン
ツ

の
開

発
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等

の
共

同
教

育
を

実
施

す
る

。
［
教

務
委

員
会

（
教

務
係

）
］

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

し
、

延
べ

人
数

で
商

船
学

科
1
0
名

、
電

子
機

械
工

学
科

6
8
名

、
情

報
工

学
科

4
7
名

が
参

加
し

た
。

・
地

域
の

銀
行

と
共

に
共

同
教

育
の

取
組

を
2
件

（
金

融
教

育
、

1
8
歳

成
年

教
育

）
実

施
し

た
。

教
務

教
務

主
事

各
学

科
長

・
G

科
長

教
務

係

B
B

③
－

３
　

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

を
含

む
情

報
教

育
に

つ
い

て
、

教
育

内
容

の
高

度
化

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

。
［
情

報
処

理
教

育
セ

ン
タ

ー
］

・
令

和
4
年

2
月

2
4
日

、
次

年
度

の
授

業
対

策
と

し
て

、
M

o
o
d
le

、
T
e
am

s等
の

操
作

説
明

と
情

報
モ

ラ
ル

講
習

を
本

校
独

自
で

実
施

し
た

。
対

象
は

全
教

職
員

（
非

常
勤

を
含

む
。

）
・
令

和
4
年

4
月

7
日

、
学

生
を

対
象

と
し

た
情

報
モ

ラ
ル

講
習

を
実

施
し

た
。

・
令

和
4
年

1
2
月

1
日

、
1
年

生
を

対
象

と
し

た
情

報
モ

ラ
ル

講
習

を
実

施
し

た
。

・
機

構
主

催
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

講
習

会
・
訓

練
に

参
加

し
た

。

［
教

務
委

員
会

（
教

務
係

）
］

・
商

船
学

科
は

情
報

処
理

１
、

電
子

機
械

工
学

科
は

情
報

処
理

１
、

情
報

工
学

科
は

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

で
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
授

業
を

実
施

し
た

。

情
報

処
理

教
育

セ
ン

タ
ー

運
営

教
務

情
報

処
理

教
育

セ
ン

タ
ー

長

教
務

主
事

情
報

処
理

教
育

セ
ン

タ
ー

情
報

・
広

報
係

教
務

係
B

B

④
高

等
専

門
学

校
教

育
の

高
度

化
に

向
け

て
、

技
術

科
学

大
学

と
の

連
携

・
協

議
に

参
加

し
、

ビ
デ

オ
教

材
等

を
活

用
し

た
教

育
、

教
員

の
研

修
、

技
術

科
学

大
学

と
の

間
の

連
携

教
育

、
人

事
交

流
な

ど
の

分
野

で
有

機
的

な
連

携
を

検
討

す
る

。

［
教

務
委

員
会

（
教

務
係

）
］
［
就

職
指

導
委

員
会

（
学

生
支

援
係

）
］

・
技

術
科

学
大

学
の

説
明

会
は

今
年

度
実

施
し

な
か

っ
た

が
、

1
2
月

3
日

に
開

催
し

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
お

い
て

学
生

と
の

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

［
人

事
委

員
会

（
人

事
係

）
］

・
学

科
長

を
通

じ
、

両
技

術
科

学
大

学
と

の
教

員
人

事
交

流
制

度
に

つ
い

て
周

知
し

た
。

【
再

掲
】

教
務

就
職

指
導

専
攻

科

人
事

教
務

主
事

学
生

主
事

各
学

科
長

・
G

科
長

専
攻

科
長

総
務

課
長

各
学

科
長

・
G

科
長

教
務

係

学
生

支
援

係

教
務

係
（
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

）

人
事

係
（
人

事
交

流
）

B
B

（
５

）
学

生
支

援
・
生

活
支

援
等

①
学

生
相

談
体

制
の

充
実

の
た

め
、

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

及
び

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
等

の
専

門
職

の
有

機
的

な
配

置
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
機

構
本

部
が

実
施

す
る

、
障

害
を

有
す

る
学

生
へ

の
支

援
を

含
め

た
学

生
指

導
に

関
す

る
研

修
に

参
加

す
る

。

［
学

生
相

談
室

（
学

生
支

援
係

）
］

・
充

実
し

た
学

生
指

導
支

援
体

制
を

維
持

す
る

た
め

、
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
は

週
4
日

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

は
週

1
日

、
相

談
員

は
週

1
日

、
非

常
勤

看
護

師
は

週
5
日

の
雇

用
を

継
続

し
た

。
・
全

国
国

立
高

等
専

門
学

校
学

生
支

援
担

当
教

職
員

研
修

に
1
名

出
席

し
た

。

学
生

相
談

室
学

生
相

談
室

長
学

生
支

援
係

B
B

②
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
の

周
知

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

各
種

奨
学

金
制

度
に

係
る

情
報

提
供

を
す

る
こ

と
で

学
生

支
援

を
充

実
さ

せ
る

。
［
厚

生
補

導
委

員
会

（
学

生
支

援
係

）
］

・
各

種
奨

学
金

制
度

の
積

極
的

な
活

用
を

促
進

す
る

た
め

、
掲

示
や

郵
送

に
よ

る
学

生
や

保
護

者
へ

の
案

内
に

加
え

て
、

学
生

を
対

象
と

し
た

奨
学

団
体

な
ど

の
情

報
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

た
。

厚
生

補
導

学
生

主
事

学
生

支
援

係

B
B

③
低

学
年

か
ら

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
企

業
情

報
、

就
職

・
進

学
情

報
な

ど
の

提
供

体
制

・
相

談
方

法
を

含
め

た
キ

ャ
リ

ア
支

援
の

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
次

年
度

以
降

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
体

制
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、

卒
業

時
に

キ
ャ

リ
ア

支
援

も
含

め
た

満
足

度
調

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
卒

業
生

の
情

報
を

活
用

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

の
た

め
同

窓
会

等
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。

［
就

職
指

導
委

員
会

（
学

生
支

援
係

）
］

・
商

船
学

科
の

全
学

年
を

対
象

と
し

た
5
商

船
系

高
専

合
同

イ
ベ

ン
ト

（
W

e
b
）
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

、
5
商

船
高

専
O

B
の

現
役

船
員

に
よ

る
講

演
会

を
実

施
し

た
。

・
次

年
度

以
降

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
体

制
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、

卒
業

・
修

了
時

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
。

さ
ら

に
既

卒
者

お
よ

び
就

職
企

業
に

対
す

る
卒

業
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

た
。

・
1
2
月

3
日

に
本

科
3
・
4
年

生
及

び
専

攻
科

1
年

生
を

対
象

と
し

た
「
キ

ャ
リ

ア
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
を

開
催

し
た

。
・
商

船
学

科
3
･5

年
生

を
対

象
と

す
る

企
業

説
明

会
の

一
環

と
し

て
、

本
校

O
B

の
現

役
船

員
に

よ
る

講
演

会
を

実
施

し
た

。
・
同

窓
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
企

業
の

求
人

を
掲

載
し

た
。

就
職

指
導

教
務

学
生

主
事

教
務

主
事

学
生

支
援

係

教
務

係

B
B

B

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

、
地

域
と

の
関

わ
り

を
持

つ
取

組
み

が
一

部
実

施
で

き
な

か
っ

た
も

の
も

あ
る

が
、

そ
の

他
に

つ
い

て
は

再
開

し
た

り
、

 e
-

L
e
ar

n
in

g 
を

活
用

し
た

り
し

て
実

施
し

た
。

ま
た

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
へ

の
取

組
み

も
継

続
し

て
実

施
し

て
い

る
。

以
上

よ
り

当
初

の
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。

［
教

務
委

員
会

（
教

務
係

）
］

・
離

島
工

学
に

関
す

る
研

究
と

し
て

、
①

岩
城

橋
開

通
に

お
け

る
交

通
管

理
シ

ス
テ

ム
②

弓
削

島
に

お
け

る
Ｐ

Ｍ
2
.5

に
関

す
る

研
究

を
行

っ
た

。
【
再

掲
】

・
電

子
機

械
工

学
科

5
年

で
地

域
創

生
演

習
2
を

開
講

し
た

。
・
地

域
の

課
題

解
決

を
テ

ー
マ

と
し

た
取

組
を

実
施

し
た

。
・
電

子
機

械
工

学
科

及
び

情
報

工
学

科
の

地
域

創
生

演
習

1
（
3
年

生
）
、

2
（
5
年

生
）
に

お
い

て
離

島
工

学
に

関
わ

る
事

業
と

し
て

、
ス

マ
ホ

教
室

、
夢

現
塾

、
し

ま
な

み
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

を
実

施
し

た
。

・
7
月

か
ら

夢
現

塾
を

実
施

し
た

。
・

情
報

通
信

技
術

を
活

用
し

た
害

獣
の

捕
獲

支
援

シ
ス

テ
ム

の
開

発
を

行
っ

た
。

・
機

械
学

習
を

活
用

し
た

P
M

2
.5

濃
度

の
予

測
を

行
っ

た
。

・
防

災
意

識
向

上
の

た
め

の
D

IG
実

施
シ

ス
テ

ム
の

開
発

を
行

っ
た

。
・

小
中

学
校

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
に

お
け

る
コ

ー
ス

ウ
ェ

ア
の

開
発

を
行

っ
た

。
・
高

齢
者

福
祉

施
設

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
中

止
し

た
。

・
防

災
リ

ー
ダ

ー
育

成
研

修
を

1
1
月

1
0
日

に
実

施
し

た
。

【
再

掲
】

・
救

急
救

命
講

習
会

を
1
月

1
8
日

と
1
月

2
5
日

に
実

施
し

た
。

B
B

B

学
生

指
導

支
援

体
制

の
充

実
を

図
る

た
め

、
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

雇
用

や
研

修
会

へ
積

極
的

に
参

加
し

た
。

ま
た

、
学

生
の

支
援

に
関

す
る

各
種

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
た

。
さ

ら
に

キ
ャ

リ
ア

教
育

な
ど

を
継

続
的

に
実

施
し

て
い

る
。

以
上

よ
り

当
初

の
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。
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令
和

４
年

度
　

 年
度

計
画

（
高

専
名

：
　

弓
削

商
船

高
等

専
門

学
校

　
　

）
自

己
点

検
評

価
委

員
会

評
価

自
己

点
検

評
価

委
員

会
コ

メ
ン

ト
実

績
報

告
※

新
型

コ
ロ

ナ
に

関
係

す
る

も
の

は
赤

字
で

記
載

課
題

※
新

型
コ

ロ
ナ

に
関

係
す

る
も

の
は

赤
字

で
記

載

対
応

委
員

会
担

当
者

事
務

担
当

対
応

委
員

会
等

自
己

評
価

　
１

．
２

 社
会

連
携

に
関

す
る

事
項

①
　

教
員

の
研

究
分

野
や

共
同

研
究

・
受

託
研

究
の

成
果

な
ど

の
情

報
を

、
広

報
資

料
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

に
よ

り
発

信
す

る
。

［
地

共
研

セ
ン

タ
ー

（
企

画
係

）
］

・
学

校
要

覧
及

び
本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

共
同

研
究

・
受

託
研

究
等

の
受

入
状

況
や

全
教

員
の

研
究

・
技

術
シ

ー
ズ

を
掲

載
し

た
。

ま
た

、
学

術
論

文
や

学
会

発
表

等
の

研
究

成
果

を
re

se
ar

c
h
m

ap
で

更
新

す
る

よ
う

促
し

た
。

・
IS

A
T
E
で

2
名

、
K
O

S
E
N

フ
ォ

ー
ラ

ム
で

4
名

、
産

学
連

携
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
1
名

の
教

員
が

研
究

発
表

を
行

っ
た

。

地
共

研
セ

ン
タ

ー
運

営
地

共
研

セ
ン

タ
ー

長
副

校
長

（
研

究
担

当
）

企
画

係

B
B

②
　

高
専

リ
サ

ー
チ

ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
（
Ｋ

Ｒ
Ａ

）
や

四
国

地
区

地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
、

国
立

高
等

専
門

学
校

間
の

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
を

活
用

し
、

産
業

界
や

地
方

公
共

団
体

と
の

新
た

な
共

同
研

究
・
受

託
研

究
の

受
入

れ
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
効

果
的

技
術

マ
ッ

チ
ン

グ
の

イ
ベ

ン
ト

等
で

そ
の

成
果

の
情

報
発

信
や

知
的

資
産

化
な

ど
社

会
還

元
に

努
め

る
。

［
地

共
研

セ
ン

タ
ー

（
企

画
係

）
］

・
本

校
の

技
術

シ
ー

ズ
の

紹
介

や
企

業
と

の
情

報
交

換
を

目
的

と
し

た
産

学
連

携
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
1
2
月

1
0
日

に
開

催
し

た
。

・
K
O

S
E
N

 E
X
P

O
等

の
イ

ベ
ン

ト
に

4
件

参
加

し
た

。
・
第

4
ブ

ロ
ッ

ク
で

形
成

す
る

各
種

の
研

究
会

に
3
名

が
参

画
し

て
い

る
。

ま
た

、
令

和
4
年

度
第

4
ブ

ロ
ッ

ク
研

究
助

成
課

題
と

し
て

1
件

（
2
名

が
参

画
）
が

採
択

さ
れ

た
。

・
共

同
研

究
を

1
件

実
施

し
た

。

地
共

研
セ

ン
タ

ー
運

営
地

共
研

セ
ン

タ
ー

長
副

校
長

（
研

究
担

当
）

企
画

係

B
B

③
－

１
 　

情
報

発
信

機
能

を
強

化
す

る
た

め
、

報
道

機
関

等
と

の
関

係
構

築
に

取
り

組
む

。
［
広

報
委

員
会

（
情

報
・
広

報
係

）
］

・
報

道
機

関
に

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
を

行
い

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
周

知
を

行
っ

た
。

機
構

本
部

へ
報

道
内

容
等

の
報

告
を

随
時

行
い

、
報

告
済

の
マ

ス
コ

ミ
関

係
掲

載
情

報
数

は
6
6
件

で
あ

る
。

[総
務

課
（
総

務
係

）
]

・
4
月

の
入

学
式

及
び

9
月

の
商

船
学

科
卒

業
式

に
つ

い
て

、
地

元
新

聞
社

と
連

携
を

図
り

、
記

事
が

掲
載

さ
れ

た
。

広
報

広
報

主
事

総
務

課
長

情
報

・
広

報
係

総
務

係

B
B

③
－

２
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
報

道
機

関
へ

の
情

報
提

供
等

を
通

じ
て

、
地

域
連

携
の

取
組

や
学

生
活

動
等

の
様

々
な

情
報

を
社

会
に

発
信

す
る

と
と

も
に

、
報

道
内

容
及

び
報

道
状

況
を

機
構

本
部

に
随

時
報

告
す

る
。

［
広

報
委

員
会

（
情

報
・
広

報
係

）
］

・
「
弓

削
商

船
だ

よ
り

」
に

、
就

職
先

・
進

学
先

一
覧

や
学

生
体

験
談

の
学

生
が

作
成

し
た

記
事

を
掲

載
し

た
。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
記

事
の

学
校

・
学

生
ト

ピ
ッ

ク
ス

と
研

究
・
教

員
ト

ピ
ッ

ク
ス

の
掲

載
数

は
、

7
5
件

で
あ

っ
た

。
（
昨

年
度

6
0
件

）
・
報

道
内

容
等

を
機

構
本

部
に

随
時

報
告

し
た

（
6
6
件

）
。

・
In

st
ag

ar
m

と
F
ac

e
b
o
o
kに

1
8
1
件

の
投

稿
を

行
い

、
F
ac

e
b
o
o
kの

い
い

ね
数

1
,1

1
9
件

（
昨

年
度

1
,0

5
6
件

）
、

In
st

ag
ra

m
の

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

は
1
,1

8
5
件

（
昨

年
度

8
8
0
件

）
で

あ
っ

た
。

ま
た

Y
o
u
tu

b
e
登

録
数

は
3
1
5
件

（
昨

年
度

2
4
5
件

）
で

あ
っ

た
。

【
再

掲
】

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
数

（
ペ

ー
ジ

ビ
ュ

ー
数

）
は

7
0
8
,2

9
0
件

で
あ

っ
た

。
（
※

令
和

4
年

4
月

1
日

～
令

和
5
年

3
月

3
1
日

、
昨

年
度

比
1
0
8
％

）

［
総

務
課

（
総

務
係

）
］

・
4
月

の
入

学
式

及
び

9
月

の
商

船
学

科
卒

業
式

に
つ

い
て

、
地

元
新

聞
社

と
連

携
を

図
り

、
記

事
が

掲
載

さ
れ

た
。

【
再

掲
】

　
１

．
３

 国
際

交
流

等
に

関
す

る
事

項
①

-
1
　

特
に

な
し

-
-

①
-
2
　

特
に

な
し

-
-

①
-
3
　

特
に

な
し

-
-

①
-
4
　

特
に

な
し

-
-

①
-
5
　

特
に

な
し

-
-

②
　

特
に

な
し

-
-

③
-
1
　

学
生

が
海

外
で

活
動

す
る

機
会

を
後

押
し

す
る

た
め

に
、

海
外

留
学

や
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

学
生

交
流

を
推

進
す

る
。

【
再

掲
】

［
国

際
交

流
推

進
室

（
教

務
係

）
］

・
1
名

の
学

生
が

イ
ギ

リ
ス

へ
留

学
し

た
。

【
再

掲
】

・
協

定
校

で
あ

る
モ

ン
ゴ

ル
科

学
技

術
大

学
へ

9
月

4
日

か
ら

9
月

1
7
日

ま
で

5
名

の
学

生
を

派
遣

し
た

。
ま

た
、

協
定

校
で

あ
る

タ
イ

の
ナ

コ
ン

パ
ノ

ム
大

学
へ

1
2
月

に
4
名

の
学

生
を

派
遣

し
た

。
【
再

掲
】

・
令

和
3
年

度
に

オ
ン

ラ
イ

ン
で

ハ
ワ

イ
の

カ
ウ

ア
イ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
カ

レ
ッ

ジ
（
K
C

C
）
の

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
学

生
の

実
施

状
況

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
た

。
ま

た
、

今
年

度
も

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
り

2
月

2
5

日
、

3
月

1
1
日

、
3
月

2
5
日

の
3
回

Ｋ
Ｃ

Ｃ
の

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

た
。

【
再

掲
】

・
海

外
か

ら
の

学
生

の
受

入
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
中

止
と

な
っ

た
。

【
再

掲
】

教
務

国
際

交
流

推
進

室

教
務

主
事

国
際

交
流

推
進

室
長

教
務

係

教
務

係

B
B

③
-
2
　

学
生

の
英

語
力

、
国

際
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
の

向
上

や
海

外
に

積
極

的
に

飛
び

出
す

マ
イ

ン
ド

を
育

成
す

る
取

組
の

改
善

・
充

実
を

検
討

す
る

。
【
再

掲
】

［
国

際
交

流
推

進
室

（
教

務
係

）
］

・
商

船
学

科
に

お
い

て
、

英
会

話
教

室
を

4
月

か
ら

毎
週

月
曜

日
・
木

曜
日

に
実

施
し

た
。

・
令

和
3
年

度
に

オ
ン

ラ
イ

ン
で

ハ
ワ

イ
の

カ
ウ

ア
イ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
カ

レ
ッ

ジ
（
K
C

C
）
の

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
学

生
の

実
施

状
況

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
た

。
ま

た
、

今
年

度
も

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
り

2
月

2
5

日
、

3
月

1
1
日

、
3
月

2
5
日

に
Ｋ

Ｃ
Ｃ

の
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
【
再

掲
】

・
留

学
し

た
学

生
の

体
験

談
を

「
弓

削
商

船
だ

よ
り

」
及

び
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

紹
介

し
た

。
【
再

掲
】

教
務

国
際

交
流

推
進

室

教
務

主
事

国
際

交
流

推
進

室
長

教
務

係

教
務

係

B
B

③
-
3
　

学
生

に
対

し
て

、
「
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

J
A

P
A

N
」
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
は

じ
め

と
す

る
外

部
の

各
種

奨
学

金
制

度
等

を
積

極
的

に
活

用
で

き
る

よ
う

情
報

収
集

の
上

提
供

し
、

学
生

の
国

際
会

議
や

「
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

J
A

P
A

N
」

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
参

加
、

海
外

留
学

等
の

機
会

の
拡

充
を

図
る

。
【
再

掲
】

［
国

際
交

流
推

進
室

（
教

務
係

）
］

・
Ｙ

Ｆ
Ｕ

高
校

生
国

際
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
Ｅ

ＩＬ
高

校
生

交
換

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
「
Ｅ

ＩＬ
サ

ポ
ー

タ
ー

奨
学

金
」
、

Ｐ
ＩＥ

Ｅ
高

校
生

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
な

ど
の

情
報

を
学

生
に

提
供

し
た

。
【
再

掲
】

・
令

和
3
年

度
に

オ
ン

ラ
イ

ン
で

ハ
ワ

イ
の

カ
ウ

ア
イ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
カ

レ
ッ

ジ
（
K
C

C
）
の

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
学

生
の

実
施

状
況

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
た

。
【
再

掲
】

・
学

生
に

対
し

て
、

「
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

J
A

P
A

N
」
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
は

じ
め

と
す

る
外

部
の

各
種

奨
学

金
制

度
等

の
情

報
を

提
供

し
た

。
【
再

掲
】

・
留

学
し

た
学

生
の

体
験

談
を

「
弓

削
商

船
だ

よ
り

」
及

び
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

紹
介

し
た

。
【
再

掲
】

国
際

交
流

推
進

室
国

際
交

流
推

進
室

長
教

務
係

B
B

④
-
1
　

留
学

生
の

確
保

に
向

け
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

英
語

版
資

料
を

充
実

し
、

高
等

専
門

学
校

教
育

並
び

に
本

校
の

特
性

や
魅

力
に

つ
い

て
情

報
発

信
す

る
。

【
再

掲
】

［
広

報
委

員
会

（
情

報
・
広

報
係

）
］

・
英

語
版

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
更

新
し

、
国

際
交

流
推

進
室

の
F
ac

e
b
o
o
kを

立
ち

上
げ

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
を

掲
載

し
た

。
【
再

掲
】

・
国

際
交

流
推

進
室

F
ac

e
b
o
o
kの

投
稿

数
は

7
件

で
あ

っ
た

。
【
再

掲
】

・
In

st
ag

ar
m

と
F
ac

e
b
o
o
kに

1
8
1
件

の
投

稿
を

行
い

、
F
ac

e
b
o
o
kの

い
い

ね
数

1
,1

1
9
件

（
昨

年
度

1
,0

5
6
件

）
、

In
st

ag
ra

m
の

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

は
1
,1

8
5
件

（
昨

年
度

8
8
0
件

）
で

あ
っ

た
。

ま
た

Y
o
u
tu

b
e
登

録
数

は
3
1
5
件

（
昨

年
度

2
4
5
件

）
で

あ
っ

た
。

【
再

掲
】

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
数

（
ペ

ー
ジ

ビ
ュ

ー
数

）
は

7
0
8
,2

9
0
件

で
あ

っ
た

。
（
※

令
和

4
年

4
月

1
日

～
令

和
5
年

3
月

3
1
日

、
昨

年
度

比
1
0
8
％

）
【
再

掲
】

広
報

広
報

主
事

情
報

・
広

報
係

B
B

④
-
2

　
特

に
な

し
-

-

⑤
　

教
員

や
学

生
の

国
際

交
流

の
際

に
、

海
外

旅
行

保
険

に
加

入
さ

せ
る

等
の

安
全

面
へ

の
配

慮
を

行
う

。
　

ま
た

、
外

国
人

留
学

生
の

学
業

成
績

や
資

格
外

活
動

の
状

況
等

の
的

確
な

把
握

や
適

切
な

指
導

等
の

在
籍

管
理

に
取

り
組

む
。

［
学

生
課

（
教

務
係

）
］

・
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

す
る

学
生

は
、

海
外

旅
行

保
険

に
加

入
す

る
同

意
書

を
提

出
さ

せ
、

保
険

に
加

入
さ

せ
た

。
・
毎

月
初

め
に

留
学

生
の

在
籍

確
認

を
行

っ
た

。

教
務

主
事

教
務

係

B
B

B

共
同

研
究

、
受

託
研

究
の

公
表

や
各

種
研

究
会

へ
の

参
画

、
第

4
ブ

ロ
ッ

ク
の

研
究

助
成

の
採

択
と

い
っ

た
成

果
が

得
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

地
元

新
聞

社
に

よ
る

卒
業

式
の

掲
載

を
始

め
、

In
st

ag
ra

m
、

F
ac

e
b
o
o
k、

Y
o
u
tu

b
e
を

活
用

し
て

情
報

発
信

す
る

と
と

も
に

、
高

専
機

構
本

部
へ

の
報

告
を

行
っ

て
い

る
。

以
上

よ
り

当
初

の
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。

広
報

広
報

主
事

総
務

課
長

情
報

・
広

報
係

総
務

係

B
B

B

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
一

部
の

国
際

交
流

関
係

事
業

が
中

止
と

な
っ

た
も

の
の

、
カ

ウ
ア

イ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

カ
レ

ッ
ジ

の
国

際
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
催

す
る

な
ど

、
一

部
の

事
業

に
つ

い
て

は
創

意
工

夫
し

て
対

応
し

た
。

ま
た

、
英

語
版

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

更
新

に
加

え
、

国
際

交
流

推
進

室
の

S
N

S
を

立
ち

上
げ

る
な

ど
し

て
い

る
。

以
上

よ
り

当
初

の
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。
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令
和

４
年

度
　

 年
度

計
画

（
高

専
名

：
　

弓
削

商
船

高
等

専
門

学
校

　
　

）
自

己
点

検
評

価
委

員
会

評
価

自
己

点
検

評
価

委
員

会
コ

メ
ン

ト
実

績
報

告
※

新
型

コ
ロ

ナ
に

関
係

す
る

も
の

は
赤

字
で

記
載

課
題

※
新

型
コ

ロ
ナ

に
関

係
す

る
も

の
は

赤
字

で
記

載

対
応

委
員

会
担

当
者

事
務

担
当

対
応

委
員

会
等

自
己

評
価

２
．

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

事
項

　
２

．
１

  
一

般
管

理
費

等
の

効
率

化
　

高
等

専
門

学
校

設
置

基
準

に
よ

り
必

要
と

さ
れ

る
最

低
限

の
教

員
の

給
与

費
相

当
額

及
び

各
年

度
特

別
に

措
置

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
経

費
を

除
き

、
運

営
費

交
付

金
を

充
当

し
て

行
う

業
務

に
つ

い
て

は
、

中
期

目
標

の
期

間
中

、
毎

事
業

年
度

に
つ

き
一

般
管

理
費

（
人

件
費

相
当

額
を

除
く
。

）
に

つ
い

て
は

3
％

、
そ

の
他

は
1
％

の
業

務
の

効
率

化
を

図
る

。

［
総

務
課

（
財

務
係

）
］

・
運

営
費

交
付

金
を

充
当

し
て

行
う

業
務

に
つ

い
て

は
、

当
年

度
特

別
に

措
置

さ
れ

る
経

費
を

除
き

、
機

構
本

部
か

ら
配

分
の

あ
っ

た
予

算
（
管

理
運

営
費

規
定

分
△

3
％

）
の

範
囲

内
で

当
初

配
分

を
行

っ
た

。

運
営

総
務

課
長

財
務

係

B
B

　
２

．
２

　
給

与
水

準
の

適
正

化
　

特
に

な
し

-
-

　
２

．
３

　
契

約
の

適
正

化
  
業

務
運

営
の

効
率

性
及

び
国

民
の

信
頼

性
の

確
保

の
観

点
か

ら
、

随
意

契
約

の
適

正
化

を
推

進
し

、
契

約
は

原
則

と
し

て
一

般
競

争
入

札
等

に
よ

る
こ

と
と

す
る

。
  
さ

ら
に

、
引

き
続

き
「
独

立
行

政
法

人
に

お
け

る
調

達
等

合
理

化
の

取
組

の
推

進
に

つ
い

て
（
平

成
2
7
年

5
月

2
5
日

総
務

大
臣

決
定

）
」
に

基
づ

く
取

組
を

着
実

に
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

入
札

及
び

契
約

の
適

正
な

実
施

に
つ

い
て

監
査

を
受

け
る

。

［
総

務
課

（
財

務
係

、
契

約
係

）
］

・
随

意
契

約
の

適
正

化
を

推
進

し
、

契
約

は
原

則
と

し
て

一
般

競
争

入
札

等
に

し
た

。
・
引

き
続

き
「
独

立
行

政
法

人
に

お
け

る
調

達
等

合
理

化
の

取
組

の
推

進
に

つ
い

て
（
平

成
2
7
年

5
月

2
5
日

総
務

大
臣

決
定

）
」
に

基
づ

く
取

組
を

実
施

し
た

。

総
務

課
長

契
約

係
財

務
係

B
B

３
．

予
算

（
人

件
費

の
見

積
も

り
を

含
む

。
）
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

　
３

．
１

　
戦

略
的

な
予

算
執

行
・
適

切
な

予
算

管
理

　
校

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

も
と

、
本

校
に

お
け

る
教

育
上

の
自

主
性

や
強

み
・
特

色
な

ど
の

機
能

強
化

を
後

押
し

す
る

た
め

、
予

算
配

分
方

針
を

あ
ら

か
じ

め
定

め
、

各
部

署
に

周
知

す
る

等
、

透
明

性
・
公

平
性

を
確

保
し

た
予

算
配

分
に

努
め

る
。

　
ま

た
、

独
立

行
政

法
人

会
計

基
準

の
改

訂
等

に
よ

り
、

運
営

費
交

付
金

の
会

計
処

理
と

し
て

、
業

務
達

成
基

準
に

よ
る

収
益

化
が

原
則

と
さ

れ
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
引

き
続

き
、

収
益

化
単

位
の

業
務

ご
と

に
予

算
と

実
績

を
管

理
す

る
。

［
総

務
課

（
財

務
係

）
］

・
予

算
配

分
方

針
を

運
営

委
員

会
で

決
定

し
、

各
部

署
に

周
知

す
る

等
、

透
明

性
・
公

平
性

を
確

保
し

た
予

算
配

分
を

行
っ

た
。

・
収

益
化

単
位

の
業

務
ご

と
に

予
算

と
実

績
を

管
理

し
た

。

運
営

総
務

課
長

財
務

係

B
B

　
３

．
２

 外
部

資
金

、
寄

附
金

そ
の

他
自

己
収

入
の

増
加

　
社

会
連

携
活

動
の

推
進

等
を

通
じ

、
共

同
研

究
、

受
託

研
究

等
を

促
進

し
、

外
部

資
金

の
獲

得
の

増
加

を
図

る
。

ま
た

、
卒

業
生

が
就

職
し

た
企

業
、

同
窓

会
等

と
の

交
流

を
図

り
、

寄
附

金
の

獲
得

に
努

め
る

。
　

さ
ら

に
、

本
校

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
け

る
寄

附
案

内
ペ

ー
ジ

の
改

修
や

寄
附

者
に

と
っ

て
利

便
性

の
高

い
決

済
手

段
の

導
入

等
に

よ
り

、
寄

附
金

の
募

集
方

法
の

改
善

を
検

討
す

る
。

地
共

研
セ

ン
タ

ー
運

営
地

共
研

セ
ン

タ
ー

長
副

校
長

（
研

究
担

当
）

総
務

課
長

（
寄

附
金

）

企
画

係

財
務

係
（
寄

附
金

）

　
３

．
３

 予
算

　
特

に
な

し
-

-

　
３

．
４

 収
支

計
画

　
特

に
な

し
-

-

　
３

．
５

 資
金

計
画

　
特

に
な

し
-

-

　
４

．
短

期
借

入
金

の
限

度
額

　
 特

に
な

し
-

-

　
５

．
不

要
財

産
の

処
分

に
関

す
る

計
画

　
特

に
な

し
-

-

　
６

．
重

要
な

財
産

の
譲

渡
に

関
す

る
計

画
　

特
に

な
し

-
-

　
７

．
剰

余
金

の
使

途
　

特
に

な
し

-
-

B

業
務

、
運

営
の

効
率

化
は

目
標

を
達

成
し

て
お

り
、

内
部

監
査

等
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
以

上
よ

り
当

初
の

目
標

を
達

成
し

て
い

る
。

B

予
算

配
分

に
つ

い
て

は
運

営
委

員
会

に
て

審
議

す
る

な
ど

透
明

化
さ

れ
て

お
り

、
研

究
助

成
に

つ
い

て
は

、
科

研
費

レ
ビ

ュ
ー

を
開

催
す

る
な

ど
積

極
的

な
取

組
み

を
し

て
い

る
。

以
上

よ
り

当
初

の
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。

［
地

共
研

セ
ン

タ
ー

（
企

画
係

）
］

・
学

校
要

覧
及

び
本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

共
同

研
究

・
受

託
研

究
等

の
受

入
状

況
や

全
教

員
の

研
究

・
技

術
シ

ー
ズ

を
掲

載
し

た
。

ま
た

、
学

術
論

文
や

学
会

発
表

等
の

研
究

成
果

を
re

se
ar

c
h
m

ap
で

更
新

す
る

よ
う

促
し

た
。

【
再

掲
】

・
IS

A
T
E
で

2
名

、
K
O

S
E
N

フ
ォ

ー
ラ

ム
で

4
名

、
産

学
連

携
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
1
名

の
教

員
が

研
究

発
表

を
行

っ
た

。
【
再

掲
】

・
本

校
の

技
術

シ
ー

ズ
の

紹
介

や
企

業
と

の
情

報
交

換
を

目
的

と
し

た
産

学
連

携
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
1
2
月

1
0
日

に
開

催
し

た
。

【
再

掲
】

・
K
O

S
E
N

 E
X
P

O
等

の
イ

ベ
ン

ト
に

4
件

参
加

し
た

。
【
再

掲
】

・
第

4
ブ

ロ
ッ

ク
で

形
成

す
る

各
種

の
研

究
会

に
3
名

が
参

画
し

て
い

る
。

ま
た

、
令

和
4
年

度
第

4
ブ

ロ
ッ

ク
研

究
助

成
課

題
と

し
て

1
件

（
2
名

が
参

画
）
が

採
択

さ
れ

た
。

【
再

掲
】

・
外

部
資

金
の

獲
得

を
推

進
す

る
た

め
、

研
究

助
成

事
業

等
に

関
す

る
情

報
共

有
を

行
っ

た
。

・
機

構
本

部
か

ら
配

布
さ

れ
た

科
研

費
に

関
す

る
説

明
資

料
等

を
学

内
で

周
知

、
活

用
し

た
結

果
、

令
和

5
年

度
科

研
費

の
申

請
率

が
7
2
%
と

過
去

最
高

と
な

っ
た

。
・
共

同
研

究
を

1
件

実
施

し
た

。
【
再

掲
】

［
総

務
課

（
財

務
係

）
］

・
本

校
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

、
全

般
的

な
寄

附
案

内
ペ

ー
ジ

を
作

成
し

、
本

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

か
ら

ワ
ン

ク
リ

ッ
ク

で
ア

ク
セ

ス
で

き
る

よ
う

に
改

修
し

た
。

B
B
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令
和

４
年

度
　

 年
度

計
画

（
高

専
名

：
　

弓
削

商
船

高
等

専
門

学
校

　
　

）
自

己
点

検
評

価
委

員
会

評
価

自
己

点
検

評
価

委
員

会
コ

メ
ン

ト
実

績
報

告
※

新
型

コ
ロ

ナ
に

関
係

す
る

も
の

は
赤

字
で

記
載

課
題

※
新

型
コ

ロ
ナ

に
関

係
す

る
も

の
は

赤
字

で
記

載

対
応

委
員

会
担

当
者

事
務

担
当

対
応

委
員

会
等

自
己

評
価

８
．

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
業

務
運

営
に

関
す

る
事

項
　

８
．

１
 施

設
及

び
設

備
に

関
す

る
計

画
①

－
１

　
「
 国

立
高

等
専

門
学

校
機

構
施

設
整

備
5
か

年
計

画
」
（
令

和
3
年

3
月

決
定

予
定

）
及

び
「
国

立
高

等
専

門
学

校
機

構
イ

ン
フ

ラ
長

寿
命

化
計

画
（
個

別
施

設
計

画
）
2
0
1
8
」
（
平

成
3
1
年

3
月

決
定

）
に

基
づ

き
、

新
し

い
時

代
に

ふ
さ

わ
し

い
国

立
高

等
専

門
学

校
施

設
の

機
能

の
高

度
化

や
老

朽
施

設
の

改
善

な
ど

の
整

備
を

推
進

し
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
取

り
組

む
。

［
施

設
整

備
等

検
討

委
員

会
（
施

設
係

）
］

・
図

書
館

棟
及

び
情

報
処

理
教

育
セ

ン
タ

ー
の

改
修

工
事

を
行

っ
た

。
・
長

寿
命

化
イ

ン
フ

ラ
整

備
の

た
め

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
再

生
（
中

水
設

備
）
整

備
及

び
練

習
船

「
弓

削
丸

」
代

船
建

造
に

対
応

す
る

た
め

の
桟

橋
改

修
の

概
算

要
求

を
行

っ
た

。
・
練

習
船

「
弓

削
丸

」
代

船
建

造
に

対
応

す
る

た
め

の
桟

橋
改

修
に

つ
い

て
、

予
算

措
置

さ
れ

た
。

施
設

整
備

等
検

討
教

務
主

事
施

設
係

B
B

①
－

２
 　

施
設

の
非

構
造

部
材

の
耐

震
化

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

、
計

画
的

に
対

策
を

推
進

す
る

。
［
施

設
整

備
等

検
討

委
員

会
（
施

設
係

）
］

・
施

設
整

備
費

補
助

事
業

（
図

書
館

棟
等

改
修

）
に

お
い

て
、

照
明

・
エ

ア
コ

ン
室

外
機

・
ダ

ク
ト

を
補

強
し

、
耐

震
化

を
行

っ
た

。

施
設

整
備

等
検

討
教

務
主

事
施

設
係

B
B

②
 　

学
生

及
び

教
職

員
に

、
「
実

験
実

習
安

全
必

携
」
を

周
知

す
る

と
と

も
に

、
安

全
衛

生
管

理
の

た
め

の
各

種
講

習
会

に
参

加
す

る
。

［
安

全
衛

生
委

員
会

（
人

事
係

）
］

・
「
実

験
実

習
安

全
必

携
」
に

つ
い

て
、

学
校

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

た
。

・
特

に
危

険
・
有

害
な

業
務

（
ク

レ
ー

ン
運

転
等

）
に

つ
い

て
、

取
扱

担
当

者
に

対
し

て
労

働
安

全
衛

生
教

育
（
特

別
教

育
）
を

行
っ

た
。

・
1
0
月

1
7
日

、
中

国
・
四

国
地

区
国

立
大

学
法

人
等

労
働

安
全

衛
生

協
議

会
に

2
名

参
加

し
た

。

安
全

衛
生

総
務

課
長

人
事

係

B
B

③
　

科
学

技
術

分
野

へ
の

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
た

め
、

女
子

学
生

の
利

用
す

る
ト

イ
レ

等
の

設
置

や
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
な

ど
、

修
学

・
就

業
上

の
環

境
整

備
を

計
画

的
に

推
進

す
る

。
［
施

設
整

備
等

検
討

委
員

会
（
施

設
係

）
］

・
図

書
館

改
修

工
事

に
お

い
て

学
生

相
談

室
と

保
健

室
を

隣
接

さ
せ

る
改

修
を

行
っ

た
。

・
予

定
し

て
い

た
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
（
中

水
）
に

係
る

ト
イ

レ
等

の
環

境
整

備
に

つ
い

て
は

、
予

算
措

置
さ

れ
ず

実
施

を
見

送
っ

た
。

［
男

女
共

同
参

画
推

進
室

（
総

務
係

）
］

・
図

書
館

の
改

修
工

事
に

お
い

て
、

パ
ウ

ダ
ー

ル
ー

ム
の

設
置

等
、

女
子

学
生

に
配

慮
し

た
ト

イ
レ

の
改

修
を

行
っ

た
。

施
設

整
備

等
検

討

男
女

共
同

参
画

推
進

室

教
務

主
事

男
女

共
同

参
画

推
進

室
長

施
設

係

総
務

係
B

B

　
８

．
２

 人
事

に
関

す
る

計
画

（
１

）
方

針
教

職
員

と
も

に
積

極
的

に
人

事
交

流
を

進
め

多
様

な
人

材
の

育
成

を
図

る
と

と
も

に
、

各
種

研
修

に
計

画
的

に
参

加
し

資
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
以

下
の

取
組

等
を

実
施

す
る

。
①

　
課

外
活

動
、

寮
務

等
の

見
直

し
と

し
て

、
外

部
人

材
や

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

等
の

活
用

を
検

討
す

る
。

［
厚

生
補

導
委

員
会

（
学

生
支

援
係

）
］

・
課

外
活

動
に

お
け

る
教

員
の

負
担

軽
減

に
向

け
、

茶
道

部
、

剣
道

部
、

テ
ニ

ス
部

、
ソ

フ
ト

テ
ニ

ス
部

に
お

け
る

技
術

指
導

を
外

部
人

材
に

委
嘱

し
た

。
さ

ら
な

る
負

担
軽

減
の

た
め

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

指
導

員
を

新
た

に
委

嘱
し

た
。

［
寮

務
委

員
会

（
寮

務
係

）
］

・
日

直
及

び
男

子
寮

宿
直

業
務

（
1
名

）
を

令
和

３
年

度
か

ら
継

続
雇

用
し

、
週

あ
た

り
4
〜

5
回

の
宿

直
業

務
を

割
り

当
て

た
。

ま
た

女
子

寮
に

お
い

て
も

寮
母

を
割

り
当

て
、

当
直

教
員

の
負

担
を

軽
減

し
た

。
・
1
ヶ

月
ご

と
に

作
成

し
て

い
た

宿
日

直
計

画
を

半
期

ご
と

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
宿

日
直

の
交

代
が

容
易

と
な

り
、

効
率

的
に

運
用

で
き

た
。

厚
生

補
導

寮
務

学
生

主
事

寮
務

主
事

学
生

支
援

係

寮
務

係

B
B

②
　

特
に

な
し

-
-

③
　

若
手

教
員

確
保

の
た

め
、

教
員

人
員

枠
の

流
用

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
［
人

事
委

員
会

（
人

事
係

）
］

・
人

事
委

員
会

に
お

い
て

、
教

員
人

員
枠

の
流

用
に

つ
い

て
検

討
し

、
次

年
度

の
採

用
計

画
を

決
定

し
た

。
人

事
総

務
課

長
各

学
科

長
人

事
係

B
B

④
－

１
　

機
構

本
部

か
ら

の
通

知
に

従
い

、
専

門
科

目
担

当
教

員
の

公
募

に
お

い
て

、
応

募
資

格
の

一
つ

と
し

て
、

博
士

の
学

位
を

有
す

る
者

を
掲

げ
る

こ
と

を
原

則
と

し
、

多
様

か
つ

優
れ

た
教

員
を

確
保

す
る

。
【
再

掲
】

［
人

事
委

員
会

（
人

事
係

）
］

・
総

合
教

育
科

に
お

い
て

博
士

の
学

位
を

有
す

る
者

2
名

を
採

用
し

た
。

【
再

掲
】

・
商

船
学

科
3
名

、
電

子
機

械
工

学
科

1
名

、
情

報
工

学
科

1
名

の
公

募
の

う
ち

、
商

船
学

科
1
名

、
電

子
機

械
工

学
科

1
名

、
情

報
工

学
科

1
名

に
つ

い
て

は
、

応
募

資
格

に
博

士
の

学
位

を
有

す
る

こ
と

、
ま

た
は

取
得

見
込

で
あ

る
こ

と
を

掲
げ

て
い

る
。

【
再

掲
】

人
事

総
務

課
長

各
学

科
長

人
事

係

B
B

④
－

２
　

 ク
ロ

ス
ア

ポ
イ

ン
ト

メ
ン

ト
制

度
に

つ
い

て
周

知
す

る
。

【
再

掲
】

［
人

事
委

員
会

（
人

事
係

）
］

・
人

事
委

員
会

を
通

じ
て

全
教

員
に

周
知

し
た

。
【
再

掲
】

人
事

総
務

課
長

各
学

科
長

・
G

科
長

人
事

係
B

B

④
－

３
　

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
柔

軟
な

勤
務

時
間

制
度

や
同

居
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
の

取
組

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

女
性

研
究

者
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
に

よ
り

女
性

教
員

が
働

き
や

す
い

環
境

の
整

備
を

進
め

る
。

【
再

掲
】

［
人

事
委

員
会

（
人

事
係

）
］

・
短

時
間

労
働

制
度

を
3
名

が
利

用
し

た
。

【
再

掲
】

・
育

児
等

へ
の

配
慮

が
必

要
な

教
職

員
に

個
別

の
変

形
労

働
を

適
用

し
た

。
【
再

掲
】

・
同

居
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
募

集
を

行
っ

た
。

【
再

掲
】

［
男

女
共

同
参

画
推

進
室

（
総

務
係

）
］

・
女

性
教

職
員

の
意

見
交

換
会

は
、

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
等

を
考

慮
し

、
開

催
中

止
と

し
た

。
代

替
措

置
と

し
て

女
性

教
職

員
向

け
ア

ン
ケ

ー
ト

等
を

実
施

し
た

。
【
再

掲
】

人
事

男
女

共
同

参
画

推
進

室

総
務

課
長

各
学

科
長

・
Ｇ

科
長

男
女

共
同

参
画

推
進

室
長

人
事

係

総
務

係
B

B

④
－

４
　

　
外

国
人

教
員

の
採

用
を

継
続

す
る

。
【
再

掲
】

［
人

事
委

員
会

（
人

事
係

）
］

・
常

勤
教

員
1
名

、
非

常
勤

講
師

1
名

を
雇

用
し

て
い

る
。

な
お

、
1
年

生
の

英
語

担
当

非
常

勤
講

師
に

外
国

人
教

員
を

雇
用

す
る

な
ど

、
積

極
的

な
取

組
を

行
っ

た
。

【
再

掲
】

人
事

総
務

課
長

各
学

科
長

・
G

科
長

人
事

係

B
B

④
－

５
　

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

、
研

修
会

等
を

通
じ

て
、

男
女

共
同

参
画

や
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
関

す
る

意
識

啓
発

を
図

る
。

［
男

女
共

同
参

画
推

進
室

（
総

務
係

）
］

・
6
月

2
日

に
2
年

生
を

対
象

に
男

女
共

同
参

画
講

演
会

を
オ

ン
ラ

イ
ン

ビ
デ

オ
研

修
形

式
に

て
開

催
し

た
。

ま
た

、
他

の
学

年
及

び
教

職
員

に
も

視
聴

で
き

る
よ

う
に

録
画

デ
ー

タ
を

公
開

し
た

。
・
第

7
回

第
4
ブ

ロ
ッ

ク
男

女
共

同
参

画
推

進
担

当
者

協
議

会
に

出
席

し
た

。

男
女

共
同

参
画

推
進

室
男

女
共

同
参

画
推

進
室

長
総

務
係

B
B

⑤
　

教
職

員
の

積
極

的
な

人
事

交
流

を
進

め
、

多
様

な
人

材
育

成
を

図
る

と
と

も
に

、
各

種
研

修
を

計
画

的
に

実
施

し
資

質
の

向
上

を
推

進
す

る
。

［
人

事
委

員
会

（
人

事
係

）
］
［
F
D

委
員

会
（
教

務
係

）
］

・
学

科
長

を
通

じ
、

他
高

専
の

教
員

人
事

交
流

制
度

に
つ

い
て

周
知

を
行

っ
た

。
・
各

種
研

修
会

に
つ

い
て

、
案

内
を

対
象

者
へ

周
知

し
、

参
加

し
て

い
る

。
・
7
月

2
9
日

に
S
P

O
D

の
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

用
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

を
実

施
し

、
教

員
3
1
名

、
職

員
1
6
名

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
高

専
機

構
主

催
の

研
修

に
3
名

が
参

加
し

た
。

【
再

掲
】

・
9
月

1
日

・
2
日

の
国

立
高

等
専

門
学

校
新

任
教

員
研

修
会

に
1
名

参
加

し
た

。
【
再

掲
】

・
9
月

1
日

の
高

等
専

門
学

校
管

理
職

研
修

に
1
名

参
加

し
た

。
【
再

掲
】

・
1
月

1
6
日

･1
7
日

の
中

堅
教

員
研

修
に

1
名

参
加

し
た

。
【
再

掲
】

人
事

F
D

総
務

課
長

教
務

主
事

人
事

係

教
務

係

B
B

（
２

）
人

員
に

関
す

る
指

標
　

常
勤

職
員

に
つ

い
て

、
そ

の
職

務
能

力
を

向
上

さ
せ

つ
つ

業
務

の
効

率
化

を
図

り
、

適
切

な
人

員
配

置
に

取
り

組
む

。

［
総

務
課

（
人

事
係

）
］

・
愛

媛
大

学
と

の
相

互
人

事
交

流
を

行
っ

た
。

・
高

専
間

の
人

事
交

流
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討

を
行

う
。

・
各

種
研

修
会

に
つ

い
て

、
案

内
を

対
象

者
へ

周
知

し
、

参
加

し
て

い
る

。
【
再

掲
】

・
各

種
研

修
会

へ
の

参
加

状
況

　
　

高
専

機
構

主
催

：
3
名

（
初

任
職

員
研

修
会

）
　

　
他

高
専

主
催

：
2
名

（
技

術
職

員
代

表
者

会
議

・
研

修
会

）
　

　
中

四
国

大
学

法
人

主
催

：
2
名

（
技

術
職

員
研

修
・
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
会

）
　

　
S
P

O
D

主
催

：
4
名

（
大

学
人

社
会

人
と

し
て

の
基

礎
力

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
新

任
職

員
）
（
レ

ベ
ル

Ⅰ
）

　
　

人
事

院
主

催
：
3
名

（
給

与
実

務
初

任
者

等
研

修
会

・
女

性
職

員
研

修
・
中

堅
係

員
研

修
）

総
務

課
長

人
事

係

B
B

B

高
専

５
カ

年
計

画
に

基
づ

く
図

書
館

及
び

情
報

処
理

教
育

セ
ン

タ
ー

の
改

修
を

行
い

、
パ

ウ
ダ

ー
ル

ー
ム

の
設

置
等

、
女

子
学

生
に

配
慮

し
た

整
備

を
行

っ
た

。
ま

た
、

実
験

実
習

安
全

必
携

の
周

知
の

他
、

危
険

な
業

務
に

携
わ

る
担

当
者

に
対

す
る

労
働

安
全

衛
生

教
育

を
実

施
し

た
。

以
上

よ
り

当
初

の
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。

B

ク
ラ

ブ
指

導
員

や
学

寮
の

宿
日

直
業

務
の

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

に
よ

り
、

教
職

員
の

負
担

を
軽

減
し

て
い

る
。

ま
た

、
短

時
間

労
働

制
の

活
用

や
外

国
人

教
員

の
雇

用
、

各
種

研
修

会
の

実
施

や
周

知
な

ど
を

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
職

員
の

人
事

交
流

を
す

る
な

ど
適

切
な

人
員

配
置

に
つ

い
て

積
極

的
な

取
組

み
が

見
ら

れ
る

。
愛

媛
大

学
と

の
人

事
交

流
を

継
続

し
て

お
り

、
高

専
間

の
人

事
交

流
に

つ
い

て
も

検
討

し
た

。
各

種
研

修
会

案
内

の
周

知
す

る
な

ど
、

当
初

の
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。
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令
和

４
年

度
　

 年
度

計
画

（
高

専
名

：
　

弓
削

商
船

高
等

専
門

学
校

　
　

）
自

己
点

検
評

価
委

員
会

評
価

自
己

点
検

評
価

委
員

会
コ

メ
ン

ト
実

績
報

告
※

新
型

コ
ロ

ナ
に

関
係

す
る

も
の

は
赤

字
で

記
載

課
題

※
新

型
コ

ロ
ナ

に
関

係
す

る
も

の
は

赤
字

で
記

載

対
応

委
員

会
担

当
者

事
務

担
当

対
応

委
員

会
等

自
己

評
価

　
８

．
３

 情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
つ

い
て

　
全

教
職

員
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
意

識
向

上
を

図
る

た
め

に
、

機
構

本
部

が
実

施
す

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
（
e
-
L
e
ar

n
in

g）
及

び
イ

ン
シ

デ
ン

ト
対

応
訓

練
等

に
参

加
す

る
。

ま
た

、
情

報
担

当
者

を
対

象
と

し
た

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

研
修

、
管

理
職

を
対

象
と

し
た

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ト
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
に

参
加

す
る

。
　

初
期

対
応

徹
底

の
た

め
に

「
す

ぐ
や

る
３

箇
条

」
の

周
知

を
継

続
し

て
行

い
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

イ
ン

シ
デ

ン
ト

の
予

防
及

び
被

害
拡

大
を

防
ぐ

た
め

の
啓

発
を

実
施

す
る

。

［
情

報
処

理
教

育
セ

ン
タ

ー
］

・
機

構
本

部
が

実
施

す
る

教
職

員
向

け
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
（
e
-
L
e
ar

n
in

g）
を

実
施

し
、

9
9
名

（
受

講
率

1
0
0
％

）
が

受
講

し
た

。
・
学

生
に

対
す

る
啓

蒙
活

動
の

結
果

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
コ

ン
テ

ス
ト

で
優

秀
な

成
績

を
収

め
た

。
（
K
-
S
E
C

サ
マ

ー
キ

ャ
ン

プ
C

T
F
演

習
 優

勝
）

・
四

国
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

加
盟

し
、

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
係

る
情

報
共

有
、

研
修

の
案

内
な

ど
を

行
っ

た
。

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

係
る

研
修

9
件

に
教

職
員

が
参

加
し

た
。

・
全

教
職

員
に

対
し

て
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
係

る
注

意
喚

起
・
情

報
共

有
を

2
0
件

行
っ

た
。

情
報

処
理

教
育

セ
ン

タ
ー

運
営

情
報

処
理

教
育

セ
ン

タ
ー

長
情

報
処

理
教

育
セ

ン
タ

ー

情
報

・
広

報
係

A
A

A

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

研
修

に
よ

る
啓

発
を

し
て

い
る

。
ま

た
、

K
-
S
E
C

サ
マ

ー
キ

ャ
ン

プ
C

T
F
演

習
で

優
勝

し
て

い
る

。
以

上
よ

り
当

初
の

目
標

を
大

幅
に

達
成

し
て

い
る

。

　
８

．
４

 内
部

統
制

の
充

実
・
強

化
①

－
１

　
校

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

も
と

、
責

任
あ

る
意

思
決

定
を

実
現

す
る

た
め

、
定

期
的

に
運

営
委

員
会

を
開

催
す

る
。

［
運

営
委

員
会

（
総

務
係

）
］

・
運

営
委

員
会

を
毎

月
開

催
し

、
学

校
運

営
及

び
教

育
活

動
に

関
す

る
案

件
を

審
議

し
、

決
定

し
た

。
運

営
総

務
課

長
総

務
係

B
B

①
－

２
　

校
長

・
事

務
部

長
会

議
そ

の
他

の
主

要
な

会
議

に
つ

い
て

運
営

委
員

会
で

課
題

や
方

針
の

共
有

化
を

図
る

。
［
総

務
課

（
総

務
係

）
］

・
令

和
4
年

度
第

1
回

、
第

2
回

、
第

3
回

高
専

機
構

校
長

・
事

務
部

長
会

議
の

内
容

に
つ

い
て

、
校

長
が

運
営

委
員

会
に

て
報

告
を

行
い

、
法

人
と

し
て

の
課

題
や

方
針

の
共

有
化

を
図

っ
た

。

総
務

課
長

総
務

係

B
B

①
－

３
　

機
構

本
部

に
対

し
、

各
種

会
議

を
通

じ
、

必
要

に
応

じ
、

本
校

の
状

況
、

意
見

等
を

発
信

す
る

。
［
総

務
課

（
総

務
係

）
］

・
運

営
委

員
会

を
毎

月
開

催
し

、
学

校
運

営
及

び
教

育
活

動
に

関
す

る
案

件
を

審
議

し
、

決
定

し
た

。
【
再

掲
】

総
務

課
長

総
務

係

B
B

②
－

１
　

法
人

全
体

の
共

通
課

題
に

対
す

る
機

構
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能

を
強

化
す

る
た

め
、

理
事

長
と

の
面

談
等

に
対

応
す

る
。

［
総

務
課

（
総

務
係

）
］

・
6
月

に
理

事
長

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

係
る

資
料

を
提

出
し

、
7
月

2
8
日

に
校

長
が

理
事

長
ヒ

ア
リ

ン
グ

（
対

面
）
に

出
席

し
た

。

総
務

課
長

総
務

係

B
B

②
－

２
　

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

及
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
関

す
る

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
活

用
や

、
教

職
員

を
対

象
と

し
た

階
層

別
研

修
等

に
参

加
す

る
こ

と
に

よ
り

教
職

員
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
向

上
を

行
う

。

［
リ

ス
ク

管
理

室
（
総

務
係

）
］

・
2
月

に
教

職
員

を
対

象
と

し
た

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
関

す
る

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

し
た

。
リ

ス
ク

管
理

室
総

務
課

長
総

務
係

B
B

②
－

３
　

事
案

に
応

じ
、

機
構

本
部

と
十

分
な

連
携

を
図

り
、

速
や

か
な

情
報

の
伝

達
・
対

策
な

ど
を

行
う

。
［
総

務
課

（
総

務
係

）
］

・
事

案
に

応
じ

、
機

構
本

部
と

十
分

な
連

携
を

図
り

、
速

や
か

な
情

報
の

伝
達

・
対

策
な

ど
を

行
っ

た
。

総
務

課
長

総
務

係

B
B

③
内

部
監

査
及

び
相

互
監

査
で

発
見

し
た

課
題

に
つ

い
て

、
速

や
か

に
対

応
を

行
う

。
［
総

務
課

（
財

務
係

）
］

・
1
2
月

に
会

計
監

査
人

に
よ

る
往

査
を

受
審

し
、

発
見

さ
れ

た
課

題
に

つ
い

て
、

2
月

1
7
日

に
開

催
し

た
弓

削
商

船
高

等
専

門
学

校
事

務
職

員
等

会
計

研
修

（
勉

強
会

）
に

お
い

て
情

報
共

有
を

行
っ

た
。

・
1
月

に
高

専
相

互
会

計
内

部
監

査
を

受
審

し
、

指
摘

事
項

は
特

に
な

か
っ

た
。

前
年

度
の

全
高

専
の

指
摘

事
項

一
覧

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
行

っ
た

。

総
務

課
長

総
務

係

財
務

係
B

B

④
平

成
 2

3
 年

度
に

策
定

さ
れ

た
「
公

的
研

究
費

等
に

関
す

る
不

正
使

用
の

再
発

防
止

策
」
の

確
実

に
実

施
す

る
。

加
え

て
、

機
構

本
部

が
開

催
す

る
研

究
担

当
責

任
者

を
対

象
と

し
た

W
e
b
会

議
に

参
加

す
る

と
と

も
に

、
本

校
の

教
職

員
に

対
し

て
研

究
費

の
適

切
な

取
扱

い
に

関
す

る
注

意
喚

起
等

を
行

う
。

［
総

務
課

（
財

務
係

）
］

・
「
公

的
研

究
費

等
に

関
す

る
不

正
使

用
の

再
発

防
止

策
」
に

基
づ

き
、

9
月

に
教

職
員

対
象

の
「
公

的
研

究
費

等
の

取
扱

い
に

関
す

る
説

明
会

」
を

実
施

し
た

（
受

講
率

1
0
0
％

）
。

総
務

課
長

財
務

係

B
B

⑤
機

構
の

中
期

計
画

及
び

年
度

計
画

を
踏

ま
え

、
本

校
の

年
度

計
画

を
定

め
る

。
ま

た
、

そ
の

際
に

は
、

本
校

及
び

各
学

科
の

特
性

に
応

じ
た

具
体

的
な

成
果

指
標

を
設

定
す

る
。

［
中

期
計

画
推

進
室

（
企

画
係

）
］

・
高

専
機

構
の

中
期

計
画

及
び

年
度

計
画

を
踏

ま
え

、
本

校
の

年
度

計
画

を
定

め
た

。
ま

た
、

各
項

目
の

内
容

に
応

じ
て

、
具

体
的

な
成

果
指

標
を

設
定

し
た

。

中
期

計
画

推
進

室
中

期
計

画
推

進
室

長
企

画
係

B
B

B

運
営

委
員

会
に

お
い

て
、

高
専

機
構

校
長

・
事

務
部

長
会

議
の

内
容

に
つ

い
て

報
告

す
る

な
ど

、
課

題
や

方
針

の
共

有
化

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

理
事

長
ヒ

ア
リ

ン
グ

や
事

案
に

応
じ

て
機

構
本

部
と

連
絡

を
取

り
合

っ
て

お
り

、
さ

ら
に

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
関

す
る

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
や

公
的

研
究

費
等

に
関

す
る

不
正

使
用

防
止

研
修

を
実

施
す

る
な

ど
、

内
部

統
制

に
努

め
て

い
る

。
以

上
よ

り
当

初
の

目
標

を
達

成
し

て
い

る
。
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令和５年度弓削商船高等専門学校自己点検評価委員会名簿 

委員長 校 長  石 田 邦 光 

委 員 教 務 主 事  藤 本 隆 士 

〃 学 生 主 事  村 上 知 弘 
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